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〈凡例〉  

○書式は１ページ 35 字×30 行にする。  

○注はページごとでの脚注として示す。  

○表及びグラフは各章ごとのナンバリングとする。ただし、第２章に関しては、 

表及びグラフ数が多いので、各項ごとのナンバリングとする。  

○〈引用・参考文献〉は各章ごと引用した順番に記述する。ただし、第１章で  

の、医学（生物学・生理学）・心理学の分野における利き手及び左利きと大  

脳との関係について用いた文献と、第４章での、イギリスの教育制度の概観  

及びナショナルカリキュラムの変遷や特徴について用いた文献と、第５章で  

の、フランスの教育制度の概観及び教育制度、学習指導要領、教科書の特徴  

について用いた文献に関しては、発行年順に列挙する。  

○各章での表中に用いている訳語は、日本語での引用文献（邦訳書）がある場  

合、当該の文献において用いられている語をそのまま記載する。  

○現在日本では  Handwrit ing の教育における専門用語に関し、共通の理解に  

基づいて一般的に用いることができる訳語が決まっていない。従って、本論  

考では、基本的に、用語の表記は全て原語によるものとする。ただし、和訳  

に定説がある用語に関しては、その語を用いることにする。  
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１．問題の所在と本研究の意義  

（１）問題の所在  

筆者は、書写教育を｢手で文字を書くことに関する教育｣と広義に捉え、これ

までに、文字体系の違いを超えての比較研究、具体的には、日本とアメリカ、

イギリス、オーストラリア、フランス各国との書字教育（＝文字を書くことの

教育）に関する比較研究を試み、各国の書字教育政策に考察を加え、史的変遷

の特徴と意義を明らかにすることによって、書写教育分野を比較研究の一つと

して位置づける可能性を模索してきた。 

 

 他方、筆者は、文字を書く際の利き手の問題が、特に小中学校の教育現場で

切実な課題となるにもかかわらず、左利き者の書字指導に関して充分な検討が

なされてきていないとの問題意識を持ち続けてきた。  

近年日本では、左利きを右利きに「矯正」する傾向が低くなり、以前に比べ

て左利きが増加したと指摘される。一方で、書写教育の分野において、左利き

に関する研究が充実しているとは言い難いのが現状である。その要因としては、

左利きの書字及びその教育に関する研究を、単に目の前にある手もしくは書字

行為だけの問題としては捉えることができない点や、対象者の数が限られる上

にその実態が多種多様とされるためデータがとりにくい点等が挙げられる。現

行の学習指導要領においても、左利きの書字及びその指導に関する事項につい

ては触れられておらず〔詳細後述〕、保護者や授業（指導）者からの、左利きの

児童生徒の書字指導に関する疑問や不安は後を絶たない。  

 

2015(平成 27) 年４月、筆者が勤務する信州大学教育学部にて、中学校国語

の教員免許状取得に必修となる授業「書道基礎」の初回に、受講生各人の書写

力形成に関して自由に記述してもらったところ、２年生から以下のコメントが

寄せられた。  

〔前略〕私にとって、初めての書道 (ママ )の授業の思い出は、とても苦いもので

した。〔中略〕  

 私は左ききです。左ききなんて珍しいものではありません。ですが、私のい

たクラスには不幸にも私だけしかいませんでした。  
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だからでしょうか？ 先生には、きっとそれが許せなかったのでしょう。45

分の授業の中、基本私は先生と一対一で右手で字を書くことを強制されました。

私は先生に握られているあの手の痛みや感触を今でも覚えています。  

級友からは興味と憐みの視線を向けられ、先生からは左ききであることをな

じられ、私にとっては、習字 (ママ )は一種のトラウマとして心に刻まれています。

確かに私はあの時に、字に対する小さなプライド、自尊心を傷つけられたので

す。習字 (ママ )は右ききでなければいけないのでしょうか？  

後述の新聞記事〔「第２章 １．（２）」〕の掲載から 10 年の年月を経ても、

それどころか、極端な話をすれば、 1881(明治 14)年生まれの會津八一が、

1947(昭和 22)年 65 歳の時に行った講演「書道について」の以下の内容（『独往

の人  會津八一展』中村屋サロン美術館， 2018，p.４）と比べても、左利き者

の書写教育に関して状況は然程変わっていないことに自戒の念を抱いている。  

 會津は、小学生のころから、「書き方」（習字）の時間が恐ろしくなるほど苦

痛であったという。 〔中略〕 會津は書き方の時間が苦痛だったのは、他の人

よりも字が下手だということもあるが、元々左利きであるため、利き腕でない

右手で筆を執って書いたことにより、手本に書いてある通りに書き写すことが

出来ない部類の人間であったからだと説明している。  

2013(平成 25) 年度の全国大学書写書道教育学会においても、「全国大学書写

書道教育学会・第 27 回（京都）大会ラウンドテーブル」での【テーブル①記

録】「書写・書道教育の実践論」の中に【６．左利きの児童生徒への対応につい

て】として 1、同じく【テーブル③記録】「書写・書道の学習者論」の中に【小

学校での指導から左利き児童生徒の指導について】として 2、左利き者への学習

指導に関する質問や意見が活発に交わされた様子がまとめられている。清水の

「利き手問題については、漢字や日本語が右手縦書き文化で発展してきたこと

をふまえて論じなければならないところに難しさがあるのだが、学習者のため

の対応を研究し、教科書等でも積極的に対策していかなくてはならないだろう。」

3との指摘は真摯に受けとめるべきである。杉﨑の、「左手書字」の問題につい

 
1『書写書道教育研究  第 27 号』（全国大学書写書道教育学会編） 2013,  p.106.  
2『書写書道教育研究  第 27 号』 2013,  pp.125-126.  
3  清水文博「ラウンドテーブル  テーブル③書写・書道の学習者論  学習者の立場から考えてい  

かなければならないことは何か」（『書写書道教育研究  第 27 号』 2013） p.118.  



11 

 

ては「入門期」での調査が「極めて困難であ」り、「経過観察も極めて難しい」

ため、「その時期を経て筆記具の執筆姿勢が固まる成人を対象に行うこともやむ

をえない」4との見解は、大局的かつ長期的な観点から一理あるものの、現実問

題として、左手書字への不安や課題は、文字学習入門期をはじめとした児童の

書写学習に対して今も恒常的に集中すること、それは、これまでの書写教育が

左手書字に関する具体的な方策を立ててこなかった（こられなかった）ことに

も起因する点を勘案すると、たとえ些細な事項であっても、左手で書字活動を

行う児童への指導に関わる何らかの指南を提示することが今日の書写教育には

求められていると考える。教科書や教師用指導書等を通して左手書字の児童生

徒に具体的な示唆を与えることは、現在書写教育に携わる者へ課せられた喫緊

の使命である。しかしながら、このような要請に応えられる研究が充実してい

ないのが現代の日本における実状である。  

 

現在、日本の教育改革では、20 世紀末からの国際的な動きを受け、「ユニバ

ーサルデザイン教育」「インクルーシブ教育」の視点に重点が置かれてきている。

これらの考え方に関して、田上他は次のように解説している 5。  

 インクルーシブ教育について、髙橋智（ 2007）は、「学校が様々な違いや多

様なニーズを有する子どもの学習と発達、協働と連帯の場になっていくこと、

換言すれば『共学・協働と発達保障』の実現を追究する学校教育のあり方を示

したもの」（髙橋智 ,2007）（※髙橋智（ 2007）「障害・特別ニーズを有する子どもの特別教育

史」東京学芸大学特別支援科学講座（編）『インクルージョン時代の障害理解と生涯発達支援』第

11 章，日本文化科学社， pp.151-160. (小林注 )）としている。  

中央教育審議会初等中等教育分科会報告（ 2011）（※中央教育審議会初等中等教育分

科会（ 2011）「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の

推進（報告）」 (小林注 )）は、インクルーシブ教育システムの基本的な方向性を、「障

害のある子どもと障害のない子どもが、できるだけ同じ場で学ぶことを目指す

べきである」とした。また、文部科学省「インクルーシブ教育システム構築事

 
4  杉﨑哲子「書写・書道の学習者論に関する研究の方向性」（『書写書道教育研究  第 2 8 号』 20 14） 

p.73.  
5  田上美由紀  猪狩恵美子「日本におけるユニバーサルデザイン教育をめぐる研究動向  ―インクル  

ーシブ教育の実現を目指した通常学級改革の視点から―」（『福岡女学院大学大学院紀要  発達教育  

学  第３号』 2017） pp.19-26.  
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業」（2014）（※文部科学省初等中等教育局特別支援教育課（ 2014）「インクルーシブ教育システ

ム構築事業」 (小林注 )）では、共生社会実現にむけての教育分野における重要課題

を、特別支援教育に加え、「障害のある者と障害のない者が可能な限り共に学ぶ

仕組みを構築すること」とし、これを「インクルーシブ教育システム」として

いる。  

こうした動向を背景とし、通常学級の場で、障害の有無にかかわらず全ての

子どもの学習参加を保障する教育実践として、「ユニバーサルデザイン」が注目

されつつある。  

もともと「ユニバーサルデザイン」は、90 年代にアメリカの建築家ロナルド・

メイスによって提唱された、建築や日用品に対する用語として広まった概念で

ある。障害者権利条約では、「ユニバーサルデザインとは、調整又は特別な設計

を必要とすることなく、最大限可能な範囲で全ての人が使用することのできる

製品、環境、計画及びサービスの設計」（外務省 , 2014）（※外務省（ 2014）「障害者

の権利に関する条約」 (小林注 )）とされ、年齢や性別、障害の有無にかかわらず、全

ての人の使用を想定した製品、環境、計画及びサービスの設計を指している。  

このユニバーサルデザインの考え方を教育に応用した動きを、「ユニバーサル

デザイン教育」や「授業のユニバーサルデザイン」といい、「児童生徒への学習

に対する『わかりやすさ』を追求すること」ととらえられ、「特別なニーズのあ

る児童生徒はもちろん、すべての児童生徒にとって利益のある考え方」とされ

ている（片岡美華 , 2015）（※片岡美華（ 2015）「ユニバーサルデザイン教育と特別支援教育

の関係性についての一考察」『鹿児島大学教育学部研究紀要  教育科学編第 66 巻』， pp.21-32. (小林

注 )）。  

 「通常学級の場で」「全ての子どもの学習参加を保障する」との教育改革の方

向性は、まさに左利き者の書字教育に関する課題を考究する必要性と合致する。 

 

 さらには、書字に不安を抱く左利き者の実状に鑑みた教育の在り方について

何かしらの示唆を提起することは、SDGs の目標とも大きく関わる。外務省は、

SDGs について、ホームページに次の解説を掲載している 6。  

 
6  外務省 HP https:/ /www.mofa.go.jp/mofaj /gaiko/oda/sdgs/about/index.html  （ 2019 年 12 月 30 

日閲覧）  

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html
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持続可能な開発目標（SDGs）とは，2001 年に策定されたミレニアム開発目標

（MDGs）の後継として，2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能

な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2016 年から 2030 年までの

国際目標です。持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲ

ットから構成され，地球上の誰一人として取り残さない（ leave no one behind）

ことを誓っています。SDGs は発展途上国のみならず，先進国自身が取り組む

ユニバーサル（普遍的）なものであり，日本としても積極的に取り組んでいま

す。  

 続く「持続可能な開発のための 2030 アジェンダと日本の取組」のページで

は、「2030 アジェンダ」が「相互に密接に関連した 17 の目標と 169 のターゲ

ットから成る『持続可能な開発目標（SDGs）』」の詳細として、「目標 4」に「教

育」を提唱しており、また、その具体的な内容は「すべての人に包摂的かつ公

正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する」ことであると明示し

ている 7。  

左利き者が、書字に関してストレスのない公平な教育を享受できるように努

められているとは考え難い現況自身に問題がある。本問題の解決に臨むことは、

SDGs の目標「すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育」を提供すること

にも資すると考えられる。  

 

 以上をふまえ、本項のまとめとして、本研究における問題の所在について簡

潔に記す。  

○21 世紀、令和の時代になってもなお、書写教育の分野において、左利きに関  

する研究は充実していると言い難い現状にある。  

○文字を書く際の利き手の問題は、特に小中学校の教育現場で切実な課題とな  

り続けているにもかかわらず、左利き者の書字指導に関して、書写教育研究  

の専門領域において充分な検討がなされてきていない。  

○左手書字への不安や課題が、就学時（文字学習入門期）をはじめとした児童  

の書写学習に対して集中するのは、これまでの書写教育が左手書字に関する  

 
7  同  https:/ /www.mofa.go.jp/mofaj /gaiko/oda/sdgs/pdf/000270587.pdf  （ 2019 年 12 月 30 日閲覧） 

 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/000270587.pdf
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具体的な方策を立ててこなかった（こられなかった）ことも大きな要因とな  

っている。  

○左利き者の書字教育について、インクルーシブ教育や SDGs と問題が共有さ  

れていない。  

 

（２）先行研究の検討  

 「１．（１）」でも述べた通り、現在、左利き者の書字教育に関して、書写教

育研究の専門領域の立場から論じた日本での先行研究は、「目標研究」「教育内

容研究」「教材研究」「カリキュラム研究」「学習者研究」のどの側面に関しても

充足していない。例えば、全国大学書写書道教育学会学会誌『書写書道教育研

究』（同学会編）の創刊号（ 1987 年３月発行）から 2020 年７月現在の最新号

（第 34 号．2020 年３月発行）に採録されている全ての論文の中で、左利きの

書字及びその教育に関する論考は、小林比出代「左利き者の望ましい硬筆筆記

具の持ち方に関する文献的考察  ―書写教育の見地から―」（『書写書道教育研究  

第 20 号』2006 pp.30-40）と、小林比出代「利き手・非利き手での書字活動時

における脳血液動態の比較  ―ＮＩＲＳ及び筆圧握圧計測装置による測定を通

しての試論―」（『書写書道教育研究  第 31 号』2017 pp.41-47）〔詳細は「第１

章」参照〕の２件のみである。  

 日本と同じ漢字圏である中国や韓国においても、左利きの児童生徒への書字

学習及び指導に関する論究は散見しない。  

ここで、参考までに、中国や韓国における、左利きの児童への書字学習及び

指導に関して簡単に述べる〔詳細は「第３章」参照〕。  

 中国の教育部（日本の文部科学省に相当）が発行する『教学大纲（教学大綱）』

（日本の『学習指導要領』に相当）において、2019 年現在、「写字（日本の「書

写」に相当）」に関する内容の中に、左利きの児童生徒への書字学習及び指導に

関する記載はない。  

 韓国の韓国教育部（日本の文部科学省に相当）が発行する『国語科教育課程』

（日本の『学習指導要領』の『国語編』に相当）においても、2019 年現在、左

利きの児童生徒への書字学習及び指導に関する記述はない。また、2000 年発行

の小学校第１学年国語科用教科書（国定）に、左利きの児童に示唆を与える文
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言やイラストないしは写真は掲載されていない。  

 

（３）本研究の意義  

「１．（１）（２）」で言及した通り、現在、日本をはじめ中国や韓国といった

漢字圏においては、左利き者の書字教育に関する研究や実践が満たされていな

い状態にある。 

書字教育に関して日本と漢字圏以外の国とでの比較を行うことは、文字体系

が異なったり、書字教育で取り扱う学習用具に相違点が見られたりするために

難しいと捉えられやすい。しかし、「文字を書くこと」すなわち“「目の運動」

と「指・手・ウデの」「筋肉運動との連動による」「総合的な運動」 8”そのもの

に着目した場合、文字体系や学習用具の相違の中にも、その教育の比較研究に

おける多くの共通項が見出されると考えられる。  

左利き者の書字教育に関して検討を試みるにあたり、日本を含む漢字圏での

現況を熟慮すると、その教育の水準を深化させるためには、文字体系の違いを

超えての比較研究が必至となるかと推察される。 

 

一方において、「利き手に関して明瞭な文化差が存在」し、日本等のアジアの

国々に比べて左利きが多いとされる欧米 9〔「第１章  ２．」参照〕の  Hand- 

writing の教師用指導書やテキストでは、左利きの児童生徒への学習指導内容

をどのように扱っているのか。イギリスとアメリカそれぞれのテキストでの、

特に筆記具の望ましい持ち方に関する記述の一例に着目し、その内容を記す。  

 イギリスの場合、ナショナルカリキュラム〔詳細は「第４章  １．」及び「２．

（２）」参照〕に準拠した教師用指導書  ①『English Key Stage 1 ages 5-7 

Teacher ’s Resource Book』 (1995) 及び  ②『The Handwriting Book』 (1996)

（双方とも  STANLEY THORNES 発行） 10において、左手での望ましい筆記

具の持ち方は右手での望ましい持ち方とペアにしてイラストで提示されている

 
8  平井昌夫『国語教育学原理』（明治図書  1969） p.230  
9  坂野登編『脳と教育  心理学的アプローチ』（朝倉書店  1997） p.120. p.122.  
1 0  詳細は、小林比出代「教育目標から見た英・米国の  Handwrit ing の教育と日本の書写教育」  

（『書写書道教育研究  第 12 号』 1998, pp.20-29.）及び「「 The Education Reform act（ 1988 年  

教育改革法）」制定以降のイギリスにおける  Handwrit ing の教育の在り方」（『同  第 14 号』  

2000, pp.65-75.）参照。  
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11。その際、左手での持ち方は、右手での持ち方を反転させた対称的な関係に

ある。また、両者とも用紙の置き方に関する説明も加えられている。さらに、

②では、「LEFT-HANDERS」として、左利きの児童の姿勢・用紙の置き方・筆

記具の持ち方等について詳細な説明を加えている 12。  

 アメリカの場合も、Fayetteville Street Elementary School13で用いていた

テキスト『HANDWRITING BASIC SKILLS and APPLICATION』（Zaner-Bloser, Inc. 

1984）では、冒頭において、「Pencil Position」として左手での望ましい筆記

具の持ち方を、右手での望ましい持ち方と全て対称的な関係にして、右手での

持ち方と一緒にイラストで示している。また、用紙の置き方に関しても、右手

書字と左手書字双方の場合について図示している。  

 

 漢字圏には見られない、欧米の英語圏ないしはアルファベット圏の国々にお

いての左利き者をめぐる書字教育の実状を考察することによって、これからの

日本における在り方を検討していく際の、何らかの手掛かりが掴めるのではな

いかと期待が持てる。  

ただし、アメリカの場合、教育は各州の責任事項とされており、ジョージ・

W・ブッシュ政権以前は、いわゆる日本での「学習指導要領」的な、全米にわ

たって共通する教育の指針が存在しなかったため、数多くの州各々による教育

の指針が作成され、その自由度も高く、様々な在り方が推察された。しかし、

2010 年に、州を超えた全米共通の基準を表明する共通コア・スタンダード

（Common Core State Standards：CCSS）が発表され、その導入を後押しす

るバラク・オバマ政権の方針もあり、現在では、全米規模での基準策定に取り

組む教育改革が実施されている 14。CCSS には、国語科（English Language Arts）

のスタンダードが設定されているが、Handwriting については記述がない 15。

CCSS に  Handwriting に関する記述がない点に対して意義を唱えた上で、

 
1 1  STANLEY THORNES：English Key Stage 1 ages 5 -7 Teacher ’s Resource Book, (1995),  113p.  

（「 Left  hand」．簡略な説明も附記．）  STANLEY THORNES： The Handwrit ing Book , (1996),   

p.９ .  
1 2  Ibid.,  11-12.  
1 3  North Carol ina 州の公立小学校。 2001 年度の  End o f Grade Test（１年に１回実施される児  

童の学力テスト）で  North Carol ina 州のトップ 25 となる。 2001(平成 13)年、信州大学及び  

US-Japan Foundation による「現代アメリカ研究」でのプロジェクトで訪問。  
1 4  西口啓太「米国の国語教育における書くことの領域の教育課程  ―Common Core State  

Standards にみる初等・中等教育の系統性―」（『神戸大学  研究論叢  第 25 号』2019）p.13, p.15.  
1 5  Common Core State Standards Init iative. Standard  in Your State.  

http:/ /www.corestandards.org/standards -in-your-state/（ 2019 年 12 月 31 日閲覧）  

http://www.corestandards.org/standards-in-your-state/
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「Handwriting に関して学習することによって脳の働きを高めることができ、

この最も基礎的なこと（＝Handwriting）について教えないことは、他の分野

での習得の妨げになってしまう」と主張する論考もある 16。こうした言及から、

アメリカでは、Handwriting の学習指導そのものが  CCSS から抜けている現

況が明らかであり、延いては、左利き者への  Handwriting の教育についても

公にはほとんど考慮がなされていない状況が推測できる。アメリカにおける、

左利きの児童生徒の学習指導に関しては、特別なニーズの一つとして、 Special 

needs education（特別支援教育）の文脈の中で扱う向きも見られる 17が、その

場合においても  CCSS に  Handwriting の項目が記載されていないとの問題

は残る。  

 

本論考では、書字教育に関して国としての教育指針がある程度共通に示され

ており、かつ、これまでに、日本における書字教育の先行研究で比較対象とさ

れてきてはいないが、日本の書字教育  ―特に左利き者の書字教育に関して―  

に示唆を与える可能性を予見させるイギリス、オーストラリア、フランスでの

書字教育の在り方を比較研究の対象として、比較教育学的な見地から左利き者

の書字教育について考察を試みる。  

 

 上記の比較教育研究の内容を含め、本研究の意義を箇条書きにてまとめる。  

○利き手及び左利き者の書字に関する研究を多角的に行うための基礎研究を 

深化することができる。 

＝医学（生物学・生理学）や心理学の分野における、利き手及び左利きに  

関する学際的文献を渉猟整理し、関係学問領域の成果を援用することが 

できる。 

○「利き手」との観点からの右手と左手の平等性に基づく、学習者（左利き者）  

の多様性に応じた学習指導方法を探求すること、及び、その具体的な方策に 

関して考究することができる。 

 
1 6  Handwrit ing and the Common Core State Standards  

http:/ /www.upub.net /The-Great-Debate-Writ ing-by-Hand-vs-Keyboarding-News.html  

（ 2019 年 12 月 31 日閲覧）  
1 7  Mary Grace N. Bamba (2019) .  RECOGNIZING SPECIAL NEEDS OF LEFT-HANDED PUPILS  

IN WRITING, Depedbataan.com Publications , The Official  Website of DepED Division of  

bataan.  

http://www.upub.net/The-Great-Debate-Writing-by-Hand-vs-Keyboarding-News.html
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○比較書字教育研究の意義に鑑みた、左利き者をめぐるアルファベット圏での  

書字教育の実状に関して考察することができる。 

○比較教育学の見地からの、日本における左利き者の書字教育に寄与できる観  

点を把握すること、及び、本研究課題に必要な分析視点を整理することがで 

きる。 

○文化的制約等を乗り越えて教育を向上させる、左利き者の書字教育に関して 

大局的な着眼点から論究することができる。 

 

２．研究の目的と方法  

（１）研究の目的  

「１．（３）」をふまえ、本研究の目的を記す。  

○利き手及び左利き者の書字に関する研究を多角的に行うための基礎研究、す 

なわち、医学（生物学・生理学）や心理学の分野における、利き手及び左利  

きに関する学際的文献を渉猟整理し、関係学問領域の成果を援用することを 

通して、左利き者の書字教育研究における課題の視点を明確にすること。  

○「利き手」との観点からの右手と左手の平等性に基づく、学習者（左利き者）  

の多様性に応じた学習指導の方法を探求し、その具体的な方策について明示 

すること。 

○比較書字教育研究の意義に鑑みて、左利き者をめぐるアルファベット圏での 

書字教育の実状を明らかにすること。  

○比較教育学の見地からの、日本における左利き者の書字教育に寄与できる観  

点を把握し、左利き者の書字教育研究に必要な分析視点を整理すること。  

○文化的な制約等を乗り越えて教育を向上させる姿勢をふまえて、左利き者の 

書字教育の在り方を大局的な着眼点から展望すること。 

 

（２）研究の方法  

本研究では、最初に、書写教育の見地だけでは解明し難い、利き手及び左利

き者の書字に関する研究を多角的に行っていくための基礎的な研究として、医

学（生物学・生理学）や心理学の分野における、利き手及び左利きに関する先

行研究について考察する。続いて、教育及び学習者としての観点から左利き者
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の書字について検討することで、「利き手」との観点から右手と左手の平等性に

基づいて、左利き者が無理なく書字に臨めるように、学習者の多様性に応じた

学習指導の在り方を探求することの重要性とその具体的な方策について考究す

る。一方、文字体系の違いを超えて遂行する比較書字教育研究の意義に鑑みな

がら、比較教育学の見地から、日本と同じ漢字圏である中国や韓国においての、

左利きの児童生徒への書字学習及び指導に関して概観した上で、英語ないしは

アルファベット圏の国々においての左利き者をめぐる書字教育の実状について

考察する。具体的には、イギリス、オーストラリア、フランスの書字教育政策

に検討を加え、史的変遷の特徴と意義を明らかにする。このことにより、日本

における左利き者の書字教育に寄与できる詳細な観点を把握するとともに、本

研究課題に必要な分析視点を整理することに努める。さらには、左利き者の書

字教育に関する大局的な着眼から、文化的背景や社会的常識及び習慣、ないし

は伝統や慣習、もしくは偏見、または多数派文化を重んじる風潮等をも包含し

た上での、文化的制約を乗り越え教育を向上させていくための基礎研究と位置

づけたい。 

 

本論考は３部構成から成る。最初に「第Ⅰ部」において「学習者研究」に重

きを置き、続く「第Ⅱ部」において、本論考で研究対象とする国々の「目標研

究」「教育内容研究」「教材研究」「カリキュラム研究」にふれる。このことによ

り、教育における基礎研究の諸側面を導き、結果として「第Ⅰ部」「第Ⅱ部」全

体で左利き者の書字教育に関する基礎研究となる構成になっている。  

 

 具体的には、本論考における研究の意義と目的に鑑み、課題を遂行するため

に、本論を「第Ⅰ部  左利き及び左利き者の研究」（「第１章」～「第２章」）、

「第Ⅱ部  左利き者の書字教育に関する比較研究」（「第３章」～「第５章」）、

「第Ⅲ部  左利き者の書字教育に関する今後の展望」（「第６章」～「第７章」）

との３部構成にする。  

「第Ⅰ部」では、はじめに、「第１章」において、医学（生物学・生理学）や

心理学の分野での先行研究に基づき、左利き及び左利き者の書字に関する文献

的考察を行う。さらには、臨床生理学（脳生理学）的な見地から左利き者の書



20 

 

字に関わる試論を提起する。その上で、「第２章」において、保護者を対象とし

た意識調査や昨今の新聞記事、及び小学校学習指導要領での左利き者への学習

指導に関する内容の変遷に鑑み、教育及び学習者との観点から左利き及び左利

き者の書字に関して考察した上で、左利き者が無理なく書字する要件の一つに

用紙の置き方を掲げ、具体的にその方法を提唱した日本での先行文献に関し検

証する。  

これらを受けて、「第Ⅱ部」では、「第３章」で、日本と同じ漢字圏である中

国や韓国において示される、国としての書字学習及び指導に関する教育指針を

約説し、左利き及び左利き者の書字に関する漢字圏（中国、韓国、日本）での

現状を確認する。その上で、「第４章」でイギリス、「第５章」で、日本の学習

指導要領に相当する教育指針が存在する、イギリス以外のアルファベット圏の

国における例として、オーストラリアとフランスの在り方について考察する。

特に、「第４章」においては、左利き者の書字教育について検討するために肝要

な視点を明確にするために、イギリスで出版された左利き者の書字教育に関す

る書籍（４冊中３冊が未邦訳）について和訳及び考察を試みる。  

「第Ⅰ部」と「第Ⅱ部」を総括する「第Ⅲ部」では、「第６章」において、「第

４章」及び「第５章」での考察に基づき、漢字圏とアルファベット圏の国々で

の、左利き者への書字教育に関する比較から得られる示唆と課題の提示を大局

的に行う。さらには、漢字圏とアルファベット圏各国における左利き者の書字

教育に関する在り方の違いについて、日本においての「文字を書くこと」に関

する「伝統」「文化」の観点から試論を繰り広げる。その上で、「第７章」では、

はじめに、漢字圏とアルファベット圏における文化や社会性の違いを熟考し、

漢字圏における、左手書字から右手書字への変更を強いるとの古からの慣例に、

東洋特有の伝統文化「書道」とそのための文具「毛筆」の存在が与えた影響に

関して考究する。また、左利き者の書字学習と特別支援教育における書字学習

に通底する、「「利き手」との観点に立脚すると、右手と左手は平等である」と

の見解、及び、最新テクノロジーを活用した、全ての人が快適に暮らせる社会

の実現、すなわち「Society 5.0（ソサエティ 5.0）」の方向性に沿った試論を提

案する。さらには、日本政府の、全ての人が快適に暮らせる社会の実現との方

向性に則り、かつ、現代日本の教育改革で重視する、全ての人を包容した中正
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で均等な質の高い教育を供する姿勢に鑑みて、左利き者の書字及びその指導に

関わる研究における今後の至要な視点として、「利き手」との観念に基づき、比

較教育学と臨床生理学（脳生理学）との両面から検討する必要性についても試

論を展開し、左利き者の書字教育に関する展望についてまとめる。  
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第 １ 章  

左利き及び左利き者の 

医学的・心理学的考察 
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本章では、学際的文献を渉猟整理し、関係学問領域の成果を援用するために、

医学（生物学・生理学（主として大脳生理学・神経生理学））及び心理学（主と

して神経心理学・発達心理学・教育心理学）の分野での先行研究に基づき、左

利き及び左利き者の書字に関する文献的考察を行った上で、試論を展開する。  

なお、左利きの割合、及び左利きの発生起源や大脳との関係については、医

学（生物学・生理学）及び心理学分野における先行研究の内容を紹介すること

とし、前者を「２．」に、後者を「３．」「４．」にまとめる。  

 

１．「左利き」の定義と「ラテラリティ」  

 左利きの定義に際して、石田は、「Bent はきき手の定義として、「経験しな

い新な (ママ )、手を用いる仕事に着手する時、好んで用いる手」となし、R.Brain 

は、「もつとも (ママ )繊細で正確な仕事をなす時に用いる側の手で、実際に円滑

に仕事を遂行しうる側の手」と定義しているが、いずれも好んで用いる手  

manual preference と左右の機能的非対称性  functional asymmetry という

考 (ママ )を基礎にして定義している。一方  Roudinesco と  Thiss は「左手が右

手よりいつそう熟達しており (skillful)、この自然の傾向に対して外界よりの影

響なしに左手を使う時、左きき」と定義している。」としている 1。また、馬場

は、石田の定義を受けて、「前者（※Bent の定義をさす (小林注 )）は“manual 

preference”による定義であり、後者（※Brain の定義をさす (小林注 )）は

“ skillfulness”による定義であるが、多くの研究者は表立った定義を行うこと

なく、 preference と skillfulness は通常一致するものと考えている場合が多

いようである。」としている 2。伴は、石田や馬場の定義をふまえて、「多くの研

究者もこの定義（※Bent や  Brain の定義をさす (小林注 )）がほぼ妥当と考え

ている。」として、「左利きの定義として「経験しない新たな、手を用いる仕事

に着手する時、好んで用いる手」という  Bent の定義が妥当であろう。」と述

べている 3。本論考における「利き手」及び「左利き」の考え方は、基本的に上

記の定義に基づくものとする。  

 
1  石田肇「Ⅳ．左きき  Le ft  handedness」（『小児の微症状  病気と健康の間』（馬場一雄・上田穣  

編  医学書院 ) 1966） pp.529-530.  
2  馬場一雄「左利き」（『小児内科  第 28 巻第 10 号』 (東京医学社 ) 1996） p.1447.  
3  伴貞彦「左利き者の言語中枢について（第一報）―文献的考察―」（『神戸市看護大学短期大学  

部紀要  第 19 号』 2000） p.119. p.122.  
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 八田は、人間はおよそ左右対称に対となる身体器官を持っているが、左右両

側にある各身体器官を同じ頻度で用いることは少なく、どちらか一方の側に偏

って使用することが多いことを指摘した上で、「一方の側に偏ってもっぱら使用

するというこのような現象はラテラリティあるいは偏側性と呼ばれるものであ

り、その最も顕著なものが手の使用、すなわちきき手である。」としている 4。

坂野も、「（ラテラリティとは (小林注 )、）強いて訳すれば一側性または片側化（と

なり (小林注 )）、要するにこれは、手、足、目、耳のような左右が対になってい

る器官、あるいはそれに類する器官の構造や機能が対称的でないことをいう。」

として 5、「左右一対の対称的な器官の間に構造的、あるいは機能的な偏りがあ

るとき、その現象はラテラリティと呼ばれる。利き手はこのラテラリティの代

表的なものである。」と述べている 6。さらに坂野は、「利き手とは、手を使う動

作や操作の際に、一方の手を他方の手よりも好んで使用する傾向のことである。」

とした 7上で、利き手の診断は、「利き手を測る５項目」すなわち「①字を書く

手  ②ボールを投げる手  ③絵を描く手  ④はさみを使う手  ⑤歯ブラシをもつ手」

により、得点を 100 とマイナス 100 の間に分布するようにして利き手の程度を

測る方法が有用であるとし 8、この値のことを「ラテラリティ（偏りの程度）指

数」と呼んでいる 9。伴は、坂野の定義に基づき、「一般に左利きという場合に

は、左右を使う割合がほぼ等しい両手利きも相当程度含んでいることになる。」

としている 10。  

以上の論をふまえた上で、本稿における「利き手」及び「左利き」の定義は、

その論考意図に鑑みて「書字する際、どちらの手を優先的に使用するか、とい

うことのみに限定して利き手を決定」し、「書字する際、左手を優先的に使用す

る場合を左利きとする」との橋本の定義 11を用いることとする。  

 

２．左利きの割合  

 
4  八田武志『左ききの神経心理学』（医歯薬出版株式会社  1996） p.17.  
5  坂野登『かくれた左利きと右脳』（青木書店  1982） p.36.  
6  坂野登編『脳と教育  心理学的アプローチ』（朝倉書店  1997） pp.120-121.  
7  坂野登『かくれた左利きと右脳』（前掲書） p.36.  
8  坂野登『かくれた左利きと右脳』（前掲書） p.122.  

坂野登『しぐさでわかるあなたの「利き脳」  自分でも知らなかった脳の“性格”と“クセ”』  

（日本実業出版社  1998） p.14.  
9  坂野登『しぐさでわかるあなたの「利き脳」  自分でも知らなかった脳の“性格”と“クセ”』  

（前掲書） p.15.  
1 0  伴貞彦「左利き者の言語中枢について（第一報）―文献的考察―」（前掲書） p.120.  
1 1  橋本愛『書字における利き手の差に関する研究』（上越教育大学修士論文  2003） p.３ .  
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 左利きの発現頻度は１～22％の広範囲にわたって報じられているが、イギリ

ス・中国・イスラエルの調査でいずれも約 10％の数値が報告されていることか

ら、一般的には民族にかかわりなく約 10％と考えられている 12。伊田は、「欧

米では、現在、左利きの割合を 10％程度とするのが一般的である」とした上で、

「台湾や韓国、インド、日本などのアジアの国々では左利きの割合は低い。日

本では３～４％と推定されている。利き手には明瞭な文化差が存在するのであ

る。」と述べている 13。久保田も、5,688 人を対象とした利き手のアンケート調

査から、書字の場合、98％の人が右手で書き、 2.6％の人が左手で書くとの結

果をふまえ、「欧米の調査にくらべて、（日本では (小林注 )）左利きの割合が非

常に少ないのが特徴である。日本人で左手で字を書く人が圧倒的に少ないのは、

家庭でのしつけによって矯正されるためである。」と結論づけている 14。小川は、

日本人の利き手の世代間比較をした  Hatta and Kawakami(1994)を受けて、

「過去 20 年間に左手利きは、男女ともに 1.9％増加し、それぞれ 6.2％と 4.2％

であったということである。〔中略〕つまり、現在の世の中は左手利きの者を許

容する社会になってきていることを示していると考えられる。」としている 15。 

 

３．左利きの発生起源と種類  

 酒井は、「左利きの発生起源」を解明するための仮説として、「自然淘汰説」

「慣用説」「胎児の位置による説」「視覚の相違による説」「左右頸動脉における

血液量の相違による説明」を紹介し、「左右頸動脉における血液量の相違による

説明」が最も有力な右手利きの説明であるとしている 16。八田は、「左利きが生

まれるメカニズム」について提唱した新しい考え方として、「遺伝説」「脳損傷

説」「脳梁発達説」「脳内ホルモン説」を紹介し、「脳内ホルモン説」すなわち

1985 年に発表された  Geschwind の理論が、「最近のラテラリティ研究の成果

のうちで最も影響力の大きい、かつ包括的な理論」としている 17。この理論で

は、ホルモンの関与ときき手の発現について論じた上で、「人口の 70％は右き

 
1 2  伴貞彦「左利き者の言語中枢について（第一報）―文献的考察―」（前掲書） p.120.  

馬場一雄「左利き」（前掲書） p.1447.  坂野登『かくれた左利きと右脳』（前掲書） p.35.  
1 3  坂野登編『脳と教育  心理学的アプローチ』（前掲書） p.120.  
1 4  久保田競『手と脳  脳の働きを高める手』（紀伊國屋書店  1982） p.134.  
1 5  小川嗣夫「利き手に関する研究」（『人間文化研究 (京都学園大学人間文化学会紀要 )』1999）p.35.  
1 6  酒井清「児童における利き手の意義と矯正的指導」（『明星大学部紀要』 1984） p.63.  
1 7  八田武志『左ききの神経心理学』（前掲書） p.63.  
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きで言語は左脳がその機能を担っている「標準的ラテラリティ (Standard 

Dominance)」で、残りの 30％は左ききで右脳あるいは左右両方の脳が言語機

能に関係している「変則的ラテラリティ (Anoumalous Dominance)」である。

後者は遺伝によることはわずかであり、妊娠の中～後期の非遺伝的な要因、つ

まり環境要因によって生じる。」としている 18。  

 なお、左利きは２種に大別されている。馬場は、「いわゆる通常型の左利き

(ordinary left handedness)〔中略〕とは別に、病的左利き (pathological left 

handedness)が存在することが、古くから知られている。ここにいう病的左利

きとは胎児期や新生児期に左半球が障害されたために、本来右利きの個体が左

利きとなってしまった場合をいう (Sazt)。」 19、伊田は、「左利きの一部には、

遺伝的には右利きであったが、右手の運動を担う左大脳半球に発達過程の初期

に微細な損傷を受けたために、左利きに変わってしまった者がいる〔中略〕。こ

うして生まれた左利きを病理的左利きという。」 20、前原は、「病的左手利きと

は、本来は右手利きでありながら、脳の障害により、優位性が変化したために

できた左手利きのことです。」 21と説明している。  

 

４．利き手と大脳との関係  

利き手及び左利きと大脳との関係について、医学（生物学・生理学）・心理学

分野における先行研究の結果を以下に列挙する。なお、本項で参照した文献は

次の通りである。  

◦  大井学「利き手の発達と指導についての試論」  

（『乳幼児保育研究』 (京都大学乳幼児保育研究会編 ) 1976）  

◦  久保田競『手と脳 脳の働きを高める手』（紀伊國屋書店  1982）  

◦  坂野登『かくれた左利きと右脳』（青木書店  1982）  

◦  八田武志『左ききの神経心理学』（医歯薬出版株式会社  1996）  

◦  坂野登編『脳と教育  心理学的アプローチ』（朝倉書店  1997）  

◦  坂野登『しぐさでわかるあなたの「利き脳」  自分でも知らなかった脳の  

“性格”と“クセ”』（日本実業出版 1998）  

 
1 8  八田武志『左ききの神経心理学』（前掲書） p.64.  
1 9  馬場一雄「左利き」（前掲書） p.1447.  
2 0  坂野登編『脳と教育  心理学的アプローチ』（前掲書） pp.123-124.  
2 1  前原勝矢『右利き・左利きの科学  利き手・利き足・利き眼・聞き耳…』（講談社  1989） p.48.  
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◦  伴貞彦「左利き者の言語中枢について (第一報 ) ―文献的考察―」  

（『神戸市看護大学短期大学部紀要  第 19 号  2000）  

 ◦ クリス・マクマナス著  大貫昌子訳『非対称の起源 偶然か、必然か』  

  （講談社  2006）  

 ◦ 八田武志『左対右  きき手大研究』（化学同人  2008）  

 ◦ 八田武志『「左脳・右脳神話」の誤解を解く』（化学同人  2013）  

 

○大脳の側頭平面（＝ウェルニッケの感覚性言語野 .ことばの意味の理解に関係  

する領域）は、左脳と右脳で大きさが違い非対称である。従って、この場所  

で営まれることばを理解する機能にも左右差が出る。また、側頭平面の非対  

称性は人間の胎児にも認められることから、非対称性は生まれつき遺伝的に  

起こっていると考えられる。この左右の脳の形は利き手によっても異なり、  

左右差のある脳を持つ者は右利きに多く、左右差のない脳を持つ者は左利き  

に多い。つまり、右利きの大多数が側頭平面は左脳で広いのに対し、左利き  

では側頭平面が左脳で広いことも右脳で広いこともある。  

○利き手と大脳優位性（側性化）の関係について、言語機能に関しては、右利  

きの場合、左半球が言語優位の人 95～96％・右半球の人４～５％・両半球の  

人０％と、圧倒的に左半球に側性化している。一方、左利きの場合、左半球  

が言語優位の人 61～70％・右半球の人 15～19％・両半球の人 15～20％と、 

やはり言語機能が左半球にある割合は高いものの、言語機能が右半球にあっ  

たり両半球にまたがっていたりする割合もかなり高く、右利きとは明らかに  

異なる脳の機能体制を持つ者が相当数いる。右利きには左脳の言語優位が多  

いが、左利きには左脳優位の人と右脳優位の人が含まれることがわかる。  

○このように、左利きには、①右利きとは反対に右脳に言語中枢があるタイプ   

②右利きと同様に左脳に言語中枢があるが、左脳は言語中枢、右脳は非言語  

中枢という分業体制が右利きほどはっきりしないタイプ  の２種類がある。  

さらに、言語機能の障害である失語と利き手との関係や、左脳・右脳障害の  

発生率及びその回復状況と利き手との関係から、左利きの言語機能はどちら  

かの脳に完全には分化しておらず両方の脳で行われている、すなわち左利き  

者の言語脳は未分化の場合があると考えられる。左利き者は、右利き者と比  
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べて言語機能が片側半球に偏在している程度が弱く、左利き者の言語処理に  

は両半球のかかわりが強いともいえる。  

○右脳は空間関係の認知や、認知された情報に基づいて手で処理する機能に優  

れている。また、利き手でない手の方が空間情報の処理に優れている。よっ  

て、手からの体性感覚の情報を使う作業では、右利き者は「右脳―左手」の  

方が「左脳―右手」より優れている。左利き者ではこの逆になる。なお、右  

半球は非言語・空間言語に優れてはいるが、これは左半球に比べて相対的に  

優れるという意味であり、左半球に空間能力がないという意味ではない。同  

様に右半球にもある程度の言語能力はある。  

○以上の先行研究をふまえると、右脳と左脳で分業があるため手の使い方には  

左右差が存在することから、手を使う際は右と左の特徴を使いわける方がよ  

いと考えられる。利き手は言語を媒介する機能・ことばで考えたことを実現  

する機能・単純に掴む／摘む／握ることから書くことまでの機能に、非利き  

手は手探り・空間認知、さらにそれを手がかりとして実現する機能に使うと  

の方向性が導き出される。  

 

５．順手と逆手  ―Levy の仮説から― 

左利きの人の言語脳は約 60％が左脳で、約 40％が右脳  

もしくは双方にまたがっているが、右利き者もまれに右脳  

が言語脳になることが報告されている 22。  Levy 他は、  

書字の際に順手と逆手とがあることに着目し、書字行為に  

おける２種類の手の使い方（手首の曲げ方）と脳機能との  

関係についての仮説を報告している 23。  Levy 他は、  

左利きの順手書字者の言語脳は右であるが、左利きの逆手  

書字者の言語脳は左、また、右利きの順手書字者の言語脳  

は左であるが、まれに見る右利きの逆手書字者の言語脳は  

右、つまり、順手で書字する人の言語機能はその人の非き  

き手側の大脳半球にあり、逆手の人の言語機能はきき手側  

 
2 2  久保田競『手と脳  脳の働きを高める手』（前掲書） p.151 
2 3  Jerre Levy and Marylou Reid :  Variations in Writ ing Posture and Cerebral  Organization ,   

Science, 194,  (1976),  337-339.  

 

図１  順手 (上段 )と  

逆手 (下段 ) 

Levy,J.,and Reid,M. 

: Variations in  

Writing Posture  

and Cerebral  

Organization.; 337p.  
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の大脳半球にあると指摘した。  

 この見解に対して坂野は、「そのなかで興味深いのは、〔中略〕強い左利き (＝

「手首をまげずに書く左手書き」と記述．小林注 )の利き脳は分化しているのに

たいし、弱い左利き (＝「手首をまげて書く左手書き」と記述．小林注 )の利き

脳はよく分化していない（ことである (小林注 )）〔中略〕。手首をまげる左手利

きは、普通の左利きに比べて、〔中略〕利き脳の未分化（であると (小林注 )）し

ている。とにかく、字を書く際の手首のまげ方が、利き脳の部位と分化の程度

を示す可能性をもっているという最新の知見は、非常に興味深いものである。

ただしこれは、左利きを右利きに転換するとか、手首のまげ方を含めて、書き

方を強制するという傾向が少ないアメリカでみられる事象なので、日本でこの

方法を応用する際には、かなりの注意が必要であろう。」と述べた上で、「左手

で文字を書くときの手首のまがり方によって、言語の利き脳を推定する可能性

はありそうである。もちろん、この説を否定する資料もでてきている。」と指摘

する 24。  

八田は、Levy の仮説について「どの程度手首を歪めれば逆手と判定するか

など細かい点が不明であることや、書字の方法がなぜ言語機能を反映するかに

ついての説明が曖昧であるといった問題も含んでいる。」とし、Levy の見解へ

の否定的知見を４例紹介した上で、「書字の方法と言語脳との関係は  Levy が

いうようなものではなさそうである。」と結論づけている 25。また、「わが国で

は書字の姿勢とラテラリティを扱った研究はまだ公刊されていないように見受

けられる」とも指摘する 26。  

 書字行為における順手・逆手（手首の曲げ方）と脳機能との関係について諸

説ある現在、左利き者の望ましい筆記具の持ち方を検討するにあたっては、例

えば逆手を順手に変更させる等といったことは行わず、順手か逆手か各自の構

えやすさを尊重し、両者における望ましい持ち方を考察する必要があろう。  

 

６．幼児期の利き手  

 
2 4  坂野登『かくれた左利きと右脳』（前掲書） pp.93-97.  
2 5  八田武志『左ききの神経心理学』（前掲書） pp.120-122.  
2 6  八田武志『左ききの神経心理学』 (前掲書 )によると、日本における逆手での書字の割合は欧米  

に比べ著しく少なく (p.123. )、利き手を問わず逆手で書字する日本人は 0.046％にすぎないと  

している (p.118.)。  
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 子どもの成長過程における利き手の発達に関しては、Gesell 他によって調

査・発表されている 27。これを受けて八田は、「左右の手の使用は、２～３歳頃

にどちらの手も同じように用いる時期があり、それが４～６歳頃にどちらか一

方の手の使用に移行し、７歳以降はそのままで変更がない」とし 28、坂野は、

「利き手は８歳頃に安定してくるという。これは脳のなかの前頭葉のはたらき

が質的に変化する時期でもある。」としている 29。さらに坂野は、「利き手が八

歳頃に安定するまでには、何度も両手利きがでてきたり、利き手が逆に入れか

わるという時期を経るのであって、このような変化が知的発達にともなって起

きる〔中略〕。いわば利き手の不安定さが、知的発達にとって重要な指標であっ

たわけである。」と述べ 30、亀口も、「四才以前における一時的な左手への移行

を、完全な左利きへの前兆として心配する必要はない。」としている 31。また、

大井は、「Annett(1970)は３歳半から 15 歳を対象とした研究において、語彙の

少ないものでは左手のスキルが劣ることをみいだし、言語能力の成長にとって

は左手のスキルが重要だとのべている。」とした上で、「右一側から両側面性へ

の移行という現象を大脳の右半球の成熟からとらえなおす (Steffen 1975)なら

ば、その時期に左手の活動を促進することは当然であるし、左手への禁止的な

働きかけが発達を否める危険性は高い。」と述べている 32。  

 

７．利き手への社会的・文化的影響  

 大井は、「利き手の形成には〔中略〕、子ども自身の活動や両親と保育者の訓

練の果たす役割も決して無視はできない」とし 33、酒井は、「左利きが望ましく

ないとされるのは手の左利きであり、脚や目の利きはほとんど問題視されてい

ない。とすれば手の左利きは手作業における不都合の故であり、人間の生活で

の不利がその主たる理由であろう。」とする 34。「序章」からもわかるように、

特に日本においては左利きに対する社会的・文化的な影響が大きいと考えられ

 
2 7  Gesel l ,  A.,  and Ames, L. B. :  The  Development of Handedness , The Journal  of  Genetic   

Psychology , 70, (1947),  155-175.  
2 8  八田武志『左ききの神経心理学』（前掲書） pp.171-172.  
2 9  坂野登『しぐさでわかるあなたの「利き脳」  自分でも知らなかった脳の“性格”と“クセ”』  

（前掲書） 14p.  
3 0  坂野登『かくれた左利きと右脳』（前掲書） 217p.  
3 1  亀口憲治「利き手の理論とその指導」（『教育と医学』 (教育と医学の会編 ) 1976） 327p.  
3 2  大井学「利き手の発達と指導についての試論」（前掲書） 66p.  
3 3  大井学「利き手の発達と指導についての試論」（前掲書） 75p.  
3 4  酒井清「児童における利き手の意義と矯正的指導」（前掲書） 67-68pp.  
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る。これは、「第１章  ２．」で記した通り、久保田が「欧米の調査にくらべて、

（日本では (小林注 )）左利きの割合が非常に少ないのが特徴である。日本人で

左手で字を書く人が圧倒的に少ないのは、家庭でのしつけによって矯正される

ためである。」と指摘し 35、伊田が「アジアの国々では左利きの割合は低」く「利

き手には明瞭な文化差が存在する」こと、そして、「このような社会・文化的圧

力は、思想や教育の変化とともにその強さを変える。一般に保守的な時代や国、

民族ほど左利きは少ない。〔中略〕欧米に比べて日本などのアジアの国々に左利

きが少ないのも、保守的な社会ゆえとされる。」と述べた上で、「利き手の矯正

の対象となりやすいのは、食事のときの手（箸、フォーク、ナイフなど）と字

を書く手である。日本に左利きの少ないことは字を書く手で明瞭に示される。

〔中略〕この違いの主な要因は社会・文化的圧力にあると考えられる」と言及

している 36ことからも明らかである。この点について前原は、「矯正」への社会

的圧力が書字と箸の使用とに集中していることを受け、「書字と食器に対する習

慣の強さは、東洋文化の特徴といえるかもしれません。しかしこの習慣の強さ

の根本には、思想の違いというよりも食器や文具の違いにあると考えられます。」

と述べている 37。  

 

８．書字における右手の優位性  

前項での考察にあわせ、本項では、各文献で指摘する書字活動を右手で行う

ことの優位性を、硬筆で書字する場合に限定してまとめてみる。  

伊田は、「漢字の筆順や筆使いは右手で書きやすく工夫されている。左側から

右側へと点画を書いていくと、右手ではすでに書いた部分を見ながら書き進め

ることができるが、左手では手が邪魔になって見にくい。左手で横画を左から

右へ、右上がりに書こうとすると筆を押す形になってやりにくい。やりやすく

書くと右下がりのきたない字になる。〔中略〕このような右手用の書き方が、左

手で字を書く者を減少させる要因の１つと考えられる。漢字はアルファベット

に比べて左手と右手の間の書きやすさの違いが大きい。日本などの漢字を使う

国に左手で字を書く者が少ないのは、この相違によるものとの指摘がある。」と

 
3 5  久保田競『手と脳  脳の働きを高める手』（前掲書） 134p.  
3 6  坂野登編『脳と教育  心理学的アプローチ』（前掲書） p.120. pp.122-123.  
3 7  前原勝矢『右利き・左利きの科学  利き手・利き足・利き眼・聞き耳…』（前掲書） p.62.  
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述べている 38。また、亀口は、「この左から右への書字の方向は、明らかに右手

で書く場合に好都合である。〔中略〕ペンは押すよりも引く力の方が書きやすい

ように作られている〔中略〕。（左利きの書字に関しては (小林注 )）鏡映文字、

つまり、文字を鏡にうつしたように左右逆に書く〔中略〕。というのは、手の動

作としては「押す」よりも「引く」方がスムーズだからである。つまり、文字

そのものが、もともと右利きにとって便利なように作られている。左手にとっ

ての書きやすさと言うことを前提にして考えれば、むしろ鏡映文字の方が適し

ているのである。」 39とし、八田も、「手書きのときの線の運動がアルファベッ

トでは滑らかなカーブを描けば済むのに対して、日本の表記では漢字でのよう

に押す運動と引く運動が混在するという表記の特性を反映したもののように思

われる。」と指摘する 40。さらに副次的な点として、「横書きも縦書きも左手で

書くとすれば、書こうとする直前の文字を左手で隠しつつ次の文字を書くこと

になるし、書いた文字を擦り汚しつつ進むことにもなる。細かくみる人は、右

手の子に比べ書くときに手を伸ばすよりも、むしろ腕を曲げることとなり疲労

しやすいともいう。」との指摘 41や、「右ききにとっては「書いたあとをこすら

ないですむ」「書き終わった部分が見える」「書類を参照するときめくりやすい」

という横書きの利点も、左ききにとっては欠点としかいいようがありません。」

との指摘もある 42。  

 

９．左手書字から右手書字への「矯正」の是非  

 以上をふまえて、医学（生物学・生理学）・心理学の見地から、左手書字から

右手書字への「矯正」の是非について考察する。 

 

（１）幼児期における左手書字から右手書字への「矯正」  

 「第１章 ６．」にまとめたように、子どもの発達の早期に左利き的な傾向が

現れるのは自然なことである。子どもの利き手の「矯正」の是非については様々

な見解があるが、幼児期から小学校入学時頃までの利き手に関しては、子ども

 
3 8  坂野登編『脳と教育  心理学的アプローチ』（前掲書） pp.124-126.  
3 9  亀口憲治「利き手の理論とその指導」（前掲書） pp.325-326.  
4 0  八田武志『左ききの神経心理学』（前掲書） pp.119-120.  
4 1  酒井清「児童における利き手の意義と矯正的指導」（前掲書） pp.67-68.  
4 2  フェリシモ左きき友の会&大路直哉『左ききでいこう！  ―愛すべき 21 世紀の個性のために―』 

（フェリシモ  2000） p.74.  
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の発達段階を把握した上で利き手の不安定さは当然のことと捉え、その時々で

のありのままの姿を受け入れていくことが必要だと考える。幼児期における左

手から右手への「矯正」に関して、例えば、鈴木他は、右手書字を習慣とする

左利き右半球性失語の例として、ブローカ失語にジャルゴン失書を伴った左利

き右半球性失語の、日本における第１例目を報告している 43。症例は、69 歳男

性が右前頭頭頂葉の脳梗塞後に自発語がほとんどない（ブローカ失語）のとは

対照的に、自発書字では漢字単語は意味をとれるが、仮名は全く意味のとれな

いジャルゴン失書を示したものである。本例は、生来左利きだったが幼時期に

右利きに「矯正」され書字は右手で獲得していたため、書字の運動記憶心像が

左半球優位に形成されたが、右半球病変により言語機能が障害され右半球の統

制を失った結果、ジャルゴン失書を呈したと考えられている。また、山鳥は、

利き手は左であるが書字のみ右手の 57 歳男性に生じた失書の例として、書字

に関与する左半球と右半球の連合機能を阻害した結果、口頭で異常を生じない

音声系列が正確な文字系列に転換できないという症例について報告している 44。 

一方、大井は、「早期の矯正については賛否両論がありまだ定説というものは

ないようである」としながらも  Hildreth の論 (1950)を紹介している 45。

Hildreth は、利き手の変更に関して注意すべき 14 の項目を挙げ、これらを前

提条件とするならば変更も不可能ではないとする 46。しかし、この項目の１つ

に、対象の子どもの年齢が６歳以下であることが挙げられていることから、こ

れまでの考察をふまえると賛同しかねる論と捉えることができる。  

また、小枝他は、普通小学生へのアンケート調査から、幼児期に左利きから

右利きに変わった児童は仮名の誤りが少なく、また、左利きのままの児童と右

利きから左利きに変わった児童に、学習能力障害等の発達障害児に認められる

仮名の誤りが多かったことから、左利きの幼児に対し利き手の「矯正」は試み

てもよいとしている 47。これに対して林他は、４歳 11 ヶ月の女児の症例として、

 
4 3  鈴木匡子  山鳥重  遠藤佳子  藤井俊勝「ジャルゴン失書を呈した右利き右半球性ブローカ失語  

の１例」（『臨床神経学  第 37 巻第５号』 (日本神経学会編 ) 1997) pp.383-386.  
4 4  山鳥重「左利きに生じた純粋失書」（『失語症研究  日本失語症学会誌』(日本失語症学会編 ) 1981）  

p.49.  
4 5  大井学「利き手の発達と指導についての試論」（前掲書） p.77 .  
4 6  Hildreth,G :  The Development and Training of Hand Dominance , The Journal  of Genetic   

Psychology , 76, (1950),  101-144.  
4 7  小枝達也  竹下研三「利き手の矯正と書字の誤り」（『脳と発達  第 20 号第３巻』 (日本小児神経  

学会編 ) 1988） p.13.  
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右側優位の麻痺による左利き状態を右手使いに「矯正」する過程で鏡像文字が

憎悪した例を報告している。強引に右手での書字に「矯正」したところ、もと

もと認められた鏡像書字がより目立つ上、書字自体を嫌がりだし文字学習への

意欲を失ったが、利き手の「矯正」を中止したところ書字は全面的に左手書き

になり、文字数も増加したというものである 48。林他はこの結果から、「小枝ら

はアンケート調査と作文の検討により左利きの矯正は試みても良いと結論して

いるが、利き手の矯正中の状態については検討されていない。脳性麻痺児（と

くに左半球優位の障害のための右手の麻痺を認める患者）の利き手の矯正には、

〔中略〕視覚認知障害や書字方向の障害を助長する恐れがあり、控えるべきで

はないかと考えた。」と結論づけている 49。  

坂野が指摘する通り、小学校入学前後頃までの利き手の強制的な変更は、「左

利き傾向が出現することの生物学的な意味を無視したことになり、子どもの知

的発達にとっての障害になることが予想される。」 50ことになる。坂野はまた、

「小さい子どもを持っている親たちは、第一に利き手はこのように目まぐるし

く変化することを知る必要がまずあるだろう。そうすれば、むやみに利き手を

変えさせることの必要性のないことに気づくはずである。第二に、左利きには

左利きの特徴があること、また無理に利き手を変えることに害はあっても益は

ほとんどないことを知ってほしい。」とも述べている 51。さらに、石田も、「小

児の左ききは、年齢と共に右ききに移行する可能性も多く、またたとえ左きき

に発育しても「両手きき」 (ambidextrous)となる傾向にあり、ことさらにその

再教育ないしは矯正は運動機能の低下、言語障害などを生じうる可能性があり、

放置しても、なんら問題はないものと思われる。したがつて (ママ )、左手使用が

少く (ママ )とも反社会的でない限りは、あまりこだわることなく、自然にまかせ

るのが好ましく思われる。」とし 52、久保田も、「言語脳が右になる人では、左

利きを右利きに矯正することは、手を使う能力と言語を使う能力のいずれかを

低めることになる危険があり、」「家庭で幼児を左利きを右利きに矯正する場合

 
4 8  林隆  市山高志  西河美希  古川漸「利き手の矯正により鏡像文字が悪化した痙性両麻痺の１例」  

（『脳と発達  第 30 巻第４号』 (日本小児神経学会編 ) 1998） p.59.  
4 9  林隆  市山高志  西河美希  古川漸「利き手の矯正により鏡像文字が悪化した痙性両麻痺の１例」  

（前掲書） p.64.  
5 0  坂野登『かくれた左利きと右脳』（前掲書） pp.220-221.  
5 1  坂野登『しぐさでわかるあなたの「利き脳」  自分でも知らなかった脳の“性格”と“クセ”』  

（前掲書） p.20.  
5 2  石田肇「Ⅳ．左きき  Le ft  handedness」（前掲書） p.532.  
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には、その幼児の将来において、空間認知、手使いの能力、言語脳の働きに障

害のおこることを覚悟しなければならないだろう。左利きの幼児が生まれたら、

利き手の矯正をすることなく、そのまま左右それぞれの手の機能発達をはかる

べきである。」と言及している 53。利き手は、その発達段階における各人の自然

な姿を尊重すべきであり、その変更に関しても、保護者や周囲の意向ではなく

本人の意思を重んじるべきであると考える。  

 

（２）小学校低学年以降での左手書字から右手書字への「矯正」  

 次に、小学校低学年以降での左手書字から右手書字への「矯正」の是非につ

いて検討する。 

馬場は、「すでに発生してしまった左利きに対しては、古い時代には人為的に

右利きに変換させる訓練が行われた。しかし現在では、左利きは遺伝や左半球

の障害のような生物学的な要因に基づくことがほぼ明らかになっているから、

無理に右利きに変えることは有害無益であると考えるものが多いようである。」

としている 54。坂野も、「（「左利きは右利きにすべきか」との質問に対し (小林

注 )、）答えはいうまでもなく否である。これは理論上の答えである。〔中略〕こ

こで私が理論上否という場合には、左利きが何らかの欠陥をあらわしたもので

あって、それを直すために（だから利き手の‘矯正’という言葉が使われるの

だが）、右利きに変えなければならないという考えに対してである。〔中略〕生

物学的根拠を無視して、左から右へと利き手を変換することは、害はあっても

益はないであろう。」と述べている 55。さらに、八田も、「きき手の変更が脳機

能の変更をもたらさない、つまり脳機能は予めプログラムされたままであり、

きき手の変更によって変化しない」から、「ある人が左ききであるということは

右脳が優れた手指運動機能を持ち細かい運動コントロールを巧みにできること

が遺伝的にプログラムされていることになる。このような遺伝的なプログラム

があるのに、わざわざ反対の左脳に手指運動コントロールを委ねようとするの

は、〔中略〕仮にうまく右手での書字や道具の使用が可能になっても、左手であ

ればはるかに優れた機能を持てたかもしれないということになろう。〔中略〕き

 
5 3  久保田競『手と脳  脳の働きを高める手』（前掲書） p.156.  
5 4  馬場一雄「左利き」（前掲書） p.1449.  
5 5  坂野登『かくれた左利きと右脳』（前掲書） pp.218-219.  
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き手の成因から矯正を考えると、いずれの要因を考えても左ききを右ききや両

手ききに直すことを推奨するわけにはいかないことになる。」と言及し、また、

「きき手の変更によって手指運動の巧みさは、左右どちらの手でも十分に発達

しなかった可能性があることを示唆している。」とも記している 56。  

これに対し、前原は、「利き手が、脳の発達や分業の現われであることを理解

すれば、矯正はその人の脳の性質に逆らう不自然な行為であり、必要がないと

いう答えが出てきます。一方、〔中略〕自然のままが最良とは限らず、必要があ

れば利き手も当然適応させるべきであるという考えも成り立ちます。」「左手利

きを矯正すべきか否かは、左手利き、つまり右半球優位性という脳の傾向と、

社会文化的圧力とのバランスで考えるべきでしょう。左手利きは、右半球が優

位であるために起こった自然現象であることは間違いありませんが、だからと

いって、矯正を自然に逆らう行為であり、まったく必要がないと考えるのも、

社会生活をする上で無理を生じます。あまりかたくなに考えると、社会への適

応を損ないかねません。」「右手利きは多数であり、社会は右手利きを前提とし

ているのが現状です。〔中略〕必要があれば使い手を変えることは、悪いことで

も、恐ろしいことでもありません。」との見解を示している 57。  

しかし、医学（生物学・生理学）及び心理学の見地から考察した場合、右利

きが多数派であるゆえに、右利きの方が社会生活を営む上で便利だとの理由だ

けで安易に利き手を変更させることには強い危惧の念を抱く。酒井が、「社会生

活への適応が（左利きの (小林注 )）不利の主要な理由であるとすれば、社会生

活の変遷に伴って左利きの不利、従って矯正の必要性も変るはずである。」と述

べ 58、八田が、「設備や道具が右きき用であるための不自由さは、解決できる問

題である。〔中略〕多数者が少数者の存在を認め、適切な配慮をすることで不自

由さが克服できるとすれば、左ききを矯正すべき理由は存在しないことになる。」

と主張する 59通りだと考える。そもそも、利き手を変更することに「矯正」と

の語を用いること自体に「すでに左ききはよくないもの正しくないもので、左

ききは欠点があるという考え方が前提になっている。」60との意識・風潮を汲み

 
5 6  八田武志『左ききの神経心理学』（前掲書） pp.178-180.  
5 7  前原勝矢『右利き・左利きの科学  利き手・利き足・利き眼・聞き耳…』（前掲書） pp.64-65.  
5 8  酒井清「児童における利き手の意義と矯正的指導」（前掲書） p.68.  
5 9  八田武志『左ききの神経心理学』（前掲書） p.181.  
6 0  八田武志『左ききの神経心理学』（前掲書） p.173.  
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取ることができる。利き手及びその変更に関する問題は脳のプログラムと直接

かつ密接に関わるという点を理解した上で、根本的・本質的な課題について熟

慮し、利き手に関する問題において本当に変えていかなければならないものは

何であるのかを再考する必要がある。少数派とされる左利きの在り方を理解し、

日常生活のあらゆる場面において様々な方策を講ずることが望まれる。  

 

10．「利き手」との観念に基づく臨床生理学的な見地からの検討  

 筆者は、脳生理学による科学的な研究手法を導入するのは萌芽の段階にある

書写書道教育研究において、本章で述べまとめてきた、医学（生物学・生理学）

や心理学の分野での先行研究から明らかにされた左利きの脳機能や認知機能に

基づいて、臨床生理学的な見地から、左利き者の書字活動について臨床実験的

に検証することを試みている。  

その一端として、筆者は、「序章 １．（２）」に挙げた論考「利き手・非利き

手での書字活動時における脳血液動態の比較  ―ＮＩＲＳ及び筆圧握圧計測装

置による測定を通しての試論―」『書写書道教育研究  第 31 号』（（全国大学書

写書道教育学会編）2017, pp.41-47. 以下「小林 (2017)」．本研究は JSPS 科研

費  JP15K04419、JP15H0349801 の助成を受けている）において、利き手と非

利き手それぞれでの書字活動時における脳活動の差異を、脳活動計測装置を用

いて測定することにより、書字行為に際しての利き手と脳活動との関係につい

て検証を試みた。具体的には、右利き者が右手で文字を書く場合と左手で文字

を書く場合、及び左利き者が右手で文字を書く場合と左手で文字を書く場合で

は脳が活性化する部分にどのような違いが生じるのか考察し、非利き手での書

字行為の妥当性について推考した。  

 当該の研究では、利き手、非利き手それぞれでの書字活動時における大脳皮

質の脳血流の変化を、近赤外分光法（near‐ infrared spectroscopy．以下「Ｎ

ＩＲＳ」）によって計測した。ＮＩＲＳは、頭皮上から照射した近赤外光により、

脳活動で賦活した細胞に酸素を供給するため変動する脳内の酸素化ヘモグロビ

ン（以下「 oxy-Hb」）と脱酸素化ヘモグロビン（還元ヘモグロビン．以下

「deoxy-Hb」）それぞれの濃度の変化を多点で測定し、その血流変化を脳表面

に沿って画像化する方法である。ＮＩＲＳによる実験は、被験者に身体的な制
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約を課さない上に、曇天時の太陽光より弱いとされる近赤外光を用いることで、

人体に無害な安全性の高い測定が簡便に行える。  

ＮＩＲＳによって、利き手と非利き手各々での書字活動時における脳活動で

のヘモグロビン濃度を光トポグラフィ装置で測定し、課題（タスク）に伴う脳

血流の変化を  oxy-Hb を用いて解析することとに合わせて、筆圧握圧計測装置

で、筆圧、指に加わる握圧値、文字を書く所要時間も測定し、両者からの総合

的な考察も試みた。  

 

 

 

 

図１  光トポグラフィ           図２  光トポグラフィ装置  ETG-4000 

 ＮＩＲＳによる実験では、鉛筆で平仮名五十音を書くタスクを課した。漢字

もしくは文章を課した場合、その内容からイメージが起こったり感情が関わっ

たりしてしまう可能性があり、本実験では、書写することに特化した単純作業

の方がよいと考えたためである。  

ＮＩＲＳによる実験結果から、利き手が右手か左手かの別を問わず、利き手

で書字活動を行った時の方が、右側頭部及び左側頭部の賦活が大きいことが明

らかになった。ただし、前頭部については、非利き手で書いている時の方が、

わずかな差ではあるが oxy-Hb が高くなる。前頭部は、高次の思考や判断等を

司る前頭葉が位置する部位である。重要な機能を持つ部位  前頭部におけるこの

結果について専門領域からの解明が必要とは考えられるが、以下の推論は導き

出せた。  

一般の学習活動においては、無意識のうちに望ましい文字が書ける（望まし

い文字が書けることが自動化している）方がよい。学習活動時に前頭部が活発

であってほしいのは思考を伴う学習活動本体に対してであって、書字活動自身

は自動化されていることが望ましい。よって、通常の書字活動にあたっては、

前頭部は活性化しない方がよい、前頭部での oxy-Hb は下がっている方がよい

と考えられる。  

今回の実験のように、書写することに特化した単純作業において、非利き手
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での書字活動時に前頭部が活発であることは、学習活動が有機的になされるた

めには理想的でない。前頭部は、望ましい文字が書けることに対して活性化さ

れない方がよいのである。このように、脳生理学、脳活動の観点から検証考察

すると、非利き手での書字は望ましいものではないと推考できる。  

 

 筆者は、小林 (2017)に続き、ＮＩＲＳによる脳活動でのヘモグロビン濃度を、

前額部の計測専用に開発された携帯型の小型光トポグラフィ装置で測定するこ

とによって、小林 (2017)に関する解釈の信憑性と客観的な指標を確認するとと

もに、本実験の考察に必要な分析視点を整理することに努めた（「利き手・非利

き手の違いによる書字活動時での脳血液動態の差異  ―「ウェアラブル光トポグ

ラフィ」を用いたデータ蓄積―」第 34 回全国大学書写書道教育学会にて口頭

発表 (2019)61 . 本研究は JSPS 科研費  JP15K04419 の助成を受けている）。その

結果、小林 (2017)における推論を確認支持できる内容、及び、小林 (2017)での

分析を補充するために必要だと考えられる視点を、次のようにまとめることが

できる。  

○右利き書字者かつラテラリティ係数（Laterality Quotient. 以下「ＬＱ」．「第 

１章  １．」参照）も「右利き」、ないしは左利き書字者かつＬＱも「左利き」 

とされる被験者は、共通して、非利き手で書いている時に全体的に oxy-Hb 

が高まる。  

○右利き書字者のデータは特徴や傾向が近似する。  

○左利き書字者のデータには個々人の多様性が存在し、様々なパターンがある。 

○脳生理学の見地による実験では、書字に関しての分析でも、「右利き書字者」 

「左利き書字者」の二分類ではなく、ＬＱが「右利き」「左利き」「両手利き」  

のいずれかを考慮する必要があり、かつ、ＬＱで「両手利き」と判断された  

者がどちらの手で書字するかに基づく分類を要する。  

○ＬＱで「左利き」と判断され、実際に硬筆書字は左手で行うが、毛筆のみ常  

時右手で扱う左利き書字者について考慮する必要がある。  

 

 
6 1  当該稿での実験及び考察に関しては、右手で書字する者を「右利き書字者」、左手で書字する者  

を「左利き書字者」と表記した。  
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しかし、これらの実験でのデータは限られた人数でのものであり、その実験

結果については未だ断定ができず、現段階ではあくまでも事例の一つにとどめ

ている。今後の更なるデータの蓄積と多角的な分析から、実験結果の解釈の客

観性、信憑性を高める必要がある。  

 

ただし、この研究を通して、脳生理学からの科学的な根拠をもとに、書字に

関しては「“右手”“左手”」といった概念ではなく、「“利き手”“非利き手”」と

の認識が不可欠であることは推考できた。「右手」「左手」との捉え方ではなく、

「利き手」「非利き手」との観念に基づいた書字及びその指導が重要である。  

当該の研究では、ＮＩＲＳによって、右側頭部、左側頭部、前頭部の oxy-Hb

を測定することからの論考を試みたが、教育研究、特に書写書道教育研究にお

いて脳生理学による科学的な研究手法を導入するのは寡少であり、まだ萌芽の

段階にある。これからは、他領域の研究を俯瞰しながらデータの蓄積に努め、

利き手に関して各人の脳機能が生かされる書字活動の在り方について講究して

いきたい。  

 

次章では、本章で確認した先行研究の知見を基に、左利き及び左利き者の書

字に関する社会や学校教育においての受けとめ方、並びに、左利き者の書字に

有効な具体的方策について、教育及び学習者としての観点から考察する。  
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第 ２ 章  

左利き及び左利き者の 

書字に関する考察 
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 「第１章」における医学（生物学・生理学）的・心理学的な見地からの考察

をふまえ、本章では、左利き及び左利き者の書字に関しての社会や学校教育に

おける受けとめ方、さらには、左利き者の書字に有効な具体的方策について、

教育及び学習者としての観点から考究する。 

 

１．日本における左利きに関しての社会的意識 ―書字の側面から―  

（１）保護者を対象とした意識調査の結果から  

安藤他 1は、青森市内の幼稚園・保育園に通う５～６歳児の保護者 175 名（有

効回答 133 件・回収率 76.0％）を対象に、左利きに関する意識調査を実施した。

その結果、左利きに関して「両手が使えて得」「個性的」等ポジティブなイメー

ジが全体の 55.8％を占めた一方で、左利きの子どもを持つ保護者 30 人のうち

「右に直した」16 人・「直さなかった」14 人、更には、右利きの子どもを持つ

保護者 103 人中「もし子どもが左利きだったら直す」59.2％・「直さない」40.8％

と、先の傾向は必ずしも自分の子どもは「矯正」しないことに結びつかないと

した。また、その要因は、「直す」「直した」項目として「鉛筆」(24.9％ )・「箸」

(21.5％ )・「はさみ」 (16.0％ )が多数だったことから、生活にかかわる道具・設

備の殆どが右利き用であることや、書字など学習生活への適用及び「世間体」

等、左利きに関する社会的・文化的圧力が未だ強いことによるとした。  

本調査は 1995(平成７ )年に実施されたものであり、また特定の地域における

調査結果でもある。しかし、この傾向は年代や地域性に関係なくみられるもの

である。その資料を以下に提示する。  

 

（２）昨今の新聞記事から  

朝日新聞 (全国版朝刊 ) 2004(平成 16)年７月 24 日号に、左利きの男児 (５歳 )

を持つ保護者からの投書をきっかけとした「左利きは生活しにくい？」との特

集が組まれた。投書の内容は、書字学習を始めた際、保育園の先生から右手に

変えさせたいか問われた上、親の希望で書字は右手にしている園児がいたり、

入学予定の小学校に「書字は絶対右手で」という先生がいたりするため、早い

 
1  安藤悦子  兼成恵利子  鎌田美穂  前田優子  町屋香奈子  山本春江「左利きに関する親の意識調  

査」（『小児保健研究  第 56 巻第２号』（日本小児保健協会編） 1997） p.169.  
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うちに右手にした方がいいか悩んでいるというものである。  

一方、同紙 1992(平成４ )年１月 15 日号の投書欄には、「左利き  社会で不利？」

と題した投書が寄せられている。左利きの女児 (４歳 )に対し、周囲から「左利

きは社会で不利」等といわれ、保健師からも左利きを否定された上、書字だけ

は右に変えさせた友人もおり思案しているとの内容に対し、同紙 1992(平成４ )

年２月 13 日号に「変える？変えない？左利き  「社会で不利？」に反響 100 通」

との特集が設けられた。内容は、左利きの子は親が右手に変えるべきかとの問

いに対して、「不要」58 通、「毛筆など一部は右利きか両利きにすべき」37 通、

「できるなら全部右に」５通であったこと、しかし、実際には「全く変えさせ

られなかった、変えさせなかった」が 27 通あり、また、「変えさせるべきだ」

との声が集中したのは毛筆・書字全般・箸だったというものである。  

上記２つの記事は 12 年以上の年月を隔てているにもかかわらずその内容に

大きな違いがなく、更には、先述の安藤他の調査結果とも大差ない。以上から、

昨今の左利きに対する社会一般的な意識は、安藤他の調査結果に代表されると

推測できる。また、その中でも書字に関しての疑問や不安は大きな比重を占め

ると考えられる。  

 

上記最初の投書に関する記載から 27 年を経た同紙 2019(令和元 )年９月４日

号には、同年７月 14 日号に掲載された小学校長の投書「箸も鉛筆も正しい持

ち方こそ」をきっかけに寄せられた４通の投書が、「どう思いますか  箸や鉛筆

の持ち方」との表題で紹介された。うち２通における一部をそれぞれ抜粋する。  

〔前略〕私は左利きで、小学校の書写の時間、右手で墨をすることができませ

んでした。当時左利きは矯正すべきだと考えられていて、担任の先生は毎回、

黙ってすずりを右側に移しました。それが私にとってどれほどみじめなことだ

ったか。〔以下略〕                     （70 歳男性） 

 かなり複雑な気持ちで、小学校長の投稿を読みました。私は物心ついた頃か

ら左利き。父は「一人一人違っていい」という方針だったので、右利きに矯正

されませんでした。教師や友達にはいじめられましたが耐えました。〔以下略〕                         

（87 歳女性） 

 この二人の投稿者のうち、前者の小学校時代が昭和 30 年代前半～中頃、後
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者の小学校時代が昭和 10 年代中頃～後半に相当し、それぞれの文面から、左

利きや利き手をめぐる当時の実状が読みとれる。さらには、箸や鉛筆の持ち方

に関する各人の現在の考えを記すにあたり、その前段として左利きにまつわる

経験や思いを述べること自身に、各投稿者の就学当時と現代では左利きや利き

手をめぐる状況が異なってきているとはいえ、書字と利き手に関わる社会的な

情勢には、根本のところで依然として大差がない状況も汲みとれる。  

 

２．小学校学習指導要領における左利きの児童への学習指導に関する内容の  

変遷 

文部省／文部科学省発行・告示の『小学校学習指導要領』（『昭和 22 年度（試

案） 学習指導要領  國語科編』（昭和 22.12.20 発行）・『昭和 26 年 (1951)改訂版  

小学校学習指導要領  国語科編（試案）』（昭和 26.12.15 発行）・『昭和 33 年改

訂  小学校学習指導要領』（昭和 33.10.１告示）・『小学校学習指導要領』（昭和

43.７ .11 告示）・『小学校学習指導要領』（昭和 52.７ .23 告示）・『小学校学習指

導要領』（平成元 .３ .15 告示）・『小学校学習指導要領』（平成 10.12.14 告示）・『小

学校学習指導要領』（平成 20.３ .28 告示）・『小学校学習指導要領』（平成 29.３ .31

告示））において、左利きの児童の学習指導に関する内容は、昭和 26 年版『小

学校学習指導要領』に「左ぎきの児童は、むりに右手で書かせない。左ぎきが

正常な児童は、左手で書かせてもよい。」と記されている 2のみである。他の版

に左利きの児童の学習指導に関する内容の記述は見当たらない。  

 

３．学校教育における左利き及び左利き者の書字の受けとめ方  

 日本の学校教育において、左利きの児童生徒及びその書字教育はどのように

行われてきているか。以下に松田の見解 3を引用する。  

昭和四十六年というのは、書道 (ママ )が小学校の正課として採用されることに

なって、三年生から習字 (ママ )が教えられるようになった年です。  

それまで鉛筆を左手にもって字をかいていた子どもが、右手で筆をもつよう

 
2  同書 p.99.「第３章  国語科学習指導の計画  第５節  第一学年の国語科学習指導はどう進めた  

 らよいか  ７  書くこと (書き方 )の学習指導はどうしたらよいか」の「６」  
3  松田道雄「「左利き友の会」始末記」（『暮らしの手帖  第２世紀』 (暮らしの手帖社 ) 1975）  

pp.174-177.  
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に矯正 (強制)され、全国的に被害があらわれはじめたので「左利きの会」（※精

神科医・箱崎総一氏が中心となり昭和 46 年 (1971 年)に創設した会。箱崎の文

献〔詳細後述〕では「左利き友の会」と記される (小林注 )）の賛同者もおおか

ったのでしょう。〔中略〕 

『（※以下「左利き友の会」での考えを要約し、政府に出そうとした陳情書の

一部 (小林注 )）  今日のわが国における初等教育の実態を例にとって見ますと、

左利き児童に対する考慮は全く払われていないというのが現状です。殊に、小

学校三年より正課として採用されている書道教育 (ママ )は、すべて右利き児童を

対象として実施されています。その結果として、少数者である左利き児童は、

右利きになるための矯正をよぎなくされ、その結果さまざまのストレスを発生

させることになります。』 

〔中略〕（※「左利き友の会」の月刊誌「左利きニュース」に殆ど毎号挙がる

左利き者の訴えは (小林注 )）その被害が初等教育に集中しているのが特徴です。 

（※戦前に中学時代を過ごした年輩の男性が、書道の授業で「日本国語文字は

左手で書く様にはできていない」と担任に殴られたとの投書を紹介し (小林注 )）

それとおなじことが今日、民主主義のいわれている時代にもおこっています。

横浜のある中学生はいいます。 

「僕は現在中学一年生です。ほとんどのことは左手ですませていますが、はさ

みと書道だけは右手を使っています。しかし、書道は右手で書いているのでは

なくて、書かされているのです。だから、僕は書道が大嫌いです。〔中略〕」  

〔中略〕左利きにもいろいろ程度があって、〔中略〕どうしても右手ではうま

くいかない左利き、というものがあることを知るべきです。〔中略〕書き方が正

課であるということは、特別の左利き用の筆法をおしえないかぎり、右手で筆

をもつように強制していることになるのです。〔中略〕左利きの子どもを、左利

きのまま書道をやらせることは、先生にはめんどうなのです。一律に右利きに

して、右利きに都合のいい書き方でかかせるほうが先生にはらくなのです。先

生がらくをするために左利きの子どもに、ノイローゼになるほど苦しませ、あ

げくは書き方は大嫌いという人間にそだてあげていいものでしょうか。〔以下

略〕 

ここに記されている内容は、昭和 43 年版『小学校学習指導要領』が施行さ
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れていた当時の、毛筆書写の学習指導の在り方に対する批判である。しかし、

現在の書写教育が抱える左利きの児童生徒への学習指導に関しての課題も、基

本的に上記の内容と違いがないのではなかろうか。管見によると、書写書道教

育の分野において、非利き手で書字させる指導の是非や左利きのための書字指

導に関して検討し研究を重ねる機会はこれまで非常に乏しかった。久保田の「こ

れまでの学校教育において、左手の教育が重要視されていないことは驚くべき

ことである。右脳が言語脳であった左利きの子どもに、右手で字を書くことを

強要するのは、子どもの人間性を無視した教育といえる。空間認知の能力を無

視し、使いにくいだけでなく働きのおとる手を使わせることになるからであ

る。」との指摘 4、及び、伊田の「学校教育は字を書く手を矯正する上できわめ

て重要な役割を演じてきたと考えられる。〔中略〕日本に左利きが少ないのは、

現在も残る、字を書く手の矯正の二次的効果によるものなのかもしれない。」と

の指摘 5には弁解の余地がない。  

「序章  １．」「第１章  ７．」で述べた通り、利き手にまつわる問題の中で最

も関心が集まるのは書字及びその教育に関してであるにもかかわらず、今現在

その在り方は明確でない。換言すれば、左利きの書字とその学習指導の在り方

が不明確であるがために、何時になっても「右手に変えさせて書字させるべき

か」といった不安や疑問は消えることがない。左利きの児童生徒の書字教育に

関する課題に取り組むことはこの教育に携わる者の責務である。  

 

これまでに考察してきた医学（生物学・生理学）及び心理学の分野での諸論

文に立脚した際、書字という行為のために左利きを右利きに変更させなければ

ならない決定的な論拠は皆無である。もし、利き手を「矯正」することの第一

の理由が、これまでの書字もしくはその教育、すなわち「書写」「書道」及びそ

の教育の在り方にあるならば、それは由々しき問題であろう。“左手で書字する

児童生徒を右手に「矯正」させるのは、教師（指導者）側の勝手な言い分もし

くはその学習指導の在り方を模索しようとしない怠慢ゆえのこと”といった類

の批判に対する根元的な説明はできないのが実状である。先述の松田の指摘を

 
4  久保田競『手と脳  脳の働きを高める手』（前掲書） pp.154-155.  
5  坂野登編『脳と教育  心理学的アプローチ』（前掲書） pp.124-126.  
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真摯に受けとめなくてはならない。  

確かに、言語を問わず大抵の文字や書式は右手で書くことを前提としており、

右手の方が文字を無理なく構成できる上に字形も整えやすい。特に日本の文字

は、漢字の場合整った楷書の横画は右上がりになる傾向があり、また、平仮名

の場合は右回転の線を主軸とする文字が多いことから、左手で書字することに

はある種の不便さが伴うことは否めない。こういった書字における右手の優位

性を根拠として、左利き者も書字の場面だけは右手を使うべきとする論もある。

しかし、医学（生物学・生理学）的・心理学的な論拠を押してまで右手で書字

しなければいけない必然性は存在しない。書字における右手の優位性を唱えて

左利き者を右手での書字に変更させることは、あまりに短絡的ではないだろう

か。実際に、筆者が 2005(平成 17)年度に担当した授業（高等学校芸術科書道）

の受講者 206 名中、硬筆・毛筆の片方もしくは双方を左手で使用する生徒 10

名にアンケート調査を行ったところ、２名の生徒が「右手で書字する時の感覚

は、文字を書くのではなく絵を描く時の感覚と同じである」と答えた 6。このよ

うな児童生徒に対して、脳と利き手との関連性を考慮せず、右手で書字するこ

との利点のみを優先させた結果、文字学習の場面において、文字を「文字」と

してではなく「絵を描く時の感覚」で対処させなければならないことの方がよ

り深刻な問題であると考える。書字における右手の優位性を利き手変更の第一

の理由としてきたことが、書写書道の学習指導における教育現場での混乱を引

き起こす要因となっていたのかもしれない。文字は右手で書きやすい構造や運

筆になっていることへの理解を促すために、試みに右手での書字を体感させて

みるのは一案であるが、それをきっかけに右手での書字の定着を強要するのは

避けるべきである。  

左利きの児童生徒への書写指導において最も重視すべきことは、字形・筆順・

運筆といった文字の有りようではなく、「左利きである」という児童生徒の実態

である。右利きの論理を押しつけた、文字の構造や運筆ありきの書写教育では

なく、まず、左利きであることを尊重し、左利きの児童生徒が無理なく書字に

臨めるよう、左利き者の立場に立った書字及びその教育の在り方を探求してい

 
6  １名は硬筆のみ左手、もう１名は硬筆・毛筆ともに左手を用いる。なお、２名とも硬筆での  

書字は逆手で行う。  
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くことが必要である。その第一歩として、左利き者のための、左手での望まし

い筆記具の持ち方をはじめ、左利き者に有用な書字学習の在り方について検討

することは必須であり、また、それらに関する具体的な方策が右手での場合と

同様に明示されるべきだと考える。  

 

４．左利き者に有効な具体的方策に関する検証  

 ―『左きき書道教本』における紙の置き方を参考に―  

1972(昭和 47)年、当時の日本の学校教育における、左利きの児童生徒に対す

る書字教育の実態に苦言を呈して、具体的な施策の提唱を試みた文献がある。

前項「３．」の引用中に既述の箱崎総一が編纂した『左きき書道教本』（左利き

友の会  1972）である。本書冒頭 pp.１ -３に記された「はしがき」を抜粋する。  

 がんらい書道は、わが国に古くからある伝統芸術ですので、その筆法や運筆

の手じゅんなどについては多くのきめごとがあります。たとえば、左手で筆を

持ってはいけないというのもその一つです。  

 そのために書道を習うさいや、ペン字を習うさいにはほとんどの場合、左利

きの人達は全部右手で書くように無理に矯正されてしまうのが従来までの方

法でした。  

 左利きの人を右利きに矯正することでさまざまなストレスが発生してきま

す。ことに小学生ではこのストレスの程度がはげしく起こってきます。〔中略〕

そこで左利き友の会では左利きの人達が自由に書道を習うことができるよう

に“左きき書道教本”を編纂いたしました。 

 昭和四十六年からまた書道が小学校の正課として採用されることになりま

した。かえり見ますと、戦前の小学校教育では書道の授業のさい左利きの児童

はぜんぶ矯正をうけたのです。つまり戦前の書道の時間は、左利きの児童にと

っては血のにじむような矯正訓練の場であったわけです。そのようなことから

多くの児童は字を書くことや書道を習うことが嫌になってしまったのです。こ

のような悪夢をもう一度繰り返さないために本会では左手でも立派に書道を

練習することができる方法について研究を重ねました。そして一応、左利き筆

法についての結論に近いものをえましたので、とりあえず“左きき書道教本”

として出版するはこびになりました。〔以下略〕  
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 続けて、「補章 ２、書道教育と左きき筆法」（本書 p.18-20.）も抜粋する。  

 左利き友の会ではこの左きき筆法を発表する前にいくつかの書道団体や、書

道家の方たちに左手で書道を学ぶという点について質問をしてみました。しか

しその返答は残念ながら例外なく冷たい返事しか返ってきませんでした。その

返答はだいたい次のようなものでした。  

「左手で書いた書家は誰もいなかった。」  

「左手を矯正して書道を教えている。」  

「左手で筆を持つことなど出来るはずがない。」  

 いずれにせよこのような態度が現代日本の左利き筆法に対する反応なので

す。左利きを矯正するのは子供に悪い結果を与えます。そのことは医学的にも、

心理学的にも証明されています。それなのに書道の世界だけはいぜんとして右

手でしか習字を教えないのです。しかしそれも当然のことかも知れません。い

まだかつて左きき筆法などは存在したことがなかったからです。誰も左手で筆

の字を書けるとは想像もできなかったからです。  

 しかしこれからはわが国の書道界のなかにも「左きき筆法」について理解を

示してくれる書家の方たちが出現してくれると思いますし、われわれはそのこ

とを強く希望しています。  

 昭和四六年 (ママ )から小学校三年生には正課としての書道の時間がスタート

いたしました。もし左利き筆法が普及しなければ義務教育の名のもとに左利き

は矯正されることになります。そこでわれわれはこのような形で発表する「左

きき筆法」を世の中に送り出そうとしているのです。  

 本書では、左利き者にとって文字が書きやすくなるための方策を具体的に問

われた時、可能性の一つとして、書字活動時における用紙の置き方に関する工

夫が考えられるとしている。  

本項では、『左きき書道教本』を、左利き者が無理なく書字するための要件の

一つとして書字者に対する用紙の置き方を挙げ、その方法を具体的に提唱した

文献として捉え、詳細な検証を試みる。本書は、毛筆による書字を前提とした

左利き者の執筆法や運筆等の指導法に関する解説が大半を占めるが、用紙の置

き方に関する解説は、毛筆による書字の場合のみならず、硬筆による書字の場

合にもそのまま適用できると推察できる。  
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（１）『左きき書道教本』における左手書字のための用紙の置き方  

再三述べてきた通り、文字の構造や書き方は右手での書字に対して優位につ

くられている。中でも、漢字の基本線となる横画での、右手書字と左手書字と

の特徴の違いは顕著である。右手で書く横画は、右の手指が紙面上を右方に移

動することによって引かれる線だが、左手で書く横画は、大概の場合右手で引

いて書く線とは反対に、左手で右の方に押すことによって書かれる線である。

書字者の正面に用紙を置いた場合、右手で右に引く線は無理なく書ける（引け

る）が、左手では左から右に押して書くため真横への線は書きにくい。また、

先述「１．」の左利きの授業受講者に対するアンケート調査では、左から右へ押

すように書くと用紙に穴が空いてしまったり、必ず小指が汚れたりするといっ

た副次的な困難点も指摘されている。  

箱崎は、左手書字の特性を考慮した上で、左手書字に特有な、左から右への

横画に関する問題を合理的に解決する方策として、用紙の置き方に関し、下図

に示すような  ①「斜めがき筆法」②「横がき筆法」③「正座筆法」の３種を

提唱した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「斜めがき筆法」とは、用紙を机の縁から約 45 度左方向へ傾けて書字する

方法である。この方法では、左手で左から右へと真横に押して書く横画が斜め

に引く線へと変化するため非常に書きやすくなる。箱崎は、小筆を使用して細

字を書く際や横書きに適しているとしている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【右下】「斜めがき筆法」  【左上】「横がき筆法」  【左下】「正座筆法」  

箱崎総一編『左きき書道教本』（前掲書） pp.30-36.  

 

 

 

 

 

図２「斜めがき筆法」 (右下 )  図３「横がき筆法」 (左上 )  図４「正座筆法」 (左

下 ) 

箱崎『左きき書道教本』32p.           同 34p.          同
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「横がき筆法」とは、用紙を 90 度右回転させる、つまり用紙を横に寝かせ

た上で、机の縁と用紙の位置が平行になるように置いて書字する方法である。  

この方法で書字すると、書かれた文字は横に寝た形になる。しかし、左手で左

から右へ線を引く際に起こる、左手が体の前を横切る現象は回避でき、左手の

動作を自由にすることができる。また、左から右へ押す線が上から下へ引く線

に変化し、上下に引かれた線は右から左へ引く線に変化するため、左手書字に

とって大変書きやすくなる。箱崎は、万年筆で書字するのに便利であるとして

いる。  

「正座筆法」とは、右手書字の場合と同様に用紙と机の縁との角度を 90 度

にした上で、用紙を書字者の体の中心線から左側へずらす方法である。体の正

面に用紙を置いた場合、左手で持つ筆記具の軸を右側に傾けることは困難だが、

この方法によると、用紙を左側に寄せたことで、筆記具の軸を右側に傾斜させ

やすくなる。すなわち、左手書字において、机の正面に用紙を置く場合には左

から右へ押して書いた線が、机の左側に用紙を置くことによって、左から右へ

線を引くことが可能となるのである。箱崎は、毛筆で大きな字を書く際に文字

が曲がらないことや、姿勢を正しくできることを利点として挙げている。  

 なお、本書の最後には「補章」として「ペン字の左利き筆法」について記載

がなされている。ここで箱崎は、硬筆による左手書字では左から右へペンを押

すように書くことから、右回転の文字が多い平仮名よりも、左回転の文字が多

い英文の方が書きやすいとし、硬筆による左手書字には「斜めがき筆法」が便

利であると述べている。  

 以上の論を受けて、宮前他は、利き手の欠損等により非利き手を利き手とし

て使うための「利き手交換訓練」の視点から、右利きの健常者 30 名に１ヶ月

間左手書字の練習を実施した中で、用紙の置き方に関して、箱崎が紹介した３

種類の置き方に、用紙を真っ直ぐに体の正中に置く方法を加えた４種類の位置

で書字を試みさせた。その結果、真っ直ぐ正中に置くのが書きやすいとする者

が全体の３分の１を占め、残りは他のいずれかの方法を好んだことから、「指導

者はこれら４方法を意識しておき、患者に最も良いものを選ばせるための選択

肢を提供することが大切となろう。」と結論づけている 7。また、末松は、「この

 
7  宮前珠子  佐々木光子「書字の利手交換」（『第 13 回日本作業療法学会論文集』 (日本作業療法  
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三筆法を追試し、右片麻痺患者の左手書字練習に採用して、好結果を得ている。」

とした上で、「どの方法がよいか、それぞれ個人差があるので、好みの筆法を練

習すればよい。」と述べている 8。  

 書写教育の見地から左利きの児童生徒への書字指導の在り方を考えたとき、

宮前他や末松の検証は、分野は異なれども有意なものと捉えることができる。

箱崎が提唱する用紙の置き方を児童生徒に提示して、各自に適した用紙の置き

方をそれぞれ選択させてみることは、左利き者への書字の学習指導において大

切な事項となろう。ただし、文字学習といった観点から３種の用紙の置き方を

考察した場合、「横がき筆法」には文字構造や字形の把握・認識等といった側面

に難点があることから、書字の学習指導においては、「横がき筆法」を用紙の置

き方の選択肢に含めない方がよいと考えられる。  

 

（２）左手毛筆書写での半紙の置き方と字形の関係に関する分析  

書字活動、特に毛筆による書字は、左利き者にとって最も大きな関心事の一

つと推察できる。  

古来毛筆によって書き継がれてきた漢字と仮名は、毛筆特有の機能によって

文字の骨格を形成してきた。従って、漢字及び仮名文字の基本的な原理は、毛

筆を使用してみることで理解が促されると考えられる。しかし、これまでの毛

筆書写の学習は、右手書字が前提となって展開されてきたと言っても過言では

ない。左手書字者にとって、右手書字者と同様、毛筆書写の学習がより有効に

機能することで、望ましい書写技能が習得できるような学習指導の在り方を検

討することが必須となる。  

本項では、先述の３種の紙の置き方の、毛筆書写における有用性について考

察する。  

 

① 調査内容と分析方法  

左手毛筆書字に関する検証にあたっては、本来ならば左手書字者のみを対象

として調査分析を行うべきである。しかし、データ分析に充分な人数の調査対

 
士協会編 )  1979） p.13.  

8  末松孝「左手による書字練習  合理的な三筆法の紹介」（『理学療法と作業療法  第７巻第２号』  

(医学書院 )  1977） pp.107-108.  
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象者を集めることが困難なため、本論考では、仮に右手書字者が左手での書字

を試行するといった暫定的な調査方法を用いて考察を試みる。  

 また、暫定的な調査対象者の負担を極力軽減し、かつ「国語科書写」の学習

において左手書字者に有効な指導方法を模索するとの観点から、以下の方法に

より調査分析を試みる。  

 

１  調査対象者には、  

ⅰ．毛筆の構え方及び執筆法は、現行の文部科学省検定済中学校書写用教科  

書に明示されているもの（大筆…懸腕法で単鉤法もしくは双鉤法．小筆  

…提腕法もしくは枕腕法で単鉤法もしくは双鉤法）を鏡像にして左手へ  

持ち替えた形態とすること。  

ⅱ．半紙の置き方は、a.体の真ん中に真っ直ぐ置く方法  b.「斜めがき筆法」  

c.「横がき筆法」  d.「正座筆法」の４種とし、a→b→c→d の順番で書  

写し比較することを確認して、指定の執筆法と半紙の置き方を固定統一  

する。  

 

２  大筆では半紙を４等分割（４つ折）した枠内に単体文字を、小筆では半紙  

を４等分した行に縦書き及び横書きの書式で文章を書写する。なお、調査対  

象とする文字（以下「課題文字」）は、分析考察に必要な要素を備えた平易な  

ものを少数用いることとする。  

ⅰ．大筆大字に関する調査で用いる課題文字は、日本で日常的に用いる文字  

が持つ基本的な点画要素（はね・折れ・曲がり・反り・払い）を備えた  

漢字５字と仮名の特徴である右回転を主軸とした平仮名４字、及び左回  

転の平仮名１字の計 10 字とする。調査に先立ち、基本線である横画と  

縦画も試書する。  

なお、課題文字 10 字の具体的な選出理由と本調査での着目点は次の通  

りである。  

①「北」…拙稿 9及び「手書き漢字字形の多様性に関する基礎研究」の 

 
9  小林比出代「硬筆筆記具の執筆法と字形の関係における分析的研究」（『書写書道教育研究  第  

19 号』 2005） pp.75-84.  
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「横画からのはね」に関する分析結果 10を受けて、５画目のは 

ねに着目。  

②「月」…拙稿 3 及び「文字を書くことに関するアンケート  集計結果」か 

ら「日」に関する分析結果 11を参照して、２画目の転折部（折  

れ）とはねに着目。  

③「式」…反りを持つ平易な漢字として、５画目に着目。  

④「光」…拙稿 3 を受けて、５画目の左払いと６画目の曲がりに着目。  

⑤「近」…拙稿 3 及び「手書き漢字の右はらいの運筆における研究」の「右 

払いの運筆」 12に関する分析結果を受け、二節払いの出現率が  

高くかつ個人内変動がない割合の高い文字の例として、最終画 

の右払いに着目。  

⑥「の」「り」…拙稿 3 及び「横書き書字における平仮名の字形的損傷につ  

いて」 13での分析結果を受けて、はね（字源となる漢字の  

終筆部）の方向が転じた右回転の平仮名として、終筆部（払 

い）に着目。  

⑦「ろ」…拙稿 3 及び「横書き書字における平仮名の字形的損傷について」 

での分析結果を受けて、縦書きの中で生成された「連係ストロ  

ーク」が残存し、かつ横書きによって「連係ストローク」に損  

傷を生じる右回転の平仮名として、終筆部（払い）に着目。  

⑧「つ」…拙稿 3 及び「横書き書字における平仮名の字形的損傷について」 

での分析結果を受けて、払い（字源となる漢字の終筆部）の方 

向が転じ、かつ横書きによって終筆部の変形が目立つ右回転の  

平仮名として、終筆部（払い）に着目。 

⑨「ん」…拙稿 3 を受け、右回転の平仮名に対する左回転の平仮名の例と  

     して、終筆部（払い）に着目。  

ⅱ．小筆を用いた縦書き・横書き（縦方向・横方向の書字運動）の相違に関  

 
1 0  堀千鈴・押木秀樹「手書き漢字字形の多様性に関する基礎研究」（『書写書道教育研究  第 11 号』 

1997） p.19.  
1 1  全国大学書写書道教育学会・創立 10 周年記念事業実行委員会「文字を書くことに関するアン  

ケート  集計結果」（『書写書道教育研究  第 10 号』 1996） pp.122-127.  
1 2  小柴良介「手書き漢字の右はらいの運筆における研究」（『書写書道教育研究  第 13 号』  

1999） pp.22-27.  
1 3  小竹光夫「横書き書字における平仮名の字形的損傷について」（『書写書道教育研究  第 18 号』  

2004） pp.41-50.  
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する調査において対象とする文章は、大筆大字での課題文字 10 字を単  

純に羅列したものとする。（よって文章としては意味を持たない。）  

 

３  調査は、2005(平成 17)年度に筆者が担当した授業（高等学校芸術科書道） 

の受講者中、高校２年生 52 名（右手書字者 50 名・左手書字者２名）を対象  

に実施する。また、調査の時期は 2005(平成 17)年度末（２月）とする。  

年度末に高校２年生を対象として本調査を行った理由は、当該学年の書道  

選択者は、義務教育段階（小中学校）での国語科書写の学習を修了し、かつ  

高等学校芸術科書道に関しても「書道Ⅰ」及び「書道Ⅱ」の全内容を履修し  

ており、毛筆の扱いに慣れ親しんでいることから、通常用いない手での毛筆  

書写への試みも、他者の場合に比べて比較的難色を示さずに取り組める可能  

性が高いと推測したことによる。  

 

４  調査対象者には、文字の基本点画に関する筆使いについて改めて確認（毛  

筆書写の基本点画を示したプリントを配布し、筆者の示範を視写）し、各課  

題文字のポイントとなる要素を認識させた上で、字形が整っていて読みやす  

い（＝書写的な観点から見て望ましい）楷書で書くように指示する。ただし、  

課題文字は明朝体活字で提示し、毛筆での文字例は示さない。  

 

５  調査対象者へのアンケートから、左手毛筆書写の際書きやすく感じた半紙  

の置き方とその理由、及び書きにくく感じた半紙の置き方とその理由につい  

て集約し、考察を試みる。また、４種それぞれの半紙の置き方で書写した課  

題文字における各点画要素の用筆や形状・字形には、大筆大字単体・小筆縦  

書き・小筆横書きの別でどのような違いが生じたか分析を試みる。  

 

② 左手毛筆書写での半紙の置き方と字形の関係に関する調査結果  

及び比較考察  

表１  ４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と  

感じた割合  
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※表中  a：体の真ん中に真っ直ぐ  b：斜め置き  c：横置き  d：左側  

○＝書きやすい  ×＝書きにくい  ／   

◎ :50％以上  ● :30％以上 50％未満  ▲ :10％以上 20％未満  △ :10％未満  

 一  ｜  北  月  式  光  近  の  り  ろ  つ  ん    

横
画 

縦
画 

横
画→

は
ね 

は
ね 

折
れ 

反
り 

曲
が
り 

左
払
い 

右
払
い 

右

回

転→

払

い

 

右

回

転→

払

い

 

右

回

転→
払

い
 

右

回

転→

払

い

 
左

回

転→

払

い

 

縦
書
き 

横
書
き 

○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × 

a △  ◎   ●     ▲      ▲  ●    ▲  ●  ▲    ▲   ▲    ▲      ▲  

b  ●   ●   ●  ●   ▲  ●   ●  ▲  ●   ●   ●    ▲  ●   ●  ▲  ●  ▲   ▲   ▲  ●  

c  ▲  ●    ●   ●  ●    ●  ●  ▲  ▲  ●  ●  ●   ●  ●   ●    ●   ●  ▲  ◎   ●  

d ◎  △  ●  ▲  ●  △   ▲   ▲  ●  △  ●  ▲  ●   ●  ▲  ●  △  ●  ▲   ▲  ●  ▲  ●  ▲  ●  ▲  ●  ▲  

 

表２  ４種それぞれの置き方を「書きやすい」・「書きにくい」と感じた理由  

 〔特徴的なものを抜粋〕 

 真っ直ぐ  斜め置き  横置き  左側  

書きやすい  書きにくい  書きやすい  書きにくい  書きやすい  書きにくい  書きやすい  書きにくい  

横
画 

 筆を“押す”

ので。  

線に手腕が

被る。  

 手元が隠れ

て見えな

い。  

縦画と同じ

感覚。  

「一」との

文字と考え

れば不自

然。  

筆を“引く”

ので。  

書く線が見

える。  

 

反
り 

 変な摩擦が

ある。  

手が覆い被

さる。  

 反り具合が

不明。  

筆が毛 羽立

つ。  

 どれ位反れ

ばいいかわ

からない。  

手を中に戻

すだけ 。  

線が見え

る。  

 

左
払
い 

   斜め上に手

を動かしに

くい。  

 上方向には

払いにく

い。  

不自然。  

自然に手が

動く。  

体から一番

遠い。  

体から離れ

る。  
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右
払
い 

 筆を押す形

になる。  

腕が苦し

い。  

 腕を動かし

にくい。  

摩擦があ

る。  

縦線を抜く

感覚。  

手前に引く

だけ。  

右払いの特

徴がつかめ

ない。  

自分の方へ

引くことに

なる。  

 

右
回
転 

 回転が苦し

い。  

手元が見え

ない。  

手が滑らか

に動く。  

払いやす

い。  

筆を“押す”

ため。  

手元が見え

ない。  

他の用筆に

変わる。  

不自然な筆

使いにな

る。  

腕を抜く方

向が自然。

線が見え

る。  

左からさら

に左は書き

にくい。  

左
回
転 

 手がつまっ

た感じ。  

   本来の形が

わからなく

なる。  

体に向 かっ

て筆を 運べ

る。  

 

縦
書
き 

一直線に並

ぶ。  

筆を押すの

は不自然。  

 字の向きが

わからなく

なる。  

書いている

ところが見

える。  

何を書いて

いるのかわ

からない。  

左手の前で

書きやす

い。自然。  

全体的に体

から離れ

る。  

横
書
き 

全体像が見

える。  

押す形は不

安定。  

 文字が傾

く。  

縦書きにな

る。  

頭が混乱す

る。  

動かしやす

い。  

左側の字が

遠い。  

 

表３  ４種それぞれの置き方での各基本点画における  

望ましい用筆・形状・方向の出現率〔特徴的なものを抜粋〕  

※表中  a：真っ直ぐ  b：斜め置き  c：横置き  d：左側  

◎： 100～ 90％  ○： 89～ 80％  ●： 79～ 60％  △： 40～ 21％  ×： 20～０％  

［単  体］  点  画  要  素  a b c  d  ［単  体］  点  画  要  素  a b c  d 

横  画・始筆部の角度  △     右回転〈の〉・払いの用筆  ×  ×   ◎  

・始筆部と終筆部との  

角度の変化  

△  △  △  △  

・穂先をまとめな  

がら払う  

○  ×  ×  ○  

縦  画・始筆部の角度   △    ・左斜め下に払う  ◎  ×  ×  ◎  

・終筆部の角度  ×  △  △  ×     〈り〉・払いの用筆  ○  ○  ◎  ◎  

・始筆部と終筆部との  

角度の変化  

×  ×  △  ×  

・穂先をまとめな  

がら払う  

●   ●  ○  
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横画からのはね・三角形   △  ●  ●     〈つ〉・払いの用筆  ◎  ○  ◎  ◎  

       ・真上に  

はねる  

●  ●  ○  ○  

・穂先をまとめな  

がら払う  

●   △  ●  

      ・一旦筆をとめ  

てはね出す  

●  ●  ◎  ◎  ・左斜め下に払う    ●   

折  れ・折れの用筆  ○  ○  ◎  ○  

      ・右回転曲線部が  

丸みの用筆  

○  ◎  ◎  ◎  

   ・折れ前後の縦画と横  

    画の太さの変化  

 △  ×   左回転・右斜め上に抜く  ○  ●   ○  

   ・角度が 90°  ●   ●      ・穂先をまとめながら抜く  ●   △  ●  

は  ね・はねの用筆  ◎  ◎  ○  ◎     ・山部転折部が折れの用筆  ●    ●  

   ・三角形    △  ●  ［書  式  別］点  画  要  素  

縦  書  き  横  書  き  

a b c  d a b c  d 

反  り・一気に運筆  ●  ○  ◎  ◎  横画からのはね・はねの用筆  ◎  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ●  

   ・反りの形状  ○  ○  ○  ◎  折  れ・折れの用筆  ○  ○  ○  ○  ●  ●  ●  ●  

左払い・払いの用筆  ●  ○  ◎  ◎  は  ね・はねの用筆  ◎  ○  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  

   ・穂先 をまとめ ながら払 う   △  △   反  り・反りの用筆  ◎  ●  ●  ○  ○  ○  ○  ◎  

曲がり・曲がりの用筆  ○  ●  ●  ◎  左払い・払いの用筆  ●  ●  ○  ●  ●  ●  ○  ●  

右払い・二節払い  ●  ●  ●  ○  曲がり・曲がりの用筆  ●  ●  ●  ●   ●    

   ・文字より右払いの  

    右端が長い  

◎  ◎  ○  ◎  右払い・二節払い   △  ×   △  △  ×   

   ・三角形  ●   △   

・文字より右払いの  

 右端が長い  

◎  ◎  ○  ○  ◎  ○  ○  ◎  

   ・水平方向に払う  ○    ●  〈の〉・払いの用筆  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ○  ◎  ○  

   ・右払い直前まで徐々  

    に太さが増す  

△  △  △     ・左斜め下に払う  ●  ●  ●  ○   ●  ●  ●  

 〈り〉・払いの用筆  ◎  ◎  ○  ○  ○  ●  ○  ●  

〈つ〉・右回転曲線部が  

丸みの用筆  

●  ○  ○  ●  ●  ●  ●  ○  
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 左回転・右斜め上に抜く  ●  ●  ●  ○  ●  ●  ●  ◎  

   ・山部転折部が折れ  

の用筆  

●   △  ●    △   

〔※以下特徴的なデータを抜粋〕  

 

②-１ 横画に関する分析結果〔注：傾向が顕著に現れた要素である〕  

グラフ１ 「一」（横画）（％）     グラフ２ 「一」始筆→終筆  （％） 

64 30 6

24 64 12

16 44 40

8 30 62

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き） 28 18 8 10 14 8 8 24

32 22 4 12 12 8 2 80

24 16 10 20 26 4000

24 16 6 10 18 2 8 12 4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

45゜→45゜

45゜→90゜

45゜→135゜

90゜→45゜

90゜→90゜

90゜→135゜

135゜→45゜

135゜→90゜

135゜→135゜

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

○半紙を体の真ん中に真っ直ぐ置いた場合、「書きやすい」８％・「書きにくい」 

62％と書きにくさが高い数値を示す。  

○一方、左側に置いた場合は、「書きやすい」64％・「書きにくい」６％と真っ  

直ぐ置いた場合とは正反対の数値を示す。  

○斜め置きは、真っ直ぐ置いた場合と同様な傾向を示す。  

○横置きでは、「どちらともいえない」が 64％と曖昧な感覚を示す割合が高い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…○縦画と同じ感覚で書ける。  

（←※他の要素に変わり、プラス評価がなされている。）  

左側…○体の左側から中心に向けて筆を引くので書きやすい。  

○左腕が自然によく動く範囲にある。  

○自分が書いている線を見ながら書ける。筆の動きが見える。  

［書きにくい］  
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真っ直ぐ…○右に書いていくにつれて書きにくくなる。  

     ○筆を押すので手が突っ張る。書く時に抵抗（摩擦）が生じる。  

     ○書いている線が自分の腕や手に隠れて見えない。  

斜め置き…○手元が腕で隠れて見えない。  

横置き…○「一」という漢字を意識したときに不自然である。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析  

○始筆部の角度は、４種ともに半数前後が 45°の角度になる。  

○終筆部の角度に関しては、半紙の置き方による違いは見られない。  

○始筆部と終筆部との角度の変化を見ると、４種ともに「始筆部 45°→終筆部  

45°」が２～３割となり、最も高い割合となる。しかし、真っ直ぐの場合は  

「90°→90°」「45°→90°」も２割弱を占め、また、他の置き方ではほと  

んど見られない「135°→90°」「135°→45°」も１割前後を占める。横置  

きでは、真っ直ぐの場合や斜め置きではほとんど見られない「90°→135°」 

が１割弱存在する。左側の場合も横置きと同じ傾向にあるが、真っ直ぐの場  

合に見られる「135°→45°」も１割弱存在する。  

 

②-２ 縦画に関する分析結果  

グラフ３ 「｜」（縦画）（％）  

38 46 16

42 32 26

22 48 30

16 54 30

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き）

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

○「書きやすい」の割合は、横置きが 42％・左側が 38％と、真っ直ぐ及び斜  

め置きの場合の倍近い率になる。  

○「書きにくい」の割合は、左側が 16％と若干低いが、他３種は大差がない。 

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  
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理由  

［書きやすい］  

横置き…○縦線の感覚でなく横線の感覚で書ける。  

（←※本来の縦画ではなく、他の要素と化してプラス評価に転じて  

いる。）  

［書きにくい］  

横置き…○全く違う文字（横棒）を書いているようで違和感がある。  

 

②-３「横画からのはね」に関する分析結果〔注：傾向が顕著に現れた要素である〕 

グラフ４  「北」（最終画  はね）（％）   グラフ５  「北」最終画・横画からのはねの形（％） 

34 58 8

26 44 30

20 48 32

28 46 26

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き）

 

66 4 30

64 12 24

40 34 26

42 24 34

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ
三角

細長いとげ

穂先が開い
て真上に

   

グラフ６「北」最終画・横画からのはねの方向（％）グラフ７「北」最終画・横画からのはねの書き方 （％）  

16 82 2

14 80 6

26 66 8

24 72 4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ 左上方向

真上

右上方向
100 00

94 60

72 4 24

70 4 26

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

横画→（止ま
る）→はね

横画→（止ま
らず）→はね

横画→（離
す）→はねを
付け加える

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

○「書きやすい」の割合は、左側の場合が 34％と若干高めである。  

○一方、「書きにくい」の割合は、左側の場合のみ８％とかなり低い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  
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左側…○手の動きが自然である。  

   ○筆の動きや自分の書いている字がよく見える。  

［書きにくい］  

横置き…○真横にはねる感覚が不自然。はねが横棒と同じ感覚。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

○望ましい三角の形になる割合は、左側の場合で７割弱、横置きで６割強に上  

るのに対し、真っ直ぐの場合と斜め置きでは４割程度にとどまる。  

○真上にはねる割合は、左側の場合が８割強、横置きが８割と高い数値を示す。  

○横画からはねへの用筆は、左側の場合 10 割がいったん筆をとめてからはね  

出す、いわゆる望ましい用筆であるのに対し、真っ直ぐの場合と斜め置きで  

の２～３割は、横画部分で筆を引き上げ、改めて筆を入れ直してはねを加え  

ている。  

 

②-４ 転折部(折れ)に関する分析結果〔注：傾向が顕著に現れた要素である〕  

グラフ８  「月」２画目（折れ）（％）     グラフ９  「月」２画目  横画と縦画の角度（％）  

88 6 42

90 424

80 8 4 8

82 14 22

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

折れ

曲がり

二挙動

折り返し 54 14 32

70 8 22

46 14 40

76 12 12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ
90゜

90゜以下

90゜以上

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

○「書きやすい」の割合は、斜め置きが 12％と低めである。  

○「書きにくい」の割合は、斜め書きが 36％と高めな一方、左側は 10％と低  

い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…○左側に曲げるので曲げやすい。左に向けて上手く引ける。  
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左側…○筆を安定させやすい。筆が自然に進む。  

   ○しっかりと角がつくれる。折れをコントロールできる。  

［書きにくい］  

斜め置き…○紙が斜めだと折れる度合いがわからない。折れの方向がわからな  

い。不自然な方向に折れて書きにくい。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

○斜め置きでは、曲がりになる割合と折れる部分で筆を入れ直す割合がそれぞ  

れ１割弱となる。  

○転折部前後で、横画より縦画の方が太くなる割合は、横置きの場合２割にし  

か満たない。反面、横置きでは、６割弱が横画と縦画の太さが同一となり、  

また、横画より縦画の方が太くなる割合も３割弱に上る。  

○折れの角度が 90°以上の鈍角になる割合は、斜め置き・左側で４割近くに上  

る。  

 

②-５ はねに関する分析結果  

グラフ 10 「月」はねの形（用筆「はね」中）（％）  

60 6 28 6

35.55 11.1 35.55 17.8

46.9 32.7 10.210.2

45.8 31.3 16.66.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

三角

とげ

だんご

穂先が開い
たまま

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

○「書きやすい」の割合は、横置きが 12％と低めである。  

○「書きにくい」の割合は、横置きが 42％と高めである一方、左側は 12％と  

低い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きにくい］  
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横置き…○強引に筆を“押す”感じで動かさないと書けない。  

    ○左下から右上への動きは不自然な感じがする。  

    ○普段この方向にはねる文字はないので難しい。  

    ○はねのところで勢いよく筆がひっくり返る。毛先が開いてしまう。  

     （←※横置きでは普通であれば書きにくい箇所が他の要素に変化す  

ることで書きやすく感じるパターンも多い中で、横置きがマ  

イナスに作用する好例である。）  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

○横置きでは、１割が「月」の２画目終筆部（はね）を止めている。  

○左側の場合の６割が、はねは望ましい三角の形になる。一方、横置きでは、  

三角形と丸い団子状になる割合がそれぞれ３割強を占め、穂先が開いて同一  

の太さではねる割合は２割弱に上る。  

 

②-６ 反りに関する分析結果〔注：傾向が顕著に現れた要素である〕  

グラフ 11 「式」（５画目  そり）（％）   グラフ 12 「式」５画目  用筆  （％） 

40 56 4

28 42 30

24 34 42

24 52 24

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き）

  

96 4

96 4

82 18

78 22

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ
一気に

筆が滞る

 

グラフ 13 「式」５画目（反り）（％）  グラフ 14「式」５画目  太 さ （ 始 ① → 中 ② → 終 ③ ）（ ％ ） 

90 26

88 6 4

80 20 0

88 6 4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

反り

直線

折れ

曲がり 1022 64 4 12 220

8 20 62 8 16 040

2 14 0 44 10 14 12 40

432 58 4 14 6 42

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

①＝③＞②

①＜②＜③

①＞②＞③

太さ一定

①＞②＝③

①＜②＝③

①＝②＜③

①＝②＞③

①＝③＜②

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  
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○「書きやすい」の割合は、左側の場合が 40％と高い。  

○「書きにくい」の割合は、左側の場合が４％とかなり低い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

左側…○左手に近いところで反るので書きやすい。自分の体に近くて安定する。 

   ○外側にある手を中に戻してくるだけなので引きやすい。  

   ○穂先が見える。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…○変な摩擦があってスムーズに書けない。  

     ○手が覆いかぶさってしまい自分の引いた線が見えない。  

斜め置き…○反り具合がわからない。  

     ○手が覆いかぶさってしまい自分の引いた線が見えない。  

     ○筆先が毛羽立ってくずれてしまう。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析  

○左側・横置きでは一気に運筆されている割合が 10 割近いが、真っ直ぐ・斜  

め置きでは２割前後が運筆にとどこおりを見せる。  

○真っ直ぐ・横置き・左側ともに反りの形状をとる割合は９割前後に上る。し  

かし、斜め置きでは、反りは８割にとどまり、直線となる割合が２割に及ぶ。  

○線の太さの望ましい変化（送筆部で線が細くなる）が現れる割合はどの置き  

方でも一様に低い。  

 

②-７ 左払いに関する分析結果  

グラフ 15 「光」５画目（左払い）（％）  

94 402

96 800

82 16 02

76 16 62

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

払い

止め

はね

丸くはね上
げ

抜く
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ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

○「書きやすい」の割合は、横置きが 10％・斜め置きが 20％と低くなる。  

○「書きにくい」の割合は、横置きが 38％・斜め置きが 30％と若干高くなる。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きにくい］  

横置き…○上方向には（上に向けては）払いにくい。上方向には筆を持ってい  

かれない。  

    ○普段ではやらない動きなので書きにくい。下から上に書く形になる。 

    ○摩擦が起こる。  

（←※横置きがマイナスに働く（不自然な筆の動きを実感させる）  

好例である。）  

左側…○体から一番遠く書きにくい。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

○左払いが止めとなる割合は、左側・横置きで１割にも満たないのに対し、  

真っ直ぐ・斜め置きでは２割弱に上る。  

○斜め置きと横置きの場合、左払いを払いとする用筆のうちの６割以上は穂先  

が開いたままの形状になる。  

 

②-８ 曲がりに関する分析結果  

グラフ 16 「光」最終画 曲がり部  （％）  

94 42

76 20 4

74 20 6

84 4 12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ
曲がり

カーブ

折れ

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  
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○「書きやすい」の割合は、斜め置きが 10％・真っ直ぐの場合が 18％と低い。  

○「書きにくい」の割合は、斜め置きが 36％・真っ直ぐの場合が 32％と高い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…○曲がる部分が唯一縦線になるから書きやすい。縦に曲がってくるだ  

けなので書きやすい。  

     （←※本来の筆使いが特有なものに化す好例である。）  

    ○筆が自分に向かってくる方が書きやすい。  

左側…○左手を左から中央に動かすので書きやすい。自分に近づいてくる方が  

書きやすい。  

［書きにくい］  

斜め置き…○斜めはうまくカーブできない。  

     ○ちょうど曲がる時に筆を持つ手が字に覆い被さって見えなくなる。 

左側…○（横置き同様に「体の近くに引っ張る」でも）逸れた所から引っ張っ  

てくるのは書きにくい。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

○曲がり部が曲がりの用筆になる割合は、斜め置き・横置きで７割強にとどま  

る。一方、真っ直ぐの場合は、他の３種ではほとんど見られない折れの用筆  

が１割弱現れる。  

 

②-９ 右払いに関する分析結果〔注：傾向が顕著に現れた要素である〕  

グラフ 17 「近」（最終画  右払い）（％） グラフ 18 「近」最終画（右払い）（％） 

34 54 12

32 26 42

20 46 34

18 50 32

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き） 10 86 0004

14 62 44 12 4

12 64 04 6 12

18 74 0060

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

一節払い

二節払い

一節止め

二節止め

一節はね上
げ

二節はね上
げ
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グラフ 19 「近」最終画 右端の位置（％）グ ラ フ 20「 近 」 右 払 い の 形 （ グ ラ フ 2 0「 二 節 払 い 」 中 ）（ ％ ）  

100 00

88 6 6

96 40

100 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ 右端長い

右端同じ

右端短い
55.8 32.6 11.6

25.8 74.2 0

43.8 40.6 15.6

71.1 26.3 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

三角

穂先が開い
たまま同じ太
さ

とげ

 

グ ラ フ 21「近 」 右 払い の 方 向（ グ ラフ 20「 二節 払 い 」中 ）（ ％）   グ ラ フ 22「 近 」最 終 画  太 さ （ 始① → 中 ②→ 終 ③ ）（ ％ ）  

74.4 25.6 0

51.6 45.2 3.2

50 43.8 6.2

89.5 10.50

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ 水平方向

右上方向

右下方向
54 46 0

22 74 2

34 60 6

40 50 10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ ①＜②＜③

太さ一定

①＜②＝③

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

○「書きやすい」の割合は、真っ直ぐの場合が 18％・斜め置きが 20％と低い。  

○一方、「書きにくい」の割合は、左側が 12％とかなり低いのに対し、斜め置  

き 34％・真っ直ぐ 32％と高い。  

○しかし、横置きは「書きやすい」の割合が高めであるにもかかわらず、「書き  

にくい」の割合も 42％と、他の３種に比べて高い値となっている。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…○縦に引くだけだから書きやすい。  

縦に払う（抜く）感覚で書ける。下に払うような感覚で書ける。  

     （←※他の要素に変わりプラス評価に転じる好例である。）  

    ○体に向けて引っ張る感じは書きやすい。手前に引いてくるのは楽に  

感じる。抵抗感がない。  

左側…○自分の方へ引いてくる方が書きやすい。最後の払いで自分の所に引っ  
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張れる。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…○上体の中心から右方向へ過ぎた所まで筆が動くのは書きにくい。  

      腕が自由に動かせる範囲が狭い。線を長く引いていくにつれて筆  

が動かしにくくなる。  

     ○筆を押す形になるから。抵抗感（摩擦）がある。  

横置き…○右払いの特徴をつかめない。下に向かって右払いのように書くのは  

難しい。  

    ○どのように筆を運べばよいかわからない。払いの方向がよくわから  

ない。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析  

○左払いの望ましい用筆（二節払い）が現れる割合は、左側の場合９割弱に上  

る。しかし、真っ直ぐの場合は７割強、斜め置き・横置きでは６割強にとど  

まる。代わって、真っ直ぐ・横置きでは一節払いが２割弱現れ、横置きでは  

一節はね上げも１割強現れる。  

○右払いの右端の位置と、払い以外の文字の右端の位置とを比較すると、真っ  

直ぐ及び左側の場合は 10 割、斜め置きでは 10 割近くが、文字より払いの右  

端の方が長くなるのに対し、横置きでは文字の右端と同じ位置（長さ）にな  

る割合、及び文字の右端より左方になる（短くなる）割合が１割弱ずつ存在  

する。  

○二節払いの用筆中、望ましい形状（三角形）となる割合は、真っ直ぐの場合  

７割強、左側の場合も６割弱に上るのに対し、斜め置きでは４割強、横置き  

に至っては２割強にしか及ばない。一方、穂先が開いたまま同一の太さで払  

う割合は、横置きでは７割強に上る。また、斜め置き・左側の場合は、他の  

２種ではほとんど見られない、細くとがった形状の払いも１割強現れる。  

○二節で払う用筆において水平方向に払う割合は、真っ直ぐの場合９割弱、左  

側の場合も７割強であるのに対し、斜め置き・横置きでは５割程度にとどま  

る。反面、斜め置き・横置きでは、真っ直ぐ及び左側の場合に１～２割しか  

現れない、右上方向への払いが５割弱現れる。また、真っ直ぐ及び左側の場  

合には全く見られない右下方向への払いも１割弱存在する。  
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○しんにょうの、右払い直前までの右斜め下方向への運筆において、望ましい  

太さの変化（徐々に太さを増していく）となる割合は、左側の場合５割強だ  

が、真っ直ぐの場合では４割、斜め置きでは３割強、横置きに至っては２割  

強しかない。代わって、太さが一定となる割合は、真っ直ぐの場合５割、斜  

め置きが６割、横置きでは７割強となる。  

 

②-10 右回転の文字に関する分析結果  

〔注：「の」「つ」「り」において傾向が顕著に現れた〕  

グラフ 23 「の」（右回転→払い）（％）  グラフ 24 「り」（二画目  払い）（％）  

38 48 14

32 40 28

12 44 44

28 62 10
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どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き） 36 58 6
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グラフ 25 「の」終筆部の方向（％）    グラフ 26 「り」終筆部（払い）（％）  
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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グラフ 27「つ」払いの方向（用筆「払い」中）（％）  グラフ 28「つ」払いの用筆（ 用筆「払い」中）（％）  

47.9 43.8 8.3

61.2 34.7 4.1

54.6 38.6 6.8
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グラフ 29 「つ」右回転曲線部（丸み）（％）  

96 4

96 4

90 10

86 14

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ
丸み

折れ

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

の：○「書きやすい」の割合は、左側の場合が 36％と高い。  

○「書きにくい」の割合は、左側の場合が６％とかなり低い。  

☆後述する「ん」の場合と同じ傾向を示す。  

り：○「書きやすい」の割合は、斜め置きが 12％と低い。  

○一方、「書きにくい」の割合は、斜め置きが 44％とかなり高い。  

○しかし、横置きは「書きやすい」の割合が高めな反面、「書きにくい」の  

割合も 28％と、「書きやすい」「書きにくい」の割合がほぼ同じになる。 

つ：○「書きやすい」の割合は、左側の場合が 40％と高い。  

○一方、「書きにくい」の割合は、左側の場合が 16％と低い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…〈り〉○横払いの感覚。左払いのようになる。  

（←※他の要素に変わったことによるプラス評価とマイナ  

ス評価の好例である。）  

    〈ろ〉○手元がきちんと見える所で右から左への動きは書きやすい。  

    〈つ〉○右手で書くときの「し」に似ている感じで書きやすい。「し」 

を書く感覚で書ける。  

        （←※他の要素に変わったことによるプラス評価とマイナス  

評価の好例である。）  

左側…〈の〉○払うときに腕を抜く方向が自然。  
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      ○手元が見えるのでうまく払える。  

   〈つ〉○払う部分がきちんと見える。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…〈の〉○払いの準備段階の部分にふくらみがなく手（筆）が動かな  

い。回転が苦しい。  

        ○毛先が開いてしまう。  

        ○手元が見えにくく筆の動きがわからない。  

     〈り〉○窮屈な感じがする。  

     〈つ〉○手元が見えない。  

斜め置き…〈の〉○腕が回りにくい。  

        ○筆を押す形になる。  

        ○穂先を整えておくのが困難。  

     〈り〉○どこまで伸ばしていいのかわからず間延びしてしまう。  

        ○手元が全く見えないので筆の動きがわからない。  

横置き…〈の〉○上下の感覚がわからない。  

       ○回転中ほとんど先が見えない。  

       ○毛先が開いてしまう。  

    〈り〉○上に払うことになってしまい書きにくい。  

（←※他の要素に変わったことによるプラス評価とマイナス  

評価の好例である。）  

    〈つ〉○上方向に線を引っ張りにくい。上に向かっている（払う）の  

で難しい。  

       ○線を押しやるようにして書かざるを得ない。筆が進まず押す  

形になる。  

（←※他の要素に変わったことによるプラス評価とマイナス  

評価の好例である。）  

       ○手元が見えない。  

左側…〈り〉○左からさらに左は書きにくい。  

      ○自分の体から遠い所で書いている感じがする。  

   〈ろ〉○外の方には払いにくい。払うというより止まってしまう。  
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ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

〈の〉○払いの用筆中、穂先をまとめながら払ういわゆる望ましい用筆の割合  

は、斜め置き・横置きでは４割程度にとどまる。一方、穂先が開いた  

まま同一の太さで筆を払う割合は、斜め置き・横置きでは６割程に上  

る。  

   ○終筆部の方向は、斜め置き・横置きでは１割前後が真下となる。  

（←※斜め置き・横置きは、感想に反して、実際は終筆が回転の後に  

回りきった形で払えていない。）  

〈り〉○終筆部は、真っ直ぐ・斜め置きでは８割強が払いの用筆となり、２割  

弱が止めの用筆となる。  

○払いの用筆中、穂先をまとめながら払ういわゆる望ましい用筆の割合  

が、斜め置きでは５割にとどまる。一方、穂先が開いたまま同一の太  

さで筆を払う割合は、斜め置きでは５割に上る。  

〈つ〉○終筆部は、真っ直ぐ・斜め置きでは１割前後が止めの用筆となる。  

○終筆部の方向は、左斜め下の、いわゆる望ましい方向に払う割合が、  

左側の場合は５割に満たず、真横に払う割合とほぼ同率になる（４割）。 

○払いの用筆中、穂先をまとめながら払ういわゆる望ましい用筆の割合  

は、斜め置きでは５割程度、横置きに至っては３割に満たない。一方、  

横置きでは、穂先が開いたまま同一の太さで筆を払う割合が７割を超  

える。  

   ○右回転曲線部は、真っ直ぐ・斜め置きのほぼ１割が折れの用筆となる。  

 

②-11 左回転の文字に関する分析結果〔注：傾向が顕著に現れた要素である〕  

グラフ 30「ん」抜く方向（用筆「抜く」中）（％）  グラフ 31「ん」終筆部の用筆（用筆「抜 く」中）（％）  
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グラフ 32「ん」山部転折部（折れ）（％）  

60 40

46 54

56 44

62 38

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

○「書きやすい」の割合は、左側の場合が 38％と高い。  

○「書きにくい」の割合は、左側の場合が 16％と低い。  

（←※「の」の場合と同じ傾向である。）  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

左側…○体の方に向かって筆を運んでくるので書きやすい。  

   ○ひじに余裕があって書きやすい。  

   ○手元がよく見える。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…○手がつまったようになる。  

横置き…○「ん」を書いている感じがしない。  

    ○「ん」の形通りに書けない。  

    ○払いの方向が大変。右側にははね上げられない。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析  

○終筆部の方向は、右斜め上の、いわゆる望ましい方向に抜く割合が、斜め置  

きでは７割強、横置きでは６割弱にしか及ばない。一方、斜め置きでは２割  

以上、横置きでは４割弱が真上に抜いている。  

○払いの用筆中、穂先をまとめながら払ういわゆる望ましい用筆の割合は、横  

置きの場合４割に満たない。一方、横置きでは、穂先が開いたまま同一の太  

さで筆を払う割合が６割を超える。  
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○山部転折部は、斜め置き・横置きでは、折れと丸みの割合がほぼ半々になる。  

 

②-12 縦書きに関する分析結果〔注：傾向が顕著に現れた要素である〕  

グラフ 33 課題文 縦書き（％） 

40 46 14

16 34 50

18 60 22

20 56 24

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き）

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

○「書きやすい」の割合は、左側の場合が 40％と高い。  

○一方、「書きにくい」の割合は、左側が 14％と低いのに対し、横置きは 50％  

とかなり高い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

左側…○文字全体が左手の前にあって縦で書きやすい。  

   ○連綿を書くときのように次の文字に入りやすい。  

   ○脇が締まる感じで安定する。  

   ○腕が邪魔にならずに書ける。全体像が見えやすい。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…○左から右に筆を押す形はやはり不自然。右側に動かしにくい。  

     ○書いている字が見えにくく筆がふらつく。  

斜め置き…○字の向きが一瞬わからなくなる。  

     ○書いている字が見えにくく筆がふらつく。  

横置き…○何を書いているのかわからなくなる。字の形がわからない。感覚が  

つかめない。  

    ○書式の観点から見て、全体が右→左というのは書きにくい。  
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     横になるのに右から左へ動くから。  

左側…○全体的に体から離れているので。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

○曲がり部に関して、縦書きの場合、紙の置き方にかかわらず、一律望ましい  

用筆（曲がり）となる割合が低くなる（７割前後）。４種とも、曲がりに代わ  

ってカーブもしくは折れになる割合が単体の場合より高くなる（１～２割）。 

○左払いは、特に、斜め置き・左側での単体の場合との差は大きい。斜め置き  

の場合、単体では見られなかった、はねの用筆が２割弱出現する。また、左  

側の場合、止めになる割合が単体の３倍以上（1.5 割）になる。  

○はねに関しては、斜め置きの縦書きで１割弱がカーブとなる。これは他の場  

合には見られない傾向である。  

○反りでは、斜め置き・横置き・左側の縦書きで、反りの用筆となる割合が低  

くなる（７～８割）。代わって、直線になる割合が高くなり（１～２割）、横  

置き・斜め置きでは、他の場合ではほとんど見られない折れの用筆も出現す  

る（１～２割）。  

○右払いでは、半紙の置き方にかかわらず、単体ではほとんど見られない二節  

はね上げの割合が一様に高くなる。特に、横置きの場合、その率は６割弱に  

まで上り（因みに、単体では１割に満たない）、他の場合との差が著しい。ま  

た、横置き・斜め置きの縦書きでは、他の場合にはほとんど見られない二節  

引き抜きの用筆が出現する（横置きで１割強～２割弱、斜め置きで１割弱）。 

○右払いの右端の位置と、払い以外の文字の右端の位置との比較において、斜  

め置きの縦書き・横置きの縦書きの場合、文字より払いの右端が長くなる割  

合は８割強と、他の場合に比べて低い割合を示す。  

○「の」の終筆部の方向は、真っ直ぐ・斜め置き・横置きの縦書きの場合、斜  

め下となる割合が低い（７割程度）。先の３種とも真下になる割合が高く（１  

割～２割強）、真っ直ぐの場合はさらに１割が真横となる。  

○「り」の終筆部が払いになる割合は、真っ直ぐの縦書きの場合に最も高い（ 10 

割近く）。一方、横置きの縦書きでは、払いの割合が８割強にとどまり、はね  

る割合が１割強に及ぶ。  

○「ろ」の右上転折部に関して、横置きの縦書きの場合は３割弱が丸みとなり、  
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折れにならない割合が最も高い。  

○「ろ」の右回転曲線部は、半紙の置き方にかかわらず、丸みになる割合が低  

い。特に、斜め置き及び横置きでの場合は２割強が折れになる。  

○「つ」の右回転曲線部は、真っ直ぐの縦書き・左側の縦書きの場合に丸みと  

なる割合が低く（６割強～７割弱）、３割強～４割弱が折れとなる。  

○「ん」の終筆部の方向は、横置きの縦書きの場合、右斜め上になる割合が低  

く（７割弱）、２割強が真上となる。  

○「ん」の山部転折部が折れになる割合は、縦書き・横書き問わず横置きの場  

合に断然低い（３割強）。７割弱が丸みになる。  

 

②-13 横書きに関する分析結果〔注：傾向が顕著に現れた要素である〕  

グラフ 34 課題文 横書き（％） 
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22 38 40

10 50 40

28 56 16

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き）

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

○「書きやすい」の割合は、斜め置きが 10％と低い。  

○一方、「書きにくい」の割合は、斜め置き・横置きともに 40％とかなり高い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

真っ直ぐ…○全体像が見えやすい。  

横置き…○縦書きになるからつながりを持って書ける。  

左側…○右側に動かしやすい。腕が動かしやすい。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…○左から右に線を引くのが押す形になって不安定。  
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     ○自分の真ん中を経由するので書きにくい。  

斜め置き…○上に向かって払うような字は総じて書きにくい。  

      形がくずれて筆の払いがうまくできない。  

     ○文字が斜めになってしまう。  

     ○字が見えにくくて書きにくい。  

横置き…○何を書いているのかわからなくなる。頭がこんがらがってしまう。  

○字の特徴がつかめない。はね・払いが書きにくい。  

左側…○紙を左に置くと一番左の字が遠い。  

   ○脇が締まらなくて安定しない。  

   ○紙を左へずらすと払いなどがコントロールできない。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析  

○横画からのはねに関して、真っ直ぐ・左側・斜め置きでの横書きは、はねの  

用筆の割合が８割前後と、他の場合（９割弱～10 割）に比べて低くなる。  

○曲がり部に関しては、半紙の置き方にかかわらず、横書きの場合、一律望ま  

しい用筆（曲がり）となる割合がかなり低くなる（５割強）。代わって、カー  

ブもしくは折れになる割合がそれぞれ２割程度となる。  

グラフ 35 「北」最終画（はね）（％） グラフ 36 「光」最終画 曲がり部 （％） 
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○左払いは、真っ直ぐ・斜め置き・左側の横書きで払いの用筆になる割合が低  

くなる（７割程度）。この傾向は縦書きの場合と同じである。しかし、斜め置  

きの場合は、縦書きで２割弱出現したはねの用筆が、単体同様皆無である。  

一方、左側での単体の場合との差は縦書き以上に大きい。左側の場合、縦書  

き同様、止めになる割合が単体の３倍以上（1.5 割）である上に、単体では  

０、縦書きでもほとんど見られないはねの用筆が２割弱も出現する。  
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グラフ 37 「光」５画目（左払い）（％）  グラフ 38 「月」２画目（はね）（％）  
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グラフ 39 「月」２画目（折れ）（％）  グラフ 40 「式」５画目（反り）（％）  

78 22 00

84 14 20

88 6 42

66 32 20

84 16 00

90 424

76 24 00

82 14 40

80 8 4 8

78 20 20

88 12 00

82 14 22

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単
折れ

曲がり

二挙動

折り返し

90 6 22
80 12 8 0
90 2 6 2
86 4 100

70 10 18 2
88 6 42
84 14 20

74 18 14 0
80 20 00
86 12 20
96 040
88 6 42

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単
反り

直線

折れ

曲がり

 

グラフ 41 「近」最終画（右払い）（％） グラフ 42 「近」最終画 右端の位置 （％） 
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○転折部は、半紙の置き方にかかわらず、横書きの場合、一律望ましい用筆（折  

れ）となる割合が低くなる（７割弱～８割弱）。代わって、曲がりになる割合  

が高くなり（２割程度）、横置きに至っては３割以上となる。  

○右払いでは、縦書きの場合と同様、半紙の置き方にかかわらず、単体ではほ  

とんど見られない、二節はね上げの割合が高くなる。また、二節引き抜きの  

用筆も、横置き・斜め置きの場合に、縦書きとほぼ同じ割合出現する。なお、  
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縦書きの斜め置き・横置きに１割強現れた一節はね上げが、横書きでは２割  

近くに増加する。  

○右払いの望ましい用筆（二節払い）が最も高い割合で出現するのは、半紙を  

真っ直ぐに置いた横書きの場合である（3.5 割）。一方、二節払いの割合が最  

も低いのは横置きの縦書きである（0.6 割）。  

○右払いの右端の位置と、払い以外の文字の右端の位置との比較において、横  

置きの横書きの場合は、斜め置きの縦書き・横置きの縦書きの場合に次いで、  

文字より払いの右端が長くなる割合が低い（９割弱）。  

○「の」の終筆部が払いになる割合は、斜め置き及び左側の横書きのみ９割に  

満たず、止めや払いの用筆になる割合が他の場合より高い。  

○「の」の終筆部の方向は、半紙の置き方にかかわらず、斜め下となる割合が  

縦書きの場合以上に低い。特に、真っ直ぐの場合は５割強にしか及ばない。  

代わって、真横の割合が３割と、他の場合に比べてかなり高くなる。左側の  

横書きでは、左斜め上に払い上げる率が他の場合に比べて高い（１割）。  

○「り」の終筆部が払いになる割合は、半紙の置き方にかかわらず、横書きの  

場合一様に低い（７～８割）。  

○「つ」の終筆部が払いになる割合は、真っ直ぐ・斜め置き・左側の横書きの  

場合低い。（８割強～９割弱）。  

○「ん」の終筆部が抜く用筆になる割合は、半紙の置き方にかかわらず、横書  

きの場合一様に低い（８～９割）。  

○「ん」の終筆部の方向は、真っ直ぐ・斜め置き・横置きの横書きの場合、右  

斜め上になる割合が低く（７割～７割強）、１割～２割弱が真上となる。  

グラフ 43 「の」終筆部（払い）（％）  グラフ 44 「の」終筆部の方向  （％）  

86 4 10
98 02

96 40
92 6 2
94 24

92 60

88 6 6
98 20
90 10 0

94 24
94 2 6
90 10 0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単

払い

止め

はね

70 10 10 0 10

84 240 10

98 2000

70 28 200

74 16 4 42
92 8 000

68 22 604

74 24 002

86 14 000

52 10 4 4 30

74 10 42 10

98 2000

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単 左斜め下

真下

左斜め上

右斜め下

真横
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 グラフ 45 「り」終筆部（払い）（％）  グラフ 46 「つ」終筆部（払い）（％）  

72 6 8 14

84 6 8 2

90 8 20

82 4 12 2

82 4 14 0

92 8 00

78 10 8 4

94 240

84 16 00

80 6 2 12

96 040

86 14 00

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単
払い

止め

はね

カーブ

89.8 6.14.1

93.5 4.32.2

96 40

93.9 24.1

100 00

98 20

81.6 8.2 10.2

93.6 6.40

88 12 0

89.6 6.24.2

93.9 6.10

92 8 0

0% 50% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単

払い

止め

はね

 

グラフ 47 「つ」右回転曲線部（丸み）（％）  グラフ 48 「ん」抜く方向 （％）  

83.7 16.3
69.6 30.4

96 4
75.5 24.5
89.6 10.4
96 4

77.6 22.4
83 17
90 10

79.2 20.8
63.3 36.7

86 14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単

丸み

折れ

90 4204

86 000 14

82 000 18

76 0 10 2 12

68 2 60 24

56.2 2.14.20 37.5

70 42 8 16

76 220 10
74 220 22

76 12 40 8

78 8 42 8
87.8 4.1206.1

0% 50% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単
右斜め上

真横

左斜め上

抜かずに
切れる

真上

 

グラフ 49 「ん」山部転折部（折れ）（％）  

52 48

66 34

60 40

34 66

34 66

46 54

42 58

50 50

56 44

52 48

64 36

62 38

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単

折れ

丸み

 

 

（３）左手毛筆書写に際しての半紙の置き方と字形の関係に関する考察  

左手書字者に旧来の右手での筆使いを理解習得させるのか。それとも、左手

での筆使いを新たに考え提示するのか。先述の通り、書写教育において毛筆を

用いるのは、毛筆が文字の基本的な要素・形・動き等を学習するために有効な

学習道具であると考えたことによる。左手書字者が毛筆により文字学習を行う
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ために、まずは古来行われてきた筆使いをふまえた上で、左手書写によりそれ

を習得するためにはどのような方策が効果的かを検討し検証することが必須と

なる。その具体的な一方法として、半紙の置き方に関する考慮は、左手毛筆書

写の際有効に働く要件になるとの見解に基づき、本論考ではその検証を試みた。 

その結果、左手書字者が毛筆によって効果的な書写学習を行う要件として、

半紙の置き方に関する配慮は有用な一方策となり得ることが明らかになった。

中でも、体の中心から左側へずらす置き方は有効に働く可能性が総じて高い。

ただし、要素によっては適する置き方が異なるので注意を要する。  

一方、横置きには、別の（もしくは不自然な）要素や用筆に変化してしまう・

字形の理解や把握が困難になる等との特有な問題が生じる。従来行われてきた

筆使いや字形を習得する際、横置きには無理があると言える。書写学習延いて

は文字学習といった観点から３種の半紙の置き方を考察した場合、横置きには

文字構造や用筆・字形の認識等といった側面に難点があることから、書写学習

においては、横置きを半紙の置き方の選択肢に含めない方がよいと考えられる。 

 

表４  横置きにおいて「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた理由と  

その要因  

点画要素  横置きにおける「書きやすさ」（E）と「書きにくさ」（D）  

横  画  

E：「縦画と同じ感覚」「横線より縦線の方が書きやすい」  

…他の要素に変化してプラス評価  

D：「“一”という漢字を意識したときに不自然」  

   …他の要素に変化してマイナス評価  

縦  画  

E：「縦線の感覚でなく右から左への横線の感覚で書ける」  

…他の要素に変化してプラス評価  

D：「全く違う文字を書いているようで違和感がある」  

  …他の要素に変化してマイナス評価  

は  ね  

D：「強引に筆を“押す”感じで動かさないと書けない」「左下から右上  

への動きは不自然」  

   …（左手では書きにくい部分が横置きによって他の要素・用筆に  
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変化し書きやすく感じるパターンが多い中で）横置きによって  

変化した用筆がマイナスに働く例  

左払い  

D：「上方向には払いにくい」  

…（「はね」同様）横置きによる不自然な筆の動きを実感する例  

曲がり  

E：「曲がる部分が唯一縦線になる」  

…本来の筆使いが特有なものに変化してプラス評価  

右払い  

E：「縦に引くだけだから」「下に払うような感覚で書ける」  

…他の要素に変化してプラス評価  

D：「右払いの特徴をつかめない」  

「下に向かって右払いのように書くのは難しい」  

…他の要素に変化してマイナス評価  

右回転  

E：〈り〉「“横払い”（左払い）の感覚」  〈つ〉「“し”を書く感覚」  

 …他の要素に変化してプラス評価  

D：〈り・つ〉「上方向に払うことになる」「筆を押しやるようになる」  

…他の要素に変化してマイナス評価  

 

なお、左手毛筆書字には、［表５］のように、半紙の置き方に関係なく、左

手毛筆書写特有な共通の困難点も存在する。各点画要素における毛筆従来の筆

使いを会得するためには、半紙の置き方に合わせて、どのような手立てが有効

であるか検討考察することを今後の課題としたい。  

 

表５  半紙の置き方に関わらない左手書字に共通な困難点 

点  画  要  素  左  手  書  字  に  お  け  る  共  通  課  題  

単  体・反 り  

線の太さの望ましい変化（送筆部で線が細くなる）が現れにく

く、太さが一定。  

縦書き /横書き・

曲がり  

望ましい用筆（曲がり）になりにくく、カーブもしくは折れに

なる。  

縦書き・右払い  

単体ではほとんど見られない二節はね上げの割合が著しく高

くなる。  
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横書き・折 れ  望ましい用筆（折れ）になりにくく、曲がりになる。  

横書き・右回転  

〈の〉終筆部の方向が斜め下になる割合が低い。  

（縦書き左側以外３種にも同一傾向）  

〈り〉終筆部が払いになる割合が低い。  

横置き・左回転  〈ん〉終筆部が抜く用筆になる割合が低い。  
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（４）左手硬筆書写での用紙の置き方と字形の関係に関する分析  

① 調査内容と分析方法  

本項においても、前々項「（２）①」での調査方法と同様に、仮に右手書字者

が左手での書字を試行するといった暫定的な調査方法を用いて考察を試みる。

また、暫定的な調査対象者の負担を極力軽減し、かつ「国語科書写」の学習に

おいて左手書字者に有効な指導方法を模索するとの観点をふまえ、以下の方法

により調査分析を試みる。  

 

１  調査対象者には以下の２点を確認し、硬筆筆記具（鉛筆かシャープペンシ  

ル）の持ち方と用紙の置き方を統一する。  

ⅰ．左利きの順手書字における望ましい硬筆筆記具（以下「筆記具」）の持ち  

方は、右利きの順手書字の望ましい筆記具の持ち方 12を反転させた、右  

手の場合と対称的な関係にあるものと推測することができる。以上から、 

左利きの順手書字における望ましい筆記具の持ち方を次のように仮定し、 

本調査での持ち方とする。  

○筆記具に接する指の位置：親指＝第一関節より先の中央部  

    示指１＝第一関節より先の中央部  

示指２＝第三関節から第二関節の間   中指  

○机に接する指と形状：中指／薬指／小指をそろえた状態で軽くまるめ、  

小指が机に接する。  

○指が接する筆記具の位置：示指１＝筆記具の先端部（鉛筆の場合、削り際  

のやや上）  

親指＝示指より先端部から離れた位置  

○角度：前方から見て、右側へ 20 度程度。側方から見て、書字者側から 60 

度程度。  

筆記具の先端部は示指（上部）・親指（右斜め下）と中指（左斜め下）の３

点で支持され、親指・示指・中指の三指と筆記具との接触点を結んだ形が正

三角形になる。  

 
1  押木秀樹・近藤聖子・橋本愛「望ましい筆記具の持ち方とその合理性および検証方法について」  

（『書写書道教育研究  第 17 号』 2003） p.14.  
2  小林比出代「新しい筆記用具が指向する方向性の分析」（『同  第 18 号』 2004） p.24.  
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ⅱ．用紙の置き方は、a.体の真ん中に真っ直ぐ置く方法  b.「斜めがき筆法」  

c.「横がき筆法」  d.「正座筆法」の４種とし、a→b→c→d の順番で、  

それぞれ２㎝四方の枠内に書写し比較すること。  

 

２  調査対象とする文字（以下「課題文字」）は、分析考察に必要な要素を備え  

た平易なものを少数用いる。  

ⅰ．単体で書写する課題文字は、「第２章  ４．（２）」と同一の、日本で日常  

的に用いる文字が持つ基本的な点画要素（はね・折れ・曲がり・反り・  

払い）を備えた漢字５字と仮名の特徴である右回転を主軸とした平仮名  

４字、及び左回転の平仮名１字の計 10 字とする。調査に先立ち、基本  

線である横画と縦画も試書する。なお、課題文字 10 字の選出理由と本  

調査での着目点は、「第２章  ４．（２）」に示した通りである。  

ⅱ．縦書き・横書き（縦方向・横方向の書字運動）の相違に関する調査にお  

いて対象とする文章も、「第２章  ４．（２）」と同一の、課題文字 10 字  

を単純に羅列したものとする。（よって文章としては意味を持たない。）  

 

３  調査は、2006(平成 18)年４月、筆者が担当した授業（高等学校芸術科書  

道）の受講者中、高校３年生 35 名（全員右手書字者）を対象に実施。本調  

査の対象者を高校３年の書道選択者とした理由は、「第２章  ４．（２）」に  

記した理由と同一である。  

〔注：「第２章  ４．（２）」の毛筆書写に関する調査は、2005(平成 17)年度  

末（２月）、すなわち 2006(平成 18)年２月に当時の高校２年生（「書  

道Ⅰ」及び「Ⅱ」を履修）右手書字者 50 名・左手書字者２名を対象  

に実施した。本項の調査において調査対象とした生徒は全員「第２章  

４．（２）」での調査対象者でもある。〕  

 

４  調査対象者には、文字の基本点画を改めて確認（各基本点画を示したプリ  

ントを配布、筆者の示範を視写）し、各課題文字のポイントとなる要素を認  

識させた上で、字形が整っていて読みやすい（＝書写的な観点から見て望ま  

しい）楷書で書くように指示する。ただし、課題文字は明朝体活字で提示し、  
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硬筆書写での文字例は示さない。  

 

５  調査対象者へのアンケートから、左手硬筆書写の際書きやすく感じた用紙  

の置き方とその理由、及び書きにくく感じた置き方とその理由について集約  

し考察する。また、４種それぞれの用紙の置き方で書写した課題文字におけ  

る各点画要素の用筆や形状・字形には、単体・縦書き・横書きの別でどのよ  

うな違いが生じたか分析を試みる。  

 

② 左手硬筆書写での用紙の置き方と字形の関係に関する調査結果  

及び比較考察  

表１  ４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と  

感じた割合  

※表中  a：体の真ん中に真っ直ぐ  b：斜め置き  c：横置き  d：左側  

○＝書きやすい  ×＝書きにくい  ／   

◎ :50％以上  ● :30％以上 50％未満  ▲ :10％以上 20％未満  △ :10％未満  

 一  ｜  北  月  式  光  近  の  り  ろ  つ  ん    

横
画 

縦
画 

横
画→

は
ね 

は
ね 

折
れ 

反
り 

曲
が
り 

左
払
い 

右
払
い 

右

回

転→

払

い

 

右

回

転→

払

い

 

右

回

転→

払

い

 

右

回

転→

払

い

 

左

回

転→

払

い

 

縦
書
き 

横
書
き 

○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × ○  × 

a ●   ●  △    ●  ▲   △  ▲  ▲    ●  ▲   ▲  ●  ▲  ▲  ▲   ▲  ●  ▲     ▲    

b ●   ▲  ●      ▲  ●  ▲  ●  △  ●  ▲     ▲  ▲   ▲  ▲  ●  ▲  ●    ▲  ●  △  ●  

c ●     ▲    ◎  ▲  ●  ●      ●   ●  ●  ●   ◎  △  ●   ●   ●  △  ◎  ▲  ◎  

d   ●   ●        ▲  ●  ▲  ▲  ▲       △          ▲  ▲  

 

表２  ４種それぞれの置き方を「書きやすい」・「書きにくい」と感じた理由  

 〔特徴的なものを抜粋〕  

 a 真っ直ぐ  b 斜め置き  c 横置き  d 左側  

書 き や す い  書 き に く い  書 き や す い  書 き に く い  書 き や す い  書 き に く い  書 き や す い  書 き に く い  
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縦
画 

 腕が体に近

すぎる。  

 紙に連動し

て字が斜め

になる。  

不自然。  

  脇が締ま

る。  

左手が自由

に動く。  

 

は
ね 

   体が邪魔す

る。  

はねる方向

がつかめな

い。  

外側から内

側に向かう

ので手が安

定する  

はねる方向

がわからな

い。  

不自然。  

手が体と 交

叉しなくて

すむ 。  

楽に書け

る。  

 

折
れ 

体と正対し

ている。  

直角に曲げ

にくい。  

 直角に曲が

らない。  

手元が見え

る。  

縦から横の

動きは不安

定。  

絵を描く感

覚。  

手元が見え

る。  

 

反
り 

  真っ 直ぐ手

を下ろすだ

けなので。  

手元が見え

ない。  

つまった感

じになる。  

手元が見え

る。  

直線的にな

る。  

右から左へ

の線にな

る。  

体に引きつ

けるので。

手元が見え

る。  

 

曲
が
り 

 手が邪魔に

なって見え

ない。  

 自分の手が

邪魔で見え

ない。  

手元が見え

る。  

右→左→下

へと引くか

ら。  

 手元が見え

る。  

体と腕の間

に空間があ

る。  

 

右
回
転 

体と正対し

て左右均等

の動きをす

る。  

払いにくい

方向にな

る。  

手元に引き

つける。  

丸みを出し

やすい。  

下から上へ

の払いは書

きにくい。  

 左斜め上方

向には払い

にくい。  

不自然。  

最も右の 部

分も体 の左

側にあり体

勢が楽 。  

体から離れ

ていく。  

払いにくい

方向。  
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縦
書
き 

     字を書く感

覚がない。  

行の中心が

とれない。  

  

横
書
き 

     字を書く感

覚がない手

元が見えな

い。  

 左にいくほ

ど手がきつ

くなる。  

 

表３  ４種それぞれの置き方での各基本点画における  

望ましい用筆・形状・方向の出現率〔特徴的なものを抜粋〕  

※表中  a：真っ直ぐ  b：斜め置き  c：横置き  d：左側  

◎： 100～ 90％  ○： 89～ 80％  ●： 79～ 60％  △： 40～ 21％  ×： 20～０％  

［単  体］点  画  要  素  a b c  d  ［単  体］点  画  要  素  a b c  d 

横画からのはね・真上に  

はねる  

 ●  ●   左回転・抜く用筆  ○  ○  ○  ◎  

折  れ・折れの用筆  ○  ○  ◎  ◎  ・右斜め上に抜く  ●    ●  

   ・角度が 90°  ●    ●     ・山部転折部が折れの用筆  ●  ●   ●  

は  ね・はねの用筆  ◎  ◎  ◎  ◎  

［書  式  別］点  画  要  素  

縦  書  き  横  書  き  

反  り・一気に運筆  ○  ●  ●  ○  a b c  d a b c  d 

   ・反りの形状     ●  横画からのはね・はねの用筆  ○  ◎  ○  ◎  ○  ○  ◎  ○  

左払い・払いの用筆  ●  ○  ●  ○  折  れ・折れの用筆  ◎  ◎  ○  ◎  ◎  ◎  ○  ◎  

曲がり・曲がりの用筆  △  △       ・角度が 90°  ○    ●  ●    ●  

右払い・二節払い  ●  △  △  ●  は  ね・はねの用筆  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ○  ○  ○  

   ・文字より右払いの  

右端が長い  

●  ●  ●  ○  反  り・反りの用筆    △  ●   △   ●  

   ・水平方向に払う  △  ×  ×  ●  左払い・払いの用筆  ○  ●  ●  ○  ○  ●  ○  ●  

   ・斜線部角度が  

10°＜ｘ≦ 20°  

△  △  △  △  曲がり・曲がりの用筆    △  ●  △  △  △   
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右回転〈の〉・払いの用筆  ○  ○  ◎  ○  右払い・二節払い    △  ●   △    

・左斜め下に払う  ●  ◎  ◎  ●  

・文字より右払いの  

右端が長い  

●    ●  ○  ●  ●  ○  

   〈り〉・払いの用筆  ●  ●  ○  ◎  右回転〈の〉・払いの用筆  ◎  ◎  ◎  ◎  ●  ○  ○  ◎  

〈ろ〉・払いの用筆  ●  ●  ○  ●       ・ 左斜め下 に払う  ●  ●  ●  ○  ○   ●  ○  

・左斜め下に払う  ×     〈り〉・払いの用筆  ●  ●  ●  ○   ●  ●  ○  

・右回転曲線部が  

丸みの用筆  

●   ●  ●  

    〈ろ〉・左斜め下に  

払う  

 △  ●     ●   

   〈つ〉・払いの用筆  ○  ○  ○  ◎  

〈つ〉・曲線部が  

丸みの用筆  

●  ●   ●   △   ●  

・左斜め下に払う  ●  ●  ●  ●   左回転・右斜め上に抜く  ●  ●  ●  ●  ●  ○   ●  

      ・右回転曲線部が  

丸みの用筆  

●   ●  ●  

   ・山部転折部が折れ  

の用筆  

●  ●   ○  ●  ●   ●  

〔※以下特徴的なデータを抜粋し、本項での硬筆のデータ（＝「硬」）を、前項での毛筆

のデータ（＝「毛」）と比較しながら分析する。〕  

 

②-１ 横画に関する分析結果  

グラフ１  「一」（横画）（％）  

25.7 51.4 22.9

37.1 42.9 20

34.3 42.85 22.85

31.4 40 28.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き）

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

毛筆では、半紙を体の真ん中に真っ直ぐ置いた場合、「書きやすい」８％・「書

きにくい」 62％と書きにくさが高い数値を示し、左側に置いた場合は、「書き

やすい」64％・「書きにくい」６％と真っ直ぐ置いた場合とは正反対の数値を
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示す。また、毛筆の斜め置きは、真っ直ぐ置いた場合と同様な傾向を示し、横

置きでは、「どちらともいえない」が 64％と曖昧な感覚を示す割合が高い。毛

筆の場合に示されるこうした顕著な特徴に対し、硬筆では、４種の置き方によ

る大きな差異が見受けられない。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…［毛］○縦画と同じ感覚で書ける。  

（←※横画が他の要素に変わってプラス評価となる。）  

左側…［毛］○体の左側から中心に向けて筆を引くので書きやすい。  

○自分が書いている線を見ながら書ける。筆の動きが見える。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…［毛］○筆を押すので手が突っ張る。書く時に抵抗（摩擦）が生じ  

る。  

        ○書いている線が自分の腕や手に隠れて見えない。  

斜め置き…［毛］○手元が腕で隠れて見えない。  

横置き…［毛］○「一」という漢字を意識したときに不自然である。  

 

②-２ 縦画に関する分析結果  

グラフ２  「｜」（縦画）（％）  

31.4 42.9 25.7

28.6 42.8 28.6

14.3 54.3 31.4

37.1 54.3 8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き）

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

硬筆では、真っ直ぐ・左側の場合での「書きやすい」の割合が高く、真っ直

ぐの場合の「書きにくい」の割合は低い。一方、毛筆では、横置き・左側の場
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合での「書きやすい」の割合が高い。「書きにくい」の割合は、左側の場合に若

干低くなるが他の３種に大差はない。なお、真っ直ぐの場合は、硬筆と毛筆で

反対の数値を示す。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…［毛］○縦線の感覚でなく横線の感覚で書ける。  

（←※本来の縦画ではなく、他の要素と化してプラス評価に  

   なる。）  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…［硬］○腕が体に接近しすぎる。  

斜め置き…［硬］○用紙が斜めなので文字も連動して傾いてしまう。  

横置き…［硬・毛］○全く違う文字（横棒）を書いているようで違和感がある。  

 

②-３ 「横画からのはね」に関する分析結果  

グラフ３  「北」（最終画  はね）（％）  グ ラ フ ４  「 北 」 横 画 か ら の は ね の 方 向 (用 筆 「 は ね 」 中 ) (％ ) 

40 40 20

17.1 54.3 28.6

20 51.4 28.6

20 57.1 22.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き） 34.3 57.1 8.6

23.5 61.8 14.7

23.5 61.8 14.7

27.3 57.55 15.15

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ
左上方向

真上

右上方向

     

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

硬筆・毛筆ともに「書きやすい」の割合は左側の場合が高く、「書きにくい」

の割合は左側の場合が低い。特に、毛筆の左側の場合は「書きにくい」とする

割合がかなり低い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  
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左側…［硬・毛］○手の動きが自然である。  

   ［毛］○筆の動きや自分の書いている字がよく見える。  

［書きにくい］  

横置き…［毛］○真横にはねる感覚が不自然。はねが横棒と同じ感覚。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

毛筆では、左側・横置きの場合望ましい方向（真上）にはねる割合が高い数

値を示す。一方、硬筆の場合は真上にはねる割合が一律低くなり、毛筆では低

い割合を示す右上方向へはねる率が上がる。  

 

②-４ 転折部(折れ)に関する分析結果  

グラフ５  「月」２画目（折れ）（％） グラフ６  「月」２画目  横画と縦画の角度（％） 

94.3 05.70

91.4 5.72.90

88.6 5.75.70

85.7 5.78.60

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

折れ

曲がり

二挙動

折り返し 68.6 5.7 25.7

57.2 11.4 31.4

54.3 11.4 34.3

68.6 8.6 22.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ
90゜

90゜以下

90゜以上

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

 硬筆では、斜め置き・横置きでの「書きやすい」の割合が低く（ともに 17.1％）、

「書きにくい」の割合が高い（各 31.4％・34.3％）。また、真っ直ぐの場合、「書

きにくい」の割合が低い（5.7％）。一方、毛筆では、斜め置きでの「書きやす

い」の割合が低めであり（12％）、「書きにくい」の割合は高めである（36％）。

また、左側の場合、「書きにくい」の割合が低い（10％）。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…［毛］○左側に曲げるので曲げやすい。左に向けて上手く引ける。  

左側…［毛］○筆を安定させやすい。筆が自然に進む。  

○しっかりと角がつくることができる。折れをコントロールでき  
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る。  

［書きにくい］  

斜め置き…［硬・毛］○不自然な方向に折れて書きにくい。  

   ［硬］○直角に曲げることができない。  

［毛］○紙が斜めだと折れる度合いがわからない。折れの方向がわ  

    からない。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

○折れの用筆に関しては硬筆・毛筆で同じ傾向を示す。双方とも左側・横置き  

で望ましい用筆（折れ）が出現しやすい。  

○折れの角度が 90°以上の鈍角になる割合は、硬筆の場合斜め置き・横置きで  

高くなり、毛筆では斜め置き・左側の場合に高くなる。  

 

②-５ はねに関する分析結果  

グラフ７  「月」（２画目  はね）（％）  

28.6 51.4 20

22.9 25.7 51.4

22.85 54.3 22.85

37.2 51.4 11.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き）

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

硬筆・毛筆ともに、横置きで「書きやすい」の割合が低く、「書きにくい」の

割合が高い。一方、真っ直ぐ・左側の場合は「書きにくい」の割合が低い。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きにくい］  

横置き…［硬・毛］○普段この方向にはねる文字はないので難しい。はねる方  

向がわからない。  

         ○左下から右上への動きは不自然な感じがする。  
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    ［毛］○強引に筆を“押す”感じで動かさないと書けない。  

       ○はねのところで勢いよく筆がひっくり返る。毛先が開いてし  

まう。  

       （←※横置きでは、普通なら書きにくい箇所が他の要素に転  

じることで書きやすいように感じるパターンが多い  

中で、はねに関しては、他の要素への変化が逆にマイ  

ナスに働く。）  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

硬筆では、全ての置き方で 10 割が望ましい用筆（はね）になるのに対し、

毛筆では、横置きの１割が止めの用筆になる。  

 

②-６ 反りに関する分析結果 

グラフ８  「式」（５画目  そり）（％）   グラフ９  「式」５画目  用筆（％）  

28.6 57.1 14.3

37.1 34.3 28.6

14.3 45.7 40

17.15 65.7 17.15

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き） 88.6 11.4

68.6 31.4

62.9 37.1

80 20

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ
一気に

筆が滞る

 

グラフ 10 「式」５画目（反り）（％）  

65.7 14.3 20

45.7 17.1 34.3

51.4 22.9 25.7

57.15 17.15 25.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

反り

直線

折れ

曲がり

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

 硬筆・毛筆で類似した傾向を示し、「書きにくい」の割合は左側の場合でかな

り低い。  
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ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

左側…［硬・毛］○左手に近いところで反るので書きやすい。自分の体に近く  

て安定する。  

        ○外側にある手を中に戻してくるだけなので引きやすい。  

   ［硬］○手元が見える。  

   ［毛］○穂先が見える。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…［硬・毛］○手が覆いかぶさってしまい自分の引いた線が見えない。  

［毛］○変な摩擦があってスムーズに書けない。  

斜め置き…［硬・毛］○手が覆いかぶさってしまい自分の引いた線が見えない。  

［毛］○反り具合がわからない。  

 ○筆先が毛羽立ってくずれてしまう。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

○毛筆の場合、左側・横置きでは一気に運筆されている割合が 10 割近いが、  

真っ直ぐ・斜め置きでは２割前後が運筆に滞りを見せる。一方、硬筆では、  

毛筆の場合に比べて４種とも一気に運筆される割合は下がる。中でも斜め置  

き・横置きでは３～４割が滞りを見せる。  

○毛筆の場合、真っ直ぐ・横置き・左側ともに望ましい形状（反り）をとる割  

合は９割前後に上る。しかし、斜め置きでは反りが８割にとどまり、直線と  

なる割合が２割に及ぶ。これに対し、硬筆では、総じて毛筆の場合より反り  

の形状が出現しにくく、特に横置きではその割合が半数に満たない。代わっ  

て、直線ないしは折れになる割合が高くなる。  

 

②-７ 左払いに関する分析結果  

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

硬筆と毛筆の傾向は類似しており、「書きやすい」の割合は横置き・斜め置き

が低く、「書きにくい」の割合は横置き・斜め置きが高くなる。  
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グラフ 11 「光」５画目（左払い）（％）  

80 8.68.62.8

77.15 17.155.70

80 14.35.70

74.3 17.15.72.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

払い

止め

はね

丸くはね上
げ

 

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きにくい］  

横置き…［硬・毛］○普段ではやらない動きなので書きにくい。下から上に書  

          く形になる。  

［毛］○上方向には（上に向けては）払いにくい。上方向には筆を持  

っていかれない。  

 ○摩擦が起こる。  

        （←※横置きがマイナスに働く（不自然な筆の動きを実感す  

る）結果となる。）  

左側…［硬・毛］体から一番遠く書きにくい。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

毛筆の場合、左払いが止めとなる割合は、左側・横置きで１割に満たないの

に対し、真っ直ぐ・斜め置きでは２割弱に上る。硬筆の場合も同じ傾向を示す

が、左側・横置きで止めになる割合は毛筆の場合よりも高くなる。  

 

②-８ 曲がりに関する分析結果  

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

「書きやすい」の割合が、硬筆では斜め置き・横置き・真っ直ぐの場合に低

く、毛筆では斜め置き・真っ直ぐの場合に低い。これに対し、「書きにくい」の

割合は、硬筆・毛筆ともに斜め置き・真っ直ぐの場合に高い。  
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グラフ 12 「光」最終画  曲がり部（％）  

51.4 5.7 42.9 0

54.3 5.7 40 0

42.9 5.7 45.7 5.7

51.4 0 48.6 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

曲がり

カーブ

折れ

一直線

 

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…［硬・毛］○曲がる部分が唯一縦線になるから書きやすい。縦に曲が  

ってくるだけなので書きやすい。  

          （←※本来の用筆が特有なものに化すことになる。）  

         ○筆が自分に向かってくる方が書きやすい。  

左側…［硬・毛］○左手を左から中央に動かすので書きやすい。自分に近づい  

         てくる方が書きやすい。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…［硬］○手が邪魔になって文字が見えない。  

斜め置き…［硬・毛］○ちょうど曲がるときに鉛筆もしくは筆を持つ手が字に  

           覆い被さって見えなくなる。  

［毛］○斜めはうまくカーブできない。  

左側…［毛］横置きと同様に“体の近くに引っ張る”用筆でも、逸れた所から  

引っ張ってくるのは書きにくい。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

 硬筆では、曲がり部が折れの用筆に転じる割合が一律高くなり、斜め置きで

の曲がりの用筆は半数に満たない。これに対し、毛筆の場合、望ましい用筆（曲

がり）になる割合は高くなるが、斜め置き・横置きでは７割強にとどまる。ま

た、真っ直ぐの場合、毛筆での他の３種にはほとんど見られない折れの用筆が

１割弱出現する。  
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②-９ 右払いに関する分析結果  

グラフ 13 「近」（最終画  右払い）（％）  グラフ 14 「近」最終画（右払い）（％）  

22.9 51.4 25.7

20 40 40

22.85 54.3 22.85

28.6 60 11.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き） 20 65.7 2.8508.62.86

25.7 34.3 8.62.917.1 11.4

25.7 40 5.70 22.9 5.7

25.7 62.9 005.75.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

一節払い

二節払い

一節止め

二節止め

一節はね上
げ

二節はね上
げ

 

グラフ 15 「近」最終画  右端の位置（％） グ ラ フ 16「 近 」 右 払い の 方 向 (グ ラ フ 15「 二 節 払 い 」 中 ) (％ ) 

85.7 8.65.7

71.4 28.6 0

71.4 14.3 14.3

74.3 17.1 8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ
右端長い

右端同じ

右端短い
60.9 30.4 8.7

16.7 75 8.3

14.3 78.6 7.1

31.8 59.1 9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ
水平方向

右上方向

右下方向

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

硬筆の場合、「書きやすい」の割合には大差がないが、「書きにくい」の割合

は横置きで高くなり、真っ直ぐの場合に低くなる。一方、毛筆の場合、「書きや

すい」の割合は、真っ直ぐ・斜め置きが低い。また、「書きにくい」の割合は、

左側がかなり低く、斜め置き・真っ直ぐの場合が高い。横置きでは「書きやす

い」の割合が高めであるにもかかわらず、「書きにくい」の割合も他の３種に比

べて高い値となっている。  

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…［毛］○縦に引くだけだから書きやすい。縦に払う（抜く）感覚で書  

        ける。  

○体に向けて手前に引いてくるのは楽に感じる。抵抗感がない。 

（←※他の要素に変わりプラス評価となる。）  
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左側…［毛］○自分の方へ引いてくる方が書きやすい。最後の払いで自分の所  

       に引っ張れる。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…［毛］○上体の中心から右方向へ過ぎた所まで筆が動くのは書きに  

くい。  

腕が自由に動かせる範囲が狭い。線を長く引いていくにつ  

れて筆が動かしにくくなる。  

        ○筆を押す形になるから。抵抗感（摩擦）がある。  

横置き…［硬・毛］○下に向かって右払いのように書くのは難しい。  

    ［毛］○右払いの特徴をつかめない。どのように筆を運べばよいかわ  

        からない。  

○払いの方向がよくわからない。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

○毛筆の場合、右払いの望ましい用筆（二節払い）が現れる割合は、左側の場  

合で９割弱に上る。しかし、真っ直ぐの場合は７割強、斜め置き・横置きで  

は６割強にとどまる。代わって、真っ直ぐ・横置きでは一節払いが２割弱現  

れ、横置きでは一節はね上げも１割強現れる。これに対して、硬筆の場合は、  

二節払いの出現率が４種ともに低くなる。全ての置き方で一節はね上げもし  

くは二節はね上げの割合が高くなり、その傾向は斜め置き・横置きで顕著に  

現れる。  

○右払いの右端の位置と、払い以外の文字の右端の位置とを比較すると、毛筆  

では、真っ直ぐ及び左側の場合は 10 割、斜め置きでは 10 割近くが、文字よ  

り払いの右端の方が長くなるのに対し、横置きでは文字の右端と同じ位置（長  

さ）になる割合、及び文字の右端より左方になる（短くなる）割合が１割弱  

ずつ存在する。一方、硬筆での、右端が長くなる割合は一律低くなり、特に  

斜め置きでの右端が短くなる割合は著しい。  

○二節で払う用筆において望ましい方向（水平方向）に払う割合は、毛筆では、  

真っ直ぐの場合９割弱、左側の場合も７割強であるのに対し、斜め置き・横  

置きでは５割程度にとどまる。反面、斜め置き・横置きでは、真っ直ぐ及び  

左側の場合に１～２割しか現れない、右上方向への払いが５割弱現れる。ま  
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た、真っ直ぐ及び左側の場合には全く見られない右下方向への払いも１割弱  

存在する。硬筆では、水平方向に払う割合が更に下がり、斜め置き・横置き  

ではほとんどが右上方向＝はね上げる用筆となる。また、特に真っ直ぐの場  

合、毛筆との差が著しい。  

○斜線部の傾斜角度は、硬筆の方が毛筆よりもばらつきが激しい。硬筆の場合、  

ほとんど傾斜しない割合も増加する。  

 

②-10 右回転の文字に関する分析結果 

グラフ 17 「の」（右回転→払い）（％） グラフ 18 「の」終筆部の方向 (用筆「払い」中 )(％ ) 

22.9 57.1 20

31.4 25.7 42.9

17.2 71.4 11.4

34.3 48.6 17.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き） 77.4 9.73.209.7

90.9 6.1030

93.6 3.23.200

79.3 6.903.4510.35

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

左斜め下

真下

右斜め下

左斜め上

真横

 

グラフ 19 「り」終筆部（払い）（％）  

94.3 2.852.850

80 5.714.30

74.3 11.411.42.9

71.4 14.311.42.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

払い

止め

はね

カーブ

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

の：毛筆では、左側の場合に「書きやすい」の割合が高く、「書きにくい」の割  

合が低い。これは後述する左回転の平仮名「ん」と同じ傾向である。硬筆  

では、毛筆に比べて左側の場合の書きやすさが若干低くなる。また、斜め  

置きでの書きにくさはかなり低くなり、横置きでは高くなる。  

（←※「り」「ろ」「つ」の硬筆での書きやすさ・書きにくさは、「の」と  

類似した傾向を示す。）  
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ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

横置き…〈り〉［毛］○横払いの感覚。左払いのようになる。  

（←☆他の要素に変わったことによるプラス評価とマ  

イナス評価（次ページ★参照））  

    〈ろ〉［硬・毛］○手元がきちんと見えているところで右から左への動  

            きは書きやすい。  

    〈つ〉［毛］○右手で書くときの「し」に似ている感じで書きやすい。 

「し」を書く感覚で書ける。  

           （←☆他の要素に変わったことによるプラス評価とマ  

イナス評価（次ページ★参照））  

左側…〈の〉［硬］○文字の中で一番右になる部分でも体の左側にあるので体勢  

         が楽。  

［毛］○払うときに腕を抜く方向が自然。  

 ○手元が見えるのでうまく払える。  

   〈つ〉［毛］○払う部分がきちんと見える。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…〈の〉［硬］○払いにくい方向になる。 

［毛］○払いの準備段階の部分にふくらみがなく手（筆）が動  

かない。回転が苦しい。  

           ○毛先が開いてしまう。 ○手元が見えにくく筆の動き  

がわからない。  

     〈り〉［毛］○窮屈な感じがする。  

   〈つ〉［硬・毛］○手元が見えない。  

斜め置き…〈の〉［毛］○腕が回りにくい。  

○筆を押す形になる。  

○穂先を整えておくのが困難。  

     〈り〉［硬・毛］○手元が全く見えないので鉛筆・筆の動きがわから  

             ない。  
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［硬］○下から上への払いは書きにくい。  

［毛］○どこまで伸ばしていいのかわからず間延びしてしまう。 

横置き…〈の〉［硬・毛］○上下の感覚がわからない。  

 ○斜め上方向には払いにくい。  

 ○不自然  

（←★他の要素に変わったことによるプラス評価と  

マイナス評価（前ページ☆参照））  

      ［毛］○回転中ほとんど先が見えない。  

 ○毛先が開いてしまう。  

    〈り〉［硬・毛］○上に払うことになってしまい書きにくい。  

（←★他の要素に変わったことによるプラス評価  

   とマイナス評価（前ページ☆参照））  

    〈つ〉［毛］○上方向に線を引っ張りにくい。上に向かっている（払う） 

ので難しい。  

        ○線を押しやるようにして書かざるを得ない。筆が進まず  

押す形になる。  

（←★他の要素に変わったことによるプラス評価とマイ  

ナス評価（前ページ☆参照））  

         ○手元が見えない。  

左側…〈り〉［硬・毛］○左からさらに左は書きにくい。払いにくい方向になる。  

○自分の体から遠い所で書いている感じがする。文字が体  

から離れていってしまう。  

   〈ろ〉［硬・毛］○外の方には払いにくい。払いではなく止まってしまう。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析  

〈の〉毛筆での終筆部の方向は、真っ直ぐ・左側の場合のほぼ 10 割が望まし  

い方向（左斜め下）になるのに対し、斜め置き・横置きでは１割前後が  

真下となる。横置きの場合、感想に反して実際のところは終筆が右回転  

の後で回りきった形に払えていないことがわかる。一方、硬筆では、真  

っ直ぐ・左側の場合に左斜め下以外の方向へ払う割合が高くなり、特に  

真横に払う割合が増加する。  
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〈り〉毛筆での終筆部は、左側・横置きでの９割が、真っ直ぐ・斜め置きでの  

８割強が望ましい用筆（払い）となる。一方、硬筆の場合は、真っ直ぐ・ 

斜め置き・横置きではねの用筆がそれぞれ１割強出現するために、払い  

の用筆になる割合は、前述の３種で一律に下がる。  

〈つ〉○毛筆での終筆部は、左側・横置きのほぼ 10 割が、真っ直ぐ・斜め置  

きの９割前後が望ましい用筆（払い）となる。これに対し、硬筆では、  

横置きでの止め・はねの用筆の割合が高くなり、払いは８割強にとど  

まる。  

○硬筆での終筆部の方向は、４種ともに６～７割が望ましい方向（左斜  

め下）に払う。これに対し、毛筆では、左斜め下に払う割合が一律下  

がる。左側の場合は５割に満たず、真横に払う割合とほぼ同率になる  

（４割）。  

   ○右回転曲線部は、毛筆の場合４種とも９割前後が望ましい用筆（丸み） 

になる反面、硬筆の場合は６割前後にしか上らない。硬筆の場合に右  

回転曲線部が折れとなる割合が上がるのは、「ろ」にも見られる現象  

である。  

 

②-11 左回転の文字に関する分析結果 

グラフ 20 「ん」抜く方向（用筆「抜く」中）（％）  グラフ 21 「ん」山部転折部（折れ）（％） 

75 3.112.59.4

55.2 3.45 24.1 17.25

48.3 10.3517.25 24.1

67.9 7.13.5521.45

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

右斜め上

真横

左斜め上

真上 65.7 34.3

45.7 54.3

60 40

62.9 37.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

折れ

丸み

 

ⅰ．４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

比率  

左側の場合、「書きやすい」の割合が高く「書きにくい」の割合が低いのは、

硬筆・毛筆に共通する傾向であり、右回転の平仮名「の」の場合と同じ特徴で

もある。また、硬筆での左側の場合、毛筆での左側の場合ほど「書きやすい」
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が高く「書きにくい」が低い割合でないことも、「の」と共通する特徴である。 

ⅱ．４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた  

理由  

［書きやすい］  

左側…［硬・毛］○手元がよく見える。  

   ［毛］○体の方に向かって筆を運んでくるので書きやすい。  

 ○ひじに余裕があって書きやすい。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…［毛］○手がつまったようになる。  

横置き…［硬・毛］○「ん」を書いている感じがしない。  

 ○「ん」の形通りに書けない。  

    ［毛］○払いの方向が大変。右側にははね上げられない。  

ⅲ．４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に関する分析 

○終筆部の方向に関しては、毛筆の場合、望ましい方向（右斜め上）に抜く割  

合が斜め置きで７割強、横置きでは６割弱にしか及ばない。一方、斜め置き  

では２割以上、横置きでは４割弱が真上に抜いている。硬筆の場合も、毛筆  

の場合と同様な傾向を示すが、４種ともに右斜め上に抜く割合は低くなり、  

代わって左斜め上に抜く割合が高くなる。特に斜め置きでは、毛筆の場合と  

の差が顕著になる。  

○山部転折部の用筆については、硬筆・毛筆でほぼ同一の傾向を示す。横置き  

では折れと丸みの割合がほぼ半々になる。  

 

②-12 縦書き・横書きに関する分析結果  

グラフ 22 課題文  縦書き（％）  

22.9 57.1 20

5.7 42.9 51.4

14.3 48.6 37.1

25.7 60 14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き）
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ⅰ．―  a 縦書きにおいて４種それぞれの置き方が「書きやすい」もしくは  

「書きにくい」と感じた比率 

硬筆と毛筆で類似した傾向を示し、「書きやすい」の割合は左側の場合が高く、

「書きにくい」の割合は左側の場合が低い一方、横置きがかなり高い。ただし、

硬筆で真っ直ぐの場合は、毛筆で真っ直ぐの場合より「書きやすい」が高くな

り「書きにくい」が低くなる。  

ⅱ．―  a 縦書きにおいて４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは  

「書きにくい」と感じた理由 

［書きやすい］  

左側…［硬・毛］○文字全体が左手の前にあって縦で書きやすい。  

○腕が邪魔にならずに書ける。全体像が見えやすい。  

  ［毛］○連綿を書くときのように次の文字に入りやすい。  

○脇が締まる感じで安定する。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…［毛］○左から右に筆を押す形はやはり不自然。右側に動かしにく  

い。  

        ○書いている字が見えにくく筆がふらつく。  

斜め置き…［硬・毛］○書いている字が見えにくい。  

   ［毛］○字の向きが一瞬わからなくなる。  

横置き…［硬・毛］○何を書いているかわからなくなる。字の形がわからない。  

○感覚がつかめない。字を書く感覚がない。  

    ［硬］○行の中心がとれない。  

   ［毛］○書式の観点から見て、全体が右→左というのは書きにくい。  

○横になるのに右から左へ動くから。  

左側…［硬・毛］○全体的に体から離れているので。  

 

ⅰ．―  b 横書きにおいて４種それぞれの置き方が「書きやすい」もしくは  

「書きにくい」と感じた比率 

硬筆と毛筆で同様な傾向を示し、「書きやすい」の割合は斜め置きが低く、「書

きにくい」の割合は斜め置き・横置きでともに高くなる。特に、硬筆で横置き
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の場合「書きにくい」の割合は顕著になる。  

グラフ 23 課題文  横書き（％））  

17.15 65.7 17.15

11.4 28.6 60

8.6 57.1 34.3

22.85 54.3 22.85

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

書きやすい

どちらでもな
い

書きにくい
（左手で書く
には不向き）

 

ⅱ．―  b 横書きにおいて４種それぞれの置き方を「書きやすい」もしくは  

「書きにくい」と感じた理由 

［書きやすい］  

真っ直ぐ…［硬・毛］○全体像が見えやすい。  

横置き…［毛］○縦書きになるからつながりを持って書ける。  

左側…［毛］○右側に動かしやすい。腕が動かしやすい。  

［書きにくい］  

真っ直ぐ…［硬・毛］○自分の真ん中を経由するので書きにくい。  

［毛］○左から右に線を引くのが押す形になって不安定。  

斜め置き…［硬・毛］○文字が斜めになってしまう。  

 ○字が見えにくくて書きにくい。  

［毛］○上に向かって払うような字は総じて書きにくい。形がくず  

    れて筆の払いがうまくできない。  

横置き…［硬・毛］○何を書いているのかわからなくなる。頭がこんがらがっ  

          てしまう。文字を書くという感覚がない。  

［硬］○手元が見えない。  

［毛］○字の特徴がつかめない。  

 ○はね・払いが書きにくい。  

左側…［硬・毛］○紙を左に置くと一番左の字が遠い。左側にいくほど手がき  

         つくなる。  

   ［毛］○脇が締まらなくて安定しない。  

 ○紙を左へずらすと払いなどがコントロールできない。  
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ⅲ．縦書き・横書きにおける４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び  

用筆に関する分析  

グラフ 24 「光」最終画  曲がり部  （％）  グラフ 25 「光」５画目（左払い）（％）  

37.5 6.3 53.1 3.1
45.5 12.1 39.4 3
51.4 5.7 42.9 0
40.6 6.3 53.1 0
60.6 3 33.4 3
54.3 5.7 40 0

36.4 3 54.5 6.1
42.4 12.1 45.5 0
42.9 5.7 45.7 5.7
57.6 6.05 36.35 0

38.25 8.8 50 2.95
51.4 0 48.6 0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単
曲がり

カーブ

折れ

一直線

78.1 9.4 9.43.1
81.8 9.1 6.13

80 8.6 8.62.8
90.6 3.16.30

72.7 18.2 9.10
77.15 17.15 5.70
78.8 9.1 12.10

78.8 9.1 9.1 3
80 14.3 5.70
87.9 36.13
82.4 14.7 2.90
74.3 17.1 5.72.9

0% 50% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単 払い

止め

はね

丸くはね
上げ

 

グラフ 26 「月」２画目（折れ）（％）  グラフ 27 「式」５画目（反り）（％）  

100 00

97.1 2.90
94.3 05.7

88.6 8.62.8

88.6 8.62.8

91.4 5.72.9

91.4 5.72.9

94.3 5.70

88.6 5.75.7

97.1 2.90

97.1 02.9

85.7 5.78.6

0% 50% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単

折れ

曲がり

二挙動

73.5 14.7 11.80

73.5 3 23.5 0

65.7 14.3 20 0

41.2 29.4 23.5 5.9

24.2 45.5 27.3 3

45.7 17.1 34.3 2.9

38.2 47.1 11.82.9

55.9 20.6 20.6 2.9
51.4 22.9 25.7 0

55.9 23.5 20.6 0

58.8 20.6 20.6 0
57.15 17.15 25.7 0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単
反り

直線

折れ

曲がり

 

グラフ 28 「近」最終画（右払い）（％） グラフ 29 「近」最終画  右端の位置  （％） 

27.3 33.3 6.103 30.3 0
23.5 38.2 2.9502.95 26.5 5.9

20 40 2.8508.6 22.85 5.7
39.4 0309.1 33.4 15.1

32.35 2.9511.750 20.6 29.4 2.95
25.7 5.78.62.9 17.1 37.1 2.9
33.3 3 9.10 27.3 21.2 6.1

24.2 6.1306.1 60.6 0
25.7 5.75.70 22.9 37.1 2.9
23.5 26.5 5.90 20.6 23.5 0
26.5 32.3 2.90 14.7 23.6 0
25.7 20 005.7 42.85 5.75

0% 50% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単

一節払い

二節払い

一節止め

二節止め

一節はね
上げ

二節はね
上げ

二節引き
抜き 87.8 6.16.1

67.6 20.6 11.8
85.7 8.65.7

72.7 18.2 9.1
58.8 26.5 14.7
71.4 28.6 0
72.7 18.2 9.1

57.6 21.2 21.2
71.4 14.3 14.3

85.3 14.7 0
70.6 26.5 2.9

74.3 17.1 8.6

0% 50% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単

右端長い

右端同じ

右端短い
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グラフ 30 「の」終筆部の方向  (用筆「払い」中 )（％）   グラフ 31 「り」終筆部（払い）（％）  

84.8 6.106.13
81.8 12.103.053.01

77.4 9.703.29.7
65.5 24.15 06.93.45
72.7 15.2 09.1 3
90.9 6.1300

58.6 20.7 3.4517.25 0

68.8 15.6 09.3 6.3
93.6 3.203.20

80.8 3.83.87.83.8
75 9.3 6.33.16.3
79.3 6.93.45010.35

0% 50% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単
左斜め
下

真下

左斜め
上

右斜め
下

真横

81.8 3 15.2 0

85.7 2.852.858.6

94.3 2.852.850

75.8 18.2 33

71.4 17.1 5.755.75

80 5.7 14.3 0

72.7 12.1 15.2 0

77.15 5.711.455.7

74.3 11.4 11.42.9

58.8 8.8 20.6 11.8

77.15 5.711.455.7

71.4 14.3 11.42.9

0% 50% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単
払い

止め

はね

カーブ

 

グラフ 32 「つ」右回転曲線部（丸み）（％） グラフ 33 「ん」抜く方向  (用筆「抜く」中 )（％） 

60 40
62.9 37.1
60 40
57.1 42.9
54.3 45.7
65.7 34.3

40 60
62.9 37.1
57.1 42.9
48.6 51.4
62.9 37.1
62.9 37.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単

丸み

折れ

78.1 6.33.1012.5
78.1 06.30 15.6

75 3.112.509.4
53.85 7.7 26.9 011.55

63.3 10 13.35013.35
55.2 3.45 24.1 0 17.25

82.15 010.707.15

65.6 3.19.40 21.9
48.3 10.35 17.25 0 24.1

77.3 4.5513.6 04.55
65.6 12.500 21.9
67.9 7.13.550 21.45

0% 50% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単

右斜め
上

真横

左斜め
上

抜かず
に切れ
る

真上

 

グラフ 34 「ん」山部転折部（折れ）（％）  

65.7 34.3

80 20
65.7 34.3

51.4 48.6

45.7 54.3

45.7 54.3

65.7 34.3

74.3 25.7

60 40

71.4 28.6

71.4 28.6

62.9 37.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左側・横

左側・縦

左側・単

横置き・横

横置き・縦

横置き・単

斜め置き・横

斜め置き・縦

斜め置き・単

真っ直ぐ・横

真っ直ぐ・縦

真っ直ぐ・単

折れ

丸み

 

○曲がり部は、毛筆の場合、縦書き・横書きの違い及び半紙の置き方にかかわ  

らず、単体に比べて望ましい用筆（曲がり）になる割合が低くなる。この傾  

向は、横書きの場合にかなり強まる。また、硬筆の場合、毛筆に比べて曲が  

りの出現率は一律低くなり、折れに転じる割合が著しく高くなる。  

○左払いは、毛筆で縦書きの場合、特に斜め置き・左側での単体の場合との差  

が大きい。また、横書きの場合は、真っ直ぐ・斜め置き・左側の横書きで望  
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ましい用筆（払い）の用筆になる割合が低くなる。これは縦書きの場合と同  

じである。硬筆の場合は、真っ直ぐと横置きでの用紙の置き方による差異が  

大きい。  

○はねに関しては、毛筆の場合、斜め置きの縦書きで１割弱がカーブとなる。  

これは他の場合には見られない傾向である。硬筆の場合、単体では 100％が  

はねの用筆となるが、縦書き・横書きでその率が下がり、止めの割合が高く  

なる。ただし、斜め置き・横置きの横書きでは抜く用筆の割合が高くなる。  

○転折部は、毛筆での横書きの場合、半紙の置き方にかかわらず、望ましい用  

筆（折れ）になる割合が一律低くなる。代わって、曲がりの割合が高くなり、  

横置きに至っては３割以上となる。一方、硬筆の場合は毛筆ほどの差異がな  

い。  

○反りでは、毛筆の場合、斜め置き・横置き・左側の縦書きで、望ましい用筆  

（反り）となる割合が低くなり、代わって、直線になる割合が高くなる。横  

置き・斜め置きでは、他の場合ではほとんど見られない折れの用筆も出現す  

る。硬筆の場合では、反りになる割合がさらに下がり、特に真っ直ぐ・斜め  

置き・横置きでの差は激しい。また、折れの用筆が出現する割合も毛筆の場  

合に比べて著しく上がる。  

○右払いでは、毛筆の場合、半紙の置き方にかかわらず、単体ではほとんど見  

られない二節はね上げの割合が一様に高くなる。特に、横置きの場合その率  

は６割弱にまで上り、他の場合との差が著しい。また、横置き・斜め置きの  

縦書きでは、他の場合にはほとんど見られない二節引き抜きの用筆が出現す  

る。一方、硬筆の場合、縦書き・横書きの別にかかわらず、斜め置き・横置  

きでは二節払いがほとんど見られず、一節もしくは二節はね上げの割合が高  

くなる。  

○右払いの右端の位置と、払い以外の文字の右端の位置との比較において、毛  

筆では、斜め置き及び横置きでの縦書きの場合、文字より払いの右端が長く  

なる割合は他の場合に比べて低い割合を示す。横置きの横書きの場合は、斜  

め置きの縦書き・横置きの縦書きの場合に次いで、文字より払いの右端が長  

くなる割合が低い。硬筆では、全ての場合において、右端が長くなる割合が  

毛筆より下がるが、その中でも縦書きの場合での割合は特に低くなる。  
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○「の」の終筆部の方向は、毛筆では、真っ直ぐ・斜め置き・横置きの縦書き  

の場合、望ましい方向（左斜め下）になる割合が低い。先述の３種とも真下  

になる割合が高く、真っ直ぐの場合はさらに１割が真横となる。さらには、  

横書きの場合、終筆部の方向が左斜め下となる割合は縦書きの場合以上に低  

い。特に、真っ直ぐの場合は５割強にしか及ばない。一方、硬筆では、斜め  

置き・横置きで、単体と縦書き・横書きとの差が大きい。  

○「り」の終筆部が望ましい用筆（払い）になる割合は、硬筆・毛筆とも左側  

の単体の場合に出現率が高くなる。また、硬筆も毛筆も、紙の置き方にかか  

わらず、横書きの場合に払いとなる割合が一様に低くなる。  

○「つ」の右回転曲線部は、毛筆で真っ直ぐの縦書き、及び左側の縦書きの場  

合に望ましい用筆（丸み）となる割合が低く、３割強～４割弱が折れとなる。  

硬筆では丸みとなる割合が一律に低くなり、中でも斜め置き・真っ直ぐの、  

横書きでの割合は甚だしい。  

○「ん」の終筆部の方向は、毛筆での横置きで縦書きの場合に望ましい方向（右  

斜め上）になる割合が低く、２割強が真上となる。また、真っ直ぐ・斜め置  

き・横置きの横書きの場合、右斜め上になる割合が低く、１割～２割弱が真  

上となる。硬筆では、横置きで右斜め上に抜く割合が一律低くなり、中でも  

斜め置きの単体の場合は著しく低い。  

○「ん」の山部転折部が望ましい用筆（折れ）になる割合は、硬筆・毛筆とも  

書式を問わず横置きの場合に低くなる。  

 

（５）左手硬筆書写に際しての用紙の置き方と字形の関係に関する考察  

本章「（２）」及び「（３）」の検証結果からは、左手書字者が毛筆によって効

果的な書写学習を行う要件として、半紙の置き方に関する配慮は有用な一方策

となり得ることが明らかになった。中でも、半紙を体の中心から左側へずらす

置き方は有効に働く可能性が総じて高いと考えられる。ただし、要素によって

は適する置き方が異なるので注意を要する。  

以上の考察を受けて、本項では、用紙の置き方の違いによる、左手硬筆書写

への有用性に関して検証を試みた。その結果、４種の置き方それぞれでの各基

本点画に現れる形状・用筆の特徴は、多くの場合、硬筆と毛筆で類似した傾向
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を示し、硬筆の場合も、用紙を体の中心から左側へずらす置き方は、各点画要

素が安定して書ける割合が総じて高いことが明らかとなった。以上より、個人

差はあれ、左手硬筆書字にとっても、用紙を左側へずらす置き方は有効に働く

可能性が高いと推測できる。  

一方、横置きは、硬筆・毛筆ともに、手（筆記具）の動きが右から左ないし

は上から下になる（＝引く線に転じる）ことに伴って、書きやすく感じる割合

が高くなる傾向にある。しかし、毛筆の場合と同様、横置きには、別の（もし

くは不自然な）要素や用筆に変化してしまう・字形の理解や把握が困難になる

等といった特有な問題が生じる（［表４］参照）。また、横置きによって書かれ

た点画要素や字形には、通常の書き方では出現し得ない形状や用筆が出現する

割合が高い。このことから、従来行われてきた字形や用筆を習得する際、横置

きには無理があると考えることができる。書写学習延いては文字学習といった

観点から４種の半紙の置き方を考察した場合、横置きには文字構造や用筆・字

形の認識等といった側面に難点があることから、書写学習においては、横置き

を用紙の置き方の選択肢に含めない方がよいと考えられる。  

 

表４  横置きにおいて「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた理由と  

その要因                   （硬：硬筆  毛：毛筆） 

点画要素  横置きにおける「書きやすさ」（E）と「書きにくさ」（D）  

横  画  

毛  

 

毛  

E：「縦画と同じ感覚」「横線より縦線の方が書きやすい」  

…他の要素に変化してプラス評価  

D：「“一”という漢字を意識したときに不自然」  

   …他の要素に変化してマイナス評価  

縦  画  

毛  

 

硬毛  

E：「縦線の感覚でなく右から左への横線の感覚で書ける」  

…他の要素に変化してプラス評価  

D：「全く違う文字を書いているようで違和感がある」  

  …他の要素に変化してマイナス評価  

は  ね  

硬毛  D：「強引に筆を“押す”感じで動かさないと書けない」  

「左下から右上への動きは不自然」  
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…左手では書きにくい部分が横置きによって他の要素・用筆に変  

化し書きやすく感じるパターンが多い中で、横置きによって変化  

した用筆がマイナスに働く例  

左払い  

毛  D：「上方向には払いにくい」  

… （「はね」同様）横置きによる不自然な筆の動きを実感する例  

曲がり  

硬毛  E：「曲がる部分が唯一縦線になる」  

…本来の筆使いが特有なものに変化してプラス評価  

右払い  

毛  

 

硬毛  

E：「縦に引くだけだから」「下に払うような感覚で書ける」  

…他の要素に変化してプラス評価  

D：「右払いの特徴をつかめない」  

「下に向かって右払いのように書くのは難しい」  

…他の要素に変化してマイナス評価  

右回転  

毛  

硬毛  

E：〈り〉「“横払い”（左払い）の感覚」  

〈つ〉「“し”を書く感覚」  …他の要素に変化してプラス評価  

D：〈り・つ〉「上方向に払うことになる」  

「筆を押しやるようになる」  

…他の要素に変化してマイナス評価  

 

ところで、硬筆の場合は、例えば横画での比較検証で示されるように、毛筆

の場合ほど用紙の置き方に起因する大差が認められないこともある。すなわち、

硬筆では、毛筆に比べて用紙の置き方の違いに伴う形状・用筆の差異が現れに

くい場合があると言える。これに対して、毛筆、特に大筆では、毛筆特有の毛

の動きが重視され、用筆・運筆の在り方もよりわかりやすい（見えやすい）た

めに、形状や字形等の違いがより明らかに現れることになる。以上の点から、

毛筆での形状・用筆・字形の方が、硬筆の場合よりも、半紙の置き方の違いを

より大きく反映しやすいと考えられる。  

左手書字に関わる諸課題は、毛筆の場合により大きく生じやすいとも考える

ことができる。しかし、例えば、用紙の置き方にかかわらず、硬筆では、毛筆

に比べて曲がり部での曲がりの出現率が低く、代わって折れの出現率が高くな

る・毛筆での右払いが水平方向になる割合に比べて右上方向になる割合が高く
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なる等といった、左手毛筆書写の場合には見られない、左手硬筆書字に特有な

困難点も存在する（［表５］参照）。  

 

表５  左手毛筆書写の場合と比較した際の左手硬筆書写特有の困難点 

点画要素  左  手  硬  筆  書  写  の  困  難  点  

反  り  望ましい用筆（反り）の割合が低く、折れもしくは直線に転じる。  

曲がり  望ましい用筆（曲がり）の割合が低く、折れの出現率が高い。  

右払い  

望ましい用筆（二節払い）の出現率が低く、一節はね上げもしくは二節

はね上げの割合が高い。  

望ましい方向（水平方向）に払う割合が低く、右上方向に払う（＝はね

上げる）割合が高い。  

右払いの右端が、払い以外の文字の右端より短くなる割合が高い。  

斜線部角度のばらつきが激しい。  

右回転  曲線部が望ましい用筆（丸み）になる割合が低く、折れの出現率が高い。 

 

また、左手書字では、［表６］のように、４種の紙の置き方に共通する（＝

紙の置き方の違いとは関係のない）特有な困難点が存在する。［表５］の結果

及び本章「４．」での考察とも合わせ、各点画要素に関する理解を促すために

は、紙の置き方に加えてどのような方策が有益であるか検討することが、これ

からの課題である。  

 

表６  半紙の置き方の違いにかかわらない各書式に共通する困難点 

 点画要素・書式  左  手  書  字  に  お  け  る  共  通  課  題  

硬・毛  

曲がり・  

縦書き /横書き  

望ましい用筆（曲がり）になりにくく、カーブもしくは

折れになる。  

右回転・横書き  〈り〉終筆部が払いになる割合が低い。  

硬筆  

はね・縦書き /

横書き  

望ましい用筆（はね）になりにくく、止めもしくは抜く

用筆になる。  

右払い・縦書き  右払いの右端が、払い以外の文字の右端より短くなる割
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合が高い。  

毛筆  

折  れ・横書き  望ましい用筆（折れ）になりにくく、曲がりになる。  

反  り・単  体  

線の太さの望ましい変化（送筆部で線が細くなる）が現

れにくく、太さが一定。  

右払い・縦書き  二節はね上げの割合が高い。  

右回転・横書き  

〈の〉終筆部の方向が斜め下になる割合が低い。  

（縦書き・左側以外３種にも同一傾向）  

左回転・横置き  〈ん〉終筆部が抜く用筆になる割合が低い。  

 

（６）紙の置き方の検証が示唆する具体的方策を検証することの意義と課題  

 先述の通り、『左きき書道教本』は、左利き者にとって文字が書きやすくなる

要件の一つに、書字活動時における紙の置き方に関する工夫を掲げ、具体的に

著したものである。本章における検証から、左手書字者が毛筆及び硬筆によっ

て効果的な書写学習を行う要件として、紙の置き方に関する顧慮は有効な一方

策になると考えられる。この点は、理学療法や作業療法の分野における見解か

らも明白である。また、箱崎が提唱した紙の置き方の中でも、体の中心から左

側へずらす置き方は、書写学習延いては文字学習との観点から、毛筆書写にお

いても硬筆書写においても、有用に働く可能性が高いことが明らかになった。

さらには、硬筆の場合よりも、毛筆、特に大筆での場合の方が、文字の形状・

用筆・字形に、紙の置き方の違いが強く反映されやすいことも明確になった。

このような現象から、左手書字に関わる諸課題は、硬筆の場合よりも、毛筆の

場合により大きく生じやすいとの一端を推察することもできる。左利き者の書

字教育における毛筆学習及びその指導にどのように臨むかは、左利きの児童生

徒への書字教育に関わる課題において最も根幹に位置する問題とも考えられる。 
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第 ３ 章 

漢字圏 

―左利き者の書字教育未開拓圏― 
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１．中国及び韓国における左利き者の書字教育に関する国としての指針  

「第Ⅱ部」において比較教育の見地から左利き者の書字教育の在り方を考察

するにあたり、はじめに本項にて、日本と同じ漢字圏である中国や韓国におい

ての、左利きの児童生徒への書字学習及び指導に関して、各国で示される国と

しての教育指針の現状を約説する。 

 

 中国では、教育部（日本の文部科学省に相当）が発行する『教学大纲（教学

大綱）』が日本の『学習指導要領』に相当する。2019 年現在、中国の小学校の

教育指針に対応する『教学大纲』に示された、「写字（日本の「書写」に相当）」

に関する内容の全文を転記する。赤色の枠で囲んだ部分が該当箇所にあたる 1。 

 

 

 

 
1  『教学大纲』での当該箇所に続いて提示する日本語訳は、信州大学の佐藤運海が翻訳したもので  

ある。文中の表記は佐藤が記したままに示す。  
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 文字を書くのは、国語の重要な基本能力のひとつであると同時に、識字の手

段でもあり、児童生徒の文化教養の向上に重要な役割を果たしている。よって、

幼いときから文字を書く基礎能力をしっかりと付ける必要がある。小学校１年

生から厳しい習字を行い、児童の文字を書く能力を少しずつ高めていかなけれ

ばならない。  

 

 習字訓練および教育においては、教師は、児童生徒に興味を持たせ、正しい

姿勢、筆（ペン）の握り方、運び方（書くとき）を教えると同時に、書き順、

漢字の偏旁および構造の書き方を児童生徒にマスターしてもらわなければなら

ない。  

 

 生徒児童に徐々に鉛筆、万年筆を用いて、正確にバランスが良く、一定の速

度で書けるようにしてもらう必要がある。筆字の教育を大事にする必要があり、

しっかりと指導すること。倣い（写経のように、見本の上に透明な紙を置いて

書くこと）から、真似（見本を見ながら書くこと）を経て、少しずつバランス

が良く、紙面が汚されず、書けるようにすること。また、児童生徒は文字を書

くという習慣および習字道具を大事にする習慣を付けること。さらに、習字授

業の進捗および習字の教育レベルを保証しなければならない。  

 

 習字が好きな児童、生徒を励ますこと。  

 この中に、左利きの児童生徒への書字学習及び指導に関する記載はない。  

他、中国における左利き者への書字指導に関しては、文献資料の検索自身が

困難である。このような、中国での左利きにまつわる社会的事象の一端として、

中国・人民日報社の新聞「人民網日本版」 2009 年 12 月 30 日版に掲載された

記事「中国でたった一人の左利き看護師」を紹介する。当該の記事は、日本か

ら湖北省の病院へ看護師隊員として赴任した日本人看護師（左利き者）が投稿

したものである。内容を略記する。  

「病棟勤務を始めて間もなく、点滴をするために左利き用の点滴針を所望し

たところ、中国人看護師の同僚から、そのようなものは存在しないので右手で

行うよう指導された。中国では、看護学生中に全て右側で処置するよう矯正さ
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れるため、左利きの看護師は存在せず、翼状針の翼は右側にしかついていない。

人口 13 億人の中国でたった一人のサウスポーの看護師である。生粋の左利き

で一切の矯正を受けることなく日本で育ったため大変に困惑し、“点滴が下手な

左利きの日本人看護師”として辛いスタートをきった。“日本人の看護師の点滴

は痛い”と評判になり怒られた。〔以下略〕」  

 中国における左利き者の割合を示す正確なデータは存在しないが、上記の新

聞記事からも、左利き者の教育に関する文献資料が寡少である点からも、現代

の中国における左利き者への教育の在り方が推察されるところである。  

 

 韓国の場合は、韓国教育部（日本の文部科学省に相当）が発行する『国語科

教育課程』が日本の『学習指導要領』の『国語編』に相当する。韓国の『教育

課程』は、全教科とも小学校、中学校、高等学校に分けられておらず、教科ご

とに１冊となっており、その中で学校段階や学年ごとに内容が示されている。

2019 年現在用いられている韓国教育部 (2015)『国語科教育課程』（2017 年に小

学校第１・２年生、2018 年に第３・４年生、2019 年に第５・６年生に適用）

から、「教育部告示第 2015-74 号 .国語科教育課程 .韓国教育部  達成基準（成就

基準）」の小学校第１学年及び第２学年の「쓰기（書くこと）」の部分（pp.15-16）

を抜粋する 2。韓国での、日本の「書写」に相当する語は、韓国語固有で「글쓰기

（クルスギ．「글」（クル）は「文字」、「쓰기」（スギ）は「書くこと」との意味

で、合わせて「文字書き」）」となる。  

 

(3) 쓰기 

  초등학교 1~2 학년 쓰기 영역 성취기준은 한글을 깨치고 학습자가 학교생활을 

하면서 자신의 생각이나 학습 결과를 문자로 표현하는 데 필요한 기초적인 쓰기 

능력을 갖추는 데 중점을 두어 설정하였다. 글자를 바르게 쓰고, 자신의 생각을 

문장이나 짧은 글로 쓰면서 쓰기에 흥미를 갖고 부담 없이 쓰는 태도를 기르는 데

 주안점을 둔다. 

 

 
2  「達成基準」からの抜粋部分に続いて提示する日本語訳は、信州大学の鄭暁静が翻訳したもので  

ある。文中の表記は鄭が記したままに示す。  
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(3)書くこと 

小学校１〜２年生の「書く」領域の達成基準は、ハングルを会得し学習者が

学校生活をしながら、自分の考えや学習結果を文字で表現するために必要な基

礎的なライティングスキルを備えることに重点を置いて設定した。文字を正し

く書き、自分の考えを文章や短い文で書きながら書くことに興味を持って気軽

に書く態度を育てることに重点を置く。  

 

[2 국 03-01]글자를 바르게 쓴다. 

[2 국 03-02]자신의 생각을 문장으로 표현한다. 

[2 국 03-03]주변의 사람이나 사물에 대해 짧은 글을 쓴다. 

[2 국 03-04]인상 깊었던 일이나 겪은 일에 대한 생각이나 느낌을 쓴다. 

[2 국 03-05]쓰기에 흥미를 가지고 즐겨 쓰는 태도를 지닌다. 

 

[2 国 03-01]文字を正しく書く。 

[2 国 03-02]自分の考えを文章で表現する。 

[2 国 03-03]周辺の人や物事に対して短い文を書く。  

[2 国 03-04]印象深かったことや体験したことの考えや感情を書く。  

[2 国 03-05]書くことに興味を持って楽しく書く態度を持つ。 

 

(가) 학습 요소 

글자 정확하게 쓰기, 글씨 바르게 쓰기, 완성된 문장 쓰기, 짧은 글 쓰기, 경험에

 대한 생각이나 느낌 쓰기, 쓰기에 흥미 갖기 

 

（あ）学習要素 

文字を正確に書くこと、文字を正しく書くこと、完成された文章を書くこと、

短い文を書くこと、経験に対する考えや感情を書くこと、書くことに興味を持

つこと。 

 

(나) 성취기준 해설 

· [2 국 03-01] 이 성취기준은 바른 자세로 글자를 정확하게 쓰는 습관을 기르
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기 위해 설정하였다. 바른 자세로 글씨 쓰기에는 바르게 앉아 쓰기, 연필 바르

게 잡기, 낱자의 모양이나 간격 등을 고려하여 글씨 바르게 쓰기가 포함된다. 

글자를 정확하게 쓰기 위해서는 짜임과 필순에 맞게 낱자를 쓰게 한다. 글자의

복잡성 정도를 고려하여 처음에는 받침이 없는 간단한 글자부터 시작하여 점차

 받침이 있는 복잡한 글자를 쓸 수 있게 한다. 

· [2 국 03-02] 이 성취기준은 문장 구성 능력을 기르기 위해 설정하였다. 문장

은 글을 구성하는 기본이다. 글을 잘 쓰려면 먼저 자신의 생각을 정확하게 문

장으로 표현할 수 있어야 한다. 한두 문장으로 짤막하게 자신의 생각이나 느낌

을 표현하되, 마침표, 물음표, 느낌표 등의 문장 부호를 사용하여 자신의 생각

을 문장으로 정확하게 구성하는 기본 능력을 기르도록 지도한다. 또한 꾸며 주

는 말을 넣어 자신의 생각과 느낌을 구체적으로 표현하도록 지도한다. 

· [2 국 03-03] 이 성취기준은 자신의 주변에서 소재를 찾아 글로 표현하는 능

력을 기르기 위해 설정하였다. 자신의 주변에 있는 사람이나 사물에 관심을 가

지고 그 특징이 드러나도록 짧은 글로 나타내 보게 한다. 

  

（い）達成基準の解説 

・ [2 国 03-1] 達成基準は、正しい姿勢で文字を正確に書く習慣を養うために  

設定した。正しい姿勢で字を書くには、正しく座って書くこと、鉛筆を正し 

く持って書くこと、文字の模様や間隔などを考慮して、文字を正しく書くこ 

とが含まれる。文字を正確に書くためには、仕組みと筆順を正しく書くよう 

にする。文字の複雑さの程度を考慮して、最初はパッチムのない単純な文字 

から始め、徐々にパッチムのある複雑な文字を書くようにする。 

・[2 国 03-02] 達成基準は、文章の構成力を養うために設定した。文章は文を 

構成する基本である。文をよく書くためには、まず自分の考えを正確に文章  

で表現することができなければならない。一、二文で短く自分の考えや気持 

ちを表現するが、ピリオド、疑問符、感嘆符等文章符号を使用して、自分の 

考えを文章で正確に構成する基本的な能力を育てるように指導する。また、  

飾る言葉を入れ、自分の考えや気持ちを具体的に表現するように指導する。  

・[2 国 03-03] 達成基準は、自分の身近な素材を見つけ、文で表現する能力を 

養うために設定した。自分の周りにいる人や物に関心を持って、その特徴が  
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表れるように、短い文で示すようにする。 

 

(다) 교수·학습 방법 및 유의 사항 

① 가장 기본적인 글자, 낱말, 문장을 바르고 정확하게 쓰게 하는 데 주안점

을 두되, 학습자가 생활 속에서 흔히 접하는 것을 중심으로 반복해서 학습

하도록 한다. 

② 글자 바르게 쓰기를 지도할 때에는 학습자의 발달 단계와 수준을 고려하

여 기본적인 낱말과 문장을 제시하여 글씨 쓰기를 연습하도록 한다. 학습

자의수준을 넘는 낱말이나 문장을 제시하면 쓰기를 어려워할 수 있으므로 

적절한 수준의 낱말이나 문장을 제시하여 쓰기에 흥미를 갖도록 지도한다.

 특히읽기 능력에 비해 쓰기 능력의 발달이 늦다는 점을 고려한다. 

③ 받아쓰기는 글자를 정확하게 쓰는 데 도움이 될 수 있으나, 학습자가 부

담을 갖게 되면 국어 활동에 자신감을 잃을 수도 있으므로 신중하게 활용

한다. 너무 어려운 글자를 받아쓰게 하여 국어에 대한 흥미가 떨어지지 않

도록 유의하며 요소 중심으로(예：된소리되기 현상이 나타나는 낱말) 지도

한다. 

④ 기초 한글 학습이 부족한 학습자를 위해서는 문자 학습에 흥미를 느낄 수

 있도록 놀이 중심, 활동 중심으로 교수·학습을 진행한다. 

⑤ 주변 사람이나 사물에 대한 짧은 글 쓰기를 지도할 때에는 학습자 자신의

 주변에 어떤 사람이 있는지, 생활하면서 어떤 사물을 접하게 되는지를 먼

저생각해 보도록 한 다음, 서너 문장의 짧은 글로 표현하도록 한다. 

⑥ 인상 깊었던 일이나 겪은 일을 쓸 때에는 한 편의 글이 갖추어야 하는 형

식적인 측면을 지나치게 강조하지 말고 자신의 생각을 자유롭게 표현하도

록하는 데 중점을 둔다. 

⑦ 쓰기를 처음 시작하는 단계이므로 쓰기에 흥미와 자신감을 가지도록 격려

하고, 최대한 활동 중심, 놀이 중심의 수업이 되도록 한다. 

 

（う）教授・学習方法と注意事項 

①最も基本的な文字、単語、文章を正しく正確に書くようにすることに主  

  眼を置き、学習者が生活の中でよく接するものを中心に繰り返し学習す  
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るようにする。 

②文字を正しく書くことを指導する際には、学習者の発達段階とレベルを  

考慮して、基本的な単語や文章を提示して文字を書く練習をするように  

する。学習者のレベルを超える単語や文章を提示すると書くことを難し  

く感じるため、適切なレベルの単語や文章を提示して、書くことに興味  

を持つように指導する。特に読む能力に比べて書く能力の発達が遅いと  

いう点を考慮する。 

③ディクテーションは文字を正確に書くのに役立つが、学習者が負担を持  

つようになると、国語活動に自信を失う可能性があるため、慎重に活用  

する。とても難しい字を書きとるようにして、国語への興味を失わない  

ように留意して要素中心に指導する。  

④基礎ハングル学習が不足している学習者のためには、文字の学習に興味  

を持てるように遊び中心、活動中心に教授・学習を進行する。  

⑤周りの人や物に対する短い文を書くことを指導する時には、学習者自身  

の周辺にどのような人がいるのか、生活しながらどのような物事に接す  

るかどうかを、まず考えさせるようにし、その後に三、四の文の短い文  

で表現するようする。 

⑥印象深かったことや体験したことを書くときには一編の文が備えなけ 

ればならない形式的な側面を強調しすぎないようにし、自分の考えを  

自由に表現できるようにすることに重点を置く。  

⑦書くことを初めてスタートする段階であるため、書くことに興味と自信  

を持つように奨励し、可能な限り活動センター、遊び中心の授業になる  

ようにする。 

 

(라) 평가 방법 및 유의 사항 

① 평가를 위한 별도의 시간을 마련하거나 활동을 계획하기보다는 수업 및 

학교생활에서 학습자의 수행과 태도의 변화 과정을 누적 기록하여 평가한

다. 평소 자신이 쓴 쓰기 결과물을 정리해 두도록 하여 이를 평가하는 방

법을 적극적으로 활용한다. 

② 결과 중심으로 평가할 때에는 맞춤법이나 글씨에 지나치게 얽매이지 않
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고 표현하고자 하는 내용을 얼마나 충실하게 표현했느냐에 주안점을 두어

 평가함으로써 쓰기에 흥미를 가질 수 있게 한다. 

 

（え）評価方法および注意事項 

①評価のための別途の時間を設けたり活動を計画したりするよりは、授業  

や学校生活の中で、学習者の遂行と態度の変化過程を累積記録して評価  

する。普段自分が書いた結果物をまとめておくようにし、これを評価す  

る方法を積極的に活用する。 

②結果を中心に評価する際には、スペルや文字にとらわれすぎないように  

し、表現しようとする内容をどれほど充実に表現できたかに主眼を置い  

て評価することにより、書くことに興味を持つようにする。  

 

 この「達成基準」に則り、『国語科教育課程』に示されている「評価の方向」

（全校種に共通した形で提示）の該当部分（同書 pp.70-71）も併せて抜粋する。  

나 . 평가  방향 

1) ‘국어’ 교육과정과 연계하여, 평가 내용의 균형, 평가 방법 및 평가 도

구의 타당성, 신뢰성, 적절성 등을 고려하여 평가 계획을 수립한다. 

① ‘국어’ 교육과정의 목표와 성취기준을 반영하여, 학습 목표 및 학습 

내용을 평가 내용 및 평가 도구와 연계하여 평가 계획을 수립한다. 

② ‘국어’에서 기르고자 하는 교과 역량 및 창의·인성 등 평가 내용의 

특성을 고려하되, 표현 능력과 이해 능력, 인지적·행동적·정의적 요소가

 균형을 이루도록 평가 계획을 수립한다. 

③ ‘국어’에 관한 단순하고 지엽적인 지식보다는 학습자의 실제적인 국

어 능력을 평가할 수 있도록 계획을 수립하되, 국어를 사회적 소통에 복

합적으로활용할 수 있는 능력을 함께 평가할 수 있도록 계획한다. 

④ 평가 목적, 내용, 상황 등을 고려하여 양적 평가와 질적 평가, 형식 평

가와 비형식 평가, 간접 평가와 직접 평가, 과정 평가와 결과 평가, 지

필 평가와수행 평가 등을 적절히 활용하여 평가 계획을 수립한다. 

⑤ 구술 평가, 서술형 평가, 논술형 평가, 연구 보고서 평가, 포트폴리오 
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평가, 관찰 평가, 컴퓨터 기반 평가 등 다양한 평가 방법을 적절하게 활

용하여, 평가 과정에서도 배움이 일어날 수 있도록 평가 계획을 수립한

다. 

 

い．評価の方向 

1）「国語」教育課程と連携して、評価内容のバランス、評価方法および  

評価ツールの妥当性、信頼性、妥当性などを考慮して評価計画を策定す  

る。 

①「国語」教育課程の目標と達成基準を反映して、学習目標と学習内容  

を評価内容及び評価ツールと連携して評価計画を策定する。  

②「国語」で育てたい教科能力と創意・等の評価内容の特性を考慮する 

が、表現力と理解力、認知的・行動的・定義的要素がバランスをとる  

評価計画を策定する。 

③「国語」の単純で枝葉的な知識ではなく、学習者の実際の国語能力を  

 評価することができるよう計画を策定するが、国語を社会的コミュニ  

 ケーションに複合的に活用できる能力を一緒に評価することができる  

よう計画する。 

④評価の目的、内容、状況等を考慮して、定量的評価と質的評価、形式  

 評価と非形式評価、間接評価と直接評価、課程評価と結果評価、紙筆  

評価と実行評価などを適切に活用して評価計画を策定する。  

⑤口頭評価、敍述型評価、論述型評価、研究報告書の評価、ポートフォ  

 リオ評価、観察評価、コンピュータ基盤評価など、様々な評価方法を  

適切に活用し、評価の過程でも学びができるよう評価計画を策定す  

る。 

 

2) 학습자의 국어 능력의 신장을 판단하고, 교수·학습 방법 및 평가 도구 개

선에 기여할 수 있도록 학습 과정과 결과를 균형 있게 평가한다. 

① 학습자의 수준, 관심, 흥미, 적성, 진로 등 개인차를 고려하되, 학습자

의 ‘국어’ 활동의 과정과 결과를 균형 있게 평가할 수 있도록 다양한 

평가 방법을 모색한다. 
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② 국어 사용의 실제성이 드러나도록 평가 과제, 평가 상황을 실제 삶의 

맥락에서 설정하여 평가한다. 

③ 사전 지식이나 능력보다는 ‘국어’의 활동을 통해 얻은 배움의 내용과

 과정을 중심으로 평가한다. 

④ 평가 기준이나 방향을 학습자에게 미리 안내하여, 학습자가 무엇에 초

점을 맞추어 학습해야 하는지를 알고 교수·학습 과정에서 평가를 준비할

 수 있도록 한다. 또한 학습자가 수행한 평가 결과를 분석하여 교수·학

습 내용 및 방법을 개선한다. 

⑤ 평가 목적, 평가 내용, 평가 상황을 고려하여 교사 평가 이외에 자기 

평가, 상호 평가를 적극적으로 활용한다. 

  

2）学習者の国語能力の伸長を判断し、教授・学習方法及び評価ツールの改  

善に寄与できるよう、学習過程と結果をバランスよく評価する。  

①学習者のレベルでは、関心、興味、適性、進路など個人差を考慮する  

が、学習者の「国語」の活動の過程と結果をバランスよく評価できる  

ように、さまざまな評価方法を模索する。  

②国語使用の実際が現れるように評価課題、評価の状況を実際の生活の  

文脈で設定して評価する。 

③事前の知識や能力ではなく、「国語」の活動を通じて得られた学びの  

内容と過程を中心に評価する。 

④評価基準や方向を学習者に事前に案内して、学習者が何に焦点を当て  

て学習するかを知り教授・学習過程で評価を準備できるようにする。  

また、学習者が行った評価結果を分析して、教授・学習内容及び方法  

を改善する。 

⑤評価目的、評価内容、評価の状況を考慮して、教師の評価に加えて、  

自己評価、相互評価を積極的に活用する。  

 

3) 학습자의 국어 능력의 발달 정도를 판단하고 교육 활동을 개선하는 데  

‘국어’ 평가 결과를 활용한다. 

① 학습자의 개인차를 고려하여 평가 결과를 해석하고 활용한다. 
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② 평가 결과는 교수·학습 방법이나 평가 방법, 평가 도구를 개선하기 위한 

  자료로 활용한다. 

③ 평가 결과를 누적하여 학습자의 성장과 발달을 파악하거나 학습자에게  

피드백을 할 수 있는 근거로 활용한다. 

④ 학습자, 학부모 및 교육 관련자가 이해하기 쉽도록 국어과가 목표로  

하는 세부 능력과 성취 수준을 중심으로 평가 결과를 상세히 제공한다. 

 

3）学習者の国語能力の発達の程度を判断して、教育活動を改善するために  

「国語」の評価結果を活用する。  

①学習者の個人差を考慮して、評価結果を解釈して活用する。  

②評価結果は、教授・学習方法や評価方法、評価ツールを改善するため  

 の資料として活用する。 

③評価結果を累積して、学習者の成長と発達を把握したり、学習者に  

フィードバックをしたりすることができる根拠として活用する。  

④学習者、親や教育関係者が理解しやすいように国語科が目指す詳細な 

 能力と成就水準を中心に評価結果を詳細に提供する。 

 このように、「達成基準」及び「評価の方向」の中に、左利きの児童生徒への

書字学習及び指導に関する記述はない。  

なお、韓国の教科書は、教科によって国定教科書か検定教科書かが異なり、

国語科は国定教科書（１種類）を用いている。2000 年発行の小学校第１学年国

語科用教科書に、左利きの児童に示唆を与える文言やイラストないしは写真は

掲載されていない。  

 

２．左利きに関する漢字圏においての文化的背景  

「第１章  ２．」及び「７．」で記した、久保田の「日本人で左手で字を書く

人が圧倒的に少ないのは、家庭でのしつけによって矯正されるため」との指摘 3、

伊田の「利き手には明瞭な文化差が存在する」こと、そして、「一般に保守的な

時代や国、民族ほど左利きは少な」く、「欧米に比べて日本などのアジアの国々

に左利きが少ないのも、保守的な社会ゆえ」であり、「日本に左利きの少ないこ

 
3  久保田競『手と脳  脳の働きを高める手』（紀伊國屋書店  1982） 134p.  
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とは字を書く手で明瞭に示され」、「主な要因は社会・文化的圧力にあると考え

られる」との指摘 4、前原の「書字と食器に対する習慣の強さは、東洋文化の特

徴」であり、「この習慣の強さの根本には、思想の違いというよりも食器や文具

の違いにある」との指摘 5をふまえると、中国、韓国、日本の各国において示さ

れる国としての教育指針に、左利きの児童生徒への書字学習及び指導に関する

記述が現存しない、公的な指南が提示されていないとの実状には、日中韓の三

国に共通する社会的な思想体系の基盤、すなわち、東洋文化の根幹を形成する

儒教の考え方に基づいた、礼節を重んじ、しつけを大切にする教育観に加えて、

東洋特有の伝統である書道、そして、そのための文具である毛筆の存在が少な

からず影響しているのではないかと考える。  

筆者は、日本の場合、以下の引用 6に記されているように、東洋特有の伝統で

ある書道からの影響で、「文字を書くこと」を単に「コミュニケーションの手段」

として割り切れない「見方」が存在していることを指摘した 7。  

〔前略〕文字を書くというわざは、西洋人のような實用主義の立場からは何と

なく律しきれない獨特の藝能だと見なされやすい。だからして、そうした見方

からすれば、石橋啓十郎氏（註）のつぎのコトバもまことにもっとものようだと

も云える。  

（註）石橋啓十郎「国民学校の習字」『國語文化講座』第三巻國語教育編。昭和十六年、朝日新聞社。 

「しかし書くと云うことも我國に於ては西洋のWriting
ラ イ チ ン グ

の如く簡單にかたづけ

るわけには行かない。〔中略〕西洋の書方とはその難易に雲泥の差が存するので

ある。しかし又それだけ東洋、ことに日本の習字は藝術的であり、教科的であ

って、恐らく文字の美的表現と云ふ點からすれば世界一と云っても敢て過言で

はあるまい。〔中略〕」  

〔中略〕文字を書くということに、これまでの日本では特別な色合をつけてい

たために、文字が正しく書けて、書かれた文字がだれにでも楽に讀めるという

ような、文字を書くことの本當の指導が、とかく實用本意で價値の低いものの

ように考えられてきた。  

 
4  坂野登編『脳と教育  心理学的アプローチ』（前掲書） p.120. pp.122-123.  
5  前原勝矢『右利き・左利きの科学  利き手・利き足・利き眼・聞き耳…』（講談社  1989） p.62.  
6  平井昌夫『新しい國語教育の目標』（新教育協會  1949） pp.126-128.  
7  小林比出代「日米の書字教育に関する比較研究  ― 20 世紀における活字及び印字機器の普及と書  

字教育―」（『青山杉雨記念賞  第四回  学術奨励論文選』 2001） p.44  
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芸術としての書道の存在及びその教育に対する考え方は、日本の書写教育に

大きな影響を与えてきている。つまり、日本の書写教育は、元々その土壌に、

実用本位では割り切れない「特別な色合」を有していたのである。  

東洋の文化圏において昔から存在してきた左利きを右利きに変えさせる風潮

には、東洋特有の文化である箸、及び毛筆を使用することが強く影響している。

そこには、「左手だと文字が書きにくい。特に毛筆は扱いにくい。だから、右手

で書くべきだ。」との固定観念が存在してきたのも事実である。  

確かに、言語を問わず、大抵の文字や書式は右手での書字を前提としている。

そのため、右手の方が文字を無理なく構成できる上に字形も整えやすい。特に

日本の場合、整った漢字（楷書）の横画は右上がりになり、平仮名では右回転

の文字が多いことから、左手での書字が不便なのは事実である。日本の文字、

特に平仮名には、例えば「あ」「の」に代表される、世界にも稀有な右回転の文

字が多く含まれるため、左手ではその運動を為しにくい。また、左手が毛筆を

扱いにくいのは、横画を書く際や、毛筆文字の特徴的な要素である右払いや曲

がりの部分を書く際に、右手ならば筆を右へ引く動作で書けるものを、左手で

は右へ押す動作に変わってしまい、筆の穂先がバラバラになってしまうためで

ある。  

 しかし、現代において、「書写」の学習は、「国語科」として言語の力を育成

することを第一の目的としている。「国語科書写」での基礎的な力を受け、高等

学校で「芸術科書道」として表現力や鑑賞力を養う。「国語科書写」は、文字が

持つ実用性（思考や情報を記録伝達する共通の記号）との視点に立脚し、「芸術

科書道」は、文字を表現の媒体として用いる。両者は狙っている学力が異なる。  

国語科に位置づけられる「書写」では、言語自身の力や、言語をどのように

運用していくかの力を育成することを目指し、「国語科」としての言語の力を育

てる。その上で、生活の中において、言語力をどのように生かしていくのかを

保証することまでが「書写」の学習となる。表現力や鑑賞力といった芸術の能

力を育成していく「書道」とはこの点が明らかに異なる。  

現代では、日常の筆記活動には主に硬筆が用いられる。しかし、日本の文字

は毛筆文化の中で育まれ発展したことに鑑み毛筆によって書字することで、日

本の文字に特有な「はね」「はらい」等の特徴が習得しやすい。このことが、日
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常の筆記具として使用する機会が減少した毛筆を、書写学習の学習用具として

用いる一番の理由になっている。学習指導要領には、「毛筆を使用する書写の指

導は硬筆による書写の能力の基礎を養うよう指導」するよう明言されている。  

国語科における言語力の育成に鑑みた時、その一領域である書写においては、

「利き手」との観点から右手と左手の平等性に基づいて、利き手にまつわる書

字学習の在り方及び指導の方法が何らかの形で提示されてしかるべきである。  

 

本章では、左利きの児童生徒への書字学習及び指導に関する実状を、漢字圏

においての視点から把握した。その結果、日本をはじめ、中国や韓国も含めた

漢字圏での文化的背景をも考慮すると、漢字圏における左利きの児童生徒への

書字学習及び指導に関して論究を重ねることにより、これからの左利き者の書

字教育の在り方を探究していくのには、「目標研究」「教育内容研究」「教材研究」

「カリキュラム研究」「学習者研究」のどの観点に鑑みても限界があると考えら

れる。漢字圏における、書字マイノリティに対するまなざしの弱さの表れとも

換言できる。  

 

漢字圏での左利き者の書字教育に関する研究領域は未開拓である一方、アル

ファベット圏での左利き者の書字教育については、国家的な教育指針や積極的

な教育実践が見受けられるものがある。アルファベット圏での先行研究や教育

実践に学びながら、当該圏での左利き者の書字教育に関する実状を詳細に検討

考察することで、左利き者の書字教育に関する課題を乗り越えられる、新たな

考え方の糸口が見出せるのではないか。  

次章では、漢字圏とは異なる圏との視点から、アルファベット圏の左利き者

の書字教育の現状について解釈を試みる。  
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第 ４ 章 

イギリス 

―左利き者の書字教育検討に肝要な 

視点― 
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前章で把握した漢字圏での現状をふまえ、本章では、イギリス（対象はイン

グランド）における  Handwriting の教育に関しての、日本の場合との比較検

討から、イギリスにおける左利き者の書字教育の在り方について、教育制度と

教育方法の２点から明らかにする。  

 

 本章での、イギリスの教育制度、及びナショナルカリキュラムの変遷や特徴

（「１．」「２．」「４．」）に関する概説は、以下の文献に基づくものである。  

◦  吉田多美子「イギリス教育改革の変遷  ―ナショナルカリキュラムを中心に  

―」（『レファランス』平成 17 年 11 月号（2005）pp.99-112.）  

◦  横尾俊・渡部愛理「イギリスにおけるナショナルカリキュラムとそれへの  

アクセスの手だてについて」（『世界の特別支援教育』（24）（2010）pp.43-52.） 

◦  藤田英典・大桃敏行『学校改革』（日本図書センター  2010）  

◦  大田直子『現代イギリス「品質保証国家」の教育改革』（世織書房  2010）  

◦  原清治・山内乾史・杉本均『教育の比較社会学』（学文社  2011）  

◦  藤井泰「イギリスにおける連立政権によるナショナルカリキュラムの見直  

しの動き  ―『ナショナルカリキュラムの枠組み』（2011 年）を中心に―」 

 （『松山大学論集』第 24 巻第６号（2013）pp.61-86.）  

◦  勝野頼彦 (研究代表者 )『諸外国における教育課程の基準（改訂版）―近年  

の動向を踏まえて―』（国立教育政策研究所  2013）  

◦『文部科学省国立教育政策研究所・JICA 地球ひろば共同プロジェクト  グ  

 ローバル化時代の国際教育のあり方  国際比較調査  最終報告書（第１分  

冊）』（独立行政法人  国際協力機構  地球ひろば 2014）  

◦  福島青史・村田裕子「イングランドのカリキュラム改革と日本語教育  ―初  

等教育への外国語教育必修化を中心として―」（『国際交流基金日本語教育  

紀要』11 号（2015）pp.95-111.）  

◦  坂野慎二・藤田晃之『海外の教育改革』（NHK 出版 2015）  

◦  原清治・山内乾史・杉本均『比較教育社会学へのイマージュ』（学文社  2016） 

 

なお、「イギリス」は、イングランド（England）、ウェールズ（Wales）、ス

コットランド（Scotland）、北アイルランド（Northern Ireland）の４つの地
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域から構成され、正式には「グレートブリテンおよび北アイルランド連合王国

（United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland）」と呼ばれる。各

地域が教育をはじめとする内政に強い独立性を持っており、それぞれの地域で

異なる教育制度をとっている。中央省庁である「教育省（ Department for 

Education：DfE）」は主にイングランドの教育に関わり、その他の地方には各

自治政府で教育を担当する担当部局（「地方当局」＝日本の教育委員会に相当）

が置かれている。一般的に「イギリス」と表記する場合、本来は４つの地域を

含めた呼称となるが、現行のナショナルカリキュラムに関する変更はイングラ

ンドを対象とするものであるため、本論考でいう「イギリス」とはイングラン

ドを指すこととする。  

 

１．イギリスの教育制度の概観と特徴  

イギリスの教育制度は６－５－２制で、５歳から 11 歳までの６年間が初等

教育、11 歳から 16 歳までの５年間が中等教育であり、この５歳から 16 歳まで

の 11 年間が義務教育となる。公立学校の場合、日本の小学校にあたるプライ

マリースクールに５歳から 11 歳まで、中学校にあたるセカンダリースクール

に 12 歳から 15 歳まで通学する。つまり、日本と比べて１年間早く初・中等教

育が始まり、13 年間学習した後、日本と同じ 18 歳で高等教育に進学すること

になる。  

イギリスでは、上記の教育制度とは別途に、教育課程上の区分として、キー

ステージ（Key Stage．以後「KS」と略す）がある。KS とは、法令上、５歳

から 16 歳までの義務教育を４つに分割した期間（ステージ）、学年区分のこと

である。KS１（Year１－２：初等学校第１～２学年）は５歳から７歳の２年間

であり、KS２（Y３－６：初等学校第３～６学年）は７歳から 11 歳までの４

年間である。初等教育を修了し中等教育においては、KS３（Y７－９：中等学

校第７～９学年）が 11 歳から 14 歳までの３年間であり、KS４（Y10－11：中

等学校第 10～11 学年）が 14 歳から 16 歳までの２年間に分けられている。  

 

２．ナショナルカリキュラムに関する概説  

（１）ナショナルカリキュラムの変遷  
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 イギリスでは、第２次世界大戦後の教育制度の骨格を「1944 年教育法（The 

Education Act 1944）」によって提示した。これを大きく転換したのが、「1988

年教育改革法（The Education Reform Act 1988）」の制定を含む、1970 年代

後半からの教育改革である。その一つのターニングポイントが、1976 年にジェ

ームズ・キャラハン首相 (当時 )が、当時の荒廃した教育状況を改善するには、

国民全体で教育改革について考えることが重要であるとして、「教育大討論

（The Great Debate in Education）」を提案したことによるとされる。こうし

た改革の流れは、次に政権に就いたマーガレット・サッチャーに引き継がれ、

中央政府が主導権を握った教育改革が推し進められた。その集大成が「 1988

年教育改革法」の制定とされる。1987 年の総選挙で圧倒的勝利を収めたサッチ

ャーは、第３次政権（1987 年―1990 年）で、ケネス・ベーカー教育科学大臣 (当

時 )指揮のもと「1988 年教育改革法」を成立させた。その際、ベーカーは、特

に英語（＝国語）教育に関わる問題からナショナルカリキュラム（ National 

Curriculum：全国共通教育課程）の導入を認めるようサッチャーを説得にかか

った。ナショナルカリキュラムの導入は、ベーカーによって立案され具体化が

図られた。  

「1988 年教育改革法」は、「1944 年教育法」以来初の、大規模かつ急進的で、

イギリスの教育制度を抜本的に改革する画期的な法律となった。中でも、それ

まで中央政府が統制してきていなかった義務教育段階の公立学校のカリキュラ

ムについて、イギリス国内で共通に履修すべき教科と教育内容をナショナルカ

リキュラムとして初めて制定した上で、その実施評価としてナショナルテスト

（National Curriculum Test：全国共通教育試験）を行うことを規定した点は

注目すべきである。「1988 年教育改革法」による重要な変革点は、第一にナシ

ョナルカリキュラム及びナショナルテストの導入にある。「 1988 年教育改革法」

の制定により、現在もイギリスで進めている教育改革の根幹が規定された。  

 サッチャー政権のもと制定された「1988 年教育改革法」では、英語（＝国語）・

数学・理科の中核教科（ core subject）と、美術・地理・歴史・外国語・音楽・

体育・技術の基礎教科（ foundation subject）の合計 10 科目によってナショナ

ルカリキュラムが構成された。これもベーカーの提案によるものとされている。

また、ナショナルカリキュラムでは、KS ごとに、学ぶべき教育内容や習得が
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期待される知識・技能、理解度を示す「到達目標（ attainment targets）」が規

定されている。  

 このようなイギリスのナショナルカリキュラムは、英語圏の諸国での先駆け

となり、他の国々にも影響を与えていった。  

 

 以上のように、ナショナルカリキュラムは、「1988 年教育改革法」によって

制度化された後、1989 年から初等学校を皮切りに順次導入され、1991 年度に

は正式に第一次ナショナルカリキュラムが実施された。イギリスでのナショナ

ルカリキュラムの改訂サイクルは特に決まっていないが、その後、数度の改訂

を経て現在に至っている。  

 

1989 年からの学校段階ごとの順次導入を受け、ナショナルカリキュラムは、

1993 年、1999 年と改訂が行われた。1993 年の改訂では、学校現場からの批判

を受け、基礎学力の育成と教育内容の精選、そして、学校及び教員の裁量権の

拡大を目指した。1994 年にレビューが行われ、初等・中等カリキュラムが改訂

されている。その後、1999 年の改訂では、英語（＝国語）と算数・数学の指導

の強化、市民性教育の中等学校での必修化、情報教育（ Information and 

communications Technology： ICT）の徹底、初等学校での外国語教育の奨励

等が盛り込まれた。この大幅に改訂されたナショナルカリキュラムは「カリキ

ュラム 2000」と呼ばれ、1999 年に骨子を発表、2000 年９月（＝新年度）から

実施された。続くブレア政権下においては、進学率低下に伴い中等教育が見直

され、その結果改訂されたナショナルカリキュラムが 2004 年から実施された。  

その後、2010 年の総選挙により、労働党に代わって保守党・自由民主党の新

政権が誕生し、13 年ぶりの政権交代が行われた。新首相はデイヴィッド・キャ

メロン、教育大臣にマイケル・ゴーブが就任した。キャメロン連立政権が誕生

し、これまでのナショナルカリキュラムを全面的に見直す作業が始まった。キ

ャメロン連立政権の最大の課題はナショナルカリキュラムの全面改訂にあった。 

2011 年、ゴーブは、専門家委員会がナショナルカリキュラムを検討する上で

の留意事項について、「ナショナルカリキュラムの教育内容は、子どもの学び方

や学ぶ内容に関する知識をよく反映させて、世界で最も優れた教育実績をあげ
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ている国や地域のカリキュラムに匹敵するものとする。」「世界でも最も優れた

教育的水準と合致するような学習到達要件を定める。」「ナショナルカリキュラ

ムは、厳密さと高い水準を備えなければならないし、学校の教育内容は体系的

になるようにすべきである。こうして全ての子どもには主要教科の学問におけ

る核となる知識（ core of knowledge）を身につける機会が確実に与えられるよ

うにする。（系統的な教科の知識を重視する。）」「ナショナルカリキュラムはこ

れまで通り、公立（公営）学校（maintained school）では義務的な要件となる。」

等を掲げた上で、ナショナルカリキュラムを見直すことを発表した。  

 続く 2012 年、ゴーヴは、ナショナルカリキュラムのうちの主に初等教育に

関する教育大臣からの指針として、「中心教科すなわち数学・理科・英語（＝国

語）については、これまでのナショナルカリキュラムの内容と比べて、より高

い水準を期待する内容とすること」「英語（＝国語）は、高いレベルのリテラシ

ー能力を要求すること。特に読み書きの発達に寄与し、詩の暗唱、ディベート、

発 表 を 通 じ て 正 式 な 英 語 を 身 に つ け る こ と が で き る 会 話 言 語 （ spoken 

language）を重視すること。」等の観点を明示した。  

 このような、ナショナルカリキュラムの全面的な見直し作業のねらいは、教

育水準の向上を目指して、子どもたちに何を学ばせるか、つまり、学習内容を

特に知識の側面から明確に規定することとともに、その実践にあたって、学校

や教師に、より高い自律性を与えることにあった。また、学習内容を決定する

際には、学力の国際比較テストで高い得点を出している国々のそれらをよく研

究した上で、国際競争に負けないように高い水準を期待した内容を示すことと

している。ここで、英語（＝国語）・数学・理科が重視されている背景には、当

時の政権が PISA テストの結果を初めて真剣に取り上げた点が挙げられる。こ

の時のナショナルカリキュラムの改訂作業では、PISA テストの上位国のカリ

キュラムから学ぶという姿勢を前面に出している。以上のように、改訂を目指

す新しいナショナルカリキュラムは、教えるべき知識内容を明確に示すと同時

に、英語（＝国語）・数学・理科に絞った形で簡素化することによって、学校や

教師の自律性を高めることを目指した。  

2011 年から始まった上記の検討により、 2013 年には新しいナショナルカリ

キ ュ ラ ム の 素 案 が 提 出 さ れ 、 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 経 て 同 年 ９ 月 に
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『Framework document』が発表された。この内容に基づき、2013 年９月に新

ナショナルカリキュラム（DfE2013f）が確定し、2014 年９月（＝新年度）か

ら現在まで実施されてきている。  

 

（２）ナショナルカリキュラムの特徴  

 ナショナルカリキュラムは、その年齢の子どもに期待される知識や技能など

の標準（ standard）を示しており、1989 年から現在まで、実際にイギリス国

内の学校で実施されてきている。ナショナルカリキュラムは法令として定めら

れており、政府によって各教科の「教育 (学習 )プログラム（Programme of study）」

と「到達目標」が設定され公表されている。ナショナルカリキュラムの導入に

よって、イギリス中のどの学校においても、統一された学習内容が保障される

こととなった。しかし、ナショナルカリキュラムは、学校のカリキュラムの全

体にわたるものではない。ナショナルカリキュラムは、学校カリキュラムの主

要な部分ではあってもその全てではなく、カリキュラムの開発と実施について

は、各学校の自由な創意に委ねられている部分が大きい。  

イギリスのナショナルカリキュラムは、日本の学習指導要領にあたるもので、

内容的に共通点や類似点も多いとされる。実際、ナショナルカリキュラムの導

入時に、当時のイギリスの教育科学省は、カリキュラム作業委員会の委員を日

本に派遣し、日本の数学教育の実態を調査してナショナルカリキュラム作成の

参考にしている。  

一方で、日本の学習指導要領との相違点も何点か挙げられる。例えば、イギ

リスでは日本のような教科に対する法的な授業時間数の規定がないこと、また、

イギリスではナショナルカリキュラムの具現化は各学校に委ねられているが、

唯一ナショナルテストを通じてその到達度がチェックされるのに対して、日本

では検定教科書の使用によって、学習指導要領に沿った教育を行うことが義務

づけられている点等である。イギリスのナショナルカリキュラムはあくまでも

学校カリキュラムの最低基準の一つであり、その内容の教育における具体化は

各学校や教員に任せられている。日本の学習指導要領とはその法的拘束の仕方

が異なっている。 
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ナショナルカリキュラムは KS ごとに規定されている。KS は生活年齢による

区分であり、学校内容については、大まかに「教育 (学習 )プログラム」と「到

達目標」のレベル（レベル１～８）が定められている。ナショナルカリキュラ

ムの政府文書（各教科編）は、日本のような学年別ではなく、KS ごとに、複

数の学年にまたがる形で各教科の「教育 (学習 )プログラム」と「到達目標」が

決められている。なお、現行のナショナルカリキュラムでは、初等学校での KS

２（Y３－６の４年間）を‘Lower KS２’と‘Upper KS２’に分割してある。

これは、１つの KS が４年間では期間が長すぎるため２年刻みにすることを、

初等学校関係者が支持していたことによる。  

 

３．現行のナショナルカリキュラムでの  Handwriting の教育目標における 

左利き者への書字指導  

本章では、「1988 年教育改革法」により導入されたナショナルカリキュラム

で あ る  Department for Education (1995). English in the National 

Curriculum. London, UK：HMSO.（以下「①」と表記）と、現行のナショナ

ル カリキ ュラム である  Scholastic (2013). The National Curriculum in 

England. London, UK: Ashford Colour Press.（以下「②」と表記）との、初

等教育段階（KS１－２）における  Handwriting の教育目標に関して比較検討

を行う。なお、以降本章の和訳は筆者 (小林)による。 

①では、KS１（５～７歳）から KS４（14～16 歳）までの義務教育段階にお

ける国語教育の目標として、まず、Speech や  Writing を通して効果的なコミ

ュニケーションが図れる能力や、理解しながら  Listening が出来る能力、また、

意欲的に反応しつつも判断能力を伴った  Reading の能力を育成することが掲

げられた。これに続き、「 a」として  Speaking と  Listening、「 b」として  

Reading、「 c」として  Writing の教育内容が列挙されて、Handwriting は「c」

の中に位置づけられた。 1  

また、①によって、ナショナルカリキュラムが制定されるまで曖昧にされて

いた  Handwriting の教育目標が法的に示された。KS１－４（義務教育段階）

 
1  小林比出代「 The Education Reform Act  (1988 年教育改革法 )」制定以降のイギリスにおける  

 Handwrit ing の教育の在り方」（『書写書道教育研究』第 14 号  2000） p.65 .  
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の教育目標を掲げる中で、Handwriting は Writing の項の中に「presentation 

skills（表現技法）」の一つとして設けられた。2 各 KS での教育内容と到達目

標から、①における初等教育段階での  Handwriting の教育目標は「表１」の

ようにまとめられる。この結果、全ての KS において「読みやすさ」及び「正

整美」が掲げられていることが明らかになった。 3  

 

表１  『 English in the National Curriculum』(1995) に示された   

Handwriting の教育目標 

Key Stage 

Handwriting の  

教育目標  

『English in the National Curriculum』中  

の原語  

Key Stage １  

（５～７歳）  

読みやすさ  legible・ clearly 

正確さ  correctly・accurately・join letter correctly 

正整美  consistent・regularity・neat・correct size 

連続している  joined 

Key Stage ２  

（７～11 歳）  

読みやすさ  legible・ clear 

正確さ  correctly・accurately・join letter correctly 

正整美  consistent・correct size 

連続している  joined 

自然な運筆  fluent・ flow easily・ joins are smooth 

 

一方、②では、「２－１」に記した指針を受け、国語教育の目標にリテラシー

能力の育成を掲げている。特に会話言語と読み書きの学習が重視され、国語力

の養成は全ての学習の基礎として不可欠なことが強調されている。また、読書

教育の重要性も説かれている。 4  

Handwriting に関しては、②も  Writing の項の中に設けている。また、

Writing の活動の根底には「自然な運筆（ fluent）」「読みやすさ（ legible）」「効

 
2  小林比出代「 The Education Reform Act  (1988 年教育改革法 )」制定以降のイギリスにおける   

Handwrit ing の教育の在り方」（前掲書） p.66.  
3  小林比出代「教育目標から見た英・米国の  Handwrit ing の教育と日本の書写教育」（『書写書  

道教育研究』第 12 号  1998） p.22.  
4  Scholastic  (2013).  The National  Curriculum in England.  London,  UK: Ashford Colour Press.  

8p.  
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率 的 な 速 さ （ speedy ）」 を 伴 う  Handwriting が 存 在 す る （ Writing は  

Handwriting に左右される）ことも記されている 5。さらに、②では KS（学年）

ごとに  Spoken language， Reading， Writing の教育内容を示している。

Handwriting は  Writing の一領域として解説され、最初に各学年における  

Writing 学習全般にわたり概説している。6 「表２」はその概略を列記し、「表

３」は  Handwriting の学習内容をまとめたものである。  

 

表２  『 The National Curriculum in England』(2013) に示された   

Writing 学習における  Handwriting の学習内容の概略  

Key Stage  １  

第１学年  Handwrit ing の活動に必要な身体的な技能を育成する必要がある。  

第２学年  

個々の文字を正確に書けるので、最初から望ましい  Handwrit ing の習慣を育成す

ることができる。  

Lower  Key 

Stage  ２  

第３－４

学年  

文字を連続して書くこと（続け書き）が標準的にできなければいけない。  

自分が言いたいことを記すのに充分な速度で書くことができる。  

Upper  Key 

Stage  ２  

第５－６

学年  

〔※Handwrit ing に関する特記内容なし〕  

 

表３  『 The National Curriculum in England』(2013) に提示されている  

Handwriting の学習内容 

Key Stage 法的に規定されている学習内容  注記（法的要件ではない学習内容）  

Key Stage 

１  

第
１
学
年 

◦正しい姿勢で座り、鉛筆を望ましい持ち方で持

つ。  

◦小文字の正しい書き方を習得する。  

◦大文字を書く。  

◦０から９の数字を書く。  

◦類似して書かれる文字を理解し、各類似性に従

って練習する。  

◦頻繁かつ個別に直接指導を要する。  

◦正しく自信を持って書ける。  

◦筆記具 (鉛筆、ペン )の大きさは、児童の手にと

って大きすぎないようにする。  

◦児童にとって望ましい筆記具であれば、望まし

い持ち方が保持でき、悪い習慣を避けられる。  

◦左利きの児童は、それぞれの必要に応じた具体

的な指導を受けるべきである。  

 
5  Ibid.,  13 -14.  
6  Ibid.,  16-40.  
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第
２
学
年 

◦文字相互に配慮して正しい大きさの小文字を書

く。  

◦続け書きに必要な斜めや水平な線を使い始め、

どの文字を連続させるかさせないかを理解する。 

◦大文字や数字を正しい大きさで書き、他の文字

や小文字と調和させる。  

◦文字の大きさを考慮して単語間にスペースを作

る。  

◦正しい字形の復習や練習を頻繁に行う。  

◦確実に正確な字形で書けるようになったら、連

続した書き方 (続け書き )を学習すべきである。  

Lower 

Key Stage 

２  

第
３
❘
４
学
年 

◦続け書きに必要な斜めや水平な線を使い、どの

文字を連続させるかさせないかを理解する。  

◦例えば、文字内の下降線が平行で等間隔になる

等、Handwrit ing の読みやすさ、一貫性 (正整美 )、

質を向上させる。 ascenders (「 b」「 t」に見られ

るような  

文字自身の body より上の部分 )や

descenders (「 g」「 p」に見られるような文字自身

の body より下の部分 )が接触しないように、行間

が充分とられている。  

◦各々の Writing を通して、文字を連続して書く

こと (続け書き )ができるようになる。  

◦自分が言いたいことを書きとめられるように、

自然 な運 筆 (流暢 さ )を 高め るね らい とし て 、

Handwrit ing は引き続き指導されるべきで あ

る。この学習は、作文と Spell ing の学習をサポ

ートする。  

Upper 

Key Stage 

２  

第
５
❘
６
学
年 

◦読みやすく、自然な運筆で、速度を上げて書け

る。  

◦個々人の書字スタイルの一環として、目的や必

要に応じ、続け書きも含めて、用いる文字の形を

選択できる。  

◦課題に最も適した筆記具を選択できる。  

◦Handwrit ing の練習を続けて、書字速度を上げ

るように促す必要がある。自分の言いたいことを

書きとめるのに時間を要しないようになる。  

◦例えば、速くノートを書く時や、手書きによる

課 題 の 完 成 等 、 個 々 の 課 題 に ど の よ う な

Handwrit ing が的確であるか明確にすべきであ

る。  

◦例えば、図表やデータのラベル、 e メールアド

レスの記述、フォームへの記入にあたっての数字

や大文字は続け書きをしないことを学習すべき

である。  
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ここで①と②を比較してみる。①では、言語学習を「社会的で文化的かつ実

用的な生活」の基本とし、Handwriting をコミュニケーションのための効果的

な手段の一つと見なしていた。Handwriting の教育は、日常生活に不可欠な技

能の教育として、あくまで実用主義の立場をとっていたのである。その結果と

して、「読みやすさ」「正整美」が重視されていた。 7 

 これに対して、②は、教育水準の向上や基礎学力の底上げを目指し、学習内

容に関して知識面からの要件を法的に規定するとの姿勢が随所に見てとれる。

英語（＝国語）を全ての学習の基幹教科とし、国語力を体系的に育成する一環

に  Handwriting の学習を位置づけるとの在り方は、①では②ほど強く打ち出

されていなかった。双方ともに、同じく「読みやすさ」「正整美」を重視はして

いるが、その理由が、②では  Writing の学習、延いては国語力全般ないしは

基礎学力の向上に寄与することに導かれていくのは①と異なる点である。ただ

し、結果としては、①と同様に「読みやすさ」「正整美」が重視され、加えて「正

確さ」「自然な運筆」「連続している」にも重きが置かれる点には変わりがない。  

 なお、①②ともに、望ましい姿勢や筆記具の持ち方、字間や行間、書字速度、

用途に応じた書字スタイルの選択等、加えて②では筆記具の選択を学習内容に

掲げているが、これは日本の書写教育と共通する。また、②の KS１（第１学

年）に、左利きの児童に関する指導について特記されている点は注目に値する。  

 

４．イギリスの教科書制度の特徴  

 イギリスには、日本のような教科書検定制度は存在しない。教科書にあたる

テキストブックは存在するが、その内容についてのナショナルカリキュラムか

らの影響は日本に比べると小さく、授業の中でも教具の一種に位置づけられる

と考えられる。検定教科書がなく、また、ナショナルカリキュラムでは、教授

方法や各教科の年間授業時間数、各学校でのカリキュラム組織方法等まで法的

に規定していないことから、イギリスは、教師が独自に授業内容を構成する、

緩やかな教育制度をとっているようにも思われる。しかし、実際には、授業内

容はナショナルカリキュラムアセスメントによる学力評価と、 Ofsted（ the 

 
7  小林比出代「教育目標から見た英・米国の  Handwrit ing の教育と日本の書写教育」（前掲書）  

pp.25-27.  
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Office for Standards in Education, Children ’s Services and Skills.）による

学校評価との厳しい評価制度がある。従って、教師はその評価に対応した教育

内容を行う必要があり、結果的にナショナルカリキュラムを尊重した授業を構

成することとなっている。  

授業で使用する教科書や教材に政府は関わっていないが、オックスフォード

大学出版やケンブリッジ大学出版、コリンズ出版、ロングマン出版といった大

手の教育図書の出版会社がナショナルカリキュラムに準拠した教科書や教材を

出版しており、各学校ではそれらを適宜使用しているところが多い。ただし、

小学校では基本的に教科書は使用せず、教師が与えられたガイドラインを自分

たちで解釈し、それにふさわしい教材を自分たちで選んだり作ったりしている。 

 

５．現行のナショナルカリキュラムに準拠した  Handwriting のテキストに 

みる左利き者への書字指導  

本項では、「1988 年教育改革法」によって導入されたナショナルカリキュラ

ムに準拠した『The Handwriting Book』（「序章  １．（３）」参照．以下「③」

と表記）と、現行のナショナルカリキュラムに準拠した  Handwriting のテキ

スト  Carol Vorderman (2015). Handwriting Made Easy Ages 5-7  (Key  Stage 1)  

Printed Writ ing.  London, UK：DK.（以下「④」と表記）とを、文字学習入門期

（KS１）の教材に焦点を当て比較分析する。 

 ④は、世界最大とされるロンドンの老舗書店 W & G Foyle Ltd.（通称「Foyles」）

の教育書専門フロアにおいて、2017 年３月現在、販売部数が多い  Handwriting 

のテキストとしてご紹介いただいたものである。本書の著者は数学に優れ、数

学教育への影響力が大きいが、ナショナルカリキュラムに準拠した数学のテキ

ストの他に一連のシリーズとして、理科や英語（＝国語）のテキストも編集出

版している。本書はその一つである。前述の通り、イギリスには教科書検定制

度がなく、授業で使用する教科書に政府が関与しないが、当該テキストは、首

都で世界最高の書籍数を誇るイギリス最大の老舗書店における販売数が高い。

このことは、多くの学習者や指導者に使用されている可能性が高い、すなわち、

学習者や指導者に与える影響が大きいことの一つの指標になると推察し、本書

の分析検討を試みることとした。 
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 本書には 32 種の教材が掲載され、巻末に各教材に関する解説が記載されて

いる。以降、例えば、「③-」以下に示す数字は、各テキストにおけるワークシ

ートナンバーを表す。  

 ③④ともに第一教材は線遊びである。これらの教材では共通して、用筆法や

文字を書く際の基本的な動きが学習できる〔③-4／④ -4 参照〕。教材解説では、

④に関しては、「滑らかで流動的な線を書くのに役立つ」とし、特に、④-5 は、

左利きの児童であっても利き手に関係なく用いることができる教材である旨を

記している 8。以降、左利き者に特化もしくは特別な配慮をした教材は見受けら

れない。  

③ -4  ④ -4  ④ -5  

 

 

 

 

 

 
8  Carol  Vorderman (2015).  Handwrit ing Made  Easy  Ages 5-7 (Key Stage 1) Printed Writ ing.   

London,  UK：DK. 33p.  
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６．イギリスにおける左利き者の書字教育に関する文献的考察  

本項では、イギリスで出版された左利き者の書字教育に関する書籍に関する

文献的考察を行う。考察の対象とする文献は以下の４冊である。  

○Jean Alston(1996) ：Writing Left-handed   

A guide for parents and teachers of left -handed children.  

Manchester, UK：Dextral Books.・・・（１）  

○Gwen Dornan(2007)：Writing Left-handed…  …Write in, not left out.  

The National Handwriting Association .・・・（２） 

○Lauren Milson(2008)：Your Left-handed Child   

Making things easy for left -handers in a right -handed world .  

London, UK：hamlyn.・・・（３） 

○Julie Bennett(2015)：HANDWRITING Pocketbook  

A pocketful  of  t ips , tools  and techniques for t eaching,  

improving and troubleshooting handwrit ing .  

Hampshire, UK：Laurel House.・・・（４）  

 

 このうち、（１）（２）（４）には邦訳書がない。（３）のみ翻訳版『左利きの

子  右手社会で暮らしやすくするために』（ローレン・ミルソム著 笹山裕子訳 

東京書籍  2009）が出版されている。  

 

 （１）（※書名『左手による筆記』 (小林訳 )）は、イギリスの著名な作家、か

つ大学教員、かつ公認の心理学者  Jean Alston の著書である。本書の序文には、

Diane Paul による次のような紹介文が記載されている。  

「『Writing Left-Handed』はユニークな小冊子である。このようなガイドは

他に販売されていない。Dr. Jean Alston によって、これほどまでに深く向き

合い、また、彼によって与えられる洞察及び知識を以て、左利きの書き手に助

言を与えようとする取り組みは、他には見られない。  

本書は、両親や教師からの反応から、1989 年に初めて出版されて以来、貴重

な資料であったことは明らかである。本書に極めて大きな需要があるため、毎

年増刷されているだけでなく、左利きの子供が右利きの子供と同じ容易さで書
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くことを助けるための方策を強化し、より高めるために、これまで２回改訂さ

れている。  

この『Writing Left-Handed』第３版には、Handwriting を教えるための重

要な原則に重点を置いた、新しい方策を加えている。結合、始点と終点、大文

字の使用、サンプル手書き文字モデルの例に関しては、今までに一度も取り組

んだことがなく、これは、左利きも右利きも、書くことを学んでいる人には賢

明なアドバイスである。  

書 く こ と を 学 ぶ の に 苦 労 し て い る 全 て の 左 利 き の 人 に 、『 Writing 

Left-Handed』を心から勧めることができる。」 1  

 

（２）は、The National Handwriting Association（※「全英ハンドライテ

ィング協会」 (小林訳 )）が発刊した書籍である。当団体は、イギリス政府の助

成を受けた非営利団体であり、学校や保護者を対象にした情報を提供している。

教育ジャーナルを発行しており、学校はじめ教育現場において参照されている。

（３）の翻訳版では、書名のみ原題の直訳で『左手で書く：腕を置いてきぼり

にせず、ぐっと中に入れて書く』と示され、「左利きの人に文字を教える全ての

教師や保護者に薦めたい本。実際の手助けの仕方やアドバイス、長期的な考え

方などを紹介しながら、左手で書く方法を説明している。」2と紹介されている。  

 

 （３）は、先述の邦訳版において、原著の著者は、自身が左利きであり、2008

年現在 18 年間にわたって  The Left-Handers ’ Association（左利き協会）を通

じて左利き者のニーズを調査し、広報活動を行ってきている旨が述べられてい

る 3。さらに、The Left-Handers ’ Association は、日常生活の様々な場面で左

利き者が直面する問題に目を向けてもらうために活動する団体として、イギリ

スにおいて 1990 年に設立されたこと、また、設立以来世界中から会員が集ま

り、規模が拡大して、現在は、左利きに関する情報センター、かつ、第一線で

啓蒙活動を続ける団体として高く評価されていることも明示されている 4。  

 

 
1  Ibid.,  p.４ .  
2  『左利きの子  右手社会で暮らしやすくするために』（前掲書） p.122  
3  『左利きの子  右手社会で暮らしやすくするために』（前掲書） p.６  
4  『左利きの子  右手社会で暮らしやすくするために』（前掲書） p.121 
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 （４）は、（３）の翻訳版において、同じく書名のみ原題の直訳で『手書きの

ポケットブック』と示され、「文字を教える教師向けのポケットサイズのガイド。

左利きの子を教える時のコツが紹介されている。」 5と記される。  

（４）の裏表紙には、Rosemary Sassoon が記した「Julie Bennett は、驚

くほど多くの役立つ実践的な情報を、この小さな本の中にうまく入れることに

成功している。彼女は、絶対に守るべき規則よりも、むしろそれに代わるアイ

デアや解決方法を提供してくれている。さらに一つのセクションを使い、より

進んだアイデアを提供している。教師はこのポケットブックを、Handwriting 

を教える際に生じる問題を理解するのに大変役立つと感じるであろう。」との推

薦文が掲載されている。  

 

Rosemary Sassoon は、イギリスを代表する、Handwriting とその教育に関

し て の 研 究 者 で あ り 、 多 く の 著 書 を 持 つ 。 Rosemary Sassoon (1999). 

HANDWRITING OF THE TWENTIETH CENTURY. London, UK：Routledge. 

はその中でも著名な１冊である。ただし、未だ日本においての通訳本（邦訳版）

は存在しない。ここで参考までに、『HANDWRITING OF THE TWENTIETH 

CENTURY』に記されている、Rosemary Sassoon の左利き書字に関する言及

を要約して列挙する。  

 

p.44 

ライティングのスタイル：反対意見  

この 1898 年の  Handwriting に関する本では、Jackson は手書きの「直立モ

デル」（＝全く傾けないモデル）は左右どちらの手にも応用が利く、さらには、

傾斜させるモデルよりも左利き者により適しているとのと主張している。この

主張は、その当時は左利きが承認されていなかったので珍しいものである。  

 

p.66 

左利きを認めましょう。  

理由：人々に無理に右手を使わせる結果はどうなるのか。  

 
5  『左利きの子  右手社会で暮らしやすくするために』（前掲書） p.122 .  
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1918 年までに、左利きの人に右手を  Handwriting と手作業のためだけに使う

ように強制するのは最善ではないという意見もあった。強制することは吃音の

原因になる可能性があることを示唆した。心理学的理論では、左利きか右利き

かは、血液を脳に運ぶ動脈がどのようにつながっているかに依存していること

を示唆している。右利きで書くことを余儀なくされた左利きの子供たちは、速

くたやすく書けるようには決してならないという証拠が示された。  

 

p.90 

態度を変える  

20 世紀初頭、ほとんどの子供たちは左手の使用を禁じられていた。罰の例とし

て、背中の後ろに左手を縛った。  1952 年までに、Robert Tanner は、今や左

利きであることは恥じることではないと書いている。左利きの子供たちは常に

少数派であり、それは「奇妙で居心地の悪い問題」である。彼らを特別な目で

見てはいけない。しかし、彼は実際に役立つ助けには触れていない。  

 

p.120 

1963 年と 1975 年にイタリック体を国全体としてのモデルに採用しようとする

試みがなされた。ペン用の特別な角度の付いたペン先は左利きの人に与えられ

たが、ほとんどの場合、イタリック体のスタイルは「克服できないハードル」

（＝不可能）であった。  

 

 （１）から（４）の文献考察にあたっては、まず、各書が示す左利き者の書

字教育に関する記述を抽出し、日本語で記す。その際、（３）は、既述した邦訳

版から該当箇所を抜粋する。（１）（２）（４）に関しては、翻訳（解釈）に間違

いがないよう万全を期すために、信州大学の長田哲文と  Sue Fraser から全面

的な指導を受けた上で記述する。表記に際し、各冒頭部には抽出した和訳箇所

に対応する原著のページ数を示す。また、筆者(小林)が着目した箇所には波線

を付す。原文に関しては、〈参考資料〉として和訳のために抽出した箇所を赤

色の枠で囲んで提示する。続いて、当該書４冊の内容をふまえ考察を試みる。 

 



158 

 

（１）Jean Alston(1996) ：Writing Left-handed   

A guide for parents and teachers of left-handed children 

 

p.６  

質問：私の子供が左手を使って書くのをやめるように言うべきでしょうか。  

答え：いいえ。どちらの手を使うかの決定は子供に委ねるべきです。利き手を  

決めるのは脳であって、手ではないのです。彼らに任せば、ほとんどの  

子供はより能力を発揮しやすい手を使うことを選択します。つまり、言  

語と書くことのために、頭脳と手とが一緒に働きやすい方を選ぶのです。 

 

質問：左利きの人は右利きの人よりも書くのが遅いのですか。  

答え：いいえ。多くの左利きの人は右利きの人と同じくらい、もしくは右利き  

の人よりさらに速く書きます。一般的には、左利きの場合と右利きとで  

書く際のスピードに大きな差はありません。女子は、概して男子よりも  

速く書きますが、このことはどちらの手を使って書くかということとは  

無関係です。  

 

質問：どのようにしたら左利きの子供を手伝ってあげることができますか。  

答え：保育園や学校に行く際には、先生に左利きであることを伝えたり、また、  

学校には左利き用のもの（例えばハサミなど）があるかどうかを聞いた  

りしてください。  

 

質問：左利きの子供が書くものは、右利きの子供が書くものよりも読みにくい  

のですか。  

答え：いいえ。多くの左利きで書く人は、右手を使う人と同じように書きます。  

しかしながら、私達は右利きの人に適した社会で暮らしていますから、  

左利きの人が学ぶ際には特別な助けを必要とするのです。  

 

左利きの子供のための規則は、あなたのお子さんが書く際によくある失敗を起

こさないようにする助けとなるだろう。写真１ ,２ ,３ ,４（※（１）p.８ .に掲載
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(小林注 )）は、それらの規則に従わなかった左利きの子供が書いたものである。  

 

 

p.７  

左利きの子供のために紙が正しく置かれていない、または、人差し指や親指

の圧力が正しくコントロールされないと、文字は写真１が示すように不規則な

傾斜となる。  

 

書き手が線の上に書くことに慣れていないことで、鉛筆のコントロールが難

しいと思うと、写真２が示すように、Handwriting は線の上に正しくのらない。 

 

書き手が書いた時の最後の単語が見えないと、写真３が示すように、単語と

単語の間のスペースを大きくとってしまう可能性がある。  

 

左利きの人が右利きの人が置くべきところに紙を置くと、写真４が示すよう

に、反対側に傾いた筆記が起こりやすい。  

 

 

p.９  

Handwriting を教える際の重要な原則  

 

以下は、左利き、右利き両者に教えるために重要なことである。  

１．初めから、全ての文字を正しく書くよう教えなければならない。  

２．文字の連結を学び始める時に備えて、次の語への小さな連結部分を持った  

文字を教えると役立つ。  

３．全ての文字が正しく特に意識せず書けるようになれば、単語の中の文字は  

連結されるようになる。 the, it, and, he 等のような短い単語の中の連結  

は真っ先に教えるのがよい。  

４．線の入った紙は役立つ。小さな子供は線の間に十分なスペースのある紙を  

必要とする。子供が成長し、文字や単語の形をよりうまくコントロールで  
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きるようになると、線と線の間隔を小さくすることができる。  

５．紙は筆記を行う場所に正しく置かれるべきである。紙は筆記を行わない方  

の手でしっかり押さえる必要がある。  

６．子供にあった机や椅子を使い、子供が楽な姿勢で座っていることを確認し  

なさい。  

７．最も適切な鉛筆やペンを選ぶことがとても重要である。  

  

左利きの子供を注意深く観察しなさい。  

子供が単語を書く時にそれが見えるように、Handwriting に用いる手よりも上

が見えるように、十分な高さを持って座っていますか。  

 

子供が書く際に体の一部が影にならないように正しい照明になっていますか。  

 

書く姿勢は正しいですか。筆記を近くで見る書き手もいるようである。このこ

とが起きると、彼らは書く際に、筆記に用いる手の下から見ようとするかもし

れない。  

 

 

p.10 

左利きの書き手を助けるための（左利きの書き手に役立つ）規則  

（※A～ I の項目に関してのルール (小林注 )）  

 

A  Seating （座り方）  

１  テーブルと椅子は快適な高さに設定する。足は床に平らに置き、テーブル  

の下部とひざやももの間に隙間ができるようにする。（フットレストやブロッ  

クは、小さい子供には大変有効である。） 大雑把な目安だが、筆記用テーブ  

ルの高さは身長の半分であり、椅子はおよそ書き手の身長の半分ほどである。 

もし可能なら、筆記用テーブルは体に向かって傾斜している方がよいし、椅  

子は身体から逆に向かい少し傾斜しているのがよい。  
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２  書く際の肩、腕、手の動きは、ほとんど身体の中心線より左側で起こる。  

左利きの人は、椅子を筆記用テーブルの右側に向け、書くために体の左側に  

十分なスペースを確保する。  

 

３  左利きの書き手は、右利きの書き手とともに書こうとする時、その人の右  

 側には座らないようにする。このような座り方をすると、書くのに用いる腕  

 はお互い接触してしまい、動きを制限してしまう。  

 

 

p.11 

B  Paper （用紙）  

４  紙やノートは、大きすぎたり長すぎたりしないようにする。書き手が最も  

楽に手が届き、書けるようにすることが必要である。  

 

５  線が入った紙は、常に書き手が正しい行間を取るのを手助けする。子供た  

ちは、筆記の長い経験の初期段階では、線を使用するべきである。  

 

線の幅は様々だが、広い線は、特に小さな子供の場合には最も有効である。  

全ての子供が線の上に書くわけではない。子供たちは筆記を確立するのに使  

い、単に線と線の間に書くかもしれない。  

 

どの教室にも様々な線の入った紙を置いておき、そして、子供に線と線の空  

白が最適な紙を選べるようにする。  

 

C  Paper position （用紙の位置  (置き方 )）  

６  右利きの人とは異なり、左利きの人は体から離れる方向ではなく、体の方  

に向かって書く必要がある。体の中心線の左側に紙を置き、紙の上部を時計  

方向に傾けることで、左利きの人は最も快適な姿勢を得ることができる。  

 

D  Hand and arm positions  （手と腕の位置）  
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７  紙は右手でしっかりと押さえる。右手は、筆記を行う線の下の方に置くの  

ではなく、必ず紙の真ん中か右端の方に置く。多くの左利きの人は、右手を  

書く単語の下に置くことで、書いた部分を見えにくくしてしまう。  

 

８  前腕は、筆記を進めていく際に、紙の端と平行に保つ。カギの形（逆手の  

位置）は、年齢の高い左利きの人によく見られるが、前腕を紙の端に対して  

正しい角度にし、手首を起こすようにすると改善できる。（傾斜した板は、左  

利きの人が正しい紙の位置と姿勢を保つことを助ける。）  

 

 

p.12 

E  Writing implements （書くための用具）  

９  ペンや鉛筆は、少なくとも先から２ cm は離して持ち、書き手に書かれた  

 ものが見えるようにする。  

 

10 子供が紙の上を滑りやすく書けるペンや鉛筆を選ぶのを手伝いましょう。 

左利きの人は、右利きの人が引くのに対し、ペンや鉛筆を紙の上で押しがち  

である。  

 

柔らかめの B、HB の鉛筆、サインペン、または極細ペンが役立つだろう。  

または、もしインクペンを使うなら、 reverse oblique というペン先がよい  

だろう。様々な書く道具があるので、書き手はどれが一番適しているか選ぶ  

のにじっくりと考えるのがよいだろう。  

 

F  Grip （ (筆記具の )握り方）  

11 左利きの人の中には、書くための用具を紙に強く押し付け、用具の胴体部  

をとても強く握る。以下の助言が、握る圧力を少なくするのに役立つ。  

a) 胴体部の高い位置を握るようにしなさい。そうすることで、強く握ることは  

かなり困難になる。  

b) カーボン紙を筆記用紙の２枚目か３枚目に置く。そして、書き手に、２枚目  
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または３枚目のカーボン紙に写らないように書くよう促す。  

c) 胴体部がキラキラ光っている、もしくはメタリックのペンや鉛筆に惹かれて  

はいけない。それらは滑りやすく、より強く握ってしまいがちなものである。  

 

（胴体部を強く握る書き手は、同時に紙を強く押す傾向がある。１つの問題を

軽くしようとすれば、普通もう一方の問題も解決する助けになる。）  

 

 

p.13 

G  Writing script （script (手書きの文字 ) を書くこと）  

12 様々な筆記体系とモデルは学校で利用可能である。また、多くの小学校の  

先生は、筆記を上手に教えている。学ぶべき最も重要な点は、それぞれの文  

字は正しい始まりの点と終了の点があり、それによって単語の中にある文字  

が容易につなげられることである。  

 

右利きの人は、f と  t の横棒を左から右へと引く。それと対照的に、左利きの

人は、次に示すように右から左へ引く方がより容易にできる。  

 

 

p.15 

Handwriting のモデルについて考える場合、左利きの書き手は常に特別な注

意を払って扱われるべきである。多くの右利きの人がするように、多くの左利

きの人も少し前に倒した筆記を用いる。そして、適切な筆記姿勢は、この伝統

的な方法を容易にしてくれる。しかしながら、もっと直立的な筆記体も読みや

すさが確保される限り受け入れられることは間違いない。  

 

 

p.16 

H Letter reversal and confusion （文字の反転と混乱）  

13 筆記の初期段階では、たいてい  mirror writing（鏡に映して正しく読める  
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タイプのもの）の場合であるが、左利き者の中には、紙の右側から左方向へ 

と書き始める者がいる。これは、鏡を通すとうまく読めるのだが、子供の通 

常の筆記を助けることにはならない。  

 

紙の書き始めの位置に、はっきりとした印をするのが役立つ。例えば、赤い  

色の星印か、左側に上から下まで色のついた線を引く。そうすることで、改  

行してもそれによって忘れることはない。  

 

14 ６歳までは多くの書き手が b と d で混乱してしまう。この点では、特に左  

利きの書き手にこの問題が見られる。次のアドバイスが役立つかもしれない。 

a) b または  d を選び、書き手がそのどちらか片方が正しく確実に書けるよう  

にしてから、もう１つを直すようにする。  

b) 選んだ方の文字を紙やノートの上部に書き、必要な書き順を示す矢印を添え  

て、その文字が確実になるようにする。  

c) 「d は  c（の文字）で始まるみたい」という子供の遊び歌を d の形を教える  

際に繰り返し歌うのもよいだろう。  

d) 例えば、bed のように  b と  d を一緒に教えるのは役立たない。（文字の） 

方向の問題を持つ子供には、これはただ混乱を助長するだけである。  

e) ６歳を越えて、b と  d を混同したり、他の文字でもまたは数字でも反対に  

書いたりする子供は、目の不安定な動き、または、binocular convergence 

（両眼輻輳）による可能性がある。これらの問題は、普通の視力テストでは  

見つからない。  

f) ６歳を越えた児童に見られる文字に関する混乱及び／または鏡文字は、失読  

症または発達性協調運動障害の可能性がある。さらには、binocular vision 

（両眼で距離をつかむこと）に問題がある可能性がある。もし、目の運動を  

しても症状が残るのなら、British Dyslexia Association（英国失読症協会）、  

the Dyslexia Institute（失読症研究所）、または Dyspraxia Trust（発達性  

協調運動障害トラスト）がアドバイスすることができるだろう。  
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p.19 

I Drawing reversals （反転描画（描画逆転））  

15 左利きか右利きかは、子供が筆記を始める前のお絵描きの活動に影響を及  

ぼし、それは学校にいる間やさらに成人してからも影響する。例えば、右利  

きの者は複数の平行線を右から左へと引くのに対し、左利きの者は左から右  

へと引く。このことは、小さな子供が塗り絵をする際にも見られる。  

 

16 もし正確に描くことが要求されるなら、例えば、人の横顔を描く際、左利  

きの者は、下の絵（※（１）p.19.参照 (小林注 )）に示すように、顔が右側を  

向くように描く傾向がある。一方、右利きの者は、顔が左を向くように描く。  

 

17 例えば、✓や₤などの記号にも逆転が起こりうる。このことは、音楽で用い  

る記号、例えばト音記号や音符の方向なども及ぶ。後者は忍耐を持って直さ  

なくてはならない。と言うのは、左利きの子供は、２つの方向を区別するの  

に多少の混乱を経験しうるからである。    

 

 

p.20 

18 フランスの研究者らの最近の研究では、Athenes と  Guiard は、右利き  

の者は小学校を終える時までには姿勢が確立すると示している。しかしなが  

ら、11、12 歳の年齢でも、左利きの者はまだ混乱していることがある。どこ  

に筆記用紙、ペン、手を置くべきかという点で、確立でき自信を持てるどこ  

ろか、筆記のたびに場所を変えてしまう傾向が残る。筆記の流暢さや体の快  

適感は、姿勢や位置が一定し、そして確立した時に大変高い。位置と姿勢の  

問題を抱える左利きの子供には（次の）10 項目の計画が役立つ。  

 

19 大人の左利きの者は、広く分けて２つのグループに入る。  

a) 筆記用紙を時計方向に回す人たちは、鉛筆を紙の上部に向けて、そこから、 

一般的には、右利きの者を鏡に映したような位置に修正していく。  

b) 筆記用紙を反時計回りに回す人たちは、鉛筆を体の方に向けて、そこから、 
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一般的には、カギの形の筆記位置（ Inverted Hand Posture（逆手の位置）） 

を用いる傾向がある。  

 

左利きの者は、カギの形の、ぎこちない筆記位置を変えるように指導されてい

るかもしれないのとは対照的に、右利きの者は、大人の筆記姿勢を 11 歳まで

には確立している。  

 

 

Rules round-up: ten-point plan （規則のまとめ：10 項目の計画）  

１  筆記のための台の表面や椅子を自分の身長に合わせて選びなさい。  

２  机や椅子の右側によって座り、体の中心線の左側に、書くための十分な  

 スペースをとりなさい。  

３  筆記用紙を体の中心線の左側に置きなさい。  

４  紙を最大で時計回りに 32 度まで傾けなさい。  

５  紙の上をスムーズに動く筆記道具を選びなさい。  

６  金属の（または）すべりやすい胴体のペンを選んではいけない。  

７  右手で紙を押さえなさい。  

８  筆記具を（筆記）線の下に構えなさい。  

９  筆記に使う前腕を紙の端と並行に保ちなさい。  

10 筆記具を書いている位置から十分に離して持ち、書いているものが見える  

ようにしなさい。  
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（２）Gwen Dornan(2007)：Writing Left-handed… …Write in, not left out 

 

p.１  

この冊子は、左利きの人が書く際に補助する人を応援するために書かれたもの

である。その目的は、両親や教師に左手で書くというプロセスを理解できるよ

うにすることであり、また、彼らが与えることのできる実用的な助けを提案す

る。この冊子は、左利きの人が快適に、そして、自信を持って書けるようにす

るための秘訣や方法を提供する。  

 

 

p.５  

一般の人たちにとって、左利きの人とは左手で書く人たちのことである。しか

しながら、私たち全てが何をするにも同じ手を使用するとは限らず、人によっ

てはどちらの手も使用する人（ambidextrous＝両手使い）がいるし、作業によ

って異なる手を使うことを好む人もいる。このような差異を反映させるのに、

研究者は利き手を決めるのに、書くことだけではなく、例えば、髪をとかすな

どの行動に関するリストを用いることが多い。  

 

 

p.６  

教師は、教室に何人の左利きの児童がいると考えるべきですか。  

ある調査によると、13％が男性、11％が女性でした。  

 

左利きの人が書いたものは右利きの人よりも読みにくいのですか。  

いいえ。左利きと右利きの筆記を比較した信頼できる調査は数点ありますが、

存在するいずれの研究も、彼らの間に違いを示すものは見られません。例えば、

最近のギリシャでの調査では、７歳から 12 歳の子供 182 人を対象に、３種類

の筆記課題を比較しました。「写すこと」、「指示に従って書くこと」、そして「自

分で考え書くこと」です（Vlachod and Boneti, 2004）。私たちの予想通りに、

子供たちは成長するにつれて、より読みやすく、また速く書くようになりまし
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たが、どの作業においても、左利きと右利きでは違いはありませんでした。  

 

左利きの人は右利きの人よりも書くのが遅いのですか。  

いいえ。９歳から 16 歳の子供たちの  Handwriting のスピードの最近の調査で

は、どの年齢でも、左利きと右利きとで違いは示されませんでした（Barnett et 

al, 2007）。平均的には、女子は男子よりも書くのが速く、そして、このことは

右利き左利き者ともに見られます。  

 

子供たちは左手を使わないように指導するべきですか。  

いいえ。どちらの手を使うべきかの決定は子供に任せるべきです。利き手は脳

によって決定します。彼らに任せると、ほとんどの場合彼らが好む手を選びま

す。つまり、頭と手を働かすのに使いやすい方になります。  

多くの左利きの人は、善意であっても、大人から右手を使うことを強制される

と、それに起因する嫌な経験を話したり、また、自信を無くしたりすることが

起こりうるのです。左手を後ろ手に縛るような極端なやり方は姿を消したと願

いますが、しかしながら、未だに少数ながら、左利きの人が自然に好む手を使

用しないように教えられることがあるのです。このことは、左手の使用が食事

の際や他の活動に許されなかった文化においてはさらにあり得ることなのです。 

 

 

p.７  

左利きの人は、英語で書くには不自然な多くの動きを修得する必要がある。従

って、書くことは難しい作業となる。  

 

左利きの人がしやすいことは：  

・横へ引く線を右から左へ引くため、左から右へと動く筆記システムに違和感  

を覚える。  

・丸を書くのに時計回りに書くため、 a, d, g, o, e, c 等の丸い文字は、より難  

しく感じるかもしれない。なぜならば、それらは反時計回りでなくてはなら  

ないから。  
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・書く際に右利きの人よりも押す動きが多く、押す動きは引く動きに比べてコ  

ントロールしにくい。  

・書く際に手や鉛筆（またはペン）に隠されるため単語が見えない。  

・手で書いたものを汚してしまう。このことは、書いたばかりのところをダメ  

にするばかりか、その後インクのついた手で紙を汚してしまいがちである。  

これによって、書き手の気分が落ち込んでしまうこともある。  

 

左利きの者が書き方のコツを得ようとしている初期段階では、特に助けが必要

である。インターネット上のウェブサイトを見てみると、情報が交換されたり

議論されたりしているが（p.44.のリスト参照）、左利きの者の数と同じくらい

の数の方法があり、一人の人によいかもしれない解決策が必ずしも他の人に当

てはまらない。  

 

左利きの人は、最適な解決法を見つけるのに思いやりを持った助けを必要とす

る。   

 

 

p.８  

（※左利きの子供への具体的な指導法 (小林注 )）  

Activities that develop fine motor skill（運動技能を伸ばすための活動）  

筆記に必要な動きをうまくコントロールするのに子供たちが楽しむことができ、

また良い準備となる多くの活動がある。その数は多く、また様々であり、例え

ば、物を分類する、粘土細工をする、落書きをする、切ったりする、また食べ

物を用意すること、例えば、混ぜ合わせる、粉などを振る、パン生地をこねる  

等がある。片手で何かをつかみもう一方の手で何かを行うことは特に役立つ。  

 

Handwriting patterns（Handwriting のための連続模様）  

連続模様を描くことは、子供たちには大きな楽しみであり、筆記に使われる基

本的な動きに似た連続模様を描く練習は、文字や単語を書くために必要な形や

動きを確立するのに大変価値あるものである。  
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Tip（秘訣）  

一端子供が筆記に左手を使うことが明らかになった時、筆記のために使用す

る用具を左右常に持ち替えることをやめると、子供の筆記の上達に役立ちま

す。  

 

 

p.10 

Sitting comfortably（快適に座る）  

Ensure that the writing surface and seating are comfortable. 

（筆記のための、テーブル面と椅子が快適であることを確保しなさい。）  

 

特に、Handwriting 用のテーブル面が高すぎないことは左利きの人には重要で

ある。これは、筆記の手の自由な動きを妨げ、子供が自分の筆記を見ることを

困難にする可能性があるためである。   

 

 

p.11 

左利きの人は、肩のほとんど、腕、そして、手の動きのほとんどが体の中心線

より左側のため、左側に十分なスペースが必要である。もし、机の右側に座れ

ば、さらに容易に書くことができる。  

 

ぶつかり合う腕に注意しましょう。もし、絵を描いたり色を塗ったり、または、

書いたりする時に右利きの人が左利きの人の左側に座れば、彼らはお互いの動

きを妨げ合うかもしれない。子供は大人よりもこの問題を意識することが多く、

許可を求める必要はなく、単に場所を替え合うことが許されるかもしれない。  

 

Tip（秘訣）  

教室や勉強部屋での照明を考える際に、左利きの子供のことを覚えておいて
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ください。紙の上にあたる影はこの写真よりも邪魔になるかもしれません。  

 

 

p.12 

Individual boards with white or black surfaces 

（黒または白い表面の個人用筆記用ボード）  

これらは学校でよく使用され、グループワークにも大変役立つが、しかし、用

心してください。左利きの人は、誤って左の腕または手で書いた部分を消して

しまう可能性がある。このことを防ぐのに、ボードを 20、30 度時計方向へ回

すといいだろう。そして、筆記用具は先端よりも十分離れたところを持ち、筆

記に使う手は筆記線よりも下にとどめておく。  

 

Paper and Books 

左利きの人が書く時に、体の中心線を超えて押すという動きを少なくするため

に、紙を書き手の体の真ん中よりも左に置きなさい。このことは、さらに腕の

使用と  Handwriting の手をより自由に動かせるようにするので、書いている

ものが容易に見えるようにもなる。最初はこの体の位置は変に感じるかもしれ

ないが、それによってはるかに自由な動きを獲得できるので、それに慣れるよ

うに頑張らせる価値はある。  

 

 

p.13 

20 度から 30 度紙を傾ける。このことは、書かれた単語を見やすくし、特に筆

記の手を筆記の線よりも下にしておくと役立つ。Writing mat（下敷きのよう

なもので、線が付いており、それが透けて見える）がそれについて役立つ。  

 

１枚の紙の上に書くのではなく、本や厚紙、または複数の紙等のように、厚い

下敷きの上で書きなさい。左利きの人はよく強く押しつけるので、柔らかい表

面によって書き心地がよくなる。  
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紙が滑らないように、右手で紙を押さえなさい。  

 

 

p.14 

Lines（線が引かれた紙の使用について）  

 

Tip（秘訣）  

全ての子供に線を使って書くのではありません。彼らは、それで全体の位置を整えて

書く、または、単に線と線の間に書くかもしれません。しかしながら、文字の位置を

決め、正しい大きさで書くのに困る左利きの子供は、線の間よりも線の上に書くと役

立つとわかります。  

 

 

p.15 

The choice of a pen or pencil is a very individual one.  

（ペンや鉛筆の選択は個人で大変異なることである。）  

特にペンがそうであるが、今は大変多くの筆記用具が利用できるので、選ぶの

にまごついてしまう。左利きの子供には、最も簡単で上手く書けるのを助ける

ものが見つけられるように、様々な用具を試してみるよう奨励する価値はある。 

 

 

pp.16-17 

Holding the pen or pencil（ペンもしくは鉛筆の持ち方）  

左手を使い、左から右へと書く明らかな問題の１つは、手や筆記具が書いたも

のを見えにくくしてしまうことが起きることである。このことで、正しいスペ

ルで書くことに加え、書かれたものがきちんとまとまっていることを保つのを

困難にしている。結果として、筆記具をどのようにしたら筆記を妨げず、最も

快適な方法で持つことができるかを見つけることが必須となる。これは、面倒

なことである必要はない。左利きの人の筆記をよくする持ち方を助ける小さな

改善方法は多く存在する。 
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右から左へと読む場合、例えば、アラビア語を書く際の右利きの人の場合は、

英語を左利きで書く場合と同じ問題を抱えると想像できるだろうが、このこと

は同じではなさそうである。（アラビア系の子供がこの問題を持たないのは (小

林注 )、）おそらく、絵に似たしるしを使うことによる（※アラビア語を書くと

英語のアルファベットよりも絵文字に似ていることを言っている (小林注 )）。 

または、おそらく、ヒントは、ほとんどのアラビア系の子供たちのペンを持つ

方法にあるだろう。彼らは、手を筆記線の下に置いて書き、道具をその先端か

らかなり離して持つ。この２つの、またはそのうちの１つのコツは、多くの英

語の左利き者の助けとなるであろう。  

 

A pen or pencil should be held well away from the point (at least 2 cm)  

（ペンや鉛筆は、先端より十分（少なくとも２ cm）離れたところを持つのが  

よい。  ）  

この単純な指導は、書いている際に文字をはるかによく見えるようにし、汚す

ことは起こりにくくなるので、左利きの人の多くの問題点を解決できる。胴体

部の十分上を持つことは、しっかりとコントロールできることを要する。小さ

な書き手には、それが身につくまでは、おそらく励ましや助けが必要だが、そ

れは辛抱強く頑張るのに値することである。 

 

 

p.18 

指をペンや鉛筆の先から遠ざけるための補助具がある。指を置くべき場所を明

確に示しているペンが多くある。また、動いてしまいがちな指をある位置にと

どめておくことを促すためのグリップ（固定具）が数種類売られている。指が

先端に滑って落ちるのを防ぐ簡単なグリップ（固定具）では、輪ゴムを胴体部

の適切な場所に巻くことで簡単につくることができる。 

 

 

p.19 

ペンや鉛筆の持ち方については、様々な議論や関心がある。重要な観点として
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は、書き手は書くことができるのには、必要なコントロールと自由の両方を持

つ必要があるということである。理想としては、２本の指で持ち、３番目の指

は補助的に使う。― 三脚にする。このことによって安定し、また、柔軟性も生

まれる。 

 

この三脚は、ペンを親指と人差し指は少し曲げて道具の裏側に置き支えるよう

にして作るのがよいとよく言われる。これによって、ペンが滑ってしまう危険

もなく、幅広い動きが確保される。多くの左利きの人は、この持ち方で成功し、

また快適にも感じる。そして、これは子供が書き始める際に、左利きの子供に

教えるにはよい持ち方である。 

 

代わりに、ペンは、親指を補助にして人差し指と中指の間に持つことができる。

この方法は 1950 年代に  Callewaert というベルギーの神経科医によって研究

された。そして、Rosemary Sassoon（2003）によって代わりの持ち方として

支持された。それは、ペンを立てて持つことを可能にし、それは、ペンによっ

ては正しく機能するために必要であった。  

 

子供たちは、よく、さらに他の指を使ってペンや鉛筆を持つことがある。３番

目の指（※日本語では「４番目の指」になる（親指は finger ではないため）(小

林注 )）をペンの裏側に置く代わりに、上側か横に置く子供がいる。さらに、親

指をペンの周りに回す子もいるかもしれない。このようなペンの持ち方は、一

定ではないが更なる安定を与えるのだが、しかし、自由な動きを犠牲にしてい

る。おそらく、この方法が使用されるのは、子供がペンの持ち方を学んでいる

時、まだ tripod holds（三脚持ち）に対応できるには未成熟である（または未

成熟であった）ことによる。  

 

 

p.21 

自らの筆記を心配する左利きの人は、大変緊張する可能性がある。彼らは、筆

記をうまくコントロールしようとするあまり、ペンを強く握り、紙に強く押し
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つけることがよくある。そして、彼らは書くことは大変疲れることで、手や腕

が痛くなり得ることだと考える。子供のこの緊張を軽減できるよう助けること

は、子供にとって大変な利益となる。  

 

 

p.22 

Getting down to writing（書き始める）  

 

Where to start?（どこから始めるか？）  

既に述べたように、左利きの人は右から左に書くのが自然な動きである。従っ

て、左利きの人が、ページの左から書くのに自然で、そして、快適に感じるに

は時間が必要かもしれない。紙の左側に色のついた線や印をつけたりすること

で、書き始める側へ注意を向けさせることができる。信号機の緑「進んでよい」

を左に、また、赤「とまれ」の色を右側に使用することで、左から右へと書く

という意識を高めることができる。 

 

文字を、同じペン（鉛筆）の動きをするものをグループにして学ぶ。（※例えば、

long， ladder， letters（長い梯子の形の文字）であれば、 l，I，u， t， j，y で

ある。これらは、上から下に向かっての動きになる。 (小林注 )）  

このような学び方によって、子供が文字を正しい形で書く正しい方法を覚える

のを容易にし、特に、左利きによく見られる  b と  d や、p と  q の混乱を避

けるのを助ける。  

 

 

p.23 

Letters needing special attention （特に注意を要する文字）  

左利きの人は、自然に時計回りに円を描くので、円を含む文字、a，d，g，q，

o， c，e を反時計回りに書けるようにするためには、特別な助けが必要とされ

る。 
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p.25 

大文字の場合は、小文字と違い、他の文字とつなげないので、問題は少ない。 

 

Joining up （連結体）  

つなげて書くことは、文字と文字の間でペンを持ち上げ再び置く必要がないた

め、独立したブロック体よりも速く書ける（p.30 参照）。 

 

Tip（秘訣）  

子供たちは、それぞれの文字の形を自信を持って書けるようになれば、すぐ

に文字をつなげて書くよう励ますのがいいです。  

 

文字の連結は全て左から右への動きであり、従って、左利きの子供には右利き

の子よりもペンのコントロールが難しいため、左利きの子供は助けと励ましが

必要である。 

 

 

p.26 

Horizontal joins  

（平行の連結（※筆記線に平行に線を引いて連結する (小林注 )））  

 

‘Over and back’ joins（「上向きと戻し」の連結）  

前述したように、ここでは、多くの左利きの者にとっては不自然に思える、反

時計回りの動きを使う。それゆえ、子供たちは次に示すように、a， c，d，g，

o，q， s の文字を連結するには余分な練習が必要となる。（※例えば、他の文

字から a に連結するには上に向けての diagonal join だが、次に a を書くため

には反時計回りになることを意味する。 (小林注 )）  

 

 

p.27 

The seven ‘Ss ’ of good handwriting 
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（きれいな  Handwriting の７つのＳ（きれいな  Handwriting の基準））  

 

Shape （形）  

全ての文字は読みやすいか。  

 

Sitting (文字の座り)  

全ての文字は筆記線の上にあるか。 

 

 

p.28 

Slope （文字の傾き）  

同一方向に傾いているか。  

 

多くの  Handwriting の手本のスタイルは、向かう方向に傾いているが、それ

は、右利きの人には自然な動きである。多くの左利きの人にはこの傾きは受け

入れられる。しかしながら、左利き者の中には、直立的な筆記の方が簡単な人

もいるが、これは全く構わない。左利きの人にはより自然な、進む方向とは反

対側に傾いた筆記には偏見も見られるようである。  

 

おそらく、左利きの人には自然な、逆傾きの筆記  ―  すなわち、筆記は使用す

る手とペンの位置によること  ―  が自然であるということと、それは、極端で

ない限りは完全に受け入れられることを認めるべき時である。  

 

 

p.29 

Size （文字の大きさ）  

文字は正しい大きさで書かれているか。  

 

筆記全体は適切な大きさか。  

 



178 

 

p.30 

Spacing （間隔のとり方）  

それぞれの文字は隣の文字と同じ間隔で書かれているか。  

 

単語と単語の間の間隔は一定か。  

 

右利きの子供には、スペースを確保するために、単語と単語の間に人差し指を

置くように伝えるが、これは、左利きの子供にやらせようとすると、指が邪魔

してできない。従って、その配慮が必要である  

 

Sequence or string （一貫性または連結）  

筆記は一貫して連結しているか。  

 

Speed （速さ）  

多くの左利き者は、速く書くことは難しいと感じるが、学校では、速く書くこ

とを求められる状況が大変多くある。例えば、毎日の授業での作業、宿題の指

示を書き取ったり、試験の問題を書き取ったりすることである。これら全ての

状況で、もし他の生徒のように速く書くことができないと不利益を被る。  

 

 

p.32 

A few common problems （いくつかの一般的な問題）  

 

Letter reversals（文字の逆転）  

多くの左利き者は、文字を逆に書くこと（mirror writing＝鏡筆記）を容易に

思う。最も有名な例はレオナルドダヴィンチで、彼はノートにこのスタイルで

書いた。  

 

同様に、左利き者の中には、他の文字と鏡（逆）のイメージを持ったものを書

くことは特に難しいと思う人がいる。特に、b と  d、そして、p と  q である。
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ただし、これは、およそ６歳までの全ての子供に共通することでもある。次の

助言が役立つかもしれない。  

 

・それらの文字を同種ごとに教える。例えば、c，a，d，g，q，o である。  

・類似した筆運びをする複数の単語を繰り返し、パターンを作る。  

・begining（開始）の最初の文字である  b を紙の左上に、紙の端近くに紙の  

端に平行になるように書く。そして、d を紙の右下に、紙の端近くに、やは  

り紙の端に平行になるように書く。  

 

 

p.33 

通常の書き順に従わないことで生じる困難もある  

（※ここでは  d を例に挙げて、縦の棒から書き始める子供がいることを指摘

している。 (小林注 )） 

書き手がペンまたは鉛筆を強く押し当てすぎることで生じる問題もある。  

 

 

p.36 

Other sources of help （他にできる援助）  

 

In the family （家庭において）  

左利きのいる家庭では親戚に左利きの人がよくいるので、その場合経験を聞く

ことができ、それが役立つ。  

 

In school （学校において）  

左利きの人が右手を使うように強制された時は終了したように思える。しかし

ながら、学校では自ら選んだ手を使用することを許されても、それ以上の助け

を与えられないケースが普通である。  

 

学校の方針の中に左利きの子供のための条項を盛り込むことが重要で、特に、
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Handwriting に関する方針が重要である。そして、全ての教師やアシスタント

が困っている、左利きの子供を手伝う際の役立つ方策を知っていることが重要

である。 

 

左利きの子供が入学した時からの記録を残しておき、発達とともにどのように

変化したかを観察することが大変役立ち、それによって、特に遅れている生徒

が明らかになった時は行動を起こすことが可能である。 

 

学級担任とともに、両親の  Handwriting への関心がまずは喚起されるべきで、

それによって、担任は SENCO（特別教育支援コーディネ―ター）に必ず相談す

るようにする。  

 

A Southpaw Club （サウスポークラブ）  

学校の左利きの子供のためのクラブは、左利きの子供にプラスの意味で、彼ら

は特別であるという感覚を与えることができ、そのクラブの内容の１つとして、

Handwriting における経験をお互いに話し合う機会を提供する。 

 

 

p.38 

Children with special needs （特別に何かを必要とする子供）  

 

左利き者は、取り除くのが難しい困難を抱えている場合は少なく、通常この本

に書かれている助言で彼らが持つ小さな困難を減らすには十分である。しかし

ながら、左利きであることがさらに大きな問題点の一部になっているような場

合は、子供の問題を解決するのに、様々な専門家が関わることになるかもしれ

ない。専門家と教師の間の意思疎通が常にできることが大切で、また、教師は

特別なケアの必要な子供に思いやりを持つことが重要である。広くとらえると、

子供たちと彼らの抱える問題を４つのグループに分けることができる。 

 

・身体的障害を持って生まれた子供たち  
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・体の一部を失うことで筆記に使うための手を変える必要のある子供たち  

・脳性まひによって使用できる手が利き手ではない子供たち  

・学習困難を抱えた子供たち（dyslexia, Developmental Coordination Disorder  

(DCD) 等）  

 

 

p.41 

In summary （要約すれば）  

 

この小冊子の中に示した提案が、左利きの人たちの筆記を支援、手助けする両

親や教師の助けとなることを願っている。重要なポイントは参照しやすいよう

に表になっている。  

 

A left-hander should：（左利きの人は：）  

 

・左利きの人は、左利きの人の隣、または右利きの人の左に座ってください。  

・左利きの人は、左側に十分スペースをとってください。  

・左利きの人は、体が支えられ、筆記面が高すぎないように座ってください。  

・左利きの人は、ライティングペーパーを体の中央の左側に置き、時計回りに  

回転させてください。  

・左利きの人は、紙が正しい位置になるよう押さえ、身体を支えるのに役立ち  

ますが、書く方の手の邪魔にならないように右手を置くべきです。  

・左利きの人は、紙の上を滑らかに移動し、手になじみやすく、滑りにくい  

ペンや鉛筆を選ぶべきです。  

・左利きの人は、ペンを、ペンの先端から十分離れたところを持ってください。  

・左利きの人は速乾性インクを使ってください。  

・左利きの人は、書く手を書写線の下に置いておくことが望ましいです。  

・左利きの人は、紙とペンにできるだけ力をかけないでください。  

・必要に応じて、集中し、短時間の練習を頻繁に行い、多くの誉め言葉をかけ  

てあげましょう！  
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（３）Lauren Milson(2008)：Your Left-handed Child  Making things easy for  

left-handers in a right-handed world 

※『左利きの子  右手社会で暮らしやすくするために』  

（ローレン・ミルソム著  笹山裕子訳  東京書籍  2009） 

 

pp.40-43 

２  就学前の発達  書くようになるまでの技能
ス キ ル

 

 現在、多くのメーカーがトリグリップ（三角）鉛筆というものを作っていま

す。トリグリップ鉛筆は断面が通常の六角形や円ではなく三角形になっていて、

左利きの人にはとても使いやすいものです。この鉛筆を使うと、左利きにとっ

ては理想の「３点支持」、つまり親指と人差し指、それに中指で鉛筆を支えコン

トロールするという持ち方がやりやすくなります。 〔中略〕この持ち方が身に

つくと、文字を書くようになった時にとても助かります。左利きの人たちは、

鉛筆を紙の上で押さなくてはなりません。他の持ち方をすると、書いた文字の

上に手がついて、こすれてしまいます。  

 

 左利きの子どもを見ていると、円を反時計回りに描いたり、水平の線を右か

ら左に描いたりすることに気づくことがあるでしょう。左手を、体の右から左

へ進ませるこの動きは、絵筆や鉛筆に余分な力がかからずなめらかです。〔中略〕

このような方向性のある筆づかいは、のちに筆記体の練習を楽にしてくれるで

しょう。けれども、子どもが記号や文字のようなものを書くようになったら、

本来、字は左から右へと進んでいくものだということを教えねばなりません。

左利きの人にとっては不自然な向きですが、時間をかけて慣れていかねばなら

ないものだからです。  

 左利きの人が、右から書き始めて左へ書き進んでいくというのは、よくある

ことです。書かれた文字は完璧な鏡文字となって、本人にはちゃんと読めたり

します。書く前に、紙の左上に小さなシールを貼るか星のマークを書くかして

おくと、ここから書き始めるという目印になります。  
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p.49 

２  就学前の発達  就学前の子どもへの配慮  

 子どもが左利きらしいが、はっきりしない時には、保育園や幼稚園の先生方

に、辛抱強く、励ましたり、支援して欲しいとお願いしておきましょう。  

 

絵と文字  

 左利きの子どもには、文字を書く時は、ページの左上から書き始めることを

教えておきましょう。  

 

鉛筆とクレヨン  

 三角形の太いクレヨンや鉛筆は、理想的な３点支持の習得を促します。  

 

どちらの手？  

 利き手がはっきりしないのは、よくあることです。特に左利きの場合、利き

手が定着するには時間がかかります。あまり早いうちから利き手を決めるよう

にプレッシャーをかけてはいけません。  

 

 

pp.54-55 

３  毎日の生活で役立つこと  文字を書くこと  

 

左利きの子どもに共通する問題  

引くのではなく押す  

 左から右に向かって文字を書く時、右利きの人はペンや鉛筆を紙の上で引き

ますが、左利きの人は押さなくてはなりません。すると、ペンや鉛筆の先が紙

の上でスムーズに動かず、刺さりやすくなるので、滑らかに文字を書くために

必要な、流れるようなリズムのある動きができなくなります。  

 

ぎこちない持ち方  

 左利きの人は、筆記用具をコントロールしようとして、たくさんの指を使お
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うとする傾向があります。ペンを強く握ったり、紙に押しつけすぎたりするた

め、正しい形を書くことが難しく、読みにくい字になりがちです。  

 

無理な姿勢  

 左手で書くのに適した紙の置き方や筆記用具の持ち方をていねいに教わって

いない子どもは、自分なりのやり方で書くようになります。ぎこちない、無理

の或る姿勢を取ることもあり、手首や背中、首などが痛くなりがちです。  

 

インクの流れ  

（前略）ふつうのペン先は紙の上をすべらせるように作られており、右手で引

っぱるように書くとインクが流れるようになっています。左利きの人がそのペ

ン先を紙の上で押すと、ペン先は引っかかり、インクの出は不均一になります。  

 

汚れ  

 左利きの子どもがインクペンを使うと、書いた文字の上を手が通り、こすっ

てしまいます。そこで手をどんどんあげて書くようになり、やがて手を巻き込

むような持ち方になります。左利きの人によく見られる、特徴的な持ち方です。

このようにして持つと、鉛筆は右利きの人が持った時と同じ角度に傾き、ペン

の動きが滑らかになりますが、体の方がねじれてしまいます。  

 

アドバイス  

〇鉛筆は、紙を突き刺したり破いたりしないよう、軟らかめのものを選びまし  

ょう。〔中略〕左利き用の万年筆は、紙に引っかからないよう、ペン先に角度  

がつけてあり、インクが滑らかに出るようになっています。  

〇鉛筆は、先から少なくとも２センチ上を持つよう指導します。それより先を  

持つと、書いている文字が指で隠れてしまいます。  

〇紙はやや斜めに置き、よい姿勢で書けるようにしましょう。  

〇心地よく、効率のよい持ち方を教えます。  

〇ノートのページの左上に星印をつけたりシールを貼ったりして、左から右に  

書くことを意識させましょう。（文字を書き始めたばかりの左利きの子どもが、 
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左右逆に（＝鏡文字を）書くのは、よくあることです。）  

〇左利きの文字の書き方を教えましょう。左利き用の練習帳を使って、正しい  

持ち方や紙の置き方、文字の形の書き方を身につけるようにします。  

〇学校でほかの子どもと机を並べて座っている子どもの場合は、先生に相談し、 

左利きの子ども同士で座るか、右利きの子どもの左隣に座るようにしてもら  

いましょう（ひじ同士がぶつからないように）。  

 

 

pp.56-57 

３  毎日の生活で役立つこと  書字―よい持ち方・かまえ方  

 

３点支持の持ち方  

 左利きの人に最適なのは、３本の指を使い「３点支持」の持ち方にすること

です。鉛筆を親指と人差し指で軽く持ち、曲げた中指の上に軽くのせます。手

は文字の下にくるようにします。人差し指で鉛筆やペンを導くようにして、文

字を書いていき、ほかの指はそれを支えます。  

手首と方には力を入れず、腕は紙の上をすべ  

らせるようにして、手首をまっすぐにして手  

の形をくずさないようにします。正しい持ち  

方を促してくれるグリップや、三角形の太い  

鉛筆やペンを使うと書きやすくなります。  

 

持ち方の要点  

○鉛筆の軸は、親指と人差し指の間のＶ字に  

なったところに乗せ、左肩の方向に傾けま  

す。立てたり、右側に傾けたりしないよう  

にします。  

○３枚の紙の間にカーボン紙を挟んで、文字  

を書きます。下の紙に文字が写らないよう  

に、軽く書くことができるか、挑戦してみ  

 

理想的な持ち方     ↑  

鉛筆を親指と人差し指で持ち、中

指に乗せます。手は力を抜いて、

文字の下に位置します。  
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ましょう。  

○腕と手を正しい位置に保ち、書き進むうち  

に腕と手がずれ上がって手を巻き込むよう  

になるのを防ぐには、紙の上で手の形を崩  

さずに左から右へ手をすべらせる練習が有  

効です。紙の上にある鉛筆の削りかすをは  

らっているつもりで、体をややうしろにそ  

らし、紙に軽く線を書くようにすると上手  

にできます。  

 

 字を書く場合、十分にスペースをとり、こ  

のページの写真や図のような構え方ができる  

ようにします。このように紙を傾けて置くと、  

文字を書きながら鉛筆やペンを体のほうに向  

けて引いてくるようになります。このほうが  

押して書くよりもスムーズな動きになり、自  

分が書いている文字もよく見えます。紙を傾  

けることで、書き始めの位置が体から遠くな  

るため、手は書いている文字の後を追うこと  

もなくなり、文字の下の正しい位置にきます。手首がまっすぐであれば、手が

文字の上や後を追うこともなく、文字をこすってしまうこともありません。右

手は広げ、文字から離れたところで紙を押さえます。  

 

 

pp.58-59 

３  毎日の生活で役立つこと  筆記用具  

 

三角鉛筆、三角ペン  

 左利き専用というわけではありませんが、軸が三角形になったペンや鉛筆、

クレヨンなどは、小さな子どもの字や絵の上達に役立ちます。軸が三角形にな

姿勢と手の位置、筆記具の持ち方、

紙の位置がこのようになれば、完璧

です。      ↓  

 

紙の位置        ↑  

紙を時計回り方向に傾けると、手が

文字の下にきます。  
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っていると、  

自然に正しく  

持つようにな  

り、疲れにく  

くコントロー  

ルしやすくな  

ります。  

 

万年筆  

〔前略〕左利  

き用のペンは  

ペン先の切り  

方が逆になっ  

ていたり、ペ  

ンの先端に回  

るボールがつ  

いたりしていて、押して書いてもスムーズに  

進むようになっています。ペン先のデザイン  

も逆になっており、ペン先の右側ではなく左  

側を紙にあてるとインクの流れがよくなります。  

 

こすれないフェルトペン  

〔前略〕軸の形は、手を巻き込むような持ち方をしても、しっかり持てるよう

になっています（このぎこちない持ち方がよいとは言えませんが、変えること

があまりにも難しいなら、こすれの問題だけでも解決すれば、悩みをひとつ減

らすことができます）。  

 

オフセットされたペン先  

 ペン先の軸の向きがペン軸とは異なる角度のついたペンで、左利きの人でも

指先が視野をふさぐことがなく、書いているものをきちんと見ることができま

オフセットされたペン先は、書い

ているものを見えやすくします。  

↓  

 

  ↑  

人間工学的に設計されたペンは、

左利きの人の持ち方にしっくりな

じみます。  

三角の軸は、３本の指を使った  

握りをやりやすくします。  

    ↓  
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す。〔中略〕  無理な力を入れずに持つことができ、手が文字から離れているの

でこすれる心配もありません。〔中略〕  このちょっと変わったデザインはとて

も使い勝手がよく、文字を書く時に左利きの人が抱える悩みを軽減してくれま

す。  

 

マット  

〔前略〕このマットには紙の位置からペンの持ち方、腕の角度まで、左利きの

人が楽に効果的に書くにはどうしたらよいかが載っています。ペンの持ち方、

位置、文字の形などが、子どもにも分かりやすい文章で説明してあります。裏

面には、たいてい右利きの人向けに同様の内容がプリントされています。  

 

 

pp.78-79 

４  左利きの子どもの学校生活  教室でのサポート  

 

左利きの児童生徒への支援  

〔前略〕英国の「左利き協会」が最近行った調査では、学校に通ったことがあ

る 25 歳未満の左利きの人のほとんど（ 99 パーセント）が、文字を書くのに難

しさを感じたと答えているのに、先生から左手で上手に書く方法をきちんと教

わった人は 10 パーセントに過ぎません。  

 

左利き協会による調査の結果  

文字を書く  

〔前略〕さらに気がかりなのは、左手で文字を書くのに最適な姿勢や紙の置き

方について習ったことがない人が 85 パーセントにのぼったことです。このよ

うな指導が、基本的かつ、とても大切であることは、悪い姿勢で書いているた

めに背中が痛くなったり手が疲れたりするという児童生徒が 76 パーセントも

いることからも分かります。  

 文字のこすれは、左利きの人の多くが抱える悩みで、88 パーセントが経験し

ていますが、こすれないように手の位置を変えるようにアドバイスを受けたこ
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とのある人はわずか７パーセントです。  

〔中略〕  

教え方の平等性  

 左利きの人の大部分が、やりにくい課題があると感じているのに、左利きの

ために特別に作業の仕方を教えている教科はほとんどありません。特に難しい

という指摘が多かったのは、書き取り、技術、被服、体育、調理技術、情報技

術、音楽でした。  

 

 

p.86 

４  左利きの子どもの学校生活  学校の用具・用品の使い方  

 

教室での座席の配置  

〔前略〕いちばん配慮が必要なのは、２人がけの机に児童生徒を座らせる時に、

右利きの子どもを左利きの子どもの左隣に座らせないことです。書く時に互い

にひじがぶつかってしまうからです。左利きの子どもは机に向かって斜めに座

るようになり、悪い姿勢、ぎこちない書き方、そしてやがては左利きによく見

られる、手を巻き込むような鉛筆の持ち方を身につけてしまいます。先生は、

この問題を次の３つの簡単な方法のいずれかで解決できます。  

□ふたりの児童生徒の席を入れ替える。  

□左利きの児童生徒同士を並ばせる。  

□長机の場合は、左利きの児童生徒を左端に座らせる。  

〔中略〕正しい姿勢で書く時、左利きの人にとっては右側に黒板があると見づ

らく、板書をノートに写し取る場合には特に重荷になります。できることなら、

左利きの児童生徒は教室の右半分に座らせると（黒板が前の壁の中央にある場

合）、書く姿勢を変えることなく黒板を見ることができます。  

 また、左利きの児童生徒の体や手が光をさえぎり、右利きの児童生徒の手元

が暗くならないような配慮も必要です。  
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pp.90-91 

４  左利きの子どもの学校生活  手書き  

 文字を書く時、左利きの人は、右利きの人  

たちとはまったく違うシンプルで基本的なテ  

クニックを身につける必要があります。それ  

ゆえ、左利きの子どもは、右利きのクラスメ  

イトに教わったテクニックを鵜呑みにしたり、  

「自分なりに解決」したりするのではなく、  

左利き特有の文字の書き方をきちんと学ぶこ  

とが大切です。  

 

 

 

 

pp.92-93 

４  左利きの子どもの学校生活  基本的な文字の形  

 

学校のポリシー  

 ほとんどの学校では、ひとつの書き方を採用し、すべての児童生徒にそれを

守らせます。それは学校のポリシーと言えますが、学校には左利きの児童生徒

を支援するポリシーもあるべきです。左利きに出来ないことや不便なことを画

一的に強要することは、生まれもった人となりを認めないことであり、教育本

来の理念にも反するはずです。左利きの子どもたちが、快適によりきれいな字

を書けるようになるために、書き方にもこのような例外が認められるべきでし

ょう。  

 

文字を形づくる  

 文字を形づくる時、いくつかの文字では、左利き向けの少し違った書き方が

あります（次のページ（※p.93.の「右利きとは異なる、左利きの書き順」を指

す (小林注 )）参照）。主な違いは水平な線の書き方です。左利きの人は、この線

 

人間工学的に左利き用に成形されたペン  

を使った、完璧な持ち方        →  
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を右から左に書きます。線を押しながら書くより、引きながら書くほうが、抵

抗が少ないからです。  

 この傾向は、万年筆を使うようになるとさらに顕著になります。ペンを押す

とインクの流れが悪くなり、ペン先が引っかかるからです。アルファベットの

「O」の字も、反時計回りに書くことがあります。  

 子どもが文字（特に筆記体の文字）を覚える時に、この左利き独自の書き方

を一緒に教えておくとよいでしょう。これを覚えておけば、子どもが万年筆を

使うようになった時にも書きやすく、役に立ちます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lauren Milson(2008) :Your Left -handed Child  『左利きの子  

  Ma kin g  t h in gs  ea sy  f o r  le f t -    右手社会で暮らしやすくするために』  

ha nde rs  in  a  r ight - ha nd ed  wor ld .  （ローレン・ミルソム著  笹山裕子訳   

London,  UK : hamlyn.93p.     東京書籍  2009） p.93.  

（※唯一本ページのみ、原著と邦訳書とで提示している図版が異なる。(小林注 )） 
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字の間隔を覚える  

 字を覚えたての子どもは、単語と単語の間は、つねに指の幅くらいあけるよ

うにと教わります。右利きの子どもなら、単語を書いてから左手の人差し指を

置くことができますが、左利きではそうもいきません。単語を書いてから右手

の人差し指を置くと、次の文字を書くのに邪魔になるからです。ですから、指

を置く代わりに「O」の文字があると思って、その分の間隔をあけて次の文字

を書くようにします。  

 

 

pp.94-95 

４  左利きの子どもの学校生活  文字を書く時によく見られる問題  

 文字を上手に楽に書こうとする時に、多くの子どもがひとつやふたつ、難し

さを感じています。中でも左利きの子どもによく見られる問題は、そもそも左

から右という「不自然な」方向に書かなくてはならないことが原因になってい

ます。  

 

「手を巻き込むような」かまえ方  

 95 ページの右上のイラスト（※p.95.「腕の  

位置とペンの持ち方」参照 (小林注 )）のように、  

ペンを体の前の方から手前に向かって持ち、  

書き終えた文字の上にその手がくる書き方は、  

右利きの人がペンを持つ時と同じような角度に  

保とうとするために起こります。このような  

書き方をすると腕と体がねじれてぎこちない  

姿勢になり、書きづらく時間もかかります。  

手と紙の正しい配置（56～57 および 90～91 

ページ参照）を身につけるのは時間がかかり  

ますが、その価値はあります。また、子ども  

が使う机と椅子が、適切な高さであることも確認してください。机が低いと方

が上がり、背中が曲がったり、前かがみになって「手を巻き込むような」体勢
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になってしまいます。傾斜のついたもの書き台を使うと、それを防ぐことがで

きます。  

 

鏡文字  

 文字や数字を裏返しに書くのは、小さな子どもがよくすることです。特に左

利きの子どもが文字を書き始めたばかりの時期には、鉛筆を自分の体のほうに

引くように、自然に紙の右から左に向かって書こうとします。そうすると、左

手が視界をさえぎらず、自分が書いた文字をよく見ることができるからです。

鏡文字を書く人は、完璧に裏返った文字を書くことが多く、文字通り鏡に映す

とはっきり読むことができます（左利きだったレオナルド・ダ・ヴィンチやル

イス・キャロルが、完璧な鏡文字を書いたことはよく知られています）。  

 子どもが鏡文字を書いても、決して叱ったりせず、やさしく訂正しましょう。

これはごく普通のことですし、読み書きの方向に慣れてくればたいてい直って

しまいます。新しいページの左上に、色のついたシールを貼ったり星印を描い

たりして、書き始めの位置をはっきりさせておけば、子どもにもすぐ分かるで

しょう。  

 ６歳を過ぎても鏡文字を書き続けるようなら、別の障害がひそんでいる可能

性がありますので、担任の先生に相談してみましょう。  
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（４）Julie Bennett(2015)：HANDWRITING Pocketbook 

                 A pocketful of tips, tools and techniques for teaching,  

improving and troubleshooting handwriting 

 

p.101 

左利きの子供が抱える様々な問題点とその解決方法  

 

Difficulty（問題点）  Solution（解決法）  

角には狭いスペース：右利きの子供と

肘どうしがぶつかり合う。  

同じ利き手の生徒と一緒に座らせる。 

ペン部分の手が鍵の形になる。生徒は

手と腕を筆記線の上に常に置く。  

 

効果的なペンの持ち方、紙の位置、机

に 座 る位 置に な るよ うに 調節 す る

（p.28, pp.30-35.参照）。ペンの持ち

方にもよるが、様々な基本的な紙の位

置を試しなさい。  

遅く、ぎこちない  Handwriting、また

は、詰まった筆記スタイルで、全ての

指を使ってペンを強く紙に押しつけ

る。  

腕を筆記線の下に持っていく。紙を体

の中心線より左に置き傾ける。３本の

指で握る。大きめの文字を、紙の左か

ら右へと軽く速く書けるようリズミ

カルに書く練習をする。  

書き手がペンを紙の上を押していくた

めに紙を汚してしまう。  

効 果 的 な ペ ン の 持 ち 方 に 変 え る

（pp.33-35.参照）。  

左から右ではなく、右から左へと書い

ていく。  

紙の上部に矢印で印をして、書き始め

の場所と書いていく方向を示す。  

文字が左右逆転する（ pp.103-104.）。

そして、Mirror Writing（鏡文字）が

よく起こる。  

基本的には、もし６歳を過ぎても続く

の な ら 、 dyslexia （ 読 書 障 害 ）、

dyspraxia（統合運動障害）、 または、

目に異常がないか確かめる。  
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（５）（１）から（４）に鑑みるイギリスでの左利き者の書字教育  

 本論考で考察対象とした４冊の文献には、共通して、利き手は脳機能と密接

な関係にあるとの根拠に基づき、「左利きの子どもに右手で文字を書かせるよう

な指導をしてはならない」との基本姿勢が存在する。 

 しかし、学校生活を含む社会一般での日常生活は、圧倒的に右利きの人たち

が過ごしやすい形態にできている。よって、左利き者たちの不便さが少しでも

回避できるようにするための工夫が必要となる。文字を書くこと及びその教育

に関わる事柄は、その最たるものの一つと考えられる。  

書字学習の場面では、右利きか左利きかに関係なく、児童それぞれに個人差

があり、より時間をかけた指導を要する児童も在籍する。このような場合には、

利き手がどちらであるかに関わらず、個別指導が必須となる。その上に、左利

きの児童の書字場面には、右利きの児童に比べて書きにくい要素が多分に伴う

可能性が高いため、学習指導者にはより正確な理解と適切な配慮が求められる。

考察対象の文献から、現代のイギリスでは、左利きの児童生徒の  Handwriting 

の教育に際して、学習指導者に何を希求しているかを読みとることができる。

そして、それらは、日本の書写教育に重ね合わせて運用応用できる内容である。

日本における左利き者への書字教育について検討するにあたっての重要な視点

として、当該文献の要点をまとめる。  

 

 学習指導者に求められるのは、まず、左利き者の書字において起こりやすい

課題や問題点をできるだけ具体的に理解把握することである。その上で、左利

き者にとって文字が書きやすくなるための方策、例えば、机や椅子の的確な高

さ、机や椅子に対して書字者が座る位置、書きやすい筆記具の種類、書き手の

体と用紙を置く位置との関係、書きやすくするための用紙の傾け角度、右手（＝

文字を書かない手．用紙を押さえる手）の位置、右利きの人との座席の位置関

係、教室内において左利き者が座るのに適切な場所、照明に関わる配慮等々、

たとえ些細な事柄であっても、左利き者にとって、よりわかりやすく具体的に

提示することである。実際に左利き者の書字に関わる課題に対峙して、その多

様性を認めながら、具体的な示唆をなるべくわかりやすく提唱している点にお

いて、イギリスでの当該文献に学ぶ内容は多い。書字教育を遂行するにあたり、
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左利きの書字者が鏡文字を書くメカニズムに触れる文言が提起されるだけでも、

現実の問題として鏡文字を書いている児童やその保護者には何かしらの安心感

を与えることができると推察される。  

 

当該文献における、イギリスでの「左利きの子どもに右手で書字させる指導

は行わない」との考えの根底には、「“利き手”との観点に立脚すると、右手と

左手は平等の関係にある」との確たる見解が存している。そのためもあるのか、

各文献で示している  Handwriting の学習及びその指導の要点には、右利き者

にも左利き者にも共通する事柄が多数含まれている。  

その上で、具体的な筆記具の持ち方（「３点支持」の持ち方）や、左利きの書

き手にとって、自身が書字する直中に書いている文字（＝筆記具の先端）が見

えるようにするための、筆記具を把持する際に適切な先端からの高さ、また、

望ましい筆圧や握圧のかけ方、さらには、横書きの場合、右から左に書くのが

自然な動きとなる左利きの人が、左から右に無理なく快適に書字するために出

来得る工夫や、時計回りへの円運動が為しやすい左利きの人が、円を含む文字

を反時計回りに書けるようにするための方策、鏡文字への対処法等々、概念的

抽象的ではなく、具体的でわかりやすいポイントを何点も提示している。書式

や文字体系の違いはあれども、日本においても、同様な視点から理解しやすい

示唆を与えるべき必要性や必然性が感受できる。  

 また、これらの文献では、左利き者が横画を書く際に「押す」動作となると

ころを「引く」動作に変容させるための方策を詳細に考案している。これは、

「第２章」で考察した箱崎氏の先行研究と全く同一の考えによるものである。  

 

なお、先述の「３点支持」の持ち方は、日本における硬筆筆記具の望ましい

持ち方の定義とほぼ重なるものである。参考までに、先行研究での定義を次の

枠内に再掲する。当該文献に掲載された筆記具の望ましい持ち方を示した図版

から、⑤はイギリスと日本での全く同一の要件であることがわかる。しかし、

親指と人差し指との股の間に筆記具の軸を落とし、人差し指が反り返り気味に

なる点は、人差し指（＝点画を書く際に用具を正しく推進するために働く指）

の伸縮運動が困難となるため、日本での望ましい持ち方の要件にはそぐわない。 
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イギリスにおける左利きの児童生徒の  Handwriting の教育には、日本の書

写教育に還元できる要点が多い一方で、当該の文献に提唱されている内容には

若干の課題も含まれている。その一つは、「第１章」で検討した「逆手」での書

字に関してである。これら当該の文献では、いわゆる「逆手」は、左利き者が

筆記具を把持する際に、右利き者が筆記具を把持する場合と同じ角度に保とう

とすることに起因するものとしており、脳機能との関係性は考慮されていない。

「逆手」にまつわる諸課題に対して、目の前の視覚的な現象のみによって対処

するのは拙速とも考えられる。しかしながら、その背後に如何なる要因がある

としても、逆手による書字に伴って、腕と体がねじれたぎこちない姿勢になる

のは自明であり、この持ち方に付随する課題に対しての指導の在り方は熟慮す

る必要がある。 

 当該の文献にお けるもう一 つの 課題は、 Lauren Milson (2008). Your 

Left-handed Child  Making things easy for left -handers in a right -handed world. 

《右利き者における硬筆筆記具の望ましい持ち方（日本の場合）》 

①筆記具に接する指の位置：親指＝第一関節より先の中央部  

  示指１＝第一関節より先の中央部  

             示指２＝第３関節から第２関節の間  

   中指  

②机に接する指と形状：   中指／薬指／小指をそろえた状態で軽くまるめ、  

小指が机に接する。  

③指が接する筆記具の位置：示指１＝筆記具の先端部（鉛筆の場合、削り際の  

やや上）  

             親指＝示指より先端部から離れた位置  

④角度：         前方から見て 20 度程度、側方から見て 60 度程度。 

⑤筆記具を把持した際、親指・示指・中指の三指と筆記具の軸との接触点を  

結んだ形が正三角形になる。  

 

押木秀樹・近藤聖子・橋本愛「望ましい筆記具の持ち方とその合理性および検証方法について  

（『書写書道教育研究  第 17 号』 2003. p.14.）  

小林比出代「新しい筆記用具が指向する方向性の分析」  

（『書写書道教育研究  第 18 号』 2004. p.24.）  
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London, UK：hamlyn. 及びローレン・ミルソム著 笹山裕子訳『左利きの子 

右手社会で暮らしやすくするために』（東京書籍  2009）にて提唱されている、

左利き特有の筆順に関して、どのように考え対応するかである。「左利き者に特

有な、左利き者にとって書きやすい筆順を認めるべき」との考え方は、これま

でに再三述べてきた、「左利き者が横画を左から右に書く動作」＝「横画を押し

ながら書く動作」に伴って生じる書きにくさを回避するために、「横画を引きな

がら書く動作」＝「横画を右から左に書く動作」に変える（替える）方が書字

する際の抵抗が少なくなり書きやすいとの見識に則っている。  

この提言に関して、現代日本における書写教育の在り方をふまえた見解は、

平成 29 年告示の新学習指導要領の姿勢とも関わってくると推察される。平成

29 年に告示され、令和２年に全国の小学校で、令和３年に同じく中学校で完全

実施される新しい学習指導要領の国語科書写では、字形と運動のバランスを考

慮した改訂がなされた。今回の学習指導要領に至るまでに、平成 10 年版（前

版）の学習指導要領では、字形やその整え方に関する事項を前面に出した、基

礎基本の徹底を図っており、続く平成 20 年版（現行版）の学習指導要領では、

動き、すなわち書字過程に注視着目した。今回の学習指導要領は、その両者が

それぞれに呈した、字形と運動（＝運筆．文字を書く過程）とのバランスがと

れた学習を求める、現行版のブラッシュアップが図られた改訂になっている。

学習指導要領から読み解く、時勢に求められているものと、変わりなく維持し

続けるべきものの双方に鑑みつつ、左利き者の書字と筆順とにまつわる課題に

関しては更なる検討を要する。  

 

 

 

 

 



199 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ５ 章  

日本の学習指導要領に相当する 

教育指針が存在する 

アルファベット圏の国（イギリスを除く）に 

おける例 

―書字マイノリティへのまなざし― 
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 本章では、日本の学習指導要領に相当する教育指針が存在し、その中で、左

利き者の書字教育に言及しているイギリス以外のアルファベット圏の国として、

オーストラリア、及びフランスにおける在り方について、教育制度と教育方法

の観点から把握する。 

 

１．オーストラリア  ―南オーストラリア州を一例として―  

 オーストラリアの  Handwriting の教育は、日本の場合と同様に国語教育の

一領域として位置づけられている。管見によると、オーストラリアにおける日

本語教育の盛行に対し、日本においてオーストラリアの  Handwriting の教育

に関して論じた文献は見受けられない。本章では、筆者がこれまでに書字教育

について試みた先行研究（アメリカと日本、イギリスと日本との比較研究）で

の研究対象と同じ英語圏にあり、かつ日本語教育に関心の高いオーストラリア

における  Handwriting の教育に関して、左利き者の書字教育の観点から考察

を試みる。  

 

（１）オーストラリアの教育制度  

 オーストラリアでは、６つの州（ニューサウスウェールズ州 (NSW)・ビクト

リア州 (VIC)・タスマニア州 (TAS)・南オーストラリア州 (SA)・クイーンズラン

ド州 (QLD)・西オーストラリア州 (WA)）と２つの連邦政府直轄区（ノーサンテ

リトリー地区（北部準州）(NT)・キャンベラ特別自治区（首都直轄区）(ACT)）

においてそれぞれの教育省が教育行政を担当しているため、各州や区の教育制

度は異なり多様である。しかし、多文化・多民族主義に基づいて教育を大切に

する点は国家の方針として共通しており、外国語教育や多文化教育の促進は、

教育に関する国家共通の目標の一つに掲げられている。特に、英語以外の言語

教育は重視され、アジア言語の学習を学校教育の一環として実施する指針が出

されている。日本語の教育も初等中等教育段階で盛んに行われており、また、

日本語の学習者は急増している現実がある。  

 オーストラリアでの各州・区による教育制度や内容に関する違いの一例を

【参考】に記載する。なお、ナショナルカリキュラムには、全ての州や区の教

育の在り方を一つに規制する統制力がない。  
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 オーストラリアにおいて各州により教育制度等が異なる点は、アメリカにお

いて州各々により教育の指針が作成されている点と類似するが、アメリカでは、

全米共通の基準  CCSS に  Handwriting に関する言及がないのに対し、オー

ストラリアでは、州ごとの指針とはいえ、Handwriting の教育及び左利き者へ

の  Handwriting の教育に関する言及が詳細に行われている点で両者は異なる。 

本章では、南オーストラリア州の場合を例にとり、当該州においてナショナ

ルカリキュラムの役割を担う『SACSA（ the South Australian Curriculum, 

Standards and Accountability）』から、現在の南オーストラリア州における  

Handwriting の教育の在り方を教育政策及び具体的な教育内容・方法の側面か

ら考察することによって、オーストラリアにおける左利き者への  Handwriting 

の教育の一端を明らかにする。  

 

 

【参考】オーストラリアの教育段階（３～ 16 歳に関して／後期中等教育以降は省略）  

 年齢   学年  SA NSW  V IC  TA S  QLD  WA  NT  A C T 

 15-16 中
等
段
階 

10  

③  

中等教育  

「 Senior Years」  

③  ③  ③  

③  ③  ③  

③  

就 
学 

義 

務 

14-15 9 

「Middle Years」  

13-14 8 

12-13   7 

②  

初等教育  

②  ②  

②  

11-12 

初 

等 

段 

階 

6  

②  ②  ②  ②  

10-11 5 

「Primary Years」  9-10 4 

8-9 3 

7-8 2 「Early Years」  

※準備学年  

=「Reception」  

6-7 1 

5-6 

就
学
前 

段
階 

K 

 

 

①  ①   4-5  ①  

就学前教育  

「Early Years」  ①  ①  ①  ①  ①  

3-4 
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※◦ The State of South Australia, Department of Education and  

Children ’s Services, R-10 English, Teaching Resource, 2004. 

◦  The State of South Australia, Department of Education and  

Children ’s Services, South Australian Curriculum, Standards and  

Accountability Framework: the required elements , 2005 

   ◦ 石附実・笹森健編『オーストラリア・ニュージーランドの教育』  

（東信堂  2001）                  を参考に小林作成  

 

（２）『SACSA』にみる南オーストラリア州での左利き者の書字教育  

①『Handwriting in the South Australian Curriculum  ２ nd Edition』 1 

における左利き者への書字指導  

『SACSA』のホームページには、Handwriting の教育を支援するため南オ

ーストラリア州の教育省が 2006 年に編集発行した『Handwriting in the South 

Australian Curriculum ２ nd Edit ion』と保護者へのパンフレットが、2007 年、

南オーストラリア州の全学校に配布された旨が記されている。  

『Handwriting in the South Australian Curriculum ２ nd Edit ion』の巻頭

言冒頭には、本書が 1983 年南オーストラリア州の教育省によって編集発行さ

れ、2013 年現在も南オーストラリア州の  Handwriting の教育におけるテキス

トとして使われ続けている『Handwriting：South Australian Modern Cursive』

に代わるものであることが述べられている。本項では、『Handwriting in the 

South Australian Curriculum ２ nd Edit ion』における左利き者への書字指導の

詳細について分析考察する。なお、以降本章の和訳は筆者 (小林 )による。  

 

 まず、Handwriting の学習の基本理念 2として挙げられているのは次の３点

 
1  Government of  South Austral ia, Department  of Education and Children’s  Services,  

Handwrit ing in the South Austral ian Curriculum 2nd edit ion , 2007.  
2  Ibid.,  p.3,  p.7 .  

南オーストラリア州の  Primary School の場合  

Reception：5～6 歳（4 歳でも月の数え方によって入学可）  

Y1：6～7 歳  Y2：7～8 歳 Y3：8～9 歳  Y4：9～10 歳 Y5：10～11 歳   

Y6：11～12 歳  Y7：12～13 歳 
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である。  

  「○書き手が  Handwriting によって自由に表現やコミュニケーションが  

    図れるようになることを通して、Writing の過程を習得できる。  

○Handwriting は個々人の発達段階及び適切な指導と模範に基づく身  

 体的な技能である。 

○Handwriting は芸術及び個々人の表現の一つの形として評価される。」 

ここで、芸術や表現との観点が盛り込まれていることに着目したい。オース

トラリアでは、Handwriting をコミュニケーションの一つの手段としている点

において、アメリカ〔詳細は「第６章」参照〕やイギリス、もしくは日本とも

共通するが、一方で、これらの国々には見られない芸術性や表現性に立った観

点が提示されている。これは、後述の「評価項目」にも深く関わっている。  

 なお、上記の理念に関しては以下の注意点が喚起されている。  

「○学習方法は本書に提示する指導方針に規定される。 

○学習者は、情報や考えを記録できる、読みやすくて流暢な   

Handwriting を奨励されるべきである。 

○Writing の模範が学習者に提供されるべきである。字形や書式を練習  

し、Writing の目的を見極めるために、様々な教材やメディアを経験  

する機会が提供されなければならない。  

○Writing 活動との相互作用や  Writing 活動と共有できる体験を奨励 

 する。 

○Handwriting は技能の学習であり、習慣化した身体的活動に基づくも  

 のとする。 

その指導は学習者の発達段階に適切なものでなくてはいけない。  

○指導者自身が字形や書式の美しさについて認識し、かつ書き手の技能  

 や努力を認めた際、学習者の Writing は評価される。」 

これらの事項を実践するにあたっては、Handwriting の技能を育成する機会が

学習者に最大限与えられるよう、Handwriting の指導を学校全体で取り組んで

いくことが重要であるとし、本書では、Handwriting の技能の育成を  Early 

Years から  Middle Years で行うとしている。  
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 続いて、本書の pp.８ -16 には、「学習の発達段階」と称した章が設けられ、

Handwriting の指導内容と要点が教育段階に応じて明示されている 3。その具

体的な内容を次の表にまとめる。  

 

教育段階  特   徴  指導内容・指導のポイント  

Early Years 

(誕生―５歳 )  

１．Writing の始まり  

◦線描  

◦左から右への落書  

きのようなもの  

 

 

２．最初に現れる   

Writing 

◦言葉を表すための  

記号（線描と文字の  

双方）の使用を模索  

３．新しく起こった   

Writing 

◦文字間隔をとりな  

がら文字のようなも  

のを創造  

４．初期の  Writing 

◦単語のスペルを創  

造  

◦大文字と小文字の  

認識  

◦単語間のスペース  

の統一  

○創造的な描画は  Handwriting の発達に極めて重  

要である。  

○手と目の相互作用、バランス、空間認知、全体と  

して優れた自動的無意識的な技能が育成されるよ  

うに支援する。  

○幼児用の質の高い教材を必要とする。  

 
3  Ibid.,  pp.8 -16.  
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◦単語や文章を書く  

楽しみ  

５．過渡期の  Writing 

６．拡大した  Writing 

の最初の４段階ま  

でが適用  

Primary 

Years 

(Reception  

 ―第２学年 )  

○読みやすい  Hand-  

writing を目的と  

して、フォームや自  

分の名前に使われ  

ている文字や数字  

を認識する。  

○書くことの学習は  

心身ともに難しい  

活動である。身体的  

にウォーミングア  

ップできる活動や、 

話し言葉と書き言  

葉を結びつける言  

語体験により児童  

を支援する。  

○指や肩のウォーミ  

ングアップを充実  

させる。  

○Handwriting の基  

礎的な学習事項を  

習熟して各自の言  

語体験に生かす。  

○正しい文字、数字の形、姿勢、用紙の置き方、姿  

勢と鉛筆の持ち方に関する特別な学習を含むプロ  

グラムが指導の明確な焦点となる。  

○学習者の実態や発達段階に応じて以下の側面に  

焦点をあてる。  

◦読みやすい  Writing 

◦描画と  Writing を区別する能力  

◦Writing は考えや発言を表現できるということへ  

の理解  

◦望ましい筋力相互の発達  

◦利き手の選択  

◦手書きもしくは印刷物の要素  ―間隔・余白、単語、 

文字、方向―  に関する用語や概念への認識  

◦字形  

  ―始点と終点、方向、書き順  

  ―傾斜、大きさ、形、全体のバランス（均整）、  

文字の配置と間隔  

 ―文字の接続（ hook と  kick（両者とも文字の  

終筆部に現れる画．kick は文字の基部から、  

hook は文字の上部から現れる．））  

  ―行頭、行の中程、行尾での統一された大きさ  

◦数字の形  

◦望ましい鉛筆の持ち方  
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◦用紙の置き方・手腕の位置・姿勢（左利きと右利き  

双方に関して）  

◦字形に関する視覚的記憶  

◦発達段階に応じた  Handwriting の基礎に基づく  

書字動作  

◦小文字と大文字を識別し、字形を正確に形成する  

能力  

Primary 

Years 

(第３学年  

 ―第５学年 )  

○Handwriting の学  

習は当該学年 (＝第  

３～５学年 )を通し  

て重要であり続け  

る。  

○学習者は基礎力を  

固め学習を統合す  

る。また、print か  

ら  cursive writing  

へ移行する必要が  

ある。  

○読みやすさと流暢  

さの観点において、 

一度基本的な文字  

の形と書き順が習  

得できれば、その後  

は最初に学習した  

ことの延長上で文  

字を提示すること  

ができるようにな  

る。  

○用語と、書かれた教材と印刷された教材とを関連  

させる概念  ―間隔・余白、単語、文字、文字と  

方向の関係―  を理解する。  

○ 26 の小文字と大文字を認識し、正しく書ける。  

○英語の中に規則正しく恒常的に現れる文字のパタ  

ーンを自然のうちに習得する。  

○メッセージや書式、Writing の目的に焦点をあて  

た十分な読みやすさと流暢さを育成する。  

○読みやすい  Writing の目的をより理解できるよ  

うに育成する。  

○文字を続け書きできるようになるのは以下の時期  

である。  

◦望ましいペンの持ち方で、単語を書く際 26 の小文  

字を正しい字形で書ける。  

◦傾斜、大きさ、間隔・余白、文字の配列に関して  

一貫した書き方を提示できる。  

◦文字を連続させようと努める兆候を見せる。  

◦一般的な文字の書き方に関する理解を発展させて  

いる。  

○文字を続け書きするのに不適切な技能を育成する  

ことを避けるため、続け書きに関する指導は学習  

者が上記の特性を示したらすぐに始めるべきであ  
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る。これらは通常第３学年の初めに現れる。  

kicks と  hooks は続け書きの前兆であり、通常  

は第２学年の最後に導入される。  

○多くの教師は、先述の文字の終筆部に現れる画  

（kicks と  hooks）を文字の連続に関する学習時  

と同時に紹介する。  

Middle Years 

(第６学年  

 ―第９学年 )  

○標準的なフォーム  

を一度しっかりと  

育成したら、  

Middle Years では  

それぞれ固有の   

Handwriting を奨  

励した方がいい。  

○基本的なスタイル  

が確立し、Writing  

の用途に適応させ  

ている。  

○この時点で読みや  

すい署名の育成に  

注意を促す。  

○読みやすく、流暢で、安定感があり、美的に好ま  

れる個々人の書きぶりを発展させる。  

○適度な範囲で模範的なフォームから効果的に逸脱  

する。  

○必要に応じて様々な目的のための装飾や代替の  

フォームを用いる。  

○異なった筆記具の使用、外見やスタイル、書く速  

さが書字に与える影響について試みる。  

○電話のメッセージ・インタビュー・放送・短い講  

演の記録を的確な速さで書けるよう練習する。  

○スピード  ループの練習を促す。  

 ここで注目すべきは、文字体系による差異（例  大文字小文字の学習）や学

習用具の違い、Cursive writing の学習は小学校／行書の学習は中学校との相

違は別として、南オーストラリア州での発達段階に応じた指導内容が日本の場

合と近似していることである。中でも、日本の行書学習での筆脈に関する指導

の在り方と、南オーストラリア州の  Cursive writing の学習での  Hook と  

Kick に関する指導の在り方が類似していること、また、学年が進むに従って

指導内容が実用的日常的な場面のものへと広がっていくことからは、文字を書

くことの教育に関する共通性を見てとれる。さらには、利き手に関して、文字

を書くことにおける右利きと左利きの平等性に立脚し、それぞれの詳細につい

て説明しているところに着目したい。  
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教育段階に応じた指導内容に続いては、Handwriting の学習プログラムが詳

細に提示されている。さらには、実際に  Handwriting の学習プログラムを作

成するにあたり、３つの項目が提示されている 4。その３つめ「技能とスタイル

の決定」において、「Handwriting の技能は、用具の持ち方、用紙の置き方や

姿勢、及び実際の  Handwriting の動きと関連している。」「Handwriting のプ

ログラムを成功させるのに影響を与える最も重要な事柄の一つは、学習者が基

礎的な技能をどのように教えられ、その育成がどのように奨励されたかである。」

として、Handwriting の基本的な技能における望ましい在り方を提示している。

以下各項目の要点のみ列記する。  

 

鉛筆の持ち方の  

提示方法  

三角形の持ち方が望ましい。  

Handwriting の  

動きの  

明確な教授法  

○Handwriting の動きは指と手と腕の動きと連動している。  

○鉛筆を持つ時、指は先端から３㎝上の部分を持つ。左利きは書いていると  

ころが見えるように、もっと上の方で鉛筆を持つ。  

○用紙の置き方も重要である。  

○空中、ホワイトボード、黒板、大きな用紙を用いての指と手、腕の動きは、 

Handwriting の課題に臨む前に学習者がリラックスもしくはウォーミン  

グアップするのに有効である。  

文字の形成  

○続け書きは流暢さと速さを容易に促進する点において重要である。  

○楕円形の文字は全て反時計回りで２時の位置から書き始める。  

大きさ  

○字形は均整がとれていなくてはならない。文字においては heads と   

bodies と  tails の調和がとれていなくてはならない。文字はそれぞれの  

幅と高さの相関性が保持される必要がある。文字の  heads と  bodies と   

tails が３分割した時揃って見える。  

○大きな文字の字形は指―頭―腕の連携に左右され、小さな文字の字形には  

ペンの持ち方が影響する。  

傾斜  ○各人の書きぶりの中で一貫した傾斜角度でなければならない。  

 
4  Ibid.,  pp.20-25.  
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○５度から 15 度の傾斜角度が望ましい。  

文字間隔  

○文字間隔が一貫していると読みやすさ及び  Handwriting の外観が向上  

する。  

配置・配列  ○単語の配置に一貫性があると文字相互の関連性が規則正しく見える。  

Cursive style 

○読みやすさと一貫した  cursive のスタイルを育成するために、各文字の  

正しい書き順を学習すべきである。  

○ cursive の構造について指導されている際は以下の２点に考慮する。  

◦文字の終筆部に特別な注意を払う。  

◦文字間隔により注意を払う。  

連続（続け書き）  

○文字の連続に関しては以下の具体的な規則がある。  

◦大文字から小文字への連続はない。  

◦各字形の始点や動きの方向は連続の動作の延長上にある。  

◦連続は単語の中の文字と文字との間で起こる、自然に流れるような動きの  

結果である。  

◦連続が上手く行われないことは文字にゆがみを起こす原因となる。  

◦連続した書き方での動きをシミュレーションするのにより適切であること  

から、少字数の文字をグループとした  

練習は、単独の文字の練習より行われるべきである。  

◦次の文字へ連続する場合は、その文字の終点から次の文字の始点へ直接連  

続させる。  

◦文字の終筆部は連続して書くことにとって重要である。  

◦g, j,  x, y,  z は他の文字に連続しない。  

◦次の文字へと続く連続線の終筆部は  o の出口以上に高くならない。  

◦例えば glasses のように、 s は連続しない。  

◦ f もしくは  z は連続しない。  

○学習者が連続の学習を始めたら、以下の練習が必要となる。  

◦連続自身の学習の前に、 a, d,  h,  i, k, l,  m, n,  t,  u の終画に関しての習熟。 

◦o, r, v,  w の  hook に関する育成。  

◦他の文字への直接連続。  
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◦２つの文字の連続方法、もしくは直接連続する短い単語の書き方。  

◦単語を最後まで書いてから  i の点や  t  の横画を書くこと。  

○Handwriting の指導は正しいスペルの育成を援助する。  

ペン  リフト  

○筆圧が０になること、筆圧を抜くことを意味する。  

○完全に紙からペンが持ち上げられ、連続した線がとぎれること。  

○自然な休息は手をリラックスさせ、読みにくさを回避する助けとなる。  

書く速さ  

○単語が相当な速さで書かれた場合、不適切な  Handwriting の技能が展開  

されたり、文字構造や連続の方法が望ましくない形で行われたりするため  

に、その読みやすさは低下する。  

○各人のスタイルが維持できる速さで、かつ、会議でのメモをとるといった  

状況を設定して、速さに関する練習をする。  

 書字動作に関する項目の中で、左利き者の鉛筆の持ち方について特記してい

るところに注目したい。  

 

 学習プログラムに関する最後には、評価の観点がまとめられている 5。評価項

目の柱としては 

   ○読みやすさ［ legibility］  

○美しさ（見た目のよさ）［aesthetic appeal］  

○速さと流暢さ［ speed and fluency］  

の３点が挙げられている。１点目と３点目は、アメリカでの  Handwriting の

教育の目標「読みやすさ［ legibility］」と「速さ［ speed］」〔詳細は「第６章」

参照〕、イギリスでの Handwriting の教育の目標「読みやすさ［ legible・clear］」

と「連続している［ joined］」、及び日本の書写教育の目標との共通性を有する。

しかし、アメリカやイギリス、もしくは現在の日本では、「正整美［ neatness・

consistent・regularity］」や「正確さ［ correctly・accurately］」を「読みやす

さ」や「速さ」と同等に重視するところ、南オーストラリア州の場合、前者３

国には盛り込まれていない見た目の美しさといった観点が打ち出されている点

は注目に値する。67 先述の「基本理念」を踏襲するものと捉えることができる。  

 
5  Ibid.,  pp.30-31.  
6  小林比出代「教育目標から見た英・米国の  Handwrit ing  の教育と日本の書写教育」『書写書  

道教育研究  第 12 号』 1998  
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 南オーストラリア州での、上記３つの評価の観点に関してなされている解説

の要点を以下にまとめる。 

 

評価項目  観  点  の  詳  細  

読みやすさ  

〈技能と態度・行動〉  

○Writing の準備  

 ◦正しい鉛筆の持ち方   ◦適切な姿勢   ◦正しい用紙の置き方  

○正しく一貫した構造の文字  

 ◦始点   ◦線上の配置   ◦Writing の方向   ◦間隔・余白     

◦形    ◦大きさ     ◦傾斜  

○速さと書きやすさ（年長の学習者向き）  

〈文字構造の質〉  

○始点   ○動きの方向   ○適切な連続を伴う文字の完成  

〈 Handwriting の一貫性〉  

○間隔・余白  

 ◦単語間は等間隔か、開きすぎか、詰め過ぎか。  

 ◦文字の間隔は一貫しており、また適切か。  

○形  

 ◦類似した字形や文字のグループは一貫した形状か。  

―  特に文字の  bodies において  

○大きさ  

 ◦文字  ―  特に文字の bodies は一貫した大きさか。  

○傾斜  

 ◦Writing の傾斜は均一か。  

 ◦文字は直立、もしくは 10 度から 20 度右に傾いているか。  

美しさ（見た目のよさ）  

○Handwriting の美しさ（見た目のよさ）は読みやすさによって  

決定される。  

○指導者は以下の点を考慮する。  

 
7  ただし、イギリスの場合は、 Key Stage３（ 11～ 14 歳）になって初めて「作品として読者を引  

きつける［ attractively］」との目標が掲げられている。  
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◦容易に速く読めるか。   ◦見た目が魅力的で心地よいか。  

○指導者は文字構造と質を観察する。  

◦head（＝ ascender： b, d, f,  h 等の小文字で  a,c 等より上に高  

く出る部分）と tail（＝ descender： p, q,  j,  y 等の小文字で基線  

より下に伸びる部分）のバランスは一貫しているか。  

◦適切な筆圧で書いているか。  

◦字形、連続、ループに過度の回転はないか。  

○プレゼンテーションと書式も  Writing の魅力の要因となる。指  

 導者は以下のようなコンベンションを利用する。  

◦余白の使い方   ◦見出し   ◦日付   ◦ページのレイアウト  

速さと流暢さ  

必要な技能を習得し、自然な  Handwriting のスタイルを開発して

いる流暢な書き手は、本格的な文章の中で自分の  Handwriting の

速さに関して評価ができる。  

 

②『R-10 English Teaching Resource』
8
における  

左利き者への書字指導  

 『R-10 English Teaching Resource』は、『SACSA』での  Handwriting の

教育に関する内容を具体的かつ実践的にまとめたものである。本書が刊行され

る前、2003 年に『R-7 English Teaching Resource』が発表されているが、

本書はその改訂版であり、2013 年現在は『R-10 English Teaching Resource』

に基づいて  Handwriting の教育が展開されるよう通達されている。両者とも

に、南オーストラリア州の全学校間においてカリキュラムの統一性一貫性が図

られることを目的として編集された。  

 本書によると、 English は  ① Listening and speaking  ② Reading and 

viewing ③ Writing の３つのモードから構成されており、 Handwriting は  

Writing の中に設定されている。Reception から  Year 5 までの各学年におけ

る  Handwriting の教育目標は以下の通りである。  

 

 
8  The State o f South Austral ia, Department of  Education and Children’s  Services, R-10  

English, Teaching Resource ,  2004.  
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学  年  目        標   

Reception 

○正しい鉛筆の持ち方を試みる。   ○利き手を確立する。  

○正しい文字構造を練習する。    ○左から右へ書く。  

9  

Year 1 
○調和がとれた一貫性のある文字や数字の構造を提示する。  

○単語や文字の間に空間をつくる。    ○罫線の上に書く。  

Year 2 

○小文字と大文字の正しい文字構造を使う。  

○数字の正しい構造を使う。  

○罫線に対して文字を正しく配置する。  

○kick（例  t ）を使い始める。  

○文字の大きさや形、及び単語間の空間での一貫した調和がとれて  

 おり、整然として読みやすく書ける。※R-7 には設定されておらず。  

Year 3 

○正確かつ適切にアルファベットと数字を形成する。  

○小文字と大文字を一貫性のある調和した大きさと形で使う。  

○連続した書き方を始める。  

○リラックスした姿勢で指の動きを保ち、Cursive script を書くと  

 きは腕を滑らせる。  

10  
Year 4 

○一貫した形、大きさ、傾斜具合、文字構造を使って書く。  

○writing の時に文字を連続させる。  

○正しい鉛筆の持ち方で正しい姿勢を保つ。  

Year 5 

○現在の書き方を保ち、一貫性、流暢さ、読みやすさを向上させる。 

○速さが字面に与える効果影響を様々な文房具によって試す。  

○記録を速く記す練習をする。  

（例：電話のメッセージ  インタビューの記録）  

 先に述べた『Handwriting in the South Australian Curriculum ２ nd Edit ion』

での評価項目をふまえると、本書でより具体的な目標が掲げられていることが

わかる。これらの目標は、先にまとめた『Handwriting in the South Australian 

Curriculum ２ nd Edit ion』での内容と重なる。また、Reception での教育目標

に利き手に関する事項が設けられている点を注視したい。  

 
9  Ibid.,  p.29 .  
1 0  Ibid.,  p.49 .  
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③『Handwriting South Australian Modern Cursive R-7 Language Arts』 

   
11
における左利き者への書字指導  

続いて、『Handwriting in the South Australian Curriculum ２ nd Edit ion』

（2006）の原点となる学習テキストで、2014 年現在も教育現場において確た

る支持を得て根強く活用される『 Handwriting  South Australian Modern 

Cursive R-7 Language Arts』（1983）で取り上げている、Handwriting の教育

にまつわる諸問題への考え方や具体的な施策から、左利き者への書字指導につ

いて分析検討する。  

以下、『Handwriting South Australian Modern Cursive R-7 Language Arts』

から、左利き者への書字指導に示唆を与えると捉えられる内容（訳は筆者 (小林 )

による）を抽出する。なお、各グループに冠した見出しは、考察の便宜上、筆

者が付したものであり、特に着目したい内容には本文中に下線を記す。また、

各文末［  ］内のページ数は当該書でのページ数を示す。  

 

【左利き者の筆記具の持ち方】 

○左利き者は自分が書いている文字が見えるように、筆記具の先端部よりさら  

に上を持つ。  ［p.14］  

○左利き者は筆記具の先端から３㎝以上離れたところを持たなければいけない。 

そうすることによって、書き手は、手首をかぎ状に曲げたりつったりしなく  

ても、自分が書いているところ（※今書いているペン先と用紙の接点）を見  

ることができる。  ［p.14］  

 

【左利き者の書字及びその指導】 

○右利き者にとって、右方向へのわずかな傾斜は、 cursive の技能が良好に育  

成されている結果（成果）である。  

左利き者にとって、左方向へのわずかな傾斜は、指と手と腕の動きをリラッ  

クスして行っている児童の自然な結果（成果）である。傾斜は個々人（各単  

語）で一貫している必要がある。しかし、垂直から左もしくは右へ５°から  

 
1 1  Education Department o f South Austral ia, Handwrit ing South Austral ian Modern  

Cursive R-7  Language  Arts,  1984.  
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15°の変動（変化）は個々人（各単語）の中で許容される。  ［p.28］  

○〔質問〕左利き者のためにどのように援助したらよいか？  

→左利き者が流暢でリラックスした  Handwriting を育成しよう（伸ばそう） 

とするならば、特別な注意が必要である。  

◦お互いの肘をぶつけないように、右利き者の左側に座る。  

◦通常よりも低い机を使う。  

◦筆記具は先端部から少なくとも３㎝以上離して持つように教える。  

◦用紙は真っ直ぐな位置から少し時計回りの位置に回して、体の正中の左側に  

置く。  

◦左利き者を支援するのに適切な技能を用いている左利きの教師や親をお願  

いする。  

 

◦角度が傾斜しすぎたり、傾斜角度に一貫性がなかったりするのでなければ、 

左利き者は自然な左傾斜のままで、その傾斜を変える必要はない。（＝傾斜  

方向に関して、右利き者に倣う必要はない。）  

◦手と腕が照明を遮らないように座る。理想的には、背後から右肩越しに採光  

する。  ［p.37］  

 

 以上、『Handwriting South Australian Modern Cursive R-7 Language Arts』

での左利き者の  Handwriting の教育の在り方について考察してみると、筆記

具の持ち方・望ましい書きぶり・実際の指導方法それぞれに関して、より具体

的な指南が提唱されていることがわかる。先述の『Handwriting in the South 

Australian Curriculum ２ nd Edit ion』において、Handwriting の基本的な技

能での望ましい在り方を提示する中で、望ましい鉛筆の持ち方（親指・示指・

中指と軸との接点が三角形になる持ち方）や、右利き者の場合と左利き者の場

合それぞれでの鉛筆を持つ位置（先端部からの長さ）を明示していたが、本書

にはさらに詳しく、望ましい筆記具の持ち方の観点として、左利き者の筆記具

の持ち方が説明されている。  

ただし、本書と日本の場合とでは、例えば筆記具と用紙の角度が異なること

と同様に、本書で提言する左利き者の筆記具の持ち方や用紙の置き方がそのま
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ま日本の場合に当てはまるかは改めての検討を要する。また、右手書字ではア

ルファベットが右傾斜になるところ、左手書字では文章全体の傾斜角度に一貫

性があれば自然な左傾斜も良しとする在り方が、右手書字で右上がりとなる日

本の文字の場合に適応されるかについても軽率には判断ができない。しかし、

筆記具の持ち方、用紙の置き方、左利き者にとって自然な文字の傾斜角度等に

関する既述の視点を手掛かりとして、日本の場合での検証は試みられるべきで

あろう。また、その他の詳細な記述について、例えば、左利きの児童が書字活

動に関わる学習を行う際の教室内での座席の位置、机の高さ、採光の方法、左

手で望ましい書字活動を行っている成人からの援助等に関しては、日本の場合

にも転用応用できる点が含まれている。まずはこれらの具体的な内容を日本の

書写用教科書や教師用指導書に提示できるか検証するのは意味あることだと考

える。ちなみに、本書では、先述の通り、Handwriting の学習指導に関する学

校での実践方針に含むべき要件として「左利きの児童のための指針」を挙げて

いる。また、「体の位置」と題して望ましい姿勢や筆記具の持ち方、用紙の置き

方を提示したイラストの説明には、筆記具を持っている手腕を「書く方の腕」、

筆記具を持たずに用紙を押さえている手腕を「書かない方の腕」と記し、「右手」

「左手」との語は用いていない。なお、筆記具の持ち方及び用紙の置き方に関

しては、右利き者と左利き者双方の図をペアの形で提示している 12。これは、

「序章  １．（３）」に既述の通り、アメリカやイギリスでの場合にも共通する

ことである。 

 

 

 

 

 

 
1 2  Ibid.,  pp.14-15.  
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２．フランス  

これまでに筆者が比較研究を試みてきた研究対象は、全て英語圏である。管

見によると、日本と他国との比較書字教育研究において、その研究対象を漢字

圏及び英語圏以外にした先行研究は寡少であるのが現状といえる。  

 一方、フランスは、日本やイギリスより早く、既に 18 世紀末には公教育制

度が発足した国である。また、フランスにおいても、日本やイギリスと同じよ

うに、全国的な教育課程の基準として、国の定める学習指導要領が存在する。

それでは、現在フランスでは、学習指導要領に基づいてどのように書字教育が

行われているのか。  

 本項では、主として第２次世界大戦後におけるフランスの教育制度の変遷や

学習指導要領の内容を概観しながら、現代フランスにおける書字教育のねらい

と具体的な教材の在り方について、特に左利き者の書字教育に着目して考察を

試みる。  

なお、英語の「Writing, and also Handwriting」に相当する仏語は「L’ écriture」

であり、さらに手で書くことをより明確に表す場合は「L’ écriture à la main」

になる。（「à la main」は「by hand」の意味を持ち、すなわち「手で書くこと」

との意味になる。） また、文字を学習する前に子どもたちが曲線などを書くこ

と（いわゆる線遊び的な学習）は「Le graphisme」と言うが、時に「Handwriting」

の意味で使われることもある。以上の点をふまえて、本論考では、フランスで

の｢手で文字を書くことに関する教育｣に日本語の「書字教育」の語を充てて表

記することとする。  

 

本項では、フランスの教育制度、学習指導要領、教科書の特徴（「（１）」～「（４）」）

について、以下の文献に基づいて概説する。  

◦  セレスタン・フレネ著   石川慶子  若狭蔵之助訳『フランスの現代学校 シ  

リーズ・世界の教育改革７』（明治図書  1979）  

◦  手塚武彦編著『各年史／フランス  戦後教育の展開  一九六〇年版  ―   

一九九一年版まで』（エムティ出版  1991）  

◦  柴田義松編『世界の学校はどう変わろうとしているか：アメリカ・ソ連・  

ドイツ・イギリス・フランスの教育事情』（日本標準  現代教育問題シリー  
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ズ 32 1991）  

◦  中西一弘「フランスの教科書の特色  －四つの観点からみたフランスの国語  

教科書  －（量と形式が決定する教育観の相違）」（『現代教育科学』486（４ ) 

（1997）pp.86-88.）  

◦  フランス教育行政担当者協会著  小野田正利訳『フランスの教育制度と教育  

行政』（大阪大学人間科学部  2000）  

◦  三好美織・角島誠「目的・目標からの新教育課程への提言：フランスから  

の示唆」（『年会論文集』26（2002）pp.37-38.）  

◦  下條美智彦『ヨーロッパの教育現場から  －イギリス・フランス・ドイツの  

義務教育事情』（春風社  2003）  

◦  浅野清編『成熟社会の教育・家族・雇用システム  －日仏比較の視点から』 

（ＮＴＴ出版  東洋大学先端政策科学研究センター研究叢書２  2005）  

◦  諸外国の教科書に関する調査研究委員会編『フランスの教科書制度』（教科  

書研究センター  2007）  

◦  文部科学省編『フランスの教育基本法  －「2005 年学校基本計画法」と「教  

育法典」－』（国立印刷局  2007）  

◦  フランス教育学会編『フランス教育の伝統と革新』（大学教育出版  2009） 

◦  大津尚志「フランスの教育制度と教育費（特集  日本の教育・世界の教育）」  

（『学校運営』53（10)（2012）pp.24-27.）  

◦  上岡学「ドイツならびにフランスの教育制度と教育実践に関する研究  －幼  

稚園・小学校・中学校・高等学校を対象として－」（『武蔵野大学教職研究  

センター紀要』（２ )（2013）pp.13-26.）  

◦  中島さおり『哲学する子どもたち  －バカロレアの国フランスの教育事情』 

（河出書房新社  2016）  

◦  フランス教育学会編『現代フランスの教育改革』（明石書店  2018）  

 

（１）フランスの教育制度の概観と特徴  

フランスで教育行政にあたる行政機関は「国民教育省」であり、国民の教育

に関する公役務のほとんど全てに関して責任を負っている。また、「学校は教育

の時間を独占しない」というのがフランスの伝統的な教育思想である。教育は
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学校という場を主体に展開されるものの、それは親、教会、地域社会、さらに

はコミューヌがその時間を共有することによって成り立つとする。さらに、フ

ランスの教科構成は日本のように固定的なものではない。  

以降、本章では教育に関する法律名が多出するが、フランスには、特に重要

な法律について、制定時の所管大臣の名前による通称を用いる慣例があること

を附記しておく。  

 

【公教育３原則】  

フランスの公教育は、1881 年から 1882 年の「フェリー法」より、「義務性、

無償性、中立性―非宗教性（ライシテ）」が三大原則とされている。義務性につ

いては、フランスの場合、日本のような就学義務型ではなく、その場を問わず

教育を受けること自体を義務づける教育義務型である。教育は、フランスに住

んでいる満６歳から満 16 歳の全ての男女にとって義務であり、小学校第１学

年（６歳）からリセの第１学年（16 歳）までの 10 年間が義務教育の期間にあ

たる。つまり、義務教育は、小学校の５年間、コレージュ（中学校）の４年間

に、リセ（高等学校）もしくは職業学校の最初の１年までといった変則課程に

よって編成されている。次に、無償性については、1946 年憲法前文で「全ての

段階での無償かつ非宗教的な公教育の組織化は、国の責務である」と規定し、

義務教育の期間に行われる公教育も無償であると定めている。無償は公教育の

原則の一つであり、３歳での保育学校、小学校から高等教育まで公教育は無償

である。フランスも高等学校は義務教育ではない〔※詳細後述〕が、授業料は

公立であれば無料である。また、小学校及びコレージュでは教科書も無償で提

供される。さらに中立性については、「非宗教性（ライシテ）」が共和国の憲法

原則に掲げられており、厳格な政教分離を成している。非宗教性の原則のため、

フランスの公立校では宗教教育をしない。公教育で実施される教育は中立であ

り、宗教的事項に関する中立性、思想的及び政治的な中立性は、教員及び生徒

の義務である。逆に宗教を学校から排除したフランスでは、全ての高校生が「哲

学」を学ぶ。 

 

【義務教育】 
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フランスの教育制度は、保育学校 (３～４年 )―小学校 (５年 )―コレージュ (４

年 )―リセ (３年 ) の単位型をとる。３歳以上の就学率はフランス全土でほぼ

100％に上り、保育学校は小学校と合わせ初等教育の一部とされる。現在、義

務教育は６歳からであるが、1989 年の「ジョスパン法」によって３歳以上の全

ての幼児に無償の就学前教育が保障された。  

ただし、2019 年秋からは、保育学校を明確に学校と位置づけ、義務教育を３

歳からに引き下げる。  

フランスの義務教育制度の特徴は、以下の３点にまとめることができる。  

①親権者に教育選択の自由を保障する一方、教育を受ける場所を特定しない。  

②フランスも、日本と同様、教育に関する知的・技術的水準は国の基準で示し  

ているが、そこに到達する教育方法は、教育現場の自由に任されている。こ  

れは日本と異なる点であり、その一端は、例えば教科書の使用に現れている。  

フランスでは、教科書を使うかどうかは現場の教師の自由に任されている。  

フランスの学校では、同一学年でも教師が違うと教科書や教材も異なり、指  

導法も異なることが多い。 

③教育課程マスター主義が徹底している。  

なお、フランスの学年の数え方は、日本と逆に、大きな数字から順に小さな

数字へと上がる。小学校の１年生は「第 11 学年」であり、11→10→９→８→

７学年までが小学校、ついでコレージュの最初が「第６学年」である。  

2005 年「フィヨン法」の『付属報告書』には、「義務教育は、児童生徒に対

し、就学を成功裏に達成し、教育を継続し、〔中略〕、共通基礎知識技能の獲得

に必要な手段を最低限保障しなければならない。共通基礎知識技能には、次に

掲げる事項を含む。」として、筆頭に「フランス語の習得」を挙げている。同法

は、小中学校の指導内容のうち、児童生徒全員に共通に補償すべき内容を「知

識及びコンピテンスの共通基礎」として定めている。  

 

【初等教育／保育学校／初等学校】  

フランスの初等教育には、一般的に小学校とともに就学前教育機関である保

育学校が含まれる。「学校」との用語も保育学校と小学校を総称することが多い。

この場合、コレージュやリセの中等学校は含まれない。つまり、フランスの初
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等教育には日本における就学前教育も含まれ、フランスの「初等学校」には保

育学校とそれに続く小学校の両方が含まれる。保育学校は、家庭外での最初の

教育の場である。保育学校では、義務教育以前の、２歳児を含めて３歳から６

歳までの子どもたちを受け入れている。  

1975 年の「アビ法」では、「初等教育は、話し言葉及び書き言葉による表現・

読み方・計算といった、知識の基本的な道具の習得を保障する。」と定め、1989

年の「ジョスパン法」では、「小学校において行う初等教育は、話し言葉及び書

き言葉による表現、読み方と計算からなる知識の基本的道具の獲得を保障し、」

と明記した。2005 年「フィヨン法」の『付属報告書』には、「幼稚園は、幼児

の人格形成及び初期言語形成に貢献する。年長組の幼児は、小学校における最

初の基礎的学習の準備を行うと同時に、幼稚園における学習の仕上げを行う。」

とある。満３歳からの就学により、保育学校を小学校とは異なる独自の学校と

してではなく、小学校と同等な学校とすべきとし、言語の習得を最優先の課題、

特に、話し言葉の教育が保育学校の根本的な使命であるとして、３年間にわた

る年齢ごとのカリキュラムと各年齢に応じた進度の詳細を示している。  

言語教育は、フランスでの初等教育改革の課題として焦点が当てられること

が多く、幼児教育においても、言語教育が学習指導要領の主要な活動領域、な

いしは領域の一つとされ、重視されてきた。なお、フランスの保育学校では、

小学校との連続性を重視して、文字に関する教育を実施している。  

 

【小学校】  

フランスにおいて、小学校は保育学校と同じカテゴリーで考えられている。

つまり、保育学校と小学校の教員は、日本の場合と異なり同一の職業的範疇に

属する。フランスは、保育学校を学校教育として一元化した就学前教育機関と

考えているため、３歳から５歳までは保育学校のみの単線型になっているが、

日本は、３歳から５歳までは保育園と幼稚園の複線型で、小・中・高等学校は

基本的に単線型になっている。さらに、フランスの保育学校の多くは公立であ

るのに対し、日本の幼稚園の多くは私立である。フランスでは、保育学校も小

学校も公立が多く、監督行政機関は市であるため、両者を同様に考えられるが、

日本では、小学校は中学校や高等学校と同じカテゴリーに捉え、幼稚園は保育
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園と同じカテゴリーとの意識がある。従って、日本の小学校教員の意識は中学

校教員の意識に近いが、フランスの小学校教員の意識は保育学校教員の意識に

近い。また、日本の幼稚園教員は保育士と意識が近いが、フランスの保育学校

教員は小学校教員に意識が近い。  

小学校は男女共学であり、その多くは、既に保育学校または小学校に付置さ

れた幼児級もしくは幼児班に通っている。標準年齢でみると、６歳で入学し、

５年の課程を経て卒業するが、小学校から落第制度があり、一定の学力を身に

つけた児童生徒しか進級させない制度をとっているため、実際の年齢は多様で

ある。小学校での落第及び飛び級については、1989 年の「ジョスパン法」制定

以降、一度のみに制限されている。  

なお、「ジョスパン法」の『付属報告書』には、「小学校は、読み・書き・計

算の基礎の学習をすることを、その基本目標とする。」、2005 年「フィヨン法」

の『付属報告書』には、「小学校は、第一に、読むこと、口頭で自己表現するこ

と、書くこと及び計算することを教える。」と明記されている。  

 

【学習期（ cycle）】  

前述の通り、就学前教育を行う保育学校は、小学校とともに初等学校を構成

するものとして位置付けられる。  

フランスの小学校は５年制であり、フランスの教育課程は伝統的に「準備科

（CP、１年）」「初級科（CE、２年）」「中級科（CM、２年）」の「科」(cours）

により区分されてきたが、1989 年の「ジョスパン法」により、初等学校に学習

期制が導入された。同法には、「就学期間は学習期（ cycle）に組織し、」と規定

され、保育学校から小学校の修了までの期間は３つの学習期から編成されるこ

と、また、そのねらいは「子どもの平等と学校での成功を保障するために、教

育は、各学習期内及び修学期間全体を通じて、教育的連続性により、子どもの

多様性に適応する。」ことにあると明記されている（第４条）。  

「学習期」とは、複数の学年をまとめた一定の期間を意味しており、教育課

程の単位である。学習期ごとに教育課程の基準や内容を定めることによって、

学年間のカリキュラムの連続性を高めることを目指している。この規定に基づ

いて、初等教育では、保育学校と小学校の９年間が３年ごとの学習期、すなわ
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ち、保育学校（原則３年制）の年少組と年中組が「前・基礎学習期（初期学習

期）（ le cycle des apprentissages premiers）」に、保育学校の年長組と小学校

の 第 １ ～ ２ 学 年 ま で が 「 基 礎 学 習 期 （ le cycle des apprentissages 

fondamenttaux）」に、小学校の第３～５学年が「深化学習期（ le cycle des 

approfondissements）」に分けられた。このような期間の括り方から、学校間

の接続を円滑にする働き、特に、保育学校と小学校の連続性を重視しているこ

とがわかる。ここで用いている「深化」との語は、フランス語や数学等の基礎

学習の理解に余裕がある児童は、教師の示す学習課題をさらに掘り下げていか

れる自主的な学習活動を意味するものであり、児童の学習リズムに対応して意

欲的に深く掘り下げられる可能性を示している。さらには、同規定により、コ

レージュ（中学校／４年制）の第１～２学年が「観察期（ le cycle d’ observation）」

に、同第３～４学年が「進路指導期（ le cycle d’ orientation）」に区分された。

しかし、1995 年の法改正で、コレージュの区分は、「観察・適応期（ le cycle d’ 

adaptation）」（第１学年の１年間）、「中間期（ le cycle central）」（第２～３学

年の２年間）、「進路指導期」（第４学年の１年間）に改められた。  

保育学校の幼児は、３つの学習期システムのうち、第１学習期と第２学習期

の１年目を構成する。従って、保育学校の年長組（GS）は第２学習期に属する、

保育学校の最終学年にあたる。こうした構成は、CP からの基礎の学習を習得

する準備を行うためであるが、また同時に、保育学校の学習方法の特殊性を堅

持することによって、その教育目的を達成することを期待するものによる。保

育学校の教育内容は、小学校の教育内容と分離することができない。保育学校

と小学校の教育は一貫したものとして初等学校の学習指導要領により定められ

ている。  

フランスでは、現在も学習期による上記３つの区分が用いられており、学習

指導要領は、学習期ごとに教科別の到達目標を設定している。また、評価には

特別の重要性が与えられており、「深化学習期」の最初の段階とコレージュの「観

察・適応期」の最初の段階で、毎年全国規模の試験が実施され、生徒たちの学

力評価が行われる。  

ただし、2013 年の「ペイヨン法」により、保育学校は１つの学習期（「第１

学習期」）となり、小学校の最初の３年間が「第２学習期」となった。同法の『付
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属報告書』によると、この改定の趣旨は、保育学校の任務を再定義し、保育学

校のみで１つの学習期を創設することによって一体性を与えることにある。ま

た、法案の『趣旨説明書』には、保育学校の独自性は、保育学校が単なる小学

校への準備機関になるに従い消滅する傾向があるとされ、その独自性を回復す

るために小学校と切り離されることになったと解説されている。  

 

【コレージュ・リセ／中等教育・高等教育】  

日本の中学校は義務教育の最終段階であり、小学校とセットになっているが、

フランスの「中学校」は「高等学校」とセットになって、大学やその他の高等

教育機関の前段階として位置付けられる。  

前期中等教育はコレージュ（日本の中学校に相当／４年制）で行われる。コ

レージュは、小学校課程を修了した全ての生徒を受け入れる。コレージュでの

観察及び進路指導の結果に基づいて、生徒は後期中等教育の諸学校や課程に分

けられる。日本で言う高校入試はない。フランスにおける後期中等教育の大部

分を担うのは、リセ（３年制）及び職業リセ等の教育機関である。リセはコレ

ージュに続く段階に位置し、通常 15 歳から 18 歳に至るまでの生徒を対象とす

る。リセは日本の高等学校に相当するが、日本の場合と比較した特色として、

①（フランスの義務教育期間は 10 年間のため）リセの１年次までが義務教育

に該当する  ②バカロレア取得に向けた準備教育が行われる  ③多岐にわたるバ

カロレアに応じて多様なコースが設けられている  の３点を挙げることができ

る。  

高等教育は、国立大学、私立大学、３～５年制の各種のグランゼコール、リ

セ付設のグランゼコール準備級、及び中等技術者養成課程等で行われる。これ

らの高等教育機関に入学するためには、原則として、バカロレア取得試験に合

格し、同資格を取得しなければならない。  

 

【バカロレア】 

「バカロレア」は、リセ最終学年末の６月に全国一斉に実施される、中等教

育修了認定と高等教育（大学）入学資格付与を兼ね備えた国家資格、すなわち、

国家が認める学位の一つである。フランスには、高等学校を卒業しても「高卒」
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との資格はなく、バカロレア試験で合格点を得た者のみが高等教育への進学資

格を得る。フランスの中学校や高等学校はバカロレアと密接に繋がっており、

高等学校はこの試験を準備する機関として位置付く。ただし、フランスの中等

教育は、高等教育を受けるに必要な準備教育として、知識の詰め込みではなく、

その知識をどのように使うかまで教え、全科目にわたり徹底した論述を行わせ

る。バカロレアはフランスの中等教育の到達点であり、高等教育学位の修得を

目指す者にとって必ず越えなければならない関所である。  

 

（２）フランスの学習指導要領の概観と特徴  

フランスには、日本と同様に、全国的な教育課程に関する基準として、国の

定める学習指導要領（programme）がある。フランス教育法典第 311-3 条では、

「学習指導要領は、学習期ごとに、当該学習期の過程で習得されるべき基本的

知識、及び身につけるべき方法を定める。これは全国的な枠組みであり、その

枠内において、教員は、一人ひとりの児童生徒の学習リズムを考慮して、教育

を編成する。」のように規定している。学習指導要領と訓令（ les instructions）

は、フランスにおける全ての学校及び教員にとって義務的性格を持つ。学習指

導要領では、「共通基礎知識技能」に対応し教科領域ごとに各学習期の修了時に

到達すべき能力を示している。  

学習指導要領は、1989 年の「ジョスパン法」により一貫して実施された。1995

年に『初等学校学習指導要領』との形で保育学校の学習指導要領が誕生し、そ

の後、「ジョスパン法」をもとに 1995 年から年次進行で、保育学校、小学校、

コレージュ（４年制の前期中等教育機関 (日本の中学校に相当 )）、リセ（３年制

の後期中等教育機関 (日本の高等学校に相当 )）の学習指導要領の改訂が実施さ

れた。また、初等中等教育の教育内容については全国教育課程審議会が検討を

進めた。1990 年８月には小学校の授業時間が改正され、９月の政令で幼稚園・

小学校の組織と運営の改革が始まった。  

 

（３）『2002 年初等学校学習指導要領』における左利き者への書字指導  

2001 年９月、国民教育省は、小学校（保育学校を含む）の新しい学習指導要

領を７年ぶりに改訂し発表した。その内容は 1989 年の「ジョスパン法」に則
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っている。本学習指導要領は、2002 年秋より各学習期の第１年次から学年進行

で実施に移った。2002 年学習指導要領の進行に応じて 1995 年学習指導要領は

廃止となり、2004 年秋には全面的に入れ替わった。この 2002 年学習指導要領

は、教育にあたり何を扱うかといったカタログ的な立ち位置ではなく、教育を

行うために真の道具となるように作成され、「全ての児童生徒が基礎学習（話

す・読む・書く・数える）を行い、共通の文化の基礎を手にすることができる

ような一貫した教育内容」を提供することが意図された。1995 年学習指導要領

に比べて、教育課程の構成における連続性がわかりやすくなっている。また、

2002 年学習指導要領には、「基礎学習期」及び「深化学習期」において特記す

べき改定事項が「表１」のように示された。「表２」には、「言語とフランス語

の習得」に着目して、『2002 年初等学校学習指導要領』の抄訳をまとめる。な

お、表中で用いる訳語は、引用した文献において用いられている語をそのまま

記載したものである。  

ここで注目すべきは、「基礎学習期」に「言語（フランス語）の習得」を最重

要視している点である。その上で、「保育学校では、音声による表現が優先され、

書き言葉との接触が準備される。」とし、「書き言葉の技術への最初の導入を厳

密で確実な学習に変えるという難しい任務が課せられる。」とする。さらには、

文字を書くために必要な動きを習得かつ自動化し、姿勢や鉛筆の持ち方に留意

したところで、「速くそして読みやすい草書体を書くよう徐々に促す」ために「児

童の表記の動作に必要な運動性を発達させる」ことを目指す。これを受け、小

学校では、「確実で読みやすい草書体（小文字と大文字）を身につけなければな

らない。」とする。これらの文言が学習指導要領に明記されている点を勘案しな

がら、フランスにおける文字学習入門期の書字教育の在り方について、改めて

「（５）」で考察する。 

 

表１  2002 年学習指導要領における「基礎学習期」及び「深化学習期」での  

特記すべき改定事項（抜粋）  

※『ヨーロッパの教育現場から  －イギリス・フランス・ドイツの義務教育事情』  

(前掲書 ) pp.115-118.より抜粋  

（１）基礎学習期（保育学校年長組～小学校第２学年）  
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21 世紀に向けての「基礎学習期」の教育重点事項〔中略〕の特徴は、５つの新しい学習

活動領域を設定している点にある。以下それぞれのねらいを記述する。  

①言語の習得  

 今回の小学校の新学習指導要領案で、最も重視したのは、言語（フランス語）の習得で

ある。それは会話表現能力を重視した学習方法で、以前のような語彙・綴り・文法を個別

に学習するのをなくし、口頭での表現練習を増やしている。〔以下略〕  

（２）深化学習期（小学校第３学年～第５学年及びコレージュ第１学年）  

 新学習指導要領から、21 世紀に向けての深化学習期の特徴を挙げると、次の４つにまと

めることができる。  

①読みの重視  

 第一の特徴は、フランス語学習において、特定の授業時間枠を設けずに全科目を通じて

指導するスタイルを採用したことである。特に小学校の高学年では「フランス語」という

時間を設けず、全科目を通じて言語指導を行う方法が注目される。なお、小学校低学年で

は、フランス語学習で選定図書から毎月１冊の文学作品を読ませるなど「読み」重視の方

法を採用している。〔以下略〕  

 

表２  「言語とフランス語の習得」に着目した『 2002 年初等学校学習指導要領』  

の抄訳〔※下線部筆者〕  

※『フランスの教科書制度』 (前掲書 ) pp.28-51.より抜粋  

Ⅰ．序文   ２．共有される一つの学校的教養  

 初等教育では、言語及びフランス語の習得と公民教育が２つの主要な軸を構成する。国

語の伝達は基本的目標である。フランス語を我が家のように感じることはあらゆる知識に

至るために不可欠である。初等学校の全体を通して、この要請は教員の絶えざる関心とな

らなければならない。保育学校では、音声による表現が優先され、書き言葉との接触が準

備される。読めることと読みたいと思うことは小学校の最初の学級の主要な目標である。

基礎学習期の終わりから、児童は容易に読み、簡単な文章を理解できなければならない。

この読みの学習は深化学習期の全体を通して継続される。〔中略〕書くことの学習は、保

育学校から準備される長い獲得の成果である。  

Ⅲ．基礎学習期―第２期   はじめに  
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 基礎学習期は保育学校（年長組）から始まり、この学年では、その教育方法を取り入れ

る。この学習期は、小学校の最初の２学年（準備級と初級第１学年）まで続き、そこには、

書き言葉の技術への最初の導入を厳密で確実な学習に変えるという難しい任務が課せら

れる。この２つの段階の間で最良の接続を実現することは、それぞれの学校において読み

書き計算に児童を導く責任を有する教員にとって困難な目標である。  

 基礎学習期が保育学校から始まるとして、子どもが文字文化の道具（算数もその一部で

ある）を身につけるために行うべき努力の中心は、言語への関係に変える能力にかかわる。

すなわち、読み書きとさらには計算も学ぶのは、まずは話し言葉の中である。したがって、

保育学校の教員の仕事は、話せるためのみならず話し方のためにも言語に関心を持つよう

に、担当するすべての子どもたちを導くことである。年長組の大部分は、教えるというよ

りも形作られるこの困難な変化に充てられる。  

 小学校の教員はこのダイナミズムに加わらなければならない。見方によっては、担当す

るこの学習期の２年間は保育学校の延長であり、部分的には継続してその方法に拠る。話

し言葉への注意がそこでも依然として決定的に重要である。同様に、学校配置により可能

ならば（そうであることが望まれるが）、２つの学校の教育計画がこの連携を丁寧に想定

し、活動の共通計画を提案する。〔中略〕  

 こうした観点から、基礎学習期の学習指導要領は、まず、保育学校と小学校の間の連続

性を提案する。実際に、そこでの教育は、教科領域よりもむしろ主要な活動領域から編成

され、そのいくつかの領域は保育学校のそれと直接的な連続性を持つ点に気づかれるであ

ろう。  

Ⅲ．基礎学習期―第２期   教育課程   ３．文章を書く  

 書くことと読むことは基礎学習期のすべての活動において密接に結びついている。しか

し、本学習期の終わる前までに、物語文であれ説明文であれ、短いが構成された文章を自

分で生み出す能力を児童が身につけるように導く活動のために特有の時間が割り当てら

れなければならない。  

 こうしたことは、すべてを同時に示すことなく、文章作成の様々な構成要素を別々に練

習するために、困難な点を順に並べる条件でのみ可能となる。実際に、基礎となる能力（字

の線を引く、つづりの基本を操る）が獲得され、自動化されていない限り、情報の動員、

文章の編成、発話の練り上げといったより難しい活動に児童が十分に取り組むことは困難

である。実際のコミュニケーション場面に根ざした書き方の計画を実施することにより、



230 

 

教員が他の構成要素を管理する間に、その都度、これこれの構成要素を強調することが可

能となる。  

教育課程   ３．文章を書く   ３．１  文章を書き表す活動  

 保育学校では、子どもは書き方の必要不可欠な動作を習得することを学んだ。右利きで

あれ左利きであれ、子どもは手を引きつらせることなく鉛筆やペンを普通に持ち、紙をほ

ぼ前腕の延長線上に置くことができ、速くそして読みやすい草書体を書くよう徐々に促す

ために、主な線を習得し、回転の意味を尊重する。書き方と同様に描画において示される

良好な運動性はより一般的な運動的容易さを土台とする。多くの子どもたちは小学校入学

時にはまだこの容易さに達していない。文字の書き表す活動は、この段階でもまだ、すべ

ての児童の表記の動作に必要な運動性を発達させる効果的方法である。  

 小学校では、確実で読みやすい草書体（小文字と大文字）を身につけなければならない。

教員は国民教育省が発行した手本に拠ることもできる。それは、児童がアルファベットの

各文字の書記的特徴を身につけ、徐々に、完全に読みやすくかつ速く書けるための運動性

の容易さを獲得するために作成されたものである。  

 パソコンのキーボードは児童が保育学校から利用する道具の一部である。それは、文字

の個別化を強化することにより、我々の正書法アルファベット〔※〕の構造に児童を親し

ませる。保育学校では文字が非常に自由に「発見される」ことが必要であるとしても、基

礎学習期からは、いくつかのタイプ技術の機能性が両手や親指などの使用によりいっそう

効果的に動員されうることを示すことにより、多様な使用において児童を援助することが

できる。  

 特に視覚芸術の領域において、他の書き方や他の表記動作を発見することにより、書く

ことの道具的使用とその美的使用を結びつけることができる。作成された文章の手書き版

の作成は書道 (ママ )の多様な側面を探索することを可能にする。電子版あるいは印刷版を

目的とするとき、文章を取り扱うソフトウェアの印刷管理においても同様である。  

〔※「正書法」：表音に関する正確な正書法  語の綴りの形態  語の綴りの書き方  

 (小林注 )〕  

学習期の最後までに獲得されるべき能力   

 ２．読むことと書くこと   ２．４  書くこととつづり  

次のことができる。  

◦  一語一語を書き写し、読みやすい草書体で、４、５行の文章を間違いなく書き写す。  
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◦  活字の象徴の印（ピリオドと大文字）を正確に用いて、コンマを使い始める。  

 「教育課程  ３．」の「３．１」に、利き手に考慮した文言が記述されている

ことに着目したい。 

 

（４）フランスの教科書制度の特徴  

日本とフランスの教育行政制度はともに中央集権的であるが、教科書制度に

ついては対照的である。日本の場合、教科書に関する法規定は少なくない。教

科書は文部科学大臣の検定を経て、教科書採択の権限は教育委員会が有し、各

学校には教科書の使用義務が課せられている。一方、フランスの場合は次の３

つの自由を特徴とする。  

①出版社の教科書発行の自由 

 教科書の編集は公権力から独立した私的なものとして捉えられているため、

検定制はなく、出版社は教科書を自由に発行することができる。フランスにお

ける学習指導要領と教科書の関係は、国民教育省中央視学官の報告書『教科書』

（1998 年）に、「フランスの状況は、他の民主主義国と比較して逆説的である。

フランスは学習指導要領の非常に中央集権的で強制的な考え方を有している。

〔中略〕しかし、出版社は全く自由に学習指導要領を解釈し、教科書に代表さ

れる教材の選択は教員の責任である。〔中略〕教育の平等の原則は制度の基礎で

あるから、学習指導要領は全国的に義務的である。教科書の選択は、その教育

的自由の象徴として教員に委ねられている。」のように記述されている。一般的

に教科書が学習指導要領に則っていることを公的機関が保証する仕組みはない。 

②学校の教科書選択の自由  

教員には教育方法の自由が保障されている。その具体的な形が、教科書の選

択の自由である。教科書は学校ごとに教員もしくは教員集団によって選択され

る。教科書選択について教育行政が関与することは原則としない。  

③教員の教科書使用の自由  

 フランスの教科書制度の最も大きな特徴の一つ、教員は教科書を使ってもよ

いが使わなくてもよいとの自由である。日本の教科書使用義務とは対照的であ

る。このため、教科書の使用の実態も極めて多様である。学習指導要領に定め

る内容は教えなければならないが、そのための教材の選択は教員の自由である。
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教科書はあくまで多数ある教材の一つとされる。教科書の実態について全国調

査した、前掲の、国民教育省中央視学局の報告書『教科書』（ 1998 年）による

と、「深化学習期」の最終学年の授業では、平均すると、教科書は４分の３の授

業で机上に置かれているが、絶えず用いられているのは４分の１の授業のみで

あった。５分の１を超える授業では教科書はなく、コピーが唯一の使用教材で

あった。  

教科書費に関しては無償が原則であるが、各学校の予算の中から購入するこ

とになる。つまり、教科書検定は存在せず自由発行である上、教科書の定価も

決められていない。基本的に、小学校、コレージュ、リセ等では教科書は貸与

制であり、次の年には他の子どもが引き継いで使う。多くの教師は、古い教科

書も含め複数の教科書を使用して授業を行う。また、学校は、様々な世代の教

科書を在庫として持っており、学習指導要領の改訂が教科書の交換を常に自動

的に行わせるわけではない。教科書を備える 1000 学級の調査によると、1995

年の学習指導要領施行から２年後に、この施行後に編集されたフランス語の教

科書を使用していたのは 17％のみだった。  

 

（５）現在フランスにおいて用いられている書字教育のテキストにみる  

左利き者への書字指導  

前章に記述した通り、フランスに教科書検定は存在しないが、各出版社は学

習指導要領に準拠して作成した教科書を発行している。教科書の販売に特化し

た店舗を持つ、1888 年創設の老舗書店 GIBERT JOSEPH（2017 年 12 月現在、

フランスの主要都市に 17 店舗）で、書字教育に関する指導書ないしはテキス

トとして高い販売部数を誇る下記６冊の書籍をご紹介いただいた。首都パリの、

教科書販売にも優れた老舗書店において販売部数が多いことは、多くの学習者

や指導者に使用されている可能性が高いと推察し、これらの書籍の分析検討を

試みることにした。  

１  Jacobi, J. & Quattrone, A. (2016). Votre enfant à la Maternelle,  Paris,  

France : PlayBac. 

（※書名英訳「Your child at Kindergarten / Nursery School」）  

２  Amor, S.& Moka, C. (2017). ÉCOLE PRIMAIRE, Le Guide de Survie pour  
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les parents, Comprendre les programmes scolaires.  Autechaux, France :  

Nathan. 

（※書名英訳「PRIMARY SCHOOL, The Survival Guide for Parents,  

To understand school curricula / programmes」）  

３  Sansey, G. (2015). “Cahier ď écriture” Écrire les lettres. Autechaux,  

France : Belin. 

 （※書名英訳「 “Exercise book for Writing” To write the letters」）  

４  Hebting, C. (2017). “Graphilettre” Cahier ď écriture, GS-CP de 5 à 7 ans.  

Tours, France :  MAGNARD 

５  Hebting, C. (2017). “Graphilettre” Cahier ď écriture, CP-CE1 de 6 à 8  

ans. Tours, France :  MAGNARD 

６  Hebting, C. (2017). “Graphilettre” Cahier ď écriture , CE2-CM1-CM2 de 8  

à 11 ans. Tours, France : MAGNARD 

（※書名英訳「 “Writing letters / Drawing letters”  Exercise book for  

Writing」５－７歳 (GS-CP)用／６－８歳 (CP-CE1)用／  

８－11 歳 (CE2-CM1-CM2)用  

注：「Graphilettre」は現存する仏語ではなく「drawing＋ letters」の意の  

造語である。）  

 

なお、これらの書籍を通読分析するにあたっては、信州大学の  Sue Fraser 

が当該書を仏語から英語に翻訳したものを、筆者（小林）が和訳する方法で行

ったことをお断りしておく。  

 

 これらのテキストにおいて、左利き  

者の書字教育に関して注目するのは  

４  ５  ６である。  

 ４  ５  ６は、学習期ごとに編集され  

た書字学習に関する幼児児童用の学習  

書である。これらに共通して特出して  

いる点は、全書の表紙に記された点線  

 

 

 

 

 

 

           

図１  ４  表紙       図２  ４  p.5  
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囲みの部分に関してである〔「図１」参照〕。英訳すると「For right and left 

handers」、すなわち、本書は右利き左利き双方に対応する旨が謳われているの

である。４の解説では、本書は右利き左利き双方のために考案されたテキスト

である点を明記している。しかし実際には、本文の中に利き手に関わっての具

体的な解説がなされているところ、ないしは利き手に配慮した教材が示されて

いるところは、鉛筆の持ち方の部分〔「図２」参照〕以外見受けられない。先の

表紙における文言は、宣伝のためのキャッチコピー的な要素かとも推察される。 

 

 ここまでの、フランスにおける書字教育のねらいと具体的な教材に関する考

察から、特に左利き者の書字教育について着目すべき点をまとめる。  

フランスの学習指導要領には、利き手に考慮した文言が記述されており、具

体的な教材においても、右利き左利き双方に対応できる、利き手に配慮した内

容が提起されている。また、教科書や教科書に準拠するテキストにおいては、

右手での筆記具の望ましい持ち方を提示するのと一緒に、左手での筆記具の望

ましい持ち方を提示している。一方で、右利きと左利き双方に対応する旨がア

ピールされているテキストにおいて、実際のところは、右手と左手それぞれで

の筆記具の望ましい持ち方が示されているのみで、利き手に関わる具体的な解

説や、利き手に配慮した具体的な教材は提示されていない。  

 

「第３章」から「第５章」の考察を受け、次章では、漢字圏とアルファベッ

ト圏の国々での、左利き者への書字教育に関する比較を大局的に行う。  
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第 Ⅲ 部 

左 利 き 者 の  

書 字 教 育 に 関 す る  

今 後 の 展 望 
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第 ６ 章  

左利き者の書字教育に関する考察 

及び諸外国の教育から得られる示唆 
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本章では、まず、「第４章」及び「第５章」での考察に基づき、左利き者の書

字教育に関して、アルファベット圏諸国の書字教育から日本の書字教育に寄与

できる観点を把握するとともに、本論考での課題に必要な視点を整理する。  

 

１．アルファベット圏諸国から得られる示唆  

 はじめに、アルファベット圏諸国から得られる示唆についてまとめる。  

 

《イギリスの書字教育から得られる示唆》 

○利き手は脳機能と密接な関係にあるとの根拠に基づき、左利きの児童生徒に  

右手で書字させる指導は行わない。  

○「利き手」との観点に立脚し、右手と左手は平等の関係にあるとの見解を堅  

持する。  

○学校を含む社会及び日常生活は、右利き者が生活しやすい形態にできている  

ことに鑑み、左利き者の不便さが回避できる工夫をする。  

○左利き者の書字場面には、右利き者に比較して書きにくい要素が伴うため、  

学習指導者にはより適切な理解と配慮が求められる。その具体例を次に示す。 

  〇机や椅子の的確な高さ  

〇机や椅子に対して書字者が座る位置  

〇書きやすい筆記具の種類  

〇書き手の体と用紙を置く位置との関係  

〇書きやすくするための用紙の傾け角度  

〇右手（＝文字を書かない手．用紙を押さえる手）の位置  

〇右利き者との座席の位置関係  

〇教室内において左利き者が座るのに適切な場所  

〇照明に関わる配慮  

○左利き者の書字指導に際しては、概念的抽象的な指示でなく、例えば次のよ  

うな具体的でわかりやすいポイントを提示する。  

〇筆記具の具体的な持ち方  

〇左利き者自身が、書字している直中の文字（＝筆記具の先端部）を見る  

ことができる、筆記具を把持する指の筆記具先端からの適切な高さ。  
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〇望ましい筆圧や握圧のかけ方  

〇横書き書式において、左から右へ無理なく書字するための工夫。  

〇円運動を含む文字を、反時計回りに書けるようにするための方策。  

〇鏡文字への対処法  

○左利き者が横画を書く際に「押す」動作となるところを「引く」動作に変容  

させるための方策を示す。  

○教科書やそれに準拠するテキストにおいて、左手での望ましい筆記具の持ち  

方の図版を、右手での望ましい持ち方とペアにして提示する。  

○学習指導要領に左利き者の書字指導について特記する。  

○文字学習入門期の教材に、左利きの児童も、利き手に関係なく用いることが  

できる教材を設ける。  

 

《オーストラリアの書字教育から得られる示唆》 

○書字指導に際しては、書字における右利きと左利きの平等性に立脚し、右手  

書字、左手書字それぞれの詳細について説明する。その具体例を次に示す。  

  〇左利き者が書字学習を行う際の教室内での座席の位置  

〇机の高さ  

〇採光の方法  

〇左手で望ましい書字活動を行っている成人からの援助  

○学習指導要領もしくはそれに相当する指南書に、左利き者の望ましい鉛筆の  

持ち方について特記する。  

○左利き者の筆記具の持ち方や望ましい書きぶり、実際の指導方法それぞれに  

関して、より具体的な示唆を提唱する。  

○望ましい姿勢や筆記具の持ち方等を提示する図版の説明には、筆記具を持つ  

手を「書く方の手」、筆記具を持たずに用紙を押さえる手を「書かない方の手  

（もしくは紙を押さえる手）」と記し、「右手」「左手」との語は用いない。  

○筆記具の持ち方及び用紙の置き方に関する図版は、右利き者と左利き者双方  

の図をペアの形で提示する。  

 

《フランスの書字教育から得られる示唆》 
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○学習指導要領に利き手に考慮した文言を記載する。  

○右利き左利き双方に対応できる、利き手に配慮した教材を提起する。  

○教科書もしくは教科書に準拠するテキストには、右手での望ましい持ち方を  

提示するのと同様に、左手での望ましい筆記具の持ち方を提示する。  

 

２．アルファベット圏諸国から見出す課題  

続いて、アルファベット圏諸国から見出す課題についてまとめる。  

 

《イギリスの書字教育から見出す課題》 

○「逆手」での書字とこの持ち方に付随して生じる姿勢等に関わる諸課題  

○左利き者の書字と筆順にまつわる課題  

 （日本の場合、日本の現行学習指導要領で提唱する、字形と運動（文字を  

書く過程）とのバランスを考慮した際の、左利き特有の筆順に関する対応。） 

 

《オーストラリアの書字教育から見出す課題》 

○オーストラリアで提言する左利き者の筆記具の持ち方や用紙の置き方が、そ  

のまま日本の場合に当てはまるかとの疑義と検討。  

○筆記具の持ち方や用紙の置き方、及び左利き者にとって自然な文字の傾斜角  

度等に関するオーストラリアでの視点を手掛かりとした日本の場合での検証。 

 

《フランスの書字教育から見出す課題》 

○右利き左利き双方に対応する旨が謳われているテキストでの、利き手に関わ  

る具体的な解説、ないしは利き手に配慮した教材の実状や実態。  

 

 研究対象諸国から日本の場合に寄与できる観点と課題を勘案すると、日本で

も、右手と左手は「利き手」との観点から平等の関係にあるとの見解に基づき、

学習指導要領において、少なくとも、左利きの児童生徒に右手での書字を強い

る指導は行わない旨を明示する必要がある。また、左手書字とその指導法の詳

細については、当該国が具体的に示す要点を参照して、アルファベット書字の

場合から日本語書字の場合に置き換え検証し、明らかにすることが求められる。 
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３．日本における「文字を書くこと」に関しての「伝統」「文化」  

 アルファベット圏諸国の書字教育から日本の書字教育に寄与できる観点をふ

まえて、改めて「第３章」から「第５章」にわたる考察に立ち返ってみると、

漢字圏とアルファベット圏それぞれの国においての、左利き者の書字教育に関

する在り方の違いは、その根底に、小林比出代「日米の書字教育に関する比較

研究  ―20 世紀における活字及び印字機器の普及と書字教育―」（『青山杉雨記

念賞  第四回  学術奨励論文選』2001．以下「小林 (2001)」）において論じた要

件と重なる部分を有すると考えられる。  

 

 先述の小林 (2001)は、アメリカにおける  Handwriting の教育の目標と、20

世紀アメリカにおける  Handwriting の教育の動向を考察し、日本の書字教育

の場合と比較検討した上で、アメリカにおける  Typewriter の歴史と日本にお

ける日本語ワードプロセッサー（ワープロ）の歴史をたどり、アメリカにおけ

る  Typewriter と  Handwriting の教育の在り方、及び日本におけるワープロ

と書字教育の在り方を比較考察して、印字機器の普及と書字及びその教育の在

り方について論考を試みたものである。  

当該稿の中から「Ⅲ  活字及び印字機器の普及と書字教育」の要旨を以下に

記述する。  

 

日本では、1970 年代末から 10 年余りの間に、ワープロが爆発的な普及をみ

せた。続く 1990 年代にはパーソナルコンピュータ（パソコン）の普及が著し

く、21 世紀を迎えて以降、パソコンは日常生活での必須アイテムに定着した。 

20 世紀末当時は、学校教育においてもパソコンの積極的な導入が行われた。

これは、中曽根康弘政権の折、文部省（当時）が臨時教育審議会において「国

際化」と「情報化」への対応を重要視した結果、学校教育がコンピュータ時代

に対応するための施策として、平成元年版学習指導要領にコンビュータ教育の

全面的認知を旨とする教育内容を盛り込んだことに端を発している。  

こうした一連の動きに伴って、当時の日本人の文字意識も大きく変化した。

ワープロやパソコンを使えば文字を読めるだけで「書く（打つ）」ことができる

ことから、「最早文字を書くための努力など要らない」「今や文字は読める程度



243 

 

に書ければいい」といった声も聞こえるようになった。延いては、文字を書く

ことや、文字を書くことの教育も不要となるのではないかとの見解まで聞かれ

るようになっていた。  

 このような社会情勢の時代的な背景として、文書を効率よく作成する事務用

機器が短期間にあまりにも急激に普及したことにより、その周辺に位置したも

のが狼狽した点が挙げられる。ワープロの誕生以降、爆発的に普及するまでの

一連の動向は、当時の日本において未曾有の、革命的な出来事だった。ワープ

ロの普及定着と同時に、「文字を書くことは必要なくなるのではないか」「書字

教育は不要になるのではないか」との問いかけが多く聞かれるようになったの

は、こうした狼狽や不安感を如実に表した事象として捉えることができる。  

その上、「第３章」で述べた通り、日本には、文字を書くことに対して特有な

意識が存在してきたことが挙げられる。アメリカの場合、Handwriting の教育

の目標は、“Legibility（読みやすさ）”“Speed（速さ）”“Neatness（正整美）”

とされている 1。この３点が唱えられる根底には、アメリカでの基本的な言語観、

すなわち、言語をコミュニケーションの手段や道具として捉える「言語道具観」

が存在している 2。この見解に基づき、Handwriting もコミュニケーションの

手段として認識されているのである。これは、Typewriter に関しても同じで

あると考えられる。このことから、両者はそれぞれコミュニケーションの手段

としてその役割を果たすための利点を有しており、用途や場に応じてそのどち

らかを用いているにすぎないといった考え方が推測できる。Handwriting と  

Typewriter それぞれの特徴や効用を考慮し、用途に合わせたコミュニケーシ

ョンの手段を幅広く使いこなしていく。このような認識が存在している場合、

文字を書くことと印字機器とを比較して、その優劣を問う、もしくは、どちら

か一方の有用性を強調して、もう一方の存在を否定するといった考え方は生じ

てこないと考えられる。  

また、先述の通り、アメリカの場合、Handwriting はコミュニケーションの

ための  tool（手段・方法）とみなされていることから、文字そのもののデザイ

 
1  Frances A Rosen：“The Second“R” in Today's  Schools”，The Education Digest ,  16, (1951)  

この論文は 1950 年代に書かれたものであるが、これらの目標はその後現代に至るまで変わりない。 
2  井上尚美「ボイヤ一報告とアメリカの母国語教育」（『東京学芸大学紀要２部門人文科学第 3 6 集』 

（東京学芸大学） 1985）  p.56.  
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ンに趣向を凝らす  Calligraphy とは教育上関連がないものとされている 3。

Handwriting の教育は、日常生活に不可欠な技能の教育として、あくまで実用

主義の立場をとっているのである。同じ「文字」という素材を扱っているとは

いえ、芸術の分野に属する  Calligraphy との関連性や影響を考慮する必然性は

存在しない。  

 ところが、日本の場合は、「第３章」で紹介した引用に記されているように、

東洋特有の伝統である書道からの影響で、「文字を書くこと」を単に「コミュニ

ケーションの手段」として割り切れない「見方」が存在している。  

文字を書くことは、思考の記録や情報の伝達に必要な技能である。その技能

によって表された文字は、あくまで記録や伝達の内容を表しているのであって、

文字そのもののための文字ではない。読み手が読むのは、筆記用具でも書体そ

のものでもなく、書かれている内容である。ワープロも従来の筆記用具も、双

方ともに文字によるコミュニケーションのための道具、すなわち文字を「書く」

手段にすぎない。この点において、文字を書くことの教育が実用本位に徹して

も問題はない。むしろ、書写教育において実用本位を軽視することの方が特異

かもしれない。  

このような日本での書字を特別視する「見方」が、「書字とワープロの活用と

は、文字表記という側面において相反する関係にある」との感を抱かせるので

はないかとの推察に基づき、小林 (2001)では、「ワープロの普及によって、文字

を書くことは不要になる」等の困惑は、文字を書くことに関して独自な伝統や

文化を持つ、日本ならではのものとして考えることができると結論づけた。  

 

 続く「第７章」では、以上の見解をふまえて、左利き者の書字教育に関する

今後の展望について考察する。  

 

 

 

 
3「鵞ぺンから印刷機へ」慶応義塾図書館主催・慶大稀覯書展における Mark van Stone 氏の講演よ  

り（ 1991.11.20）  
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本章では、漢字圏とアルファベット圏における文化や社会性の違いを熟考し

ながら、左利き者の書字教育に関する今後の展望について考究する。  

 

１．利き手及び左利き者に関する書字学習の在り方を公的に提示する必要性  

（１）漢字圏での左手書字から右手書字への「矯正」に関する  

毛筆使用の影響  

「第６章」での見解をふまえると、文字を書くことと印字機器とを比較して

どちらかの存在価値（存在意義）を強調するとの意識は、東洋特有の伝統であ

る書道と、そのための文具としての毛筆を有する国に共通して存するものでは

ないかと推測できる。  

 

毛筆書道が文化として存在する漢字圏において、左手書字を右手書字に変え

させるとの古からの風潮には、毛筆の使用が強く影響している。一例を挙げる。  

昭和 43 年版の『小学校学習指導要領』（昭和 43 年７月告示／昭和 46 年４月

施行） 1の「第１節  国語」「第３  指導計画の作成と各学年にわたる内容の取

り扱い」において、新たに「毛筆を使用する書写の指導は、第３学年以上の各

学年で行ない、」との文言が設けられ、書写の授業時数における毛筆を使用する

時数に関しては、初めて「毛筆を使用する書写の指導に充てる授業時数は、各

学年それぞれ年間 20 時間程度とするものとする。」と記された。  

ここで、「第２章 ３．」において既述した松田の見解を再掲する。当該の学

習指導要領が完全実施となった昭和 46 年当時に、左利きの児童生徒に対して

は、「右手で筆をもつように矯正(強制 )」し、「左利き児童に対する考慮は全く

払われていないというのが現状」であって、「殊に、小学校三年より正課として

採用されている書道教育 (ママ )は、すべて右利き児童を対象として実施され」た

その「結果として、少数者である左利き児童は、右利きになるための矯正をよ

ぎなくされ、その結果さまざまのストレスを発生させる」事態を起こしている

と指摘されている 2。すなわち、松田の見解は、左利きの児童生徒に右手で文字

を書くよう変更を強いるのは、学習指導要領に明記された、毛筆を使用する書

 
1  学習指導要領データベース  https:/ /www.nier.go.jp/guidel ine/s43e/index.htm（ 2020 年６月 20 

日閲覧）  
2  松田道雄「「左利き友の会」始末記」（『暮らしの手帖  第２世紀』 (暮らしの手帖社 ) 1975）  

pp.174-177.  

https://www.nier.go.jp/guideline/s43e/index.htm
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写の指導に関しての指針に起因しているとする見解と捉えることができる。 

加えて、第二次世界大戦以前に中学時代を過ごした成人が、「書道」の授業で

「日本国語文字は左手で書く様にはできていない」と担任に殴られたとの史実

を記した後の、「それとおなじことが今日、民主主義のいわれている時代にもお

こってい」るとの記述も考え合わせると、これらの事象は、漢字圏における、

右手書字を左手書字に変更させるといった昔からの慣習に、毛筆の存在とその

使用が色濃く影響していることが端的に顕れた一例と考えられる。 

「第２章  ４．」には、箱崎の、「がんらい書道は、わが国に古くからある伝

統芸術ですので、その筆法や運筆の手じゅんなどについては多くのきめごとが

あります。たとえば、左手で筆を持ってはいけないというのもその一つです。」

「そのために書道を習うさいや、ペン字を習うさいにはほとんどの場合、左利

きの人達は全部右手で書くように無理に矯正されてしまうのが従来までの方法

でした。」との見解 3を紹介した。「左利き友の会ではこの左きき筆法を発表する

前にいくつかの書道団体や、書道家の方たちに左手で書道を学ぶという点につ

いて質問をし」たところ、「その返答は残念ながら例外なく冷たい返事しか返っ

て」こなかった点、さらに、その返答例は、「左手で書いた書家は誰もいなかっ

た。」「左手で筆を持つことなど出来るはずがない。」であり、「このような態度

が現代日本の左利き筆法に対する反応」であった点 4も、毛筆書道の存在の、左

手書字から右手書字への変更に対する影響を示す好例と捉えることができる。  

再度、「第２章  ３．」の、昭和 50 年に記された松田の見解 2 に戻ると、「ど

うしても右手ではうまくいかない左利き、というものがあることを知るべき」

であり、「書き方が正課であるということは、特別の左利き用の筆法をおしえな

いかぎり、右手で筆をもつように強制していることになる」との指摘がある。

さらに、「特別の左利き用の筆法をおしえない」理由は、「左利きの子どもを、

左利きのまま書道をやらせることは、先生にはめんどう」で、「一律に右利きに

して、右利きに都合のいい書き方でかかせるほうが先生にはらく」だからであ

るとする。左利きの児童が左手で毛筆書字に臨むのが「先生にはめんどう」で

ある、ないしは、全ての児童に右手で書字させる方が「先生にはらく」との文

 
3  箱崎総一編『左きき書道教本』（左利き友の会  1972） pp.１ -２  
4  箱崎総一編『左きき書道教本』（前掲書） pp.18-19 
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言が、現在の日本社会及び教育の情況や教師の心情を正確に表現しているかに

は疑念を持つ一方で、松田のこの見解は、現代においても全面的には否定でき

ない部分を有すると考える。 

あわせて、「第２章 ４．」の、昭和 47 年に記された箱崎の見解 5に戻ると、

「左利きを矯正するのは子供に悪い結果を与えます。そのことは医学的にも、

心理学的にも証明されています。それなのに書道の世界だけはいぜんとして右

手でしか習字を教えないのです。」との指摘と、続く「しかしそれも当然のこと

かも知れません。いまだかつて左きき筆法などは存在したことがなかったから

です。誰も左手で筆の字を書けるとは想像もできなかったからです。」との記述

も、日本での、左手書字から右手書字への変更を強いる慣例に関して毛筆の存

在が与えた影響を如実に伝えるものと判断できる。  

 なお、箱崎が中心となり「全国的な左利きの人たちのための組織」として創

設した「左利き友の会」は、「左利きの人たちの福祉の向上と親睦をはかる目的

で設立され」たが、「会員の特典」として、「左利きの矯正にかんして問題のあ

ったとき（とくに学校での無理な矯正や、社会での左利きの差別があったとき）

には左利き友の会・事務局にご連絡頂きます。本会としては可能なかぎりこう

した問題の解決に努力します。」5 といった社会運動的な要素を帯びてしまった

点がかえって足かせとなり、箱崎が望んだ形には展開しなかったと推察する。  

 

（２）教育の質的な向上が成就するための要件  

ここで改めて、日本をはじめとする漢字圏とアルファベット圏とでの「文字

を書くこと」に対する考え方の違いを、正誤や善悪もしくは優劣の問題として

捉えているのではないこと、かつ、手書きの文化における毛筆の存在に畏敬の

念を抱いていることをお断りしながら、やはり、言語力の育成、文字学習の観

点から、漢字圏においても、利き手及び左利き者に関する書字学習の在り方や

指導の方法を検証し、公的に提示する必要性は唱えたい。  

文化としての毛筆書道が存在する漢字圏において、毛筆書字による「美的表

現」や、書“道”を通じた人格的修養、ないしは、しつけにまつわる慣習的な

観念等から左利きを排除する風習が存在してきたとの史的な実状は否めない。

 
5  箱崎総一編『左きき書道教本』（前掲書） pp.19-22 
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しかし、文化的背景及び社会的常識や習慣、伝統や慣習、偏見、多数派文化を

重視する風潮等をも包括した上での、文化的制約を乗り越えたところ、少数派

を包摂し多様性を認め合い尊重し合うところに、教育の質的向上は成就すると

考える。  

 

２．左利き者の書字学習と  

アメリカの特別支援教育における書字学習に通底する見解  

 前項「１．」をふまえて、文化的背景、社会的習慣、伝統、多数派文化を尊重

する趨向等々の全てを包含し、かつ、文化的制約を乗り越えることによって教

育の質は向上するとの観点から、本項を展開する。  

 

「序章  １．（３）」において、アメリカでは、左利きの児童生徒の学習指導

に関して、特別支援教育の文脈の中で扱う向きも見られる点に触れた。左利き

者の書字教育に関する展望について考察するにあたり、アメリカの特別支援教

育においては書字教育がどのように捉えられているのか、問題意識がどこにあ

る のか を把 握す るた めに 、 Cermak, S.A. and Larkin, D. (Eds.) (2002) 

Developmental Coordination Disorder . New York, USA ： Delmar. の

「Chapter17. Hand Skills and Handwriting」(pp.248-279) について検討する。 

 

 本書の当該章では、「Developmental Coordination Disorder（DCD）」、すな

わち発達性協調運動障害を持った子供たちが、ペンを持ち、文字をより上手に

書くことができるようにするためにはどのように支援したらよいかとの課題に

関する見解と提案を記している 6。本章に、左利き者の書字教育に対する示唆は

示されていない。本章で扱っているのは、あくまでもペンを正しく持つことが

困難な運動障害を持つ子供に関する内容のみである。ただし、彼らの書字に関

わる記述には、「右手」「左手」との語ではなく、「a dominant hand＝利き手」

との語を用いており、また、「右利き者」「左利き者」との区別も行っていない。  

 
6  「第４章  ６．」で考察した Jean Alston(1996)：Writing Left -handed A gu ide  f o r  pa re nt s  a n d t ea c hers   

o f  le f t -ha n ded  ch i ldr en . ,  p.16.では、「左利きの書き手に役立つ規則」として、「文字の反転と混乱」と  

の課題に関し「６歳を越えた児童に見られる文字に関する混乱及び／または鏡文字は、失読症ま  

たは発達性協調運動障害の可能性がある」点を指摘し、Gwen Dornan(2007)：Writing Left -handed 

……Write in, not  left  out . ,  p.38.では、DCD を持つ子供を「左利きであることがさらに大きな問  

題点の一部になっている」ために、特に配慮を要す学習困難を抱えた子供の例として記している。  
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 ここで、本章の概要をまとめる。  

○本章では、ペンの持ち方と文字の形を整えることを援助する練習を提供して  

いる。ここで扱うのは就学前と小学校（第１及び第２学年）の子供がほとん  

どだが、年齢がもっと上であっても、筆記体で文字の形を整えることに問題  

があるため速くたやすく書くことができない児童生徒についても扱っている。 

○本章の内容は、DCD の問題を抱える子供たちに焦点を当てたものであり、一  

般的な教育とは異なる。また、アメリカでの教育に関してのみ言及している。  

○子供たちの利き手に関する記述は、次の２点である。  

￮子供たちがどちらの手を主に使用するかは、就学前に確立する。  

￮主に使用する手の確立は、彼らが文字の書き方を習い始めるかなり前にな  

される。  

※この見解の記述にあたり、「右手」「左手」との記載はなく、「dominant hand 

＝優勢な手」「 regressive hand＝退化的な手」との語が使用されている。  

○１つの簡単な提案として、利き手が決まる前に、左右対称的な図形を、両手  

を使って描く―両手にペンを持ち、両手を使ってハートの形を描く（左手で  

左半分を、右手で右半分を描く）ことを挙げている。  

※ほとんどのイラストは右手をモデルとして描かれているが、唯一 p.266 に  

左手で鉛筆を持つイラストがある。  

 

 続いて、本章の結論と要旨が書かれている p.279 を要約する。  

「Handwriting の技能上達には、手の一部の動き、視覚、理解、刺激への反

応等の要素が複雑に絡み合っているが、特に DCD を持つ子供たちにとっては

その傾向が強い。キネステシス（体の一部や筋肉の動きや位置）は、Handwriting 

の上での問題点を理解し、予防し、修正する上で非常に重要である。（手の）運

用能力が十分に教えられ実践されない場合、悪い習慣が定着してしまい、生涯

を通じて  Handwriting に悪影響を与えることがあり得る。  

DCD の子供たちは、Handwriting が良き経験になるように、早期的な段階

での支援を必要とする。教師は、（手の）運用能力上の問題を分析して、問題修

正の技術を適切な順序で用い、技能が自然に身につくまで練習を確かなものに
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することである。」 7  

 

本章に述べられている内容は、いずれも DCD の問題を持った子供たちを対

象としており、左利き者を含む一般的な子供を対象にはしていない。  

しかし、本章 p.275 に「（※DCD を持つ (小林注 )）子供が抱える問題点を議

論する際に次の点に着目する。」として示される３つの視点、すなわち、  

（a）手、紙、そして座る姿勢。  

（b）書く際の鉛筆の握り方。  

（ c）子供がどれだけ手本を真似ることができるか。  

の（a）（b）は、「第６章」にまとめた、左利き者の書字教育に関しアルファベ

ット圏諸国から日本に寄与できる観点と重なる。さらには、書字マイノリティ

との視座に鑑みた際、「第４章」「第５章」「第６章」で既述した「「利き手」と

の観点に立脚し、右手と左手は平等の関係にあるとの見解」は、左利き者の書

字学習と特別支援教育における書字学習に通底するものと捉えることができる。 

 

３．「Society5.0」の方向性に沿った試論  

 前項「２．」を含めて、本論考では、文字体系の違いを超えた比較教育学的な

見地から左利き者の書字教育について考察を試みた。同時に筆者は、脳生理学

による科学的な研究手法の導入は萌芽の段階にある書写書道教育研究において、

臨床生理学的な見地から左利き者の書字活動について臨床実験的に検証するこ

とも考え続けてきた。該当実験から得られたデータは、書字教育延いては左利

き者の書字教育に関する有用な論証材料になると推考するためである。  

「第１章  10．」で述べた通り、筆者は、検証の一端として、利き手と非利き

手それぞれでの書字活動時における脳活動の差異を、脳活動計測装置を用いて

測定することにより、書字行為に際しての利き手と脳活動との関係について検

証を試みた（＝「小林 (2017)」）。その結果、専門領域からの解明が必要とは考

えるが、脳生理学、脳活動の観点から検証考察すると、非利き手での書字は望

ましいものではないとの推論が導き出せた。  

 

 
7  Ibid.,  p.279  
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（１）「Society5.0」に基づく展望 

ここで、「序章  １．（１）」で述べた「問題の所在」に立ち返ってみる。  

「序章」において、現在、日本の教育改革で重視する「インクルーシブ教育」

の方向性は、左利き者の書字教育に関する課題を講究する必要性と合致するこ

と、また、SDGs の目標「すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育」を提

供することにも資すること、しかし、左利き者の書字教育と問題が共有されて

いないことを指摘した。  

SDGs は 2015 年の国連サミットで採択された 2016 年から 2030 年までの国

際目標であるが、日本政府においては、2016 年に内閣府が科学技術政策の一つ

として「Society 5.0（ソサエティ 5.0）」を発表した。内閣府によるソサエティ

5.0 の定義を記す 8。  

Society 5.0 とは  

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させた

システムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会

（Society）  

 

狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、

情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもので、第５期科学技術基

本計画において我が国が目指すべき未来社会の姿として初めて提唱されまし

た。  

第５期科学技術基本計画は平成 28 年から令和２年までの５年間で行われる。 

「ソサエティ 5.0-政府広報オンライン」では、第５期科学技術基本計画にお

いて、ソサエティ 5.0 は、安倍晋三政権が掲げる「成長戦略」でも日本社会の

抱える課題を解決する重要なキーワードになっている旨を述べた上で、内閣府

によるソサエティ 5.0 の定義について次のように解説している 9。  

（※ソサエティ 5.0 の定義を (小林注 )）わかりやすく言い換えると、情報が溢

れている現在（Society 4.0）の課題に対して IoT（ Internet of Things：モノの

インターネット）や AI（Artificial Intelligence：人工知能）などの最新テク

 
8  内閣府 HP https:/ /www8.cao .go.jp/cstp/society5_0/index.html  （ 2020 年２月 29 日閲覧）  
9  ソサエティ 5.0-政府広報オンライン   

https:/ /www.optim.cloud/blog/iot /society -5-0-real -world-examples/  （ 2020 年２月 29 日閲覧）  
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ノロジーを活用した便利な社会が「Society 5.0」というわけです。  

〔中略〕  

これら最新テクノロジーの活用により、最終的には少子高齢化・地域格差・貧

富の差などの課題を解決し、一人ひとりが快適に暮らせる社会を実現すること

が「Society 5.0」の真の目的となります。  

経団連は、2018 年に発表した「Society 5.0 -ともに創造する未来 -」の中で、

「Society 5.0 は、国連で採択された持続可能な開発目標（SDGs）の達成にも

貢献できる概念である」として、「Society 5.0 for SDGs」を提唱している 10。  

情報社会の次の像としてソサエティ 5.0 を捉えた時に、左利き者の書字教育

についてはどのように考えることができるか。この課題に関する展望として、

左利き者の書字活動に関わる一つの試論を呈したものが「第１章  10．」である。 

 

（２）毛筆のみ常時右手で扱う左利き者に関する附記  

 筆者は、「第１章  10．」において、小林 (2017)に関する解釈の信憑性と客観

的な指標を確認するとともに、当該実験の考察に必要な分析視点を整理するこ

とにも努めた。その結果として、小林 (2017)における推論を確認支持できる内

容、及び、小林 (2017)での分析を補充するために必要と考えられる視点をまと

めた。その中の、硬筆書字は左手で行うが、毛筆のみ常時右手で扱う左利き者

に関して、ここで附記する。  

はじめに、ＬＱにより「左利き」と判断され、実際に、日常の硬筆による書

字活動は左手で行うが、毛筆のみ常時右手で扱う左利き者が存在するとの実態

があることを把握する必要がある。次に、毛筆書字のみ利き手である左手では

なく非利き手である右手で行うようになった事情、及び非利き手での毛筆書字

にどれだけ精通しているかの違いに関わらず、また、仮に非利き手（右手）で

の毛筆書字に高い能力を示すようになっても、硬筆書字は左手で行うが、毛筆

のみ常時右手で扱う左利き者は、非利き手での書字行為を「やや書きにくい (ど

ちらかと言えば書きにくい )」と感じており、「硬筆と毛筆は全く他のものであ

り、自分には毛筆による書写学習は硬筆による書写力の基礎として寄与しない」

 
1 0  一般社団法人  日本経済団体連合会 HP https:/ /www.keidanren.or.jp/pol icy/society5.0.html  

「 Society 5.0 －ともに創造する未来－」https:/ /www.keidanren.or.jp/pol icy/2018/095_sasshi .pdf  

（ 2020 年３月１日閲覧）  
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と実感しているとの実情に関して理解しなければならない。  

 このような、小林 (2017)に続く論考で指摘した事柄は、たとえ非利き手での

書字活動に慣れ、器用にこなせたとしても、非利き手による書字行為は文字の

学習活動になっていないとの重大な問題性を内在している。再三記す通り、学

習指導要領には「毛筆を使用する書写の指導は硬筆による書写の能力の基礎を

養うよう指導」するよう言及されているにもかかわらず、毛筆のみ右手で扱う

左利き者にとって実態は大きく異なるのである。ここに、再度、左利き者の毛

筆学習及びその指導はどのようになすべきかとの重要な課題が生じる。延いて

は、書字活動全般にわたり右手で行うよう指導され、止むを得ず変更した左利

き者に関しては、非利き手での書字学習は推奨できない、左利き者に右手での

書字を強要する学習指導はしてはならないとの推論が立つ。  

しかし、既述のように、これらの実験でのデータは限られた人数によるもの

であり、その実験結果については未だ断定ができる段階ではなく、あくまでも

事例の一つにとどめられる。データの蓄積と多角的な分析により、実験結果の

解釈の客観性、信憑性が求められる。ただし、脳生理学からの根拠をもとに、

書字に関する「利き手」「非利き手」との概念を前提にして、「利き手」「非利き

手」との観念に基づき書字及びその指導に関して考究する姿勢は必至となる。  

 

（３）左利き者の脳機能や認知機能に関する検証において考慮する点  

なお、ここで、医学（生物学・生理学）や心理学の分野での先行研究に立脚

した、左利き者の脳機能や認知機能に関する検証に際して考慮すべき点を記す。 

 「第１章」での考察の通り、医学（生物学・生理学）や心理学の分野での先

行研究に基づくと、左利き者に右手で書字するよう強いる、いわゆる「矯正」

は不適切だと考えられる。一方で、脳機能自身に着目して考えた場合、「苦手な

ことを訓練する、例えば、非利き手で文字が書けるように練習すると、脳が活

性化されるのではないか」との推論も成り立つ。確かに、行動の獲得において

繰り返し練習することは重要であるが、教育場面においての書字に関わる利き

手の「矯正」は、右利き者と左利き者での学習への負荷の程度が変わるために、

学習の平等性を欠いている。また、非利き手での書字には負荷がかかるために、

脳の左右でコンフリクトが起こり、学習課題そのものへの集中が低下してしま
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う虞もある。さらには、「第１章」に記した通り、「矯正」による心理的なスト

レスについても報告されている。これらの要素を勘案すると、教育場面におい

ての書字に関わる利き手の「矯正」は不適切であると結論づけることができる。

ただし、脳機能そのものに特化して考えた場合、行動獲得や脳の活性化、もし

くはリハビリテーション等の側面から推測すると、ポジティブな要素も可能性

としては存在し得る。脳機能を重視した際の非利き手を用いた行動の是非は、

教育場面における書字活動とその他の場面での活動で違えて考える必要がある。 

 

４．日本での左利き者の書字教育に関して必要な研究の方向性及び方法  

（１）本論考各章に記した具体的な文言に関するカテゴリー分類  

 「序章  １．（２）」にて記した通り、現在、左利き者の書字教育に関して、

日本における書写教育研究の立場からの先行研究では、「目標研究」「教育内容

研究」「教材研究」「カリキュラム研究」「学習者研究」のどの側面も充填されて

いない。また、「第 3 章  １．」で述べた通り、現時点では、漢字圏において左

利き者の書字教育の在り方を探究するには、「目標研究」「教育内容研究」「教材

研究」「カリキュラム研究」「学習者研究」のいずれに関しても局限される。  

本章をまとめるにあたり、本論考で考察した、日本における左利き者の書字

教育に関して必要となる、これからの研究の方向性や方法について、各章にて

記した具体的な文言を、「目標研究」「教育内容研究」「教材研究」「カリキュラ

ム研究」「学習者研究」のカテゴリーに分類して「表１」に示す。表の左端の

列には当該文言を記述した章及び項を、その右隣の列には項の見出しを附す。  
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表１  本論考で考察した 

日本での左利き者の書字教育に関するこれからの方向性や方法  

章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
１
章 

９
． 

左
手
書
字
か
ら
右
手
書
字
へ
の
「
矯
正
」
の
是
非 

○利き手及びその  

変更に関する問  

題は脳のプログ  

ラムと直接かつ  

密接に関わると  

いう点を理解し  

た上で、根本  

的・本質的な課  

題について熟慮  

し、利き手に関  

する問題におい  

て本当に変えて  

いかなければな  

らないものは何  

であるのかを再  

考する。  

○少数派とされる  

左利きの在り方  

を理解し、日常  

生活のあらゆる  

場面において  

様々な方策を講  

ずる。  

   ○利き手は、その  

発達段階におけ  

る各人の自然な  

姿を尊重すべき  

であり、その変  

更に関しても、  

保護者や周囲の  

意向ではなく本  

人の意思を重ん  

じるべき。  

第
１
章 

1
0

. 

「

S
o

c
i

e
t

y
5

.
0

」

の

方

向

性

に

沿

っ

た

試

論

 

○脳生理学、脳活  

動の観点から検  

証考察すると、  
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章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
１
章 

1
0

. 

「S
o

c
ie

ty
5

.0

」
の
方
向
性
に
沿
っ
た
試
論 

非利き手での書  

字は望ましいも  

のではない。  

○書字に関しては  

「“右手”“左手”」 

といった概念で  

はなく、「“利き  

手”“非利き手”」 

との認識が不可  

欠である。  

    

第
２
章 

３
． 

学
校
教
育
に
お
け
る
左
利
き
及
び
左
利
き
者
の
書
字
の
受
け
と
め
方 

 ○文字は右手で書  

きやすい構造や  

運筆になってい  

ることへの理解  

を促すために、  

試みに右手での  

書字を体感させ  

てみるのは一案  

であるが、それ  

をきっかけに右  

手での書字の定  

着を強要するの  

は避けるべき。  

○左利き者のため  

の、左手での望  

ましい筆記具の  

持ち方をはじめ 、 

左利き者に有用  

 ○左利きの児童生  

徒への書写指導  

において最も重  

視すべきことは 、 

字形・筆順・運  

筆といった文字  

の有りようでは  

なく、「左利きで  

ある」という児  

童生徒の実態で  

ある。右利きの  

論理を押しつけ  

た、文字の構造  

や運筆ありきの  

書写教育ではな  

く、まず、左利  

きであることを  

尊重し、左利き  
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章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
２
章 

３
． 

学

校

教

育

に

お

け

る

左

利

き

及

び

左

利

き

者

の

書

字

の

受

け

と

め

方 

 な書字学習の在  

り方について検  

討することは必  

須であり、また、 

それらに関する  

具体的な方策が  

右手での場合と  

同様に明示され  

るべき。  

 の児童生徒が無  

理なく書字に臨  

めるよう、左利  

き者の立場に立  

った書字及びそ  

の教育の在り方  

を探求してい  

く。  

 

第
２
章 

４
．
（
８
） 

紙
の
置
き
方
の
検
証
が
示
唆
す
る
具
体
的
方
策
を
検
証
す
る
こ
と
の
意
義
と
課
題 

  ○左手書字者が毛  

筆及び硬筆によ  

って効果的な書  

写学習を行う要  

件として、紙の  

置き方に関する  

顧慮は有効な一  

方策になる。  

○体の中心から左  

側へずらす置き  

方は、書写学習  

延いては文字学  

習との観点から ､ 

毛筆書写におい  

ても硬筆書写に  

おいても、有用  

に働く可能性が  

高い。  
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章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
２
章 

４
．
（
８
） 

紙

の

置

き

方

の

検

証

が

示

唆

す

る

具

体

的

方

策

を

検

証

す

る

こ

と

の

意

義

と

課

題

 

  ○硬筆の場合より  

も、毛筆、特に  

大筆での場合の  

方が、文字の形  

状・用筆・字形  

に、紙の置き方  

の違いが強く反  

映されやすい。  

  

第
３
章 

２
． 

左
利
き
に
関
す
る
漢
字
圏
に
お
い
て
の
文
化
的
背
景 

○国語科における  

言語力の育成に  

鑑みた時、その  

一領域である書  

写においては、  

「利き手」との観  

点から右手と左  

手の平等性に基  

づいて、利き手  

にまつわる書字  

学習の在り方及  

び指導の方法が  

何らかの形で提  

示されてしかる  

べき。  

    

第
６
章 

１
． 

《

イ

ギ

リ

ス

の

書

字

教

育

か

ら

得

ら

れ

る

示

唆

》

 

  ○教科書やそれに  

準拠するテキス  

トにおいて、左  

手での望ましい  

筆記具の持ち方  

○学習指導要領に  

左利き者の書字  

指導について特  

記する。  

○利き手は脳機能  

と密接な関係に  

あるとの根拠に  

基づき、左利き  

の児童生徒に右  
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章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
６
章 

１
． 

《
イ
ギ
リ
ス
の
書
字
教
育
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
》 

○「利き手」との  

観点に立脚し、  

右手と左手は平  

等の関係にある  

との見解を堅持  

する。  

○学校を含む社会  

及び日常生活は 、 

右利き者が生活  

しやすい形態に  

できていること  

に鑑み、左利き  

者の不便さが回  

避できる工夫を  

する。  

○左利き者の書字  

場面には、右利  

き者に比較して  

書きにくい要素  

が伴うため、学  

習指導者にはよ  

り適切な理解と  

配慮が求められ  

る。  

［例］  

◦机や椅子の的確  

な高さ  

◦机や椅子に対し  

て書字者が座る  

位置  

◦書きやすい筆記  

具の種類  

◦書き手の体と用  

紙を置く位置と  

の図版を、右手  

での望ましい持  

ち方とペアにし  

て提示する。  

○文字学習入門期  

の教材に、左利  

きの児童も、利  

き手に関係なく  

用いることがで  

きる教材を設け  

る。  

 手で書字させる  

指導は行わな  

い。  
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章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
６
章 

１
． 

《
イ
ギ
リ
ス
の
書
字
教
育
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
》 

 の関係  

◦書きやすくする  

ための用紙の傾  

け角度  

◦右手（＝文字を  

書かない手．用  

紙を押さえる  

手）の位置  

◦右利き者との座  

席の位置関係  

◦教室内において  

左利き者が座る  

のに適切な場所  

◦照明に関わる配  

慮  

〇左利き者の書字  

指導に際して  

は、概念的抽象  

的な指示でな  

く、具体的でわ  

かりやすいポイ  

ントを提示する 。 

［例］  

◦筆記具の具体的  

な持ち方  

◦左利き者自身が 、 

書字している直  

中の文字（＝筆  
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章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
６
章 

１
． 

《
イ
ギ
リ
ス
の
書
字
教
育
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
》 

 記具の先端部）  

を見ることがで  

きる、筆記具を  

把持する指の筆  

記具先端からの  

適切な高さ。  

◦望ましい筆圧や  

握圧のかけ方  

◦横書き書式にお  

いて、左から右  

へ無理なく書字  

するための工夫 。 

◦円運動を含む文  

字を反時計回り  

に書けるように  

するための方策 。 

◦鏡文字への対処  

法  

○左利き者が横画  

を書く際に「押  

す」動作となる  

ところを「引く」 

動作に変容させ  

るための方策を  

示す。  

   

第
６
章 

１
． 

《

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

書

字

教

育

か

ら

得

ら

れ

る

示

唆

》

 

 ○書字指導に際し  

ては、書字にお  

ける右利きと左  

○学習指導要領も  

しくはそれに相  

当する指南書  

○望ましい姿勢や  

筆記具の持ち方  

等を提示する図  
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章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
６
章 

１
． 

《
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
書
字
教
育
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
》 

 利きの平等性に  

立脚し、右手書  

字、左手書字そ  

れぞれの詳細に  

ついて説明する 。 

［例］  

◦左利き者が書字  

学習を行う際の  

教室内での座席  

の位置  

◦机の高さ  

◦採光の方法  

◦左手で望ましい  

書字活動を行っ  

ている成人から  

の援助  

○左利き者の筆記  

具の持ち方や望  

ましい書きぶり 、 

実際の指導方法  

それぞれに関し  

て、より具体的  

な示唆を提唱す  

る。  

に、左利き者の  

望ましい鉛筆の  

持ち方について  

特記する。  

○筆記具の持ち方  

及び用紙の置き  

方に関する図版  

は、右利き者と  

左利き者双方の  

図をペアの形で  

提示する。  

版の説明には、  

筆記具を持つ手  

を「書く方の  

手」、筆記具を持  

たずに用紙を押  

さえる手を「書  

かない方の手  

（もしくは紙を  

押さえる手）」と  

記し、「右手」「左  

手」との語は用  

いない。  

 

第
６
章 

１
． 

《
フ
ラ
ン
ス
の 

 ○学習指導要領に  

利き手に考慮し  

た文言を記載す  

る。  

○右利き左利き双  

方に対応できる 、 

利き手に配慮し  

た教材を提起す  
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章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
６
章 

１
． 

書
字
教
育
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
》 

 ○教科書もしくは  

教科書に準拠す  

るテキストには 、 

右手での望まし  

い持ち方を提示  

するのと同様に 、 

左手での望まし  

い筆記具の持ち  

方を提示する。  

る。    

第
６
章 

１
． 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
圏
諸
国
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆 

○日本でも、右手  

と左手は「利き  

手」との観点か  

ら平等の関係に  

あるとの見解に  

基づき、学習指  

導要領において 、 

少なくとも、左  

利きの児童生徒  

に右手での書字  

を強いる指導は  

行わない旨を明  

示する。  

○左手書字とその  

指導法の詳細に  

ついては、当該  

国が具体的に示  

す要点を参照し  

て、アルファベ  

ット書字の場合  

から日本語書字  

の場合に置き換  

え検証し、明ら  

かにする。  

   

第
７
章 

１
． 

利

き

手

及

び

左

利

き

者

に

関

す

る

書

字

学

習

の

在

り

 

   ○言語力の育成、  

文字学習の観点  

から、漢字圏に  

おいても、利き  

手及び左利き者  

に関する書字学  
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章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
７
章 

１
． 

方

を

公

的

に

提

示

す

る

必

要

性

 

   習の在り方や指  

導の方法を検証  

し、公的に提示  

する。  

 

第
７
章 

２
． 

左

利

き

者

の

書

字

学

習

と

ア

メ

リ

カ

の

特

別

支

援

教

育

に

お

け

る

書

字

学

習

に

通

底

す

る

見

解

 

○「利き手」との  

観点に立脚し、  

右手と左手は平  

等の関係にある  

との見解を持つ 。 

○子供が抱える問  

題点を議論する  

際に次の点に着  

目する。  

◦手 、紙 、座る姿勢 。 

◦書く際の鉛筆の  

握り方  

   

第
７
章 

３
． 

「
利
き
手
」
と
の
観
念
に
基
づ
く
比
較
教
育
学
と
臨
床
生
理
学
両
面
か
ら
の
検
討 

○左利き者に右手  

での書字を強要  

する学習指導は  

してはならない 。 

○書字に関する  

「利き手」「非利  

き手」との概念  

を前提にして、  

「利き手」「非利  

き手」との観念  

に基づき書字及  

びその指導に関  

して考究する。  

○教育場面におい  

ての書字に関わ  

る利き手の「矯  

正」は不適切で  

○脳機能を重視し  

た際の非利き手  

を用いた行動の  

是非は、教育場  

面における書字  

活動とその他の  

場面での活動で  

違えて考える。  

  ○日常の硬筆によ  

る書字活動は左  

手で行うが、毛  

筆のみ常時右手  

で扱う左利き者  

が存在するとの  

実態があること  

を把握する。  

○上記の書字者は 、 

「硬筆と毛筆は  

全く他のもので  

あり、自分には  

毛筆による書写  

学習は硬筆によ  

る書写力の基礎  

として寄与しな  

い」と実感して  
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章 名 目標研究  教育内容研究  教材研究  カリキュラム研究  学習者研究  

第
７
章 

３
． 

「
利
き
手
」
と
の
観
念
に
基
づ
く
比
較
教
育
学
と
臨
床
生
理
学
両
面
か
ら
の
検
討 

ある。     いるとの実情に  

関して理解する 。 

○教育場面におい  

ての書字に関わ  

る利き手の「矯  

正」は、右利き  

者と左利き者で  

の学習への負荷  

の程度が変わる  

ために、学習の  

平等性を欠く。  

 

（２）研究の方向性及び方法に関するカテゴリーごとの提起  

 「表１」に基づき、日本での左利き者の書字教育に関して必要な研究の方向

性及び方法を、「目標研究」「教育内容研究」「教材研究」「カリキュラム研究」

「学習者研究」のカテゴリーごとに提起する。  

 

① 目標研究  

はじめに、利き手及びその変更に関する問題は脳のプログラムと直接かつ密

接に関わるとの理解のもと、利き手に関する問題において本当に変えていかな

ければならないものは何であるのかを熟考する必要がある。少数派とされる左

利き者が右利き者と変わらない日常生活を当たり前に過ごせるよう、日頃あら

ゆる場面において様々な方策を講ずることが求められる。  

その中でも、特に、教育場面における書字活動においては、第一に、脳生理

学、脳活動の観点から検証考察した結果として、非利き手での書字は望ましい

ものではないことを前提として遂行する。さらには、「利き手」との観点に立脚

し、右手と左手は平等の関係にあるとの見解を認識した上で、書字に関しては

「右手」「左手」といった概念ではなく、「利き手」「非利き手」との概念を堅持

に持つ。「利き手」「非利き手」との概念に基づき書字及びその指導に関して考
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究する姿勢は必至のものとなる。  

また、国語科における言語力の育成に着視した場合、その一領域である書写

においては、先述の「利き手」との観点から右手と左手の平等性に基づいて、

利き手にまつわる書字学習の在り方及び指導の方法を何らかの形で提示してし

かるべきある。日本では、学習指導要領において、少なくとも、左利きの児童

生徒に右手での書字を強いる指導は行わない旨を明示する。  

これらの提案の根底には、教育場面においての書字に関わる利き手の変更

（「矯正」）は不適切であるとの確たる考え方が存在する。左利き者に右手での

書字を強要する学習指導はしてはならない。  

 

② 教育内容研究  

学校を含む社会及び日常生活は、右利き者が生活しやすい形態にできている

との実状に対する理解に努め、左利き者の不便さが回避できる工夫をする。  

その中でも、左利き者のための、左手での望ましい筆記具の持ち方をはじめ、

左利き者に有用な書字学習の在り方についての検討は必須であり、また、それ

らに関する具体的な方策が、右手での場合と同様に公的な形で明示されるべき

である。  

「目標研究」に関してと同じく、「教育内容研究」の観点からも、学習指導要

領に利き手に考慮した文言を記載することが求められる。また、その具体的な

示唆を教科書もしくは教科書に準拠するテキストにおいて提示する必要がある。 

この「具体的な示唆」に含まれる内容には、左利き者の筆記具の持ち方や望

ましい書きぶり、実際の学習指導方法等が挙げられる。筆記具の持ち方に関し

ては、右手での望ましい持ち方を提示するのと同様に、左手での望ましい筆記

具の持ち方を提示する。  

左手書字とその指導法の詳細については、本論考で研究対象としたアルファ

ベット圏諸国が具体的に示す要点を参考に、アルファベット書字の場合から日

本語書字の場合に置き換えての検証を試み、明らかにすることが必至となる。

その際、書字指導に際しては、「目標研究」でもまとめた、書字における右利き

と左利きの平等性に立脚し、右手書字、左手書字各々の詳細について説明する

ようにする。一例として、本論考にて比較対象としたアルファベット圏諸国の
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在り方から確認できた、左手書字とその指導法の詳細な観点について列挙する。 

○左利き者の書字活動や書字場面には、右利き者に比して多くの文字が書きに  

くい要素を伴うため、学習指導者には、次のような、より適切な理解と配慮  

が求められる。ただし、これらの中には、左利き者に限った要件ではなく、 

利き手に関係なく学習者全員に共通する要件も含まれる点に留意したい。  

［例］ ◦机や椅子の的確適切な高さ  

◦書字者が机や椅子に座る位置  

◦書きやすい筆記具の具体的な種類  

◦書字者の体の位置と用紙を置く位置との関係  

◦書字者が書きやすくなるための用紙の傾け角度  

◦右手（＝文字を書かない手．用紙を押さえる手）の位置  

◦左利き者と右利き者が隣同士に並ぶ場合の座席の位置関係  

（それぞれの書字する手腕 (左利き者の左腕と右利き者の右腕 )がぶつか  

らないようにする）  

◦書字学習を行う際の左利き者の教室内における座席の位置  

（教室内において左利き者が座るのに適切な場所）  

◦照明に関わる配慮（採光の方法）  

 

〇実際、左利き者の書字指導を行うにあたっては、概念的抽象的な指示でなく、 

具体的でわかりやすいポイントを提示する。  

［例］ ◦筆記具の具体的な持ち方  

◦左利き者自身が、書字している最中に自分の書いている文字（＝筆記具  

の先端部）を見ることができる、筆記具を把持する指の、筆記具先端  

からの適切な高さ。  

◦望ましい筆圧や握圧のかけ方  

◦横書き書式において、左から右へ無理なく書字するための工夫。  

◦円運動を含む文字を反時計回りに書ける（＝左利き者には書きにくい  

方向への動きを含む文字を書きやすくする）ようにするための方策。  

◦鏡文字（反転文字）を書く学習者への対処方法  

◦実際に左手で望ましい書字活動を行っている成人からの援助  
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これらの例示の中に、「左利き者には書きにくい方向への動きを含む文字を書

きやすくする」ことへの具体的な方法の提示が求められているが、日本語（漢

字や仮名）の場合、特に、横画を書く際に代表される動き、すなわち、左利き

者が横画を書く際に「押す」動作となるところを「引く」動作に変容させるた

めの方策を示す必要がある。そのための工夫の一つが、この後の「教材研究」

でも示す用紙の置き方に関するものである。  

なお、文字は右手で書きやすい構造や運筆になっていることへの理解を促す

ために、試みに右手での書字を体感させてみるのは一案であるが、それをきっ

かけに右手での書字の定着を強要するのは避けるべきである。また、脳機能を

重視した際の非利き手を用いた行動の是非は、教育場面における書字活動とそ

の他の場面での活動で違えて考える点に留意する。  

 

③ 教材研究  

 「目標研究」や「教育内容研究」に記した内容と重複するが、「教材研究」に

関しても、本論考で研究対象としたアルファベット圏諸国の例に倣い、日本に

おいても、学習指導要領の解説や書写用教科書、もしくはそれに準拠するテキ

ストにおいて、鉛筆の望ましい持ち方を掲載するページに、左手での望ましい

筆記具の持ち方の図版を右手での望ましい持ち方の図版とペアにして提示する、

左利き者の望ましい鉛筆の持ち方について特記する必要があると考える。  

ところが、日本においては、現時点で、左利き者の望ましい鉛筆の持ち方に

関する詳細が研究途中の段階にある。ただし、本論考で比較研究の対象とした

国全てにおいても、左利き者における鉛筆の望ましい持ち方の詳細、すなわち、

左利き者にとって望ましい、鉛筆の具体的な持ち方は、公的に定義（明文化）

されていない。しかし、アルファベット圏諸国の  Handwriting のテキストに

は、鉛筆の持ち方の図版（イラスト）が、用紙の置き方に関する図版（イラス

ト）とともに、右利き者と左利き者双方の図をペアにした形で提示されている。  

研究結果が確定していない段階で、左利き者の筆記具の持ち方に関して、公

的な場面で具体的に提示することには疑念を抱く。一方で、イギリスをはじめ

とするアルファベット圏諸国における、左利き者の書字に関わる課題に対峙し

て、その多様性を認めながら、具体的な示唆をなるべくわかりやすく提唱しよ
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うとする姿勢には学びたいと考える。なぜならば、たとえどんなに些細な内容

であっても、左利き者にとっては、すなわち、現実かつ日常の話として、左手

書字の課題に向かい合っている児童生徒や保護者にとっては、よりわかりやす

く具体的に文言が提起されるだけでも、安堵感を得られるからである。この点

において、左利き者の書字教育に関する方策を講ずる、換言すれば、左利き者

の書字教育に関する不安要素を軽減する方策を練ることは肝要になる。  

 また、左手書字者が効果的な書写学習を行う要件として、紙の置き方に配慮

することは有効な一方策になる。中でも、使用する紙を書字者の体の中心から

左側へずらす置き方は、書写学習延いては文字学習との観点から､毛筆書写にお

いても硬筆書写においても有用に働く可能性が高い。さらには、硬筆で書字す

る場合よりも、毛筆、特に大筆で書字する場合の方が、文字の形状、用筆、字

形に、紙の置き方の違いが強く反映されやすい。  

 紙に関する考慮の一方で、筆記具、特に毛筆に関しても、左手書字者に特有

な課題への配慮を要すると考える。日本の文字（漢字や仮名）自身が、例えば、

右上がりを伴う漢字（楷書）の横画や平仮名に多出する右回転等、左手では書

きにくい要素を有する上に、左手書字者は、横画や右払い及び曲がりの部分を、

右手書字のように右へ引く動作ではなく、左手書字に特徴的な、右へ押す動作

へと変化させて書くために、毛筆を用いると、穂先がバラバラとなってかなり

の書きにくさが生じる。先述の紙の置き方に関する工夫は、紙を書字者の体の

中心から左側へずらすことで、左手で毛筆を右へ押す動作を、右へ引く動作に

変えるものである。ここで、毛筆そのものに着目した場合、各文具メーカーで

は、例えば、毛筆を執った際の筆軸の角度を変化させ、始筆部での穂先の入筆

角度を、右手書字での入筆角度と同じ角度に変容させる補助器具等を考案する

向きもある。右手書字による毛筆の動きに関しての理解が促せる教具となれば

用いる意義は大きいが、補助器具の使用がかえって字形の理解等に支障を来す

要因となる可能性があるのならば、慎重な判断のもとでの使用が必要であろう。 

なお、アルファベット圏諸国の在り方に模して、文字学習入門期の教材につ

いて、左利きの児童が利き手に関係なく用いることができる教材を設ける工夫

や、右利き者左利き者双方に対応できる、利き手に配慮した教材を提起する方

法の検討も望まれるところである。  
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④ カリキュラム研究  

左利きの児童生徒への書写指導において最も重視すべきことは、字形や筆順、

運筆といった文字の有りようではなく、「左利きである」という児童生徒の実態

である。右利きの論理を前提とする文字構造や運筆ありきの書写教育ではなく、

まずは、左利きであることを尊重し、左利きの児童生徒が無理なく書字に臨め

るよう、左利き者の立場に立った書字及びその教育の在り方を探求していく姿

勢が求められる。  

これまで「目標研究」「教育内容研究」「教材研究」の中にも既述したが、左

利き者の書字指導に関するカリキュラム内容を、学習指導要領及びその解説や

書写用教科書に記載することは必須の事柄となる。言語力の育成や文字学習の

観点から考察しても、日本のみならず漢字圏において、利き手及び左利き者に

関する書字学習の在り方や指導の方法を検証し、公的に提示する必要がある。  

その際、例えば、望ましい姿勢や筆記具の持ち方等を提示する図版の説明に

は、筆記具を持つ手を「文字を書く手」、筆記具を持たずに用紙を押さえる手を

「紙を押さえる手」等と記して、「右手」「左手」との語は用いない方がよいと

考える。  

 

⑤ 学習者研究  

利き手は、それぞれの発達段階における各人の自然な姿を尊重すべきであり、

その変更に関しても、保護者や周囲の意向ではなく、本人の意思を重んじるべ

きである。このことは、利き手は脳機能と密接な関係にあるとの根拠に基づく

ものである。左利きの児童生徒に右手で書字させる指導は行わない。教育場面

においての書字に関わる利き手の変更（「矯正」）は、右利き者と左利き者での

学習への負荷の程度が変わってしまうために、学習の平等性を欠くからである。 

さらには、日常の硬筆による書字活動は左手で行うが、毛筆のみ常時右手で

扱う左利き者が存在するとの実態があることを把握する必要がある。当該の書

字者は、「硬筆と毛筆は全く他のものであり、自分には毛筆による書写学習は硬

筆による書写力の基礎として寄与しない」と実感しているとの実情に関しても

理解を要する。  
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１．研究の成果  

本章のはじめに、「序章  ２．（１）」に記した本研究の目的に基づいて、本研

究の成果をまとめる。  

 

○利き手及び左利き者の書字に関する研究を多角的に行うための基礎研究、 

 すなわち、医学（生物学・生理学）や心理学の分野における、利き手及び  

左利きに関する学際的文献を渉猟整理し、関係学問領域の成果を援用する 

ことを通して、左利き者の書字教育研究における課題の視点を明確にした。 

○「利き手」との観点からの右手と左手の平等性に基づく、学習者（左利き  

者）の多様性に応じた学習指導の方法を探求し、その具体的な方策につい 

て明示した。 

本論考では、まず、「第Ⅰ部」で、医学（生物学・生理学）や心理学の分野に

おける、利き手及び左利きに関する先行研究について考察した上で、教育及び

学習者としての観点から左利き者の書字について検討することで、利き手との

平等性に立ち、左利き者が無理なく書字に臨めるように、学習者の多様性に応

じた学習指導の在り方を探求する必要性とその具体的な方策について考究した。 

 その上で、インクルーシブ教育や SDGs の視点に則り、IoT や AI 等に代表さ

れる最新テクノロジーを活用する視座から、利き手に関して各人の脳機能が生

かされる書字活動の在り方に関して講究することが必定となる点を論述した。  

医学的・心理学的な論拠をふまえれば、書字における右手の優位性を理由に

して、利き手を変えるといった、一番大事な脳の働きを無視するかのような方

策、つまり、左利きの学習者に右手での書字を定着させるよう強要するのは避

けるべきだと考えられる。 

世界の言語において、その文字や書式は、大抵の場合右手での書字を前提と

しているため、右手の方が文字を無理なく構成できる上に、字形も整えやすく、

書字しやすいのは確かなことである。特に、整った楷書の横画は右上がりにな

り、平仮名は右回転の文字が多いことから、左手で日本の文字を書字するが不

便なことは事実である。また、左手で毛筆を扱いにくいのは、横画、及び右払

いや曲がりの部分を書く時に、右手であれば筆を右へ引く動作で書けるものを、

左手では筆を右へ押す動作に変わり、毛筆の穂先がバラバラになるからである。 
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しかし、左利きの学習者への書字指導において、最も大切なのは「左利きで

ある」という学習者の実態である。利き手やその変更に関する問題は、脳のプ

ログラムと密接に関わることを認識し、「右利きの論理ありき」の学習指導では

なく、左利きの学習者が無理なく書字に臨めるように、左利きの学習者の立場

に立った書字およびその学習指導の方法を探究することが求められている。 

左利き者の書字指導に関する詳細が明確になっていない中、左利き者が無理

なく書字するための要件に用紙の置き方を挙げた上で、左利き者が書字する際

の用紙の置き方に関して具体的な方法を提示した文献に、箱崎総一編『左きき

書道教本』がある。当該文献において、左手書字に特有な、横画に関する問題

を合理的に解決する方策に基づき紹介された用紙の置き方の中でも、特に、用

紙を体の中心から左側へずらす置き方は有効に働く可能性が高いことから、通

常通り用紙を真っ直ぐ体の真ん中に置く方法に加えて学習者に提示し、学習者

自らが自分に合った用紙の置き方を選択してみるのも一案かと考えられる。 

 

○比較書字教育研究の意義に鑑みて、左利き者をめぐるアルファベット圏で  

 の書字教育の実状を明らかにした。  

「第Ⅱ部」では、比較教育学の見地から、日本と同じ漢字圏である中国や韓国

においての、左利きの児童生徒への書字学習及び指導に関して概観した上で、

英語ないしはアルファベット圏の国々においての左利き者をめぐる書字教育の

実状について考察することにより、日本における左利き者の書字教育に寄与で

きる詳細な観点を把握することに努めた。文字体系の違いを超えて遂行する、

｢手で文字を書くことに関する教育｣にまつわる比較研究には、漢字圏において

の視点だけでは捉えきれない事象や内容が内包されている。このことは、例え

ば、Gwen Dornan (2007). Writing Left-handed…  …Write in, not left out. 

The National Handwriting Association. に記された、右から左へと読むアラ

ビア語を書く右利き者に、左利き者が英語を書字する場合と同一の問題が生じ

るのではないかとの予測のもとに比較を試み、英語を書く左利き者への方策を

模索した姿勢に通じるものがある。比較教育研究の意義を改めて痛感している。 

 

○比較教育学の見地からの、日本における左利き者の書字教育に寄与できる  
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 観点を把握し、左利き者の書字教育研究に必要な分析視点を整理した。  

○文化的な制約等を乗り越えて教育を向上させる姿勢をふまえて、左利き者 

 の書字教育の在り方を大局的な着眼点から展望した。 

「第Ⅰ部」と「第Ⅱ部」を総括する「第Ⅲ部」では、まず、アルファベット圏

諸国における左利き者の書字教育の在り方から、日本における左利き者の書字

教育に寄与できる観点の把握と、本論考での課題に必要な視点の整理に努めた。 

さらには、教育の質的向上を図るために、教育文化論としての、文化的制約

等をも乗り越えた左利き者の書字教育論が必要であることに鑑み、書字マイノ

リティの観点から、左利き者の書字学習と特別支援教育における書字学習に通

底する考え方について追究した。 

 これらの考察をふまえて、日本での左利き者の書字教育に関して必要な研究

の方向性及び方法を、「目標研究」「教育内容研究」「教材研究」「カリキュラム

研究」「学習者研究」のカテゴリーごとに提起した。 

 

２．研究の課題  

 続いて、本研究の課題に関して述べる。  

 「第２章」で考察した箱崎考案の「左きき筆法」の普及と実践に尽力した、

元小学校教諭の細川芳文は、次のように語っている 1。  

「左ききの子どもだけを個別に指導することは絶対に避けてほしいもの  

です。」  

「教室では右利きの児童と同じ環境の中で、『こうして書いてごらん』と  

さりげなく教えることが大事です。」  

「まずは、使いやすいほうの手の能力を伸ばす意識を持たせながら指導し  

ましょう。」  

  「やはり児童には「まず自分で考えてみる」という意識を持たせ、それを  

可能とするだけの時間と心の余裕を持たせることが、教師を含めた大人の  

側の課題ではないでしょうか。」  

また、大路は次のように述べている 2。  

 
1  フェリシモ左きき友の会&大路直哉『左ききでいこう！  ―愛すべき 21 世紀の個性のために―』  

（フェリシモ  2000） pp.71-72.  
2  大路直哉『見えざる左手  ものいわぬ社会制度への提言』（三五館  1998） pp.177-178.  
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「もはや、右利きが、右手で書いても上手に書けないと悩む時代だ。「左  

手だと上手に書けない」という固定観念じたい、ふりほどく時期にさしか  

かっている。だからこそ、左利き児童のための指導指針を確立する必要が  

ある。今後も左利きは少数派であるとしても、これまで矯正されがちだっ  

た行為に左手使用の波が、もうすでに押し寄せているからだ。」  

「子どもたちの未来は子どもたち自身のものだ。だからこそ、あるがまま  

の利き手を使う自由が、子どもたち自身にあってしかるべきである。その  

ためには、家族をはじめ社会のさらなる意識変革と、左利きを個性として  

はぐくむための環境づくりが必要だ。」  

利き手に関する無理解や、「日本の文字は左手だとうまく書けない」といった

類いの固定観念等が、左利き者の心理的なストレスやそれに付随する諸問題を

引き起こす要因となる。また、少数派とされる左利きの児童生徒は、書字に伴

う周囲との違和感を抱きやすく、更には、「矯正」によってその思いが簡単に劣

等感と化してしまう虞もある。「手は「外側に飛び出た脳」」3との言葉を改めて

認識した上で、利き手の違いも個性の一つとして尊重し、児童生徒の多様性を

理解して、その状況に合わせた学習指導法を検討していく姿勢が望まれる。  

 

 新しい元号のもとで、新しい学習指導要領が順次実施となる。この学習指導

要領には、小学校国語科書写で、低学年における水書用筆等を用いた運筆指導

の工夫に言及する文言が、日本の学習指導要領史上初めて提示された。左利き

者の書字教育に関しても、本論考で考察した諸国での在り方に倣い、学習指導

要領等に公的な形で具体的な示唆を提起する時期に来ているのではなかろうか。 

 ちなみに、韓国では、2019 年発行の小学校第１学年国語科用教科書（国定）

において、『国語科教育課程』の「達成基準」に規定されている「鉛筆を正しく

持って書くこと」に対応するページに、左利きの児童に向けて、筆記具の望ま

しい持ち方を教示するイラストを掲載している。家庭経営及び家族・家庭生活

教育を専門とする信州大学の鄭暁静によると、韓国教育部発行の家庭科教科書

に関する教師用指導書には、韓国における小学校家庭科での、左利きの児童に

 
3  坂野登『しぐさでわかるあなたの「利き脳」  自分でも知らなかった脳の“性格”と“クセ”』  

（日本実業出版社  1998） p.21.  
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関しての最新研究（例えば、運針指導や包丁の扱い方等）が掲載されていると

いう。  

 

本論考は、左利き者の書字に関して、医学（生物学・生理学）及び心理学と、

比較教育学の視点からの諸文献の考察に基づいた基礎研究である。今後は、今

回の試論を臨床的に検証していく必要がある。また、各研究分野と連携し、巨

視的な理論に基づいた考察も要すると考える。  

なお、本論考では、英語ないしはアルファベット圏の国々における左利き者

の書字教育に関して比較考察することに重きを置いて論を展開したため、左利

き者の最も大きな関心事といっても過言ではない、毛筆を用いた書字の学習内

容及びその指導法については詳しく言及しなかった。日本及び漢字圏の特有な

筆記用具として毛筆が存在する。「第３章」で述べた通り、毛筆を手書きの土台

とする土壌を持つ日本及び漢字圏での、毛筆の手書き文字への影響は計り知れ

ず、この点において、日常の筆記具が硬筆のみの英語ないしはアルファベット

圏の国々とは一線を画すところがある。  

「第３章」でも記した通り、現在、日本での日常の筆記活動には主に硬筆が

用いられている。しかし、日本の文字は、毛筆文化の中で育まれ発展してきた

ため、毛筆を使って大きく書くことで日本の文字に特有な「はね」「はらい」等

の特徴を習得しやすい。日常生活の筆記具として使用される機会が少なくなっ

た毛筆を、書写学習の学習用具として用いる理由はここにある。学習指導要領

には「毛筆を使用する書写の指導は硬筆による書写の能力の基礎を養うよう指

導」するよう明言されている。  

 ところが、日常的に左手で書字する左利き者たちからは、左利き者が右手で

毛筆を扱っても、学習指導要領がねらう「毛筆を使用する書写の指導は硬筆に

よる書写の能力の基礎を養う」形となって寄与しないとの声がよく聞かれる。

中でも、硬筆は左手で、毛筆は右手で扱う左利き者からは、「硬筆と毛筆は全く

のベツモノである。連動しない。」「右手によって毛筆で文字を書く時は、文字

を書いている感覚はない。絵を描く感覚と同じ。」といった実感が寄せられる。 

 左利き者の右手による毛筆書写は、運動的部分の理解は難しくとも、知覚的

部分での理解は促せると考えられる。例えば、収筆部分等について、運動的に
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は理解できないないしは難しいが、知覚的には理解できる。左利き者の右手に

よる毛筆書写には、右手で書かれている文字に、ある程度の理解を持つための

可能性が大きく秘められている。  

左利き者の毛筆学習及びその指導をどのようになすべきか。この課題に関わ

る基礎研究として、例えば、現代の書写学習が字形と書字過程とのバランスに

重点を置いていることをふまえ、「第４章  ６．（５）」で述べた、左利き者の書

字と筆順とにまつわる研究があってもよい。『左きき書道教本』の更なる検証も

含め、左手での毛筆書写の学習の在り方に関しては今後の課題としたい。  
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「 第 ４ 章 」 で 考 察 対象 と し た 文献 に お い て 和 訳 の ため に 抽 出 した 箇 所 を 赤 色

の 枠 で 囲 ん で 示 す 。  

 

（ １ ） J e a n  A l s to n (1 9 9 6 )  ： Wr i t i n g  Le f t - h a n d e d    

A  g u i d e  f o r  p a r e n t s  a n d  t e a c h e r s  o f  l e f t - h a n d e d  c h i l d r e n .   

M a n c he s te r,  U K： De x t r a l  Bo o k s .  

中 表 紙  
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